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　　　※当選のお知らせ




　このたびは『ラッキーレインボウ』のクローズドベータテストにご応おう募ぼいただき、まことにありがとうございます。

　厳げん正せいなる抽ちゆう選せんの結果、あなたはテストプレイヤーとして当選されました。

　おめでとうございます！

　是ぜ非ひともこの機会に参加していただき、貴き重ちようなご意見をいただければ幸さいわいです。

　エントリーページはこちらになっています。





　クローズドベータテストに参加する






　会かい員いん登とう録ろくを完かん了りようすれば、すぐにテストプレイを始めていただけます。

　あなた様のご参加をお待ちしています。








株かぶ式しき会がい社しや　プリズム　　　　　　　












　　　第一章




　　　１




　目が覚めたとき、視し界かいに飛び込こんできたのは、覚えのない天てん井じようだった。

　すぐさま身体からだを起こして、周囲を眺ながめてみる。

　全体を灰はい色いろに彩いろどられた簡かん素そな部屋。広さは六畳じようくらいで、室内にあるのは僕が寝ねているこのベッドだけ。部屋の隅すみにはドアが取り付けられているが、窓まどはなく、外の状じよう況きようは分からない。

　ここは、どこだろう？　どうして僕は、こんなところで寝ていたんだ？

「確たしか、昨日は──」

　と、思考を巡めぐらせ、愕がく然ぜんとする。

　昨日、何をしていたのか、全く思い出せないからだ。

　寝起きで頭の中が混こん乱らんしているのだろうか。

「あの、すみません！」

　不安を打ち消すように、僕は大声を上げた。

「誰だれか、いませんか！」

　何度か声をかけて、じっと扉とびらの方を見つめる。しかし、いくら待っても誰かがこの部屋に近づいてくる様子はない。

「はあ……」

　僕はため息をつき、掛かけ布ぶ団とんをめくり上げた。何がどうなっているのか、状況はまるで吞のみ込めないけど、とにかく現げん状じようを打だ破はするには、この部屋から出るしかないのだろう。

　覚かく悟ごを決めて起き上がり、自分の身体に目を向ける。ジーンズにロングＴシャツというシンプルな格かつ好こうだが、どちらも見覚えのない柄がらだ。

　それなのに、サイズはぴったり。

　何がどうなっているのか分からず、軽く頭を振ふりながら、僕は足を進めた。

　ノブに手をかけるが鍵かぎはかかっておらず、小さな音を立てて、ドアは開く。

　視界に広がったのは、長い長い一本道だった。

　左右は壁かべに阻はばまれていて道みち幅はばは狭せまく、人が一人、通れるかどうかというくらい。

「すみませーん！　誰か、いませんか！」

　道の先に向かって呼よびかけてみるが、やはり反はん応のうはない。

　この道を、まっすぐ進んでいくしかないということか。

「はあ……」

　再ふたたびため息をついて、僕は一歩、足を進める。

　──背はい後ごから盛せい大だいな音が聞こえてきたのは、そのときだった。

「えっ？」

　思わず振ふり向き、目を見開く。

　さっきまで僕がいたあの部屋が、音を立てて崩くずれていったんだ。

　視し界かいの先に広がるのは、何も見えない闇やみだけだ。

　驚おどろきのあまり、思わず後ずさると、今度は地面に亀き裂れつが走る。

　瞬しゆん間かん、僕は全速力で駆かけ出した。しかしこちらを追いかけるようにして、地面はどんどん崩れていく。焦あせりに心を支し配はいされつつも、とにかく足を動かす。背はい後ごからの崩ほう壊かいが止む気配はなく、ただひたすら、駆けるのみ。

　どれだけ走ったのかは分からない。だが、やがて前方に、分かれ道らしき光景が見えてきた。

　どちらへ曲がるべきか。そんな迷まよいが頭の中に浮うかび上がるが、それも一瞬で消し飛ぶ。

　その曲がり角から、人ひと影かげが飛び出してきたからだ。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　全速力で走っていた僕は無理やり足に力を入れ、ぶつかる寸すん前ぜんで踏ふみ止まる。だが向こうはバランスを崩したのか、前のめりに転びそうになり、僕はその身体からだを反はん射しや的てきに抱だきとめた。

　その人の両りよう肩かたを手でつかんだまま、僕たちは間ま近ぢかで見つめ合う。

　栗くり色いろの髪かみをした、透すき通るような肌はだの女の子。

　背せは僕よりも低く、赤を基き調ちようとしたブレザーの制せい服ふくを身に纏まとっている。長い髪は頭の両側で束たばねられており、その大きな瞳ひとみは驚きに見開かれていた。

「き、君は、いったい……？」

「！」

　思わず声をかけると、彼女は慌あわてて自分の背後へ視線を向けた。そしてすぐにこちらへ向き直ると、いきなり僕の手を握にぎり締しめる。

「えっ」

「急いで！」

　その子は僕の手を引ひっ張ぱると、返事も聞かずに駆け出した。突とつ然ぜんのことに今度は僕が転びそうになるが、背せ中なかから聞こえてくる崩壊の音が耳に届とどき、我われに返る。

　そうだ、急がなければ、あの闇に吞のみ込まれる！

　僕はなんとか姿し勢せいを立て直し、彼女と並ならんで道を駆けた。無む我が夢む中ちゆうで振り返る余よ裕ゆうもなく、ただただ全力で走り続ける。

　やがて、視界の先に何かが見えてくる。

　ドアだ。道が行き止まりになっていて、その壁かべに大きなドアが取り付けられていたんだ。

　僕たちは顔を見合わせると、走る速度を上げ、一気に行き止まりへとたどり着く。そして二人で同時にドアのノブへ手をかけると、力ちから任まかせに回した。

　鍵かぎはかかっておらず、僕たちはドアを強引に押おし開けて、中へと飛び込む。転がるようにして駆け抜ぬけ、すぐに顔を上げ、

「あっ……」

　──その先に広がっていた光景に、息を吞のんだ。

　ただの一本道だったこれまでとは違ちがい、大きく広がった空間が、目の前にあったから。

　大おお広ひろ間ま、と形けい容ようするのが最さい適てきかもしれない。部屋の中央には大きなモニターが吊つり下げられているけど、画面は暗転していて、今は何も映うつしてはいない。

　そしてその周囲には、見知らぬ人たちが立っていた。

　その数、五名。

　ドアが開いたことに気付いたのか、全員が一いつ斉せいにこちらへ目を向ける。

　まず目に留とまったのが、メイド服に身を包つつんだ、縁ふちなし眼鏡めがねの女性だ。年ねん齢れい的てきには僕よりも少し上くらいだろうか。彼女は三つ編あみの髪かみを揺ゆらしながら、おっとりとした表情を浮うかべている。

　その隣となりには、露ろ出しゆつの多いゴスロリ風の衣い装しようを着た少女が立っていた。同年代くらいのその子の髪には軽くウェーブがかかっており、無む邪じや気きな瞳ひとみはこちらに向けられている。

　そこから少し離はなれたところには、セーラー服を着たポニーテールの少女がいた。背せは低く、多分、僕よりも年下。小こ柄がらな体型をしているが、よく見るとその子は腰こしに刀らしき物を携たずさえており、にらむような目で僕を見つめている。

　さらにその横にいるのは、小学生らしき女じよ児じだ。金色の髪を腰まで伸のばした彼女は、ロングコートを羽は織おり、サングラス越ごしに無表情な顔でこちらを眺ながめている。

　そして最後に視し界かいへ飛び込んできたのが、仮か面めんの人物だ。紫むらさき色いろのスーツを着たその人は、装そう飾しよくの施ほどこされていない無ぶ骨こつな金きん属ぞくの仮面をかぶり、胸むねの前で両りよう腕うでを組んだまま、黙だまって立ち尽つくすのみ。

　そんな人たちに注目されて、僕は緊きん張ちようのあまりノドを鳴らした。

　いったい何者なんだ、この人たちは……。

　驚おどろきを隠かくせない僕を余所よそに、隣にいた栗色の髪の少女はためらいもなく、その人たちに近づいていく。

　慌あわてて僕もその後に続く中、彼女は歩きながら口を開いた。

「あなたたちも、被ひ害がい者しや？」

　五人は顔を見合わせ、それぞれ納なつ得とくしたかのような表情を浮かべる。

「被害者、ですか。言い得えて妙みようですね。ということは、あなた方も？」

　五人のうちの一人──メイド服を着た女性が縁なし眼鏡を光らせて、そう尋たずね返してきた。

「ええ。訳わけが分からないまま、今のこの状じよう況きように巻まき込こまれたの。あなたたちも、あの何もない部屋で、目を覚ました？」

　その質しつ問もんには、ゴスロリの子が頰ほほに指を当てて答える。

「そうねー。なんかよく分からないけど、走り続けてたらここに着いちゃったのよねー。床ゆかがどんどん崩くずれていくし、ちょーこわかったー」

　そう言いながら、彼女は僕へ視線を向けると、軽くウインクをしてきた。

　その仕し草ぐさに思わずドキリとさせられるが、

「これで全員か？」

　声の方へ顔を向けると、小学生らしき女児が、ゆっくりとこちらに歩いてきていた。

「おそらく、そうだと思います。他に残っているドアもなさそうですし」

　女じよ児じの問いに、メイドが首を傾かしげつつ答える。

　残っているドアがない？　意い味み深しんな言葉に、何なに気げなく振ふり返り、

「──えっ？」

　声を漏もらさずにはいられなかった。

　僕たちが開けたはずの、あのドアが、きれいさっぱり跡あと形かたも無く消え去っていたからだ。

　共に同じ道を駆かけてきた彼女も目を丸くし、僕たちは思わず顔を見合わせる。

　二人してドアがあった場所へと駆け寄よってみるが、そこにはただ、のっぺりとした壁かべがあるだけだ。触さわったり、軽く叩たたいたりしてみても、なんの手ごたえも感じられない。

「そんな驚おどろくことでもないってばー。他のみんなも、似にたような感じだったんだしー」

　動どう揺ようする僕たちに、ゴスロリの子が口に手を当て、声を張はり上げる。

「なんかねー、この部屋に着いた瞬しゆん間かん、ドアが消えるっぽいのよー」

「ドアが、消える？」

「どうなってるのかは分かんないけど、とにかく消えちゃうの。でさ、あなたたちの出てきたドアが、最後の１枚まいだったわけ」

　周囲を見み渡わたしてみるが、確たしかに出入り口らしき物はどこにもない。

　つまり僕たちは、この大おお広ひろ間まに閉とじ込こめられたということか？

「誰だれが、なんの目的で、こんなことを……」

「それが分かれば苦く労ろうはしないっていうかー。私もついさっき、ここにたどり着いたばっかりで、何がどうなってるのか、さっぱりなのよねー。なんか、変な仮か面めんをかぶってる人もいるし」

　そう言ってゴスロリの子は、鉄てつ仮か面めんの人へと視し線せんを向ける。

「ちょっと待って。あなたたち五人は、知り合いではないの？」

「全然。初めて会った人ばかりだよー」

「なるほど……。ねえ、いくつか質しつ問もんしていいかしら？　状じよう況きようを整理したいのよ」

　栗くり色いろの髪かみの少女は叫さけぶと、五人の元へと足あし早ばやに戻もどっていった。

　僕はまたもや、慌あわててその後を追いかける。

「そうですね。まだ自じ己こ紹しよう介かいもしてませんし、少し話し合いましょうか」

　メイド服の女性は軽く手を叩くと、小さな笑みを浮うかべた。

　そういえば僕たちは、お互たがいの名前すら知らないんだよな。前を歩く、あの子の名前も。

　僕は同意を示しめすために、強くうなずく。他の人も異い論ろんはないのか、反対の声は上がらない。

　当然だ。ここにいる誰もが、自分たちが置かれている現状を理り解かいしたいはずなのだから。

　僕たちは部屋の中央へと集まり、栗色の髪の少女は全員を見回すと、口を開いた。

「先に名乗っておくわ。わたしの名前は赤あか咲さきアリス。以後、よろしく」

　自らの名を明かした彼女は、さらに言葉を続ける。

「まず、この部屋に、最初にたどり着いたのは誰なの？」

「……」

　その問いに応おうじたのは、セーラー服の少女だ。彼女は無言のまま、右手を小さく上げる。

「あなたが最初なのね？　そのときの状じよう況きようを、詳くわしく教えてくれないかしら？　そうね、たとえば、怪あやしい人ひと影かげを見たとか」

　アリスはさらに質しつ問もんを重ねるが、

「……」

　しかしセーラー服の少女は、その問いに対しては首を横に振ふった。

「何も見なかったということ？」

「……」

　今度は首を縦たてに振るが、やはり言葉を発しようとはしない。

　無口な性せい格かくなのだろうか。それとも、僕たちとは会話を交わしたくないと思っているのだろうか。いずれにせよ、名前を聞けそうな雰ふん囲い気きでもない。そのことをアリスも察したのかもしれないが、今はもっと優ゆう先せんするべきことがあると判はん断だんしたのだろう。

「そう。答えてくれてありがとう」

　軽く微笑ほほえむと、『２番目は誰だれ？』とばかりに、他の人たちへと顔を向けた。

「次はおそらく、私たちですね」

　視し線せんを受けて、メイド服の女性が口を開く。

「私たちがここに来たとき、そちらのセーラー服の方しかいませんでしたから」

「そうだねー。その子の他には誰もいなかった、と思うよー」

　その意見に同調するように、ゴスロリの子も声を上げた。

「……私『たち』？」

　不ふ可か解かいな言葉に眉まゆをひそめるアリスへ、メイドの人は言葉を補おぎなうようにして続けた。

「すみません、説明不足でしたね。最初は私も、一人っきりだったんですよ。何もない部屋で目を覚さまして、訳わけが分からないままそこを出て。でも、崩くずれていく通路を走っていたら、その途と中ちゆうで道が二手に分かれていて。そこで私はこちらの方と、ばったり鉢はち合あわせになったんです」

　と、今度はゴスロリの子を指差す。

「あのときはびっくりしたねー。まあ、驚おどろいてる暇ひまもなかったから、そのまま一いつ緒しよに走り続けて、ここにたどり着いたんだけどさー」

　ゴスロリの子は相変わらず気軽な口く調ちようで、経けい緯いを口にする。

　なるほど、彼女たちも僕らと同じということか。僕とアリスも通路の途中で合流し、この場所まで一緒に走ってきた。おそらく『そういう道』が、この施し設せつにはいくつか用意されていたのだろう。

　そのことをアリスもすぐに理解したのか、特に質問も投げず、うんうんとうなずいている。

「そうだ、申もうし遅おくれました。私、緑みどり山やまリリィと申します。以後、よろしくお願いします」

　メイドの人は名前を名乗ると、深ふか々ぶかと頭を下げた。

「藍あい沢ざわルーシーだよー。よろしくねー」

　その後に続くようにして、ゴスロリの子もウインクして微笑む。

　セーラー服の少女に比くらべると、二人はかなり友好的で気さくな性格のようだ。

「話を戻もどしますけど、私たちがこの大おお広ひろ間まに着いたときには、そちらのセーラー服の方しかおらず、私もルーシーさんも、ずっと走り続けたせいで息も乱みだれていましたし、しばらくの間は、お互たがいに無言のままでした。そうこうしているうちに、今度はこちらのお嬢じようさんが現あらわれたんです」

　リリィさんはおっとりとした口く調ちようで話を続ける。視し線せんの先にいるのは、ロングコートを羽は織おった女じよ児じだ。

「お嬢さんなんて柄がらじゃねえよ」

　女児は懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出すと、無む造ぞう作さに口の中へと突つっ込こむ。

「ケイト・イエローライト。ケイトって呼よんでくれ」

　そう言って彼女は、無ぶ愛あい想そうな顔をリリィさんたちに向けた。

「あたしも一いつ緒しよだよ。崩くずれる道を駆かけ抜ぬけて、ドアを開けたら、この三人がいたんだ。で、そこのリリィとやらがあたしの方を見るなり、いきなり叫さけんで……」

「そうなんです。『ドアが消える』と分かったのは、ケイトさんがこの大広間に着いたときなんです。そのときになって、私たちが開けたドアも消えていることに、ようやく気付きまして。それまでは、背はい後ごを振ふり返る余よ裕ゆうもありませんでしたからね」

「びっくりしたよねー」

　三人がそれぞれに言葉を紡つむぐ中、アリスはその意味を嚙かみ締しめるように、何度もうなずく。

「ということは、その次が──」

「ボクだね」

　そこで鉄てつ仮か面めんの人物が手を挙あげて、一歩前へと進み出た。

　この謎なぞの人物が、初めて言葉を発した瞬しゆん間かんである。

　僕も含ふくめて、その人以外の誰だれもが思わず一歩退ひいたのも、当然と言えば当然だろう。

「あれ、あれ？　もしかして、警けい戒かいされちゃってる？」

　仮面越ごしだからか、その人の声はくぐもっていて、そして当然、顔が見えないから、性せい別べつや年ねん齢れいが分かりづらい。

「まあ、警戒するなって言っても無理だよね。なにしろ、こんな物をかぶらされてるわけだし」

「……かぶらされてる？」

　仮面の人の言葉に、真っ先に反はん応のうしたのはアリスだった。

「そう。これはボク自身の意思でかぶった物じゃないんだよ。目が覚めたら、なんだか視界が狭せまいし、頭が重いし、ここにたどり着くだけでも大変だったのさ」

　腰こしに手を当てて、仮面の人は不満げに声を漏もらす。

「そもそも、ボクのかぶらされてるこれが、『仮面』だと分かったのは、そちらのリリィさんに手て鏡かがみを渡してもらったからなんだ」

　と、その人はリリィさんに顔を向けた。

「は、はい。そちらの方が大広間に現れたとき、私たちは驚いて、緊きん張ちようのあまり誰もが身動きできなくなってしまいまして……。そのとき、その、鉄仮面の方が、おっしゃったんです。『誰か、鏡を持ってる人はいないか？』と。だから私は持参していた手鏡を、そちらの方にお渡ししたんです」

　リリィさんは申もうし訳わけなさそうに眉まゆをひそめつつ、メイド服のポケットから手て鏡かがみを取り出した。

「そうそう。その鏡を見て、ようやくボクは理り解かいしたんだよ。おそらく何者かに、この鉄てつ仮か面めんをかぶらされたんだろうなって」

　鉄仮面の人はまるで他人ひと事ごとのように、あっけらかんとした口く調ちようで話す。

「しかもこれ、外せないみたいなんだよね。いやー、どうしたものかなー、はっはっはっ」

　危き機き感かんや悲ひ壮そう感かんがまるで伝わってこないその話しぶりに、聞いている誰もが顔をしかめる。

「そうそう、ボクのことは『シノミヤ』と呼よんでくれ。本名かどうかは答えられないけれど、その名前で呼んでくれたら、ちゃんと会話に応おうじるつもりだよ」

　シノミヤと自じ称しようしたその人が、心の中で何を考えているのかは分からないけど、いずれにせよ僕たちと立場は同じということか。

「なるほど、だいたいのことは分かったわ」

　これまでの話を頭の中で整理できたのか、アリスはうなずき、腰こしに手を当てる。

「最後にここへたどり着いたのが、わたしたちね。わたしと、そちらの彼も、通路の途と中ちゆうで、偶ぐう然ぜん出会ったのよ」

　そう言って彼女は、僕に顔を向ける。

「えっと……、あなた、名前なんだったっけ？」

　何なに気げなく問われ、そのときになって気付く。自分もまだ、名を名乗っていなかったことを。

「あ、うん。僕の名前は──」

　と、そのときだった。

　大おお広ひろ間まの中央に設せつ置ちされていた巨きよ大だいなモニターが、突とつ如じよ、光を帯びたんだ。

　皆みなは驚おどろきながらもモニターへ視し線せんを移うつすと、かすかな音と共に、映えい像ぞうが表ひよう示じされる。

　そこに映うつったのは、一人の男性だった。

　見た感じは高校生くらいで、短く刈かられた髪かみに、どこにでもいそうな顔立ちをしている。

　それでいて心の奥おくにはなんらかの決意を秘ひめていそうな、強い意い志しを感じさせる表情だ。

　漆しつ黒こくのマントを羽は織おり、にこやかな笑みを浮うかべているが、何を考えているのかはいまいち読み取りづらい。

　この人はいったい何者なんだろう？

　突然のことに心が乱みだれる中、モニターの中の彼は口を開く。

『ようこそ、ラッキーレインボウの世界へ！』

　彼は両手を広げると、高らかに声を上げた。

『みんなよく集まってくれたね、本当にありがとう。心の底から感かん謝しやしてるよ。じゃあ、早さつ速そくだけど、ゲームの説明だ！』

　異い様ように高いテンションで、彼は一気に言葉をまくしたてる。

『これから君たちには、７つの「クエスト」に挑ちよう戦せんしてもらうことになる。それら全てを達成できれば、見事ゲームクリアさ！　やったね！』

　白い歯を見せながら、彼はガッツポーズを作り、真正面を指差す。反対の手では自分の顔を覆おおい、足を開いて決めポーズのようなものを取ると、さらに続けた。

『リタイアの条じよう件けんや、それぞれが持っている「スキル」について等、細かい説明は相あい棒ぼうがしてくれるはずだ！　それじゃあ、皆みなの健けん闘とうを祈いのってるよ。がんばってね！』

　彼は指を鳴らし、その途と端たん、モニターは暗転。そしてもう、何も映うつそうとはしなかった。

「……なんだったんだ、今のは」

　沈ちん黙もくしたモニターを見つめながら、思わず声を漏もらす。

　ラッキーレインボウ？　ゲームクリア？　彼が何を言いたかったのかが、まるで分からない。

　だがその言動を見る限かぎり、僕たちが巻まき込こまれている状じよう況きように深ふかく関わっていることは間ま違ちがいない。

　他の人の意見も聞こうと思い、モニターから目を動かし、

「えっ？」

　思わず声を漏らす。

　その場にいた誰だれもが、僕のことを見つめていたからだ。

　見つめるというよりは、にらむといった方が近いかもしれない。こちらに向けられた顔の、そのほとんどが、敵てき意いや猜さい疑ぎ心しんに彩いろどられており、僕としてはただ戸と惑まどうばかり。

「み、みんな、どうしたの？」

　かすれるような声で尋たずねると、

「……こ、これ」

　リリィさんが恐おそる恐るといった感じで、手て鏡かがみを僕に差し出してきた。

「あ、はい」

　なんだろう？　顔にゴミでも付いてるのかな？

　よく分からないまま、軽い気持ちで手鏡を受け取り、自分の顔に向け、

「………………は？」

　言葉を失った。

　そこにあったのは、ついさっきモニターに映っていた人物と、同じ顔だったからだ。




　　　２




　なんだろう、これは。鏡に何か細さい工くが施ほどこされているのだろうか。

「あ、あの、リリィさん、この手鏡は、どういう仕組みになってるんです？」

　首を傾かしげながら尋ねるが、

「そ、それはただの鏡です！　仕組みとか、何もありません！」

　返ってきたのは、悲ひ痛つうな叫さけび声だった。

「そこに映っているのは、あなたの顔です！　全部、あなたの仕し業わざだったんですね！　近ちか寄よらないでください！」

　そう言うなり、ルーシーの背せ中なかに隠かくれて、顔だけをこちらに覗のぞかせる。

　鏡に映っているのは、僕の顔？　つまり、僕があのモニターの人物？

　いやいや、何を言ってるんだ、この人は。そんなわけないじゃないか。

　だって僕は……。

「──あれ？」

　と、そこで頭の中に、奇き妙みような疑ぎ問もんが生まれた。

（僕って、どんな顔をしてたっけ？）

　その疑問に答えようとするが、しかし上手うまくいかない。

　自分の顔を思い出そうとすると、途と端たんに思考がぼやけて、何も考えられなくなるんだ。

　もう一度、手て鏡かがみを見ると、やはりモニターに映うつっていたあの顔が目に飛び込こんでくる。

　これが、自分の顔、なのか？

　信じがたい現げん実じつに、僕は動どう揺ようするばかり。

　だから、近くまで迫せまってきた『それ』に、すぐには反はん応のうできなかった。

「へっ？」

　鉄の鎖くさりらしき物が、僕に向かって飛び込んできたんだ。

　突とつ然ぜんのことに何も反応できないでいるうちに、鎖は僕の両手足を縛しばり上げた。

　もがこうとしても、まともに身動きが取れず、バランスを崩くずしてその場にヒザをつく。

　周りを見てみると、その鎖はアリスの手から伸のびているようだった。何がどうなっているのかは分からないが、彼女が僕の自由を奪うばったということか。

　アリスの顔には嫌けん悪おの表情が浮うかんでいて、その顔を見た瞬しゆん間かん、強く胸むねを締しめ付けられる。

「おい」

　そのとき額ひたいに、冷たい感かん触しよくが宿った。

　視し線せんを移うつすと、ケイトが黄金色に輝かがやく何かを持ち、僕の頭に突つき付けているのが見える。

　彼女が何を手にしているのか、すぐには理解できなかった。だって、小学生らしき女じよ児じが持つにしては、それはあまりにも不ふ似に合あいで、非ひ現げん実じつ的てきだったのだから。

　ケイトが僕に突き付けていたのは、彼女の手にちょうど合うサイズの、拳けん銃じゆうだったんだ。

「説明しろ。何がどうなってやがる」

　そう言われても、拳銃を額に押おし付けられながら、まともに話せるわけがない。僕はただ、

「ち、違ちがう……」

　と声を漏もらすのみ。

「何が違うのよ」

　そんな僕に向かって、アリスがきつい口く調ちようで話しかけてくる。

「危あやうく騙だまされるところだったわ。さあ、白はく状じようしなさい。何が目的で、わたしたちをこんなところに閉とじ込めたの？」

「い、いや、だから、これは何かの間違いで……」

「まだ、しらばっくれるつもりか。命は惜おしくないんだな」

　弁べん解かいの言葉をさえぎり、ケイトがさらに強く銃口を押し付けてくる。

「こっちはこんな身体からだにされちまったせいで、すでにストレスがマックスなんだ。さっさと白状した方が、身のためだぜ」

　こんな身体からだ？　なんのことだ？

　ケイトは何を言ってるんだろう？　頭の中がパニック状じよう態たいで、まともに働いてくれない。

　ここで殺されるのか？　意味不明な事じ態たいに巻まき込こまれた上、その黒くろ幕まくだと思われたまま？

　死を意い識しきした僕は、これまでの人生を振ふり返ろうとして、

「────えっ？」

　またもや言葉を失った。

　積み重ねてきたはずの思い出が、何も浮うかんでこないからだ。

　昨日の出で来き事ごとを覚えてない、どころじゃない。

　僕はどこに住み、どんな生活を送っていた？　家族は？　友人は？

　そもそも、僕ってどんな名前だったっけ？

　分からない。何も思い出せない。頭の中が真っ白になり、視し界かいもぼやけていく。

　──異い変へんが起きたのは、そのときだった。

「……なんの真似まねだ？」

　ケイトの言葉に、わずかながら意識を取り戻もどした僕は、視線を動かす。そして、その光景に目を見開いた。

　彼女の背はい後ごには、セーラー服を着たポニーテールの少女が立っていて、しかもその子は携たずさえていた刀をすでに抜ぬき放っており、その切きっ先さきをケイトの首くび筋すじに当てていたんだ。

「い、いつの間に……？」

　アリスが驚おどろきの表情をセーラー服の少女に向けている。

　他のみんなも目を丸くしており、固かた唾ずを吞のんで僕たちを見守っていた。

「……もう一度聞く。なんの真似だ？」

　一方、ケイトは振り返りもせず、同じ問いを背後に投げかける。

「……」

　しかしセーラー服の少女は、無言を貫つらぬいたままだ。その瞳ひとみには明らかな敵てき意いが宿っていて、『言葉にするまでもない』とでも言いたげな表情である。

　おそらく彼女は『銃じゆうを下ろせ』と、その態たい度どで語っているのだろう。そしてそのことはきっと、ケイトも分かっている。

「この男をかばうのか？　ひょっとして、お前もこいつの仲間か？」

　刃やいばを向けられながらも、ケイトに臆おくした様子はない。本物の刀ではないと思っているのか、あるいは、本当に斬きるはずがないと思っているのか。その心の内は分からないけど、しかし彼女の態度からは、『脅おどしには屈くつしない』という覚かく悟ごのようなものが感じられた。

「いいぜ、動いてみろよ。お前があたしの首をちょん切るのと、あたしがこいつの脳のうみそを、盛せい大だいにぶちまけるのと、どっちが早いかっていう勝負だな」

　そんなケイトの言葉にも、セーラー服の少女は揺ゆるがない。

「３つ数えるうちに、そいつをどけろ。そうすりゃ、お前のやったことには目をつぶってやる。ただし、数え終わってもまだ気が変わらないってのなら、そのときはこの引き金を、迷まよわずに引く。いいな？」

　宣せん言げんするなり、ケイトはカウントダウンを開始した。

「３」

　それでもセーラー服の少女は、刀を引かない。

「２」

　緊きん迫ぱくした空気の中、やはり彼女は動かない。

「１」

　ここまでか。

　僕は覚かく悟ごを決めて、目を閉とじる。

　──その瞬しゆん間かん、大おお広ひろ間ま全体に、爆ばく音おんが鳴り響ひびいた。

「っ!?」

　驚おどろきのあまり僕はその場にへたり込こみ、目を開ける。視し界かいに飛び込んできたのは、モクモクと立ち上る黒こく煙えんだ。

　中央にあったモニターが、木こつ端ぱ微み塵じんに破は壊かいされ、無む残ざんな姿すがたに成り果てていたんだ。

　その下には、ルーシーがにこやかな笑みを浮うかべながら、悠ゆう然ぜんと立っている。

「はいはーい。みんな、ケンカはダメだよー」

　自分に注目しろとばかりに手を振ふり、彼女は僕たちの方へと近づいてきた。

「こういう状じよう況きようなんだし、意見の衝しよう突とつはあって当然だけどー、さすがに見てられなかったし、仲ちゆう裁さいに入ろうかなーって」

　彼女の指先には小さな炎ほのおが浮かんでおり、その幻げん想そう的てきな光景に、思わず見み惚とれてしまう。

「い、今、モニターが壊こわれたのって、もしかして、ルーシーさんが？」

「うん、そうだよー」

　リリィさんが尋たずねると、ルーシーはピースサインを作り、同時にその指先は、輝かがやきに変わる。

「まあ、でもー、壊れたままだと不ふ便べんかもしれないし、直しておこっかー」

　言葉と共に、彼女は指をモニターへと向ける。その途と端たん、指先から光が真まっ直すぐに伸のびて、モニター全体を包つつみ込んだ。

　そのまばゆさに目がくらみそうになるが、しかし次の瞬間、光は弾はじけ飛び、

「──はあっ!?」

　またしても僕は声を上げ、ただただ、呆ぼう然ぜんとするのみ。

　壊れたはずのモニターが、元通りの姿に戻もどっていたからだ。

　何がどうなっているのかと、困こん惑わくする僕たちに向かって、ルーシーは笑顔のまま口を開く。

「他にも色々できるから、お望みならば、なんでも見せてあげるけどー。ひとまずはみんな、武ぶ器きを収おさめて欲ほしいなー。あ、もちろん、アリスちゃんの鎖くさりも、ね」

　ウインクをしながら、彼女はチラリと舌したを覗のぞかせた。その様子にアリスはポカンと口を開け、僕を縛しばっていた鎖がゆっくりと解かれる。

　……いったいぜんたい、何が起きているんだ。

　ケイトとセーラー服の少女も口を開けたまま、それぞれ腕うでを下ろし、ルーシーを見つめている。にわかには信じがたい光景に、さすがに驚おどろきを隠かくせないでいるのだろう。

　だって、僕たちが見たのは、まさに魔ま法ほうとしか言いようのない出で来き事ごとだったのだから。

『ちょっとよろしいですか？』

　と、そのとき不意に、背はい後ごから声が聞こえてくる。

　僕は何なに気げなく振ふり返り、

「っ！」

　思わず背せ中なかをのけ反ぞらせた。

　巨きよ大だいな鳥が、いつの間にか、そこにいたからだ。

　全長１２０センチはあるだろうか。その胴どう体たいは虹にじ色いろの羽毛で覆おおわれており、しかもそいつは、なぜか僕に向かって、じっと視し線せんを注いでいる。

　困こん惑わくする僕を見つめながら、その鳥が口を開いたかと思えば、

『はじめまして』

「!?」

　唐とう突とつに聞こえてきた言葉に、やはり僕は驚きよう愕がくの表情を浮うかべ、その鳥をマジマジと見つめた。

　鳥が、しゃべってる？

『今から「ラッキーレインボウ」のルールを説明しますので、他の皆みな様さまも、どうかお集まりになってくださいませ』

　こちらの驚きには構かまわず、その鳥は言葉を続けた。僕以外のみんなも、それぞれ複ふく雑ざつな表情を浮かべつつ、その鳥を囲むようにして輪わを作る。

「七しち面めん鳥ちようのようだね」

　間近で鳥を見下ろしながら、シノミヤがつぶやく。

「羽毛はかなり奇き抜ばつな色をしているが、姿すがた形かたちそのものは、七面鳥に似にているような気がする」

『まあ、博はく識しきでいらっしゃいますのね。おっしゃる通り、ご主人様は七面鳥をモチーフとして、わたくしを作られました』

　鳥は答えると、皆をぐるりと見回す。

　会話が成立している……。ただ話せるというだけでなく、こっちの言葉も通じるのか。

『申もうし遅おくれました。わたくし、案内役のレドと申します。以後、お見知りおきを』

　レドと名乗るその鳥は、言葉と共に深ふか々ぶかと頭を下げる。

『ここからはわたくしがゲームの詳しよう細さいを説明していきます。答えられる範はん囲いでなら質しつ問もんも受け付けますので、なんなりとお聞きくださいませ』

　そう言ってレドは、翼つばさを軽く羽ばたかせた。

『先ほどの映えい像ぞうの中でも述のべられていましたが、これから皆様には７つのクエストに挑ちよう戦せんしてもらうことになります。クエストの内ない容ようは様々で、お一人では攻こう略りやくが困こん難なんなものばかり。ですので、どうか皆様で力を合わせていただければ幸さいわいです。最終的に、全てのクエストを達成すれば、ゲームクリアとなり、元の世界に戻もどることができますわ』

「……元の世界ってなんですか？　まるでここが、現げん実じつじゃないみたいな言い方ですけど」

　リリィさんが遠えん慮りよがちに尋たずねると、

『はい、そうです。ここはゲームの中の世界ですから』

　あっさりとした口く調ちようで、レドがとんでもないことを言った。

　ゲームの中？　いったい何を言ってるんだ、この鳥は。

『「ラッキーレインボウ」は仮か想そう空くう間かんの中で遊ぶことのできる、超ちよう体たい験けん型がたのオンラインゲームです。近日公開予定のこのゲームの、テストプレイヤーとして、あなた方は選ばれたのです』

「テストプレイヤー？」

　僕がつぶやくと、レドは首を縦たてに振ふった。

『はい、テストプレイヤーです。皆みな様さまの意い識しきは今、現実世界の肉体から離はなれた状じよう態たいにあります。ご自分の身体からだだと思われているそれは、仮かりの姿すがたです。いわゆるアバターというやつですわね。細かい理り屈くつはさておき、そういうものだと受け入れてください』

「そ、そんなこと、突とつ然ぜん言われても……」

『現実の世界では起こり得ないようなことを、皆様方はこれまでに何度か経験されているはずです。その事実だけで、ここが非現実の世界だと理り解かいするのには充じゆう分ぶんでしょう。それに……』

　と、レドは首をルーシーへと向ける。

『薄うす々うすながらも、ここがゲームの中だと気付かれていた方はいらっしゃるんじゃないでしょうか？　もうすでに、「スキル」を駆く使ししている方もおられるようですし』

　視し線せんを受けて、ルーシーはにっこりと微笑ほほえんだ。

「な、なんですか、その、スキルというのは？」

　リリィさんが眉まゆをひそめると、

『その説明がまだでしたわね。参加者である皆様方には、それぞれに異ことなるスキルが与あたえられています。常じよう人じんには成し得ないような、超人的な能のう力りよく。どういう性せい質しつを持っていて、どのように扱あつかえばいいのかは、おそらくゲームに参加した瞬しゆん間かん、皆様自身が直感的に理解したはずです』

　レドは全員を見回すが、それ以上のことは何も口にせず、話を続ける。

『ただし皆様方にはそれぞれ、なんらかの「リミット」が設もうけられています。特別な力を得る代わりに、一定の行動が制せい限げんされる、というわけですね。どんな制限が課かせられているのかは、やはり皆様自身がゲームを開始した時点で、すでに把は握あくしていることでしょう。まあ、この手のゲームではよくある話ですわね。いずれにせよ、その力を活用してクエストを達成し、ゲームをクリアしていただければ、と思う次し第だいです』

　レドは尻尾しつぽをかすかに揺ゆらし、首を傾かしげながら、無む邪じや気きな表情で言った。

『ここまでで、何かご質問はありますか？』

　僕たちは思わず顔を見合わせるが、やがて意を決したのか、アリスが口を開く。

「そもそも、『ラッキーレインボウ』って何？　そんなものに参加した覚えはないんだけど」

『でしょうね。皆様方がこの世界に来られる直前の記き憶おくは、引き継つがれていませんから』

「は？」

『現げん実じつの世界では、「ラッキーレインボウ」のクローズドベータテストに当選したという告知メールが届とどいているはずです。しかし、今作もまだテスト段だん階かい。現実から仮か想そう空くう間かんへ、「完全に記き憶おくをコピーする」とまではいかず、皆みな様さま方がたにとっての「最新の記憶」が、この世界では抜ぬけ落ちているのです。ここは改かい善ぜんの余よ地ちがある箇か所しよですわね』

「記憶？　記憶って言ったか？」

　平然とした顔で語るレドに、僕は詰つめ寄よる。

「じゃあ、僕の記憶がおかしいのも、そのせいなのか？　何も思い出せないのも、自分の顔すら、覚えてないのも？」

　祈いのるような気持ちで問いかけるが、

『お答えできません』

　しかし、返ってきたのは無情な言葉だった。レドはそれ以上、何も語ろうとしない。まるで僕の質しつ問もんが、答えるまでもない、くだらないものだとでも言うかのように。

「おい」

　そのとき不意に声が聞こえたかと思うと、ケイトが一歩前に出て、あの黄金色の銃じゆうをレドに突つき付ける。

「ゲームだとか、スキルだとか、そんなことはどうでもいい。一つだけ答えろ」

　彼女は僕を一いち瞥べつすると、短く問いかけた。

「この男がお前の、ご主人様とやらか？」

『お答えできません』

　しかし、レドの返事は素そっ気けないものだ。

「いいから答えろ。命が惜おしいのならな」

『お答えできません』

　再さい度どの問いかけにも、やはりレドの答えは変わらない。

「そうかよ」

　ケイトは表情を変えずにつぶやくと、ためらいもせずに銃の引き金を引いた。

　轟ごう音おんと共に、銃じゆう弾だんが打ち出され、

「えっ」

　僕は思わず、声を漏もらす。

　放たれた弾たまが、レドの身体からだに当たった瞬しゆん間かん、消えたのだ。

『わたくしに対する暴ぼう力りよくや妨ぼう害がいは、いかなるものでも無む効こう化かされます。そういう仕し様ようになっているのです。なにとぞご了りよう承しようください。──こういうのも、この手のゲームではあるあるネタですわね』

　ノドの奥おくを鳴らして、レドは一礼する。

『質問は以上ですか？　次の説明に移うつってもよろしいでしょうか？』

「……」

　無言で見つめるみんなを、レドは肯こう定ていと受け止めたのだろう。

『続いて、「リタイア」の条じよう件けんについて説明します』

　そう言ってさらに、言葉を続けた。

『クエストへの挑ちよう戦せん中ちゆう、皆みな様さま方がたは様々な困こん難なんに遭そう遇ぐうすることでしょう。その内ない容ようについては、わたくしの口からは申もうし上げることができませんが、もしかしたら、肉体への損そん傷しようを伴ともなうような場面にも出くわす、なんてこともあるかもしれません』

「肉体への損傷、ですって？」

　レドの説明に反はん応のうしたのは、アリスだ。

「まさか、ゲームの中で死ぬと、現実の世界でも死ぬ、なんて言うんじゃないでしょうね？」

　彼女は警けい戒かいの眼まな差ざしを向けるが、しかしレドは首を横に振ふった。

『ふふっ、この手のゲームではよくあるお話ですわね。しかし、ご安心ください。ゲーム内でどのようなダメージを負おおうとも、皆様のお身体からだが傷きずつくことはありません。当然、現実世界への影えい響きようも皆かい無むです。何しろ、ここはゲームの中の世界なのですから。現実とゲームを混こん同どうするのは、よくないことですわよ』

　ノドを鳴らして笑うレドを見て、アリスは少し不ふ機き嫌げんそうな表情を作る。

「でも、何もリスクが無いってわけじゃないんでしょ？　ダメージを受けても無傷だなんて、そんなのゲームとして面おも白しろ味みに欠かけるじゃない」

『飲み込みが早くて、案内役としては助かります。おっしゃる通り、「ペナルティ」は設せつ定ていされていますわ。皆様の肉体がなんらかのダメージを受けた場合、そのダメージは、衣い服ふくへと反はん映えいされることになっているのです』

「……ふむ。もう少し、詳くわしく教えてもらえるかな？」

　シノミヤが尋たずねると、レドは小さくうなずく。

『簡かん単たんに言えば、ダメージを受けると、着ている服が破やぶれるということです』

「服が、破れる？」

『破れる範はん囲いや大きさは、ダメージ量に応おうじて変わってきます。たとえば小さな切り傷程てい度どなら、服の裾すそがほつれる程度でしょうし、それよりもっと大きなダメージを負えば、破れる範囲は大きくなることでしょう。ダメージが積つみ重なり、衣服が全部なくなって全ぜん裸らになったとき、そのプレイヤーはリタイアとなるのです』

「リタイアした人は、どうなるんだい？」

『その時点で、その方には退たい場じようしていただきます』

「退場とは？　具体的には、どうなるのかな？」

『リタイアした方のアバターがこの空間から消失し、以後、ゲームへの参加が不ふ可か能のうとなります。ただし先ほども申もうしましたように、お身体への影響はありませんので、その点はご安心を』

　レドの説明を聞いて、僕は小さく息を吐はく。一いち応おう、身の安全は保ほ障しようされているということか。

『もちろんリタイアしたからといって、皆様の行動が無駄になるわけではありません。今回のゲームは、あくまでテストプレイですからね。皆様が何を行い、どのような過か程ていで全裸になり、リタイアしたのかという情報は、当社にとって貴き重ちようなデータです。皆様が裸はだかになった映えい像ぞうも含ふくめて、そのデータは全て記き録ろくされ、半はん永えい久きゆう的てきに保ほ存ぞんされることでしょう』

「な、何よ、それ！」

　さりげなく語られたレドの言葉に、即そく座ざに反はん応のうしたのは、アリスだった。

「つ、つまり、わたしの、というより、みんなの裸はだかが、映えい像ぞうとして残るっていうこと!?」

『リタイアした場合は、という話です。裸を晒さらすことに抵てい抗こうがあるのでしたら、リタイアしないように健けん闘とうし、クリアを目指して尽じん力りよくすればいいだけではありませんか？』

「そ、それは、そうだけど……」

『ゲームの中で死んだら現げん実じつの世界でも死ぬ、なんてことに比くらべたら、軽いペナルティだと思いませんか？』

「で、でも、そんなの、そんなの……」

　アリスは固かたく目をつぶると、頰ほほを赤く染そめながら、

「そんなの、恥はずかしいじゃない！」

　ごく当たり前の心情を、大声で叫さけんだ。

『それこそがペナルティなのです。「リスクが無ければゲームとして面おも白しろ味みに欠かける」と言ったのは、アリス様ではありませんか？』

「ん……、それは、まあ、そう言ったけど」

『ルールについての説明は、以上となります。他に何か質しつ問もんはあるでしょうか？　なければ、これよりクエスト開始とさせていただきますが』

「……二つ、聞かせてくれないか？」

　と、シノミヤが腕うでを組み、レドを見下ろしながら尋たずねた。

「このゲームへの参加は、みんな、自みずからの意思で決めたということでいいのかな？　つまり、ボクたちは今、そのときのことを覚えてないけど、ここにいる全員が望んでこの場に来ているということなのか？　もしそうならば、納なつ得とくもできるというものだけど」

『お答えできません』

「ふむ。ではもう一つ。この七人の中に、君のご主人様はいるのかい？」

『お答えできません』

「ありがとう。ボクからは以上だ」

　シノミヤは軽く手を振ふり、他のみんなを見回す。しかし、僕はルールやら何やらを把は握あくするのに精せいいっぱいで、もう質問する余よ裕ゆうなんてなかった。それは他の人も同じだったのか、誰だれも何も言わず、レドを見つめるだけだ。

　質問は無いと判はん断だんしたのか、レドはゆっくりとうなずき、

『それでは、第１のクエストを開始します！』

　そう宣せん言げんした瞬しゆん間かん、突とつ如じよとして、大おお広ひろ間まの一角に光が生まれた。

　同時に、電子的なファンファーレが鳴り響ひびく。

　やがて光は収おさまり、

「えっ」

　目の前の光景に、僕は声を漏もらした。

　光っていた一角に、いつの間にか、赤い扉とびらが現あらわれていたからだ。

　さっきまでは、そこに何もなかったはずなのに。

『ではでは、わたくしはこれで失礼しますわ。必要とあらば、いつでもお呼よびくださいませ。「レドちゃん、出ておいでー」と叫さけんでいただければ、どんな場所にでも馳はせ参さんじますので』

　驚おどろく僕を尻しり目めに、レドはお辞じ儀ぎをしてみせる。

『ごきげんよう。また、後ほどお会いしましょう』

　そして言い終えた瞬しゆん間かん、その姿すがたが消失した。どこかに隠かくれるような隙すき間まなんて無いだろうし、まさに『消えた』と言うべきその事態に、しかし僕以外のみんなは、全く動じていなかった。

　もはや誰だれもが現げん状じようを受け入れているということか。ここはゲームの中の世界であり、あの鳥は、黒くろ幕まくの相あい棒ぼうなのだということを。

　でも、確たしかにそう考えるしかないんだよな。扉が消えたり現れたり、しゃべる鳥がいたり……。

　ルーシーが見せた、あの魔ま法ほうのような力だってそうだ。そんなの、現実の世界では起こり得ない。

　いずれにせよ、僕たちはあの赤い扉の先に進み、クエストとやらに挑ちよう戦せんしなければならないのだろう。それ以外に、ここから脱だつ出しゆつする術すべはないのだから。

　しばしの間、沈ちん黙もくが大おお広ひろ間まを支し配はいしていたが、

「……この、ドスケベヤロウが」

　ケイトが再ふたたび、僕に向かって銃じゆうを突つきつけてきた。

「あの説明が本当なら、参加者を裸はだかにさせるようなゲームを始めようとしてるってことだよな？　しかもお前以外は女ばかりだ。どう考えてもいやらしい目的でやってるとしか思えねえ」

　……そうだ、その問題は、まだ解かい決けつしてないんだった。

　ここがどんな世界で、何をしなきゃいけないのかは分かったが、僕の容よう疑ぎが晴れたわけではない。アリスもきつい目つきで、じっとこちらを見下ろしている。きっと彼女も、まだ僕のことを疑うたがっているのだろう。

　でも……。

「僕は黒幕なんかじゃない。──と、言いたいところだけど、自分でも分からないんだ。だって僕は、名前さえ思い出せないんだから」

　その一言に、ケイトは顔をしかめた。

「家族も、友人も、どんな生活を送っていたのかも、何も覚えてないんだよ」

「……記き憶おく喪そう失しつってやつか」

「レドっていう鳥が言ってたよね。この世界に来る直前の記憶は、引き継つがれていないって。多分、そのシステムの影えい響きようか何かで、僕は自分に関する記憶を失っているんだと思う」

　あいつの言っていたスキルとやらにも、まるで心当たりが無い。ゲームに参加した瞬間、直感的に理解したはずって言ってたけど、そんな実感なんて全然湧わいてこないし。

「もしかしたら僕は、黒幕なのかもしれない。でも、自分でもそのことは覚えてないんだ。だから、何を聞かれても答えようがないよ」

「……あたしたちを騙だますため、お前がウソをついているという可か能のう性せいはあるよな？」

「信じてもらえないのなら仕方がない。僕からは、何も答えられないとしか言えないよ」

「もー、ケンカはダメだって言ったでしょー。私、本気で怒おこっちゃうよー？」

　ルーシーは頰ほほを膨ふくらませて、その指先をケイトに向けた。セーラー服の少女も、鋭するどい視し線せんをケイトに送っており、『いつでも切りかかるつもりだ』という意思がこっちまで伝わってくる。

　再ふたたび周囲に緊きん張ちよう感かんが増ましていく中、

「──引っかけ、なのかもしれない」

　シノミヤが静かに口を開いた。

「どういう意味だ？」

　ケイトが尋たずねると、シノミヤは言葉を続ける。

「あの映えい像ぞうには、ここにいる少年の姿すがたがはっきりと映うつっていた。そのことは全員が確かく認にんしたよね。けれど、考えてみて欲ほしい。黒くろ幕まくがわざわざ自分の顔を晒さらすかい？　自身がゲームに参加しておきながら、そんなことをすれば、どうなるのかくらいは予想がつくはずだ。ならばあの映像には、何か別の意図があると考えるべきだろう」

「別の意図、だと？」

「本当はケイト君も、気付いているんだろう？　この世界でのボクたちの姿が、現げん実じつ世せ界かいでも同じだとは限らないって。だって、君自身がそうなんだから」

「……なぜ、そのことを」

「さっき君は言ったはずだ。『こんな身体からだにされちまった』と。だから思ったんだよ。この世界でのボクたちは、『用意されたアバター』を着せられている状じよう態たいなのではないかと。何しろここは、ゲームの中の世界なのだから、どんな姿にだってなり得るはずさ。黒幕が用意した物ならね」

「──ちっ」

　長々と語るシノミヤの言葉を聞き、ケイトは観かん念ねんしたように肩かたをすくめ、小さく息を吐はいた。

「……あの部屋で目を覚ましたとき、驚おどろいたよ。今のこの姿は、あたしがガキの頃ころと同じなんだ。なんでこんな姿になっちまったのかって、ずっと考えてたけど、確たしかにここがゲームの世界なら、そういうことだってあるのかもしれねえな」

　彼女の言葉に、シノミヤは大きくうなずく。

「黒幕はボクたちを混こん乱らんさせ、ゲームを盛もり上げるために、あんな映像を用意したのかもしれない。だとするなら、その企たくらみにわざわざ乗っかる必要もないんじゃないかな？」

「……」

　ケイトは僕へ顔を向けると、懐ふところに手をやり、中から１本の棒ぼう付つきキャンディを取り出した。

「一いち応おう、謝あやまっておく。受け取りな」

　彼女が放り投げたキャンディを、僕は慌あわてて受け取る。

「えっと……、つまり、僕は、どうなってるんだ？」

「現実世界での少年は、今ボクたちが見ている姿とは、違ちがった外見をしているかもしれないということさ。そもそも少年ですらないのかもしれない。君自身に確かな記憶があれば、そこのところもはっきりするんだけど、まあ、それは言いっこ無しか」

「じゃ、じゃあ、あのモニターに映うつっていた男は、何者なんだ？」

「それは分からないよ。ただ、あの男とそっくりなアバターが、君に与あたえられたと考えれば、ボクとしてはすっきりするんだ」

「……ゲームを盛もり上げるために、そこまで手の込こんだことをした、と？」

「ボクの予想では、だけどね。その真相は分からないけど、おそらくこれも、テストプレイの一いつ環かんなんじゃないかとは思ってるんだ。この状じよう況きようで、ボクたちがどれだけ協力し合えるかを、黒くろ幕まくは試ためしているんじゃないかな？」

　シノミヤはゆっくりとした口く調ちようで、自分なりの想そう像ぞうを口にする。

「……ふむ」

　アリスもそれ以上は追つい及きゆうしようとせず、何かを考えるように腕うでを組んで、背せを向ける。

　周囲には、重いムードが漂ただよっていた。結局のところ、核かく心しんに迫せまるようなことは何も分かってないのだから。

　けれど、おそらく僕への疑うたがいは少しばかり軽けい減げんされたんだと思う。僕にとっては、それだけでも大きな収しゆう穫かくだった。

「あの、シノミヤさん」

「シノミヤ、でいいよ。なんだい？」

　声をかけると、シノミヤは軽やかな口調で応おうじてくれた。

「一応、助けてもらったことになるのかな。ありがとう」

「礼を言うのはまだ早いんじゃないかな。ボクはまだ、君のことを疑ってはいるんだからね」

「えっ？」

「ボクが語ったのは、あくまでも可か能のう性せいに過すぎないのだから。君こそが本当に黒幕だと確かく信しんできたとき、ボクは容よう赦しやなく糾きゆう弾だんするつもりではいるんだよ。そのことを、心に留とめておいてくれたまえ」

　そう、だよな。疑いが軽減されたとしても、可能性がなくなったわけじゃない。本来の僕は女の子ばかりを集めて裸はだかにしようとする、そんな下げ劣れつな人間なのかもしれないんだ。

　……それにしても、女の子ばかり、か。

「そういえば、シノミヤって、女性なのか？　それとも、男性？」

「確たしかめてみるかい？」

　僕の質しつ問もんに、シノミヤは胸むねに手を置いて答える。

「た、確かめるって、ど、どうやって？」

「君の好きなやり方で、どのようにでも」

「……やめとく」

　妙みような悪お寒かんを覚えて、僕は思わず一歩後ずさった。なんだよ、好きなやり方って……。

「ねーねー、もう、お話は終わったー？」

　と、そのときルーシーが、頰ほほを膨ふくらましながら会話に割わり込こんできた。

「途と中ちゆうからよく分かんなくなったから、ちゃんと聞いてなかったんだけどさ、結局のところ、クエストとやらに挑ちよう戦せんしなきゃいけないんでしょ？　だったら細かいことはどうでもいいじゃん。早いところ、ぱぱっとやっちゃおうよー」

　上うわ目め遣づかいに覗のぞき込こまれて、思わず頰ほほが熱くなるのを感じる。なんだかこの子の視し線せんには、気持ちを乱みだされる何かがあるような気がして、どうにも心が落ち着かない。

　でも確たしかに、ルーシーの言う通りだ。黒くろ幕まくの意図が分かったとしても、ゲームを進めなきゃいけないという、その事実は変わらないんだ。

「ほらほら、早く行こうよー。私、もう退たい屈くつで仕方ないのよねー」

　そう言ってルーシーは背せを向け、あの赤い扉とびらへ向かって駆かけ出す。

　しかし次の瞬しゆん間かん、彼女は足をもつれさせ、

「きゃっ」

　声を漏もらすと、何もないところで盛せい大だいにすっ転んだ。

「いったーい」

　ルーシーは苦く悶もんの声を漏らす。見ているこっちが気持ちよくなるくらい、派は手でに転んだせいか、彼女のスカートはめくれていて、僕の視界に輝かがやく布ぬの地じが飛び込んできた。

「っと」

　僕は思わず顔を背そむけ、その視線の先にいた、セーラー服の少女と目が合う。

「っ！」

　その途と端たん、彼女は表情を固かたまらせると、すぐに背を向けた。

　……そういえば、この子へのお礼がまだだったな。

「あの、さっきはありがとう。ケイトを止めに入ってくれて。あれは、僕を助けてくれた、と思っていいのかな？」

「……」

　尋たずねると、彼女はゆっくりとこちらに向き直り、首を縦たてに振ふった。

　会話をする意思はある、と思っていいのだろうか。

「えっと、よかったら君の名前を教えてもらえないかな？　名前を知らないままだと、色々と不ふ便べんそうだし、……って、自分の名前を思い出せないでいる僕が言っても、あんまり説得力はないかもしれないけど、ははっ」

　苦にが笑わらいを浮うかべながら、そんな提てい案あんをしてみるが、

「……」

　彼女は首を横に振り、わずかに眉まゆをひそめた。

　教えたくない、ということか。

　しかし、彼女は僕を見つめたまま、その場から動こうとしない。

　次の言葉を待っている、ということだろうか？

「んっと、それじゃあ、そうだ！　君のことを、ニックネームで呼よんでもいいかな？　ニックネームって、分かる？　愛あい称しようというか、仲のいい人同士で呼び合う名前というか」

「……！」

　と、今度は大きくうなずき、彼女は僕に詰つめ寄よってくる。

　その勢いきおいに気け圧おされそうになりながらも、僕は考える。なんとなく言ってみたことだけど、ニックネームか。このセーラー服の少女に相応ふさわしい名前と言えば、何があるだろうか。僕は腰こしに手を当てて、しばしの間、思考を巡めぐらせる。

「…………ブシドーちゃん、というのはどうだろう？」

　そして、ふと頭に浮うかんだ言葉を口にした。

　でも声に出してからすぐに、女の子につけるような愛あい称しようじゃないと気付き、慌あわてて手を振ふる。

「いや、あの、刀を持つ君の姿すがたが、武ぶ士しみたいでかっこいいなって思ったからなんだけどさ、ダメだよね、さすがに。ごめん、別の名前を考えるよ」

「……っ！」

　けれど、『怒おこらせてしまったかも？』という僕の想そう像ぞうとは違ちがい、彼女は強く首を横に振ると、大きく目を輝かがやかせた。

「ダメじゃない、ということかな？」

　その質しつ問もんには、何度も首を縦たてに振る。

「ブシドーちゃん、でいいってこと？」

　確かく認にんのために重ねて問うと、やはり彼女は首を縦に振るばかり。

　なんとなく思いついた名前なんだけど、どうやら気に入ってもらえたようだ。

　まあ、本人がいいって言ってるんだから、このニックネームがベストなのだろう、きっと。

「じゃあ、ブシドーちゃん。改めて、よろしく」

　手を差し伸のべると、彼女は一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような表情を見せたが、恐おそる恐るといった感じで、僕と握あく手しゆを交わした。

　ブシドーちゃんが何者なのかは分からないけど、少なくとも僕の敵てきではない、と考えていいのだろう。自分自身の素す性じようさえ思い出せないでいる、真まっ暗くら闇やみの中、僕はようやく一ひと筋すじの光を見つけたような気がした。

「ねー、みんな何してんのー？　早く行こうよー」

　そのとき、遠くからルーシーの声が聞こえてきた。

　見ると、彼女はすでに赤い扉とびらの前まで来ており、手を振って僕たちを呼んでいる。

「もー、みんな遅おそいんだからー。もう、開けちゃうよー？　いいよねー」

　そう言うなり、ルーシーは僕たちの到とう着ちやくも待たずに、ためらいなく扉に手をかけた。

「ちょ、まっ──」

　制せい止しする暇ひまなんてなく、彼女が扉を開けた、その刹せつ那な、

「あっ」

　世界は暗あん黒こくに包つつまれた。
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　視し界かいに光が戻もどったとき、瞬しゆん間かん的てきに肌はだに伝わってきたのは、『暑い』という感覚だ。

　熱ねつ湯とう風ぶ呂ろに頭のてっぺんまで浸つかっているかのような熱気に、思わず顔をしかめる。

　目の前には見知らぬ光景が広がっていた。辺り一面を、マグマの池が覆おおい尽つくしていたんだ。

　そこはまさに、赤一色としか言いようのない世界。周囲の足場は硬かたそうな岩で覆い尽くされており、さっきまではバラバラだった七人全員が、今は一いつ箇か所しよに集められている。

「ふむ。これが第１のクエストか」

　その異い様ような光景に、シノミヤは臆おくした様子もなく、眼がん前ぜんのマグマをつぶさに観察していた。

「どうやら、誰だれかが扉とびらを開けたら、参加者全員がその扉の中へ、移い動どうさせられるみたいだね。ここに落ちたら一発でリタイアなんだろう。さあ、どうしたものか」

　シノミヤが首をひねっていると、

『ごきげんよう』

　なんの前まえ触ぶれもなく、僕の眼前に、レドが現あらわれる。

「うわっ！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、つい尻しり餅もちを突ついてしまうが、そんな反はん応のうには構かまわずレドは言葉を続けた。

『第１のクエストへ参加していただき、誠まことにありがとうございます。今回のクエストでは、最初に出口へ到とう達たつした方が、１位通つう過かとなります』

　そう言ってレドは羽を動かし、マグマの先を指す。

　出口？　レドが指した方向に目をこらしてみるけど、その先はどこまでも続いており、何がどうなっているのか、はっきりとは確かく認にんできない。

「１位通過？　なんだ、それは？」

　と、ケイトが食ってかかるようにして、レドに詰つめ寄よった。

『これは失礼、説明するのを忘わすれていましたわね。実は各クエストには、「特とく典てん」と「罰ばつゲーム」があるのです。それぞれのクエスト内で最も成せい績せきの良かった方には、ボーナスとしての特典が、それとは逆ぎやくに成績最下位の方には、罰としてお仕置きが用意されていますわ。そのことを考こう慮りよされた上で、皆みな様さまにはゲームを楽しんでいただければ、と思う次し第だいです』

　唐とう突とつに明かされたその説明を、みんなはすぐに把は握あくできなかったのか、黙だまって聞いていたが、

「それ、先に言えよな！」

　ケイトがたまらずといった感じで、口を挟はさんだ。

「特典と罰ゲーム、だって？　そんなの、ゲームを進める上で一番大事な要よう素そじゃねえかよ！　そこを省しよう略りやくされたら、参加してるこっちだって、楽しめるものも楽しめねえよ！」

『……』

　その言い分を、無言で受け止めたレドは、

『失礼しました』

　深ふか々ぶかと頭を下げて、言葉を続けた。

『お詫わびとして、皆みな様さま方がたにはダメージを無む効こう化かする「バリア」を付ふ与よさせていただきます。このクエスト内に限かぎり、ダメージ量に関係なく一度だけ、どんなダメージも防ふせいでくれる、便べん利りな防ぼう御ぎよ装そう置ちですわ。これをもって、補ほ償しようとさせていただけると幸さいわいです』

　言い終わると同時に、僕たちの身体からだには淡あわい光が灯った。うっすらとしたその光はいつまで経たっても消える様子がなく、身体の周囲を包つつみ込こんでいる。

　これが、『バリア』とやらなのか？

「……なるほど。つまり、ダメージを受けるような仕し掛かけがあるということかな？」

　両者のやり取りを静かに見守っていたシノミヤが、そんな問いを投げかけるが、

『お答えできません』

　レドからは冷たい答えが返ってくるだけだ。

『それでは、また後ほど』

　それ以上の説明は必要ないとばかりにレドは一礼すると、その身体がうっすらと消えていく。

「この！」

　そんなレドに向かって、アリスが手の中から鎖くさりを伸のばす。

　しかしその鎖はレドの身体をすり抜ぬけ、地面へと叩たたきつけられた。

「くっ」

　歯は嚙がみするアリスを横目に、僕は思い出す。レドへの干かん渉しようは、全部無効化されるという話を。

　その上で『干渉できる可能性』を、彼女は感じたということか。

　つまり、このゲームの中だけで成し得ることを、アリスは試したということだ。

「あの」

　たまらず僕は口を開き、アリスに声をかけた。

「気になってたんだけど、君のその鎖って、もしかして『スキル』っていうやつ？」

「……ま、隠かくしても仕方ないか」

　その問いに、アリスは肩かたをすくめながらも答えてくれた。

「そう、これがわたしのスキル、『束そく縛ばくの鎖』よ。狙ねらった対たい象しようを追いかけ、その身の自由を奪うばう力を持っている。レドも言ってたけど、この力がどういう性せい質しつを持っているのか、目が覚めた瞬しゆん間かんに、なんとなく理り解かいできたのよね」

　鎖の先を僕の方に向けながら、彼女は小さな笑みを浮うかべる。

「クエストの攻こう略りやくに役立つ可能性もあるかもしれないから、素す直なおに打ち明けたけど、リミットに関しては秘ひ密みつにさせてもらうわ。わざわざ弱点を晒さらす必要もないし、この力を逆ぎやく利り用ようされたら困こまるし」

　そう言って彼女は、にらむようにして鎖を引っ込めた。

「そんなこと、しないってば」

「ふん、どうだか」

　弁べん解かいの言葉を述のべようとするけど、アリスは腕うでを組み、背せを向ける。これ以上、僕と言葉を交わすつもりはないということか。

「まあ、いいじゃねえか」

　そんな僕たちのやり取りに割わり込こむようにして、ケイトが口を開いた。

「ごねた結果、思わぬ収しゆう穫かくがあったんだし、このままゲームを進めようぜ」

　その言葉に、僕は思わず彼女へ顔を向ける。

　さっきケイトは、苛いら立だちの言葉をレドにぶつけていた。それは彼女が、純じゆん粋すいにこのゲームを楽しもうとしているからだと、僕は思ったんだ。

　でも、そうじゃないのか？　もしかしてあのクレームは、わざとだったのか？

　こちらの心しん境きようを読んだのか、ケイトは口元に小さな笑みを浮うかべた。

「運うん営えいとの駆かけ引きもゲームの一種さ。そのへんは向こうも織おり込こみ済ずみだろうよ。そうでなきゃ、こっちの会話を聞いているであろう黒くろ幕まくは、『バリア』とやらを今すぐ解かい除じよしているはずだからな。しかし、そうはならない。つまりあたしの発言も、ルールの範はん囲い内ないってことさ」

「……」

　慣なれた口く調ちようで話すケイトに、僕はちょっとした尊そん敬けいの念ねんすら覚えていた。

　額ひたいに銃じゆう口こうを突つき付けられたあの感覚は、今でも頭から離はなれない。敵てきに回したくないという意味では、彼女の顔が真っ先に思い浮かぶ。

　だけど、味方になればこれほど頼たのもしい人もいないのではないか。

　そんな感情が、胸むねの内に芽め生ばえていたんだ。

　もちろん、『味方になってくれれば』ではあるんだけど。

　こちらの心情を知らずか、ケイトは僕に背を向け、マグマの池を見つめる。

「ま、これをどうにかしなきゃ、『バリア』も何もあったもんじゃねえけどな」

　確たしかに、彼女の言う通りだ。出口とやらが用意されているのだとしても、このマグマの池をどうにかしなければ、ここから先には進めない。もしもこの池に落ちれば、『バリア』でもダメージは無む効こう化かしきれず、即そく座ざにリタイアするだろうことは想そう像ぞうに難かたくない。

「どうにかするって、なんのことー？」

　途と方ほうに暮くれる僕たちを余所よそに、ルーシーが首を傾かしげて僕たちを見回してきた。

「こんなの、私の力でちょちょいのちょーいなんだけどー」

　そう言って彼女は、指先をマグマへと向ける。

　次の瞬間、ルーシーの指から、冷たい光が真まっ直すぐに伸のびた。

　その光はマグマへと突つき当たると、激はげしい音が弾はじけ飛ぶ。

「くっ！」

　たまらず目をつむり、耳を覆おおうが、しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。すぐさま周囲には静せい寂じやくが戻もどり、僕はゆっくりと目を開け、

「えっ」

　驚おどろきの言葉を漏もらす。

　ついさっきまではマグマに満ちていた池が、氷こおり漬づけになっていたからだ。

　いつの間にか暑あつさも吹ふっ飛び、涼すずしささえ感じるような気温に落ち着いている。にわかには信じがたい光景だが、しかし僕はすぐに、大おお広ひろ間までの出で来き事ごとを思い出した。

　あのときも彼女は、まるで魔ま法ほうとしか言いようのない力を僕たちの目の前で披ひ露ろうしたんだ。

　となると、もう疑うたがいようがない。これがルーシーのスキルなのだろう。

「ふむふむ、素す晴ばらしいですね」

　と、リリィさんがつぶやくと、ポケットに手を入れて、何かを取り出す。どうやらそれは、小型のデジタルカメラのようだ。

　彼女はそのカメラを構かまえると、パシャパシャと写真を撮とり始めた。

「あの、何してるんですか？」

「ああ、これですか。私、写しや真しん撮さつ影えいが趣しゆ味みなんです」

　思わず尋たずねると、彼女は手を止めずに答える。

「美しい光景だったので、写真に残しておこうかな、と思いまして」

「あっ、いいなー、それ。私も撮ってー」

　そこにルーシーが近づいてきて、カメラの前でピースサインを作った。

「マグマを凍こおらせた記き念ねん撮さつ影えいですね。じゃあ、笑ってください。撮りますよー」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいた様子もなく、リリィさんは笑顔で撮影に応おうじる。

　なんだか微笑ほほえましい二人のやり取りを眺ながめながら、シノミヤが軽く肩かたをすくめた。

「ルーシー君。君はいったい、いくつの『魔法』を扱あつかえるんだい？」

　するとルーシーは目を輝かがやかせ、

「お望みとあらば、いくらでも」

　笑顔で答えた彼女は踵きびすを返すと、僕たちへ顔を向けた。

「ほらほらー、先へ進めるようになったんだしー、みんな、れっつごーだよー」

　軽く手を振ふり、ルーシーは池の中へと大きく踏ふみ出す。

　──しかし次の瞬しゆん間かん、彼女は氷に足を滑すべらせ、盛せい大だいにすっ転んだ。

「うきゃっ」

　尻しり餅もちを突つき、ルーシーは高い声を漏もらす。

　すると彼女の身体からだを包つつんでいた淡あわい光が、即そく座ざに消え失せた。

　……今のは、もしかして。

「『バリア』が消えたのだろう」

　僕の心の内を代だい弁べんするかのように、シノミヤがつぶやく。

「『バリア』の効こう果かは『ダメージ量に関係なく』だから、ちょっとしたダメージでも消しよう費ひされるということだね」

「アホだな」

　ケイトは呆あきれた顔で、ルーシーを眺めていた。

「まあでも、『バリア』とやらが本当にあるってことは証しよう明めいしてくれたわけだし、アホはアホなりに、役には立ってくれたわけだ」

「……そんな言い方はないだろう」

　ケイトの一言に、僕は眉まゆをひそめて、彼女を見下ろす。

「ルーシーがマグマを凍こおらせてくれなかったら、僕たちはこれ以上、先には進めなかったかもしれないんだ。そんなあの子に、そういうことを言うのは、よくないんじゃないか？」

「黙だまれ」

　僕の言葉を予よ測そくしていたのか、ケイトはこちらに目もくれず、即そく答とうする。

「大事なのは、このゲームをクリアできるかどうかだけだ。ゲームをクリアしなきゃ、あたしたちは元の世界に戻もどれない。だったらどんな手を使ってでもクリアを目指すべきだし、それ以外の要よう素そは邪じや魔まなだけなんだよ」

　彼女はくわえていた棒ぼうを投げ捨すてると、懐ふところからまた新たな棒付きキャンディを取り出し、口に突つっ込こむ。

「感かん謝しやの気持ち？　そんなものはいらねえよ。あたしらに必要なのは、『効こう率りつ』だけさ」

　そう言ってケイトは、転んだルーシーを追い越こして氷の上を進んでいく。

　反はん論ろんの言葉を叫さけぼうとしたが、しかし、ノドの奥おくで声を詰つまらせる。ケイトの小さな背せ中なかには、大きな自信が満ちているように感じたからだ。

　おそらく彼女は、自分の言動が正しいと信じているのだろう。その確かく信しんが間ま違ちがっているとは、僕には言い切れない。『記き憶おく』という、自分自身の芯しんにある部分すら、無くしている僕には。

　間違っているのは、僕の方なのだろうか。彼女の言う通り、クリアのためには些さ細さいな感情を捨てるべきなのだろうか。

　周囲に目をやると、他のみんなも慎しん重ちような足取りで、凍りついた池を進んでいるのが分かる。

　ただ一人、ブシドーちゃんだけは僕の隣となりに立って、じっとこちらを見つめるのみ。

「……行こうか」

　声をかけると、彼女はゆっくりとうなずく。

　僕も首を縦たてに振ふると、気持ちを切り替かえ、みんなの後に続いていった。
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　凍った池を越えた先には、何かがある。そう信じながら歩いていた僕は、池の端はしまでたどり着いたとき、思わず顔をしかめた。

　目の前には、ただただ広大な空間があるだけだったからだ。

　つまりは、何もない。

　唯ゆい一いつ、目を引いたのが、壁かべ際ぎわに設せつ置ちされた小さな扉とびらだ。もしかして、あれが『出口』とやらなのだろうか？

　しかしルーシーがそのノブに手をかけ、ひねってみるものの、固かたい音を立てるだけだ。

「これ、開かないよー？」

　何度試しても扉とびらが開く様子はなく、そのことに彼女は痺しびれを切らしたようだ。

「もー、面めん倒どうだなー。ええい！」

　と、その指先を扉に向けた瞬しゆん間かん、まばゆい光がほとばしる。

　そのまぶしさに、僕はつい、まぶたを閉とじるが、

「あれれー？」

　しかしルーシーが漏もらした声に、うっすらと開ける。そして彼女と同様に、僕はまっすぐにその光景を凝ぎよう視しした。

　扉には、何も変化が起きてなかったんだ。

　傷きず一つ付いておらず、その様子には他のみんなも驚おどろいているようだ。

　それも当然だ。だってルーシーは、あの魔ま法ほうのような力を、何度も僕たちの目の前で披ひ露ろうしてきたんだ。そんな彼女でもこの扉は開けることができないのだから、驚かない方がおかしい。

「これはつまり、スキルでは破は壊かいできない扉、ということでしょうか」

　最初に口を開いたのは、リリィさんだった。

「ただの扉ではなく、一定の条じよう件けんを満たさなければ開かない、なんらかの仕し掛かけが施ほどこされているということなのかもしれません」

「その方向で考えた方がよさそうだね。力ずくでは開けられない、と」

　続けてシノミヤが言葉を補おぎなう。

「どこかにスイッチやレバーのような物があるかもしれない。手分けして探さがしてみよう」

　そう言うなりシノミヤは、周囲を探さぐるように顔を動かす。僕たちも同じように、手がかりになりそうな物を探してみるが、しかし、新たな発見を期待できそうな雰ふん囲い気きは感じられない。

「ふぅ……」

　僕は気持ちを落ち着かせるため、ため息を漏らして、軽く背せを反そらした。

　見上げると、どこまでも続く岩いわ壁かべが目に入る。ここって、こんなに天てん井じようが高かったのかと、何なに気げなくそのままの姿し勢せいでぼんやりしていると、

「……うん？」

　視し界かいの隅すみに何かが飛び込こんできて、意い識しきを集中させた。

　目をこらして見てみるが、間ま違ちがいない。岩壁の一角が、ほのかに光っている！

「みんな、あれ！」

　叫さけびと共にその一角を指差すと、みんなは同じ方向へと顔を向けて、そしてすぐ、『それ』に気がついたようだ。

「もしかして、あれがスイッチ？」

「あんなの、どうすればいいんでしょうか？」

　アリスとリリィさんが、共に眉まゆをひそめながら口を開く。確かに、スイッチがあったとしても、押おせなければ意味がない。

　そもそもここからじゃ遠すぎて、スイッチかどうかも分からない。きっと、なんらかの手がかりだとは思うんだけど。

「よし、じゃあ私が、どうにかして見せようじゃないのー」

　と、そのときルーシーが岩いわ壁かべを見み据すえ、人差し指を頭上に掲かかげた。

「待ちたまえ！」

　そんな彼女に、シノミヤが制せい止しの声をかける。

「ルーシー君が強大な力を持っていることは認みとめよう。しかし考えてみたまえ。もしあれが、なんらかの手がかりで、なおかつ壊こわれやすい物だったら、どうするんだい？　ルーシー君の『魔ま法ほう』でスイッチが壊れて、扉とびらを開ける手しゆ段だんがなくなったとしたら？」

「ん……」

　シノミヤの言葉に、ルーシーは一いつ瞬しゆん、声を詰つまらせたが、

「そのときは、また直せばいいじゃない。私、回かい復ふく魔法も得意だしー」

　すぐに思い出したように、彼女は笑みを浮うかべる。

　確たしかにルーシーは壊れたモニター……、というより、自分で壊したモニターを、元通りに復元させた『魔法』も持っている。その力を使えば問題ないと言いたいのだろう。

「直せなかったら？」

「えっ？」

　しかし、続くシノミヤの言葉で、彼女はまたもや表情を曇くもらせた。

「ルーシー君の『魔法』でも、壊せない扉があるんだ。同様に、『直せないスイッチ』があったとしても、おかしくはないだろう？　もう一度、尋たずねよう。もしあれが、なんらかの手がかりで、なおかつ壊れやすい物だったら、どうするんだい？」

　つまりシノミヤは、責せき任にんは取れるのかと聞いているわけだ。

　そのことはルーシーも理り解かいできたのか、口を『へ』の字に曲げて、両手を腰こしに当てる。

「じゃあ、どうすればいいのよー。あんな場所にあるスイッチを、どうやって押おすのー？」

　彼女の言い分も、もっともだ。スイッチを壊すわけにはいかない。かといって、他に有ゆう効こうな手しゆ段だんも思いつかない。みんなも具体的な解かい決けつ策さくが浮かばないのか、周囲には重い空気が流れる。

　──腕うでにかすかな感かん触しよくを覚えたのは、そのときだ。

　顔を向けると、ブシドーちゃんが僕の服の袖そでを引っ張ぱり、こちらを見上げている。

「ど、どうしたの？」

「……」

　呼よびかけると彼女は軽くうなずき、頭上の光へと顔を向け、ゆっくりとヒザを曲げ、

「へっ？」

　その瞬間、僕は変な声を漏もらした。

　ブシドーちゃんが、空高く飛んだからだ。

　正せい確かくには、『跳ちよう躍やくした』と言うべきなのだろう。しかし、それはまさに飛んだとしか言えない光景だ。ブシドーちゃんはたった一ひと蹴けりで、身の丈たけの10倍以上もの高さへとジャンプしたのだから。

　彼女は岩壁に足をかけると、さらにさらに上へと駆かけ上がっていく。そしてそのまま、光を放つ場所へとたどり着き、次の瞬間、『カチッ』という何かが作動したような音が聞こえた。

　だけど、僕たちの視し線せんはブシドーちゃんに釘くぎ付づけだった。全員が見守る中、彼女は重力に任まかせてまっすぐに落ちてくると、元の位置へと片かたヒザをついて着地する。水みず玉たま模も様ようの布ぬの地じが視界に入ったような気がしたけど、それどころじゃなかった。

「君は、いったい……」

　彼女は僕の言葉に答えることなく立ち上がると、こちらに顔を向けたまま扉とびらを指差した。

　その仕草で他のみんなも我われに返ったのか、全員が扉へと駆かけ寄よる。

「じゃあ、開けてみるよー？」

　ルーシーが首を傾かしげつつ、再ふたたびノブを回す。すると今度は何も引っかかることなく、扉が開いた。

「ほほう」

　シノミヤが驚おどろいた様子で、軽く手を叩たたく。

「やはりあれが、スイッチだったということか。なるほど、『こういうゲーム』なわけだね」

　──こういうゲーム、か。

　シノミヤの言葉を反はん芻すうしながら、僕もようやく理り解かいする。おそらくブシドーちゃんが見せたあの跳ちよう躍やくも、スキルというやつなのだろう。そして、あのときのみんなの反はん応のうを見る限かぎり、スイッチを押おせる可か能のう性せいがあったのは、ブシドーちゃんだけだったということになる。

　同様に、マグマの池を凍こおらせることができたのも、ルーシーだけ。

　二人のうちの、どちらが欠けていても、この扉の先には進めなかった、というわけだ。

　レドが言っていた『力を合わせて』とは、まさにこのことなのだろう。

　ブシドーちゃんに目をやると、彼女はじっとこちらを見つめるばかり。感かん謝しやの意を込めて大きくうなずくと、ブシドーちゃんの口元はわずかに緩ゆるんだように見えた。

「よし、それじゃ先に進むか」

　と、ケイトはサングラスに軽く手をやると、何事もなかったかのように扉へと近づく。

「開いたんだろ？」

「えっ？　あ、うん」

　ノブに手をかけていたルーシーは、まだ目を丸くしていたが、そんな彼女の脇わきをすり抜ぬけ、ケイトが扉を開ける。そしてそのまま、まるで臆おくした様子もなく、その中へと身を投じた。

「気持ちの切り替かえが早いね、彼女は」

　そんなケイトを見つめつつ、シノミヤがつぶやいた。

「よっぽど肝きもが据すわっているのか、あるいは……。ふふっ、まあいいさ。今はこのクエストの攻こう略りやくに専せん念ねんしようか」

　軽く微笑ほほえみながら、シノミヤもケイトの後に続く。

　僕とブシドーちゃんも顔を見合せつつ、そんな二人に続いて扉をくぐった。







　扉の先にあったのは、さらなる驚きの光景だ。さっきまでの何もなかった場所とは違ちがって、ここには露ろ骨こつで過か剰じような仕掛けが、多数用意されていたんだ。

　まず目についたのが、一本道だということ。大きな部屋の中央には細長い道がまっすぐに伸のびており、頭上には巨きよ大だいなギロチンの刃やいばのような物が等とう間かん隔かくに吊つり下げられている。その刃は振ふり子のように弧こを描えがき続けていて、動きが止まる様子はない。

　一方、道の左右には深い穴あなが広がっていた。そして穴の底には、鋭するどい針はりが隙すき間まなく埋うまっている。この穴に落ちれば、相当な被ひ害がいを受けるだろうことは間ま違ちがいない。

「向こう側へ渡わたるためには、ギロチンを避さけながらこの細長い道を通るしかない、ということか」

「真っ当な方法で通るのなら、だけどねー」

　周囲を観察しながらつぶやくと、ルーシーが腰こしに手を当てて、自信満々な笑みを浮うかべた。

「こんなの、全部壊こわしちゃえばいいだけだもん。またまた私の『魔ま法ほう』が大だい活かつ躍やくしちゃうよー」

　そう言って彼女は、右手の人差し指を軽く振ふってみせる。

「さっきの扉とびらは壊せなかったけど、２回も続けて同じ仕組みなわけないもんねー」

「まあ待ちたまえ、ルーシー君。もう少し調べてからでも──」

「壊れないなら壊れないで、別の攻こう略りやく法ほうを考えればいいだけだしー。んじゃ、いっくよー」

　シノミヤの言葉も聞かずに、ルーシーは人差し指を前に突つき出す。誰だれかが止める暇ひまもなく、指先からは閃せん光こうがほとばしり、光がギロチンの刃へと触ふれた瞬しゆん間かん、盛せい大だいな爆ばく発はつが巻まき上がった。

　思わず顔を覆おおうが、やがて粉ふん塵じんが晴れてくると、何が起きたのかが明らかになる。

　行く手を阻んでいた刃が、全て消え失せていたんだ。

　ルーシーの『魔法』は、見事に通用したということか。

　これで、先へと進める。その事実に安あん堵どの息を漏もらそうとしたとき、

『警けい告こく！　警告！』

　突とつ如じよとして、機械的な声が部屋中に響ひびき渡わたった。

　そして次の瞬間、前方からこちらに向かって、何かが飛んでくる。

　それは、刃は渡わたり10センチ以上はあるナイフだった。しかも、１本や２本じゃない。部屋全体を覆おおい尽つくすかのような無数のナイフが、一いつ斉せいに襲おそいかかってくる！

　突とつ然ぜんのことに僕は身体からだを強こわ張ばらせ、身動きできなかった。避けなきゃいけないと頭の中では分かっているのに、身体が動かないんだ。

　と、そんな僕をかばうようにして、誰かが前に踏ふみ出る。

　ポニーテールを揺ゆらすその人は、ブシドーちゃんだ。

　彼女は刀を抜ぬき放つと、目にも止まらぬ速さでナイフを叩たたき落とした。

　一閃せん、二閃、三閃と、ブシドーちゃんは目の前に迫せまる全ての脅きよう威いを退しりぞける。

　そうこうしているうちに、やがて猛もう攻こうは収おさまり、周囲には静けさが戻もどった。

　ブシドーちゃんは刀を納おさめ、こちらへ振ふり返る。息一つ乱みだれていないその様子を見て、僕はようやく理り解かいした。

　この子が持っている力は、あのジャンプ力だけじゃないんだ、と。

　常じよう人じん離ばなれした身しん体たい能のう力りよく。おそらくそれが、ブシドーちゃんのスキルなんだ。

「ありがとう。助かったよ」

　まだ身体からだは強こわ張ばったままだったけど、僕はぎこちない笑みを浮うかべ、感かん謝しやの言葉を述のべる。

　ブシドーちゃんは表情を変えずにうなずくと、周囲へと顔を向けた。

　そうだ、他の人はどうなったんだ？　僕も現げん状じようを確たしかめるため、同じように視し線せんを巡らせる。

　まず飛び込こんできたのがアリスの姿すがただ。彼女は自身の身体を覆おおうように鎖くさりを回転させており、傷きずを負おった様子は見受けられない。多分、あの鎖でナイフを弾はじき飛ばしたのだろう。

　やがてアリスは鎖を腕うでの中に収おさめると、こちらの視線に気付いたのか、じっとりとした目を僕に向けてくる。

「何よ」

「い、いや、無事でよかったなって思ってさ」

「そう」

　素そっ気けない返事をしつつ、彼女は顔を背そむけた。

　──まだ、疑うたがわれてるんだろうな。

　そのことに心を痛いためつつも、僕は無理やり気持ちを切り替かえ、顔を上げる。

　次に目に入ったのは、ケイトだ。どうやら彼女は床ゆかに伏ふせていたらしい。『バリア』は失われ、コートには小さな傷きずがいくつも刻きざまれてはいたけど、深しん刻こくなダメージは受けていないようだ。

「面めん倒どうくさいと思っていたけど、今はこの身体に感謝した方がいいかもな」

　ぼやきつつ、ケイトはゆっくりと立ち上がる。小学生並なみの身体だったから、被ひ害がいも小さく抑おさえられたということか。いずれにせよ、致ち命めい傷しようは負わなかったみたいだ。

　そのことを確かく認にんできた僕は、さらに視線を巡らせる。すると、ケイトから少し離はなれたところで、リリィさんがしゃがみ込こみ、頭を押おさえているのが見えた。

　やはり彼女も『バリア』をなくしていたが、しかしその衣服にほとんど被ひ害がいらしきものはない。

　それもそのはずだ。リリィさんをかばうようにして、シノミヤが両手を広げ、彼女の前に立っていたのだから。

「ん、ぐ……」

　シノミヤは苦く悶もんの声を漏もらし、わずかに身体を折り曲げる。着ているスーツは所々が破やぶれ、しかも右の手のひらには、ナイフが突き刺ささっていた。

　だが不思議なことに、手のひらからは全く血が流れていない。それどころか刺さっていたナイフは霧きりのように薄うすくなっていき、徐じよ々じよにその姿すがたが見えなくなっていく。そしてそのナイフが完全に消え去った途と端たん、シノミヤの着ているスーツの右みぎ袖そでが、盛せい大だいに弾はじけ飛んだ。

　細く透すき通るような肌はだがあらわになり、

「……なるほど、ね。これが、ダメージを受けたということか」

　そんな自分の右みぎ腕うでを見つめながら、シノミヤはつぶやいた。

「肉体は損そん傷しようしないが、痛いたみはある。痛みの程てい度どによって、どれくらいのダメージを受けたのかも予よ測そくはできるということだね」

　手のひらをさすって、冷静な分ぶん析せきを続けるシノミヤに、

「あの、ありがとうございます！」

　リリィさんが立ち上がると、深々と頭を下げた。

「おかげで、助かりました。でも、どうして私をかばってくれたんですか？」

　感かん謝しやの意を表しつつも、彼女は疑ぎ問もんに首を傾かしげる。

　確たしかにリリィさんの言う通りだ。僕が知る限かぎりでは、二人の間になんらかの強い繫つながりらしきものは無かったように思える。それなのになぜ？

「深い理由はないさ。メンバー全体が受けるダメージを、少しでも減へらすためには、そうした方がいいと判はん断だんしたまでだよ。たまたま近くにいたのがリリィ君だったというだけさ」

　なんでもないかのように話すシノミヤの言葉に、僕は戦せん慄りつを覚えた。

　あの一いつ瞬しゆんで、そこまで判断したのか。僕は、立っていることしかできなかったのに。

「できれば、すでに『バリア』を消しよう費ひしていた人を、フォローしたかったんだけどね」

　シノミヤが見る方向にいたのは、ルーシーだ。

　その姿すがたを見て、僕は息を吞まずにいられなかった。

　ルーシーは両手を突ついてへたり込こみ、そのゴスロリ衣い装しようが無む残ざんにも切り裂さかれていたからだ。

　隙すき間まからは下着が見え隠かくれしていて、思わず顔を背そむける。

　と、その視し線せんの先にはアリスがいて、彼女は僕と目が合うと、わずかに眉まゆをひそめた。

「……エッチ」

　そう言って腕うでを組み、まるで目を合わせたくないとでも言うかのように背せを向ける。

　理り不ふ尽じんなその態たい度どに、僕は反はん論ろんの言葉を述のべたくなるが、
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「うーん、かなりダメージを食らっちゃったなー」

　そんな思いは、聞こえてきた声に中ちゆう断だんされる。ルーシーが何事もなかったかのように立ち上がり、笑顔で自分の身体からだを眺ながめていたんだ。

「まあ、でも、まだまだこれからだよー。はりきって進んでいこー」

「……ちょっと待てよ、お前」

　そんなルーシーへ、ケイトがうなるようにして声をかけた。

　彼女は懐ふところから銃じゆうを取り出すと、その先をルーシーへと向ける。

「てめえの軽けい率そつな行動のせいで、全員が危き険けんに晒さらされたんだ。何か言うことはねえのかよ」

　自分に銃を向けられたときのことを思い出し、僕は胸むねを締しめ付けられるような思いを感じた。

　でも彼女の言い分自体は、きわめて真っ当なものだ。あの無数のナイフは、おそらくトラップだったのだろう。そしてあのときの状じよう況きようを思い出す限かぎり、ナイフによるトラップは、ルーシーがギロチンの刃やいばを破は壊かいしたことが引き金となって、作動したと考えるのが妥だ当とうだ。

「ん、そうだねー」

　そのことはルーシー自身も自覚しているのか、反はん論ろんの言葉を述のべようとはしない。

「ごめん、ごめん。許ゆるしてねー」

　しかし彼女は自分で自分の頭を軽く小こ突づくと、舌したを出して苦笑いを浮うかべた。その態たい度どはあまりにもあっけらかんとしており、反はん省せいや後こう悔かいといった思いは、まるで感じられない。

　予想外な反はん応のうだったからか、ケイトは口を開け、ルーシーを見つめるばかりだ。

「でもさー、誰だれもリタイアしてないんだし、特に問題はないかなーって思うんだー。他の人に比くらべたら、私はちょっとだけ被ひ害がいが大きいかもしれないけどー、動けなくなったりはしてないんだしー」

　そう言いながら、彼女は両手を広げ、自分の全身を眺める。

「すごいよねー、このゲーム。ナイフが当たったときは痛いたかったけど、血も流れないし、傷きずも残ってないし、不思議だよねー」

　ルーシーの瞳ひとみはキラキラと輝かがやいていて、その光はどこまでもまっすぐだ。

「まあ、とりあえず先には進めるようになったんだし、細かいことは気にしなくていいんじゃないかな？　ほら、さくさく行こうよー」

　彼女は前方を指差すと、笑顔のまま細長い一本道へと向かっていく。

　しかし、そんなルーシーを見る僕の胸には、言いようのない不安が膨ふくれ上がっていた。

　彼女の目の輝きが、あまりにも純じゆん粋すいすぎるように思えたんだ。

　他のみんなも、ルーシーの後には続こうとせず、ただ黙だまってその背せ中なかを見送るのみ。

「もしかしたら、と思ってはいたんだけど」

　僕たちの心しん境きようを代弁するかのように、シノミヤが口を開く。

「ルーシー君の、あの自じ由ゆう奔ほん放ぽうな振ふる舞まいは、リミットの影えい響きようではないだろうか？」

　その問いかけに、全員が顔を見合わせつつも、ほぼ同時にうなずく。

「破壊も再さい生せいもなんでもできる、『魔ま法ほう』という強大な力を手に入れた代かわりに、彼女の心からは、危き機き感かんが失われた。そういうことじゃないかな？」

「確たしかに、その可か能のう性せいは高いわ。あの子の動向には、なるべく注意するべきね。さっきみたいに、うっかりとんでもないミスをするかもしれないわけだし」

　アリスがシノミヤの言葉を補おぎない、胸むねの前で腕うでを組む。

「……そういう設せつ定ていのキャラクターとして、割わり切って対たい応おうするしかないってことだな。面めん倒どうだな、まったくよー」

　ケイトは銃じゆうを下ろすと、軽く肩かたをすくめてから、一本道へ向かって淀よどみなく足を進める。

　その途と中ちゆうで、こちらへ顔を向け、

「何してんだ、お前ら。あいつを一人にしておくと、また何をしでかすか分かったもんじゃねえぞ。さっさと追いかけようぜ」

　確かにケイトの言う通り、ルーシーを孤こ立りつさせるのは危険だ。

　得体の知れないトラップに、僕たちが巻まき込まれるかもしれないという危あやうさはある。

　でもそれ以上に、彼女自身の安全が脅おびやかされる可か能のう性せいが高いんだ。

　このクエストを無事に終えるため、僕たちはルーシーの後を追う。幸さいわいにも彼女は一本道を通り抜ぬけたすぐ後の場所で立ち止まって、額ひたいに指を当てているところだった。

「どうかしたんですか？」

　立ち尽つくすルーシーに、リリィさんが声をかける。すると彼女はこちらへ振ふり向き、

「これ、なんだと思うー？」

　と、自分の前方にある何かを指差した。

　僕たちはルーシーのもとへと駆かけ寄より、そしてすぐに彼女の疑ぎ問もんを理り解かいする。

　指差した先には、１枚まいの石せき版ばんが立てかけられていて、そこにはこう書かれていたんだ。


　汝なんじが選ぶはどの道か

　①やさしい

　②ふつう

　③むずかしい



　石板の下部にはボタンが備そなえ付けられており、それぞれ①②③と番号が振ふられている。

「……三択たくね」

　アリスがつぶやきつつ、その石板を凝ぎよう視しした。

「このうちのどれかを選ばないと、ここから先には進めないみたいだね」

　シノミヤに言われ、僕は周囲を眺ながめる。石板から先は壁かべに阻はばまれ、道が続いていない。マグマの池があった部屋とは違ちがい、扉とびららしき物もなくて、完全な行き止まりになっているようだ。

「選せん択たく肢しに書かれている文字は、『次の場所』の難なん易い度どを示しめしていると考えるのが妥だ当とうなんだろうね。真っ当に受け止めるならば、だけど」

「これも『引っかけ』の可能性があるってことね。つまり①を選んだら、一番きつい仕し掛かけに挑いどまなきゃいけないかもしれない、と」

「だからといって、③が一番楽だとは限かぎらない。この三択が『引っかけ』ではない可能性だって、当然あるのだから」

「じゃあ、②を選ぶのは？　少なくとも、①や③よりは無ぶ難なんな選択だと思うんだけど」

　僕が口をはさむと、シノミヤが石せき板ばんから目を離はなさずに答えた。

「いや、それさえも黒くろ幕まくの想定内かもしれないんだ。ボクたちが『そこ』まで読むことを踏ふまえた上で、②を『むずかしい』に設せつ定ていしていることだって、充じゆう分ぶんに考えられるだろう？」

「ん、まあ、確たしかにそうだけど……。でも、それじゃあどれが正せい解かいなんだ？」

　僕の問いに対して、シノミヤはただ腕うでを組むのみ。他のみんなも妙みよう案あんが浮うかばないのか、周囲には重い空気が流れる。

「分かりました！」

　沈ちん黙もくを破やぶったのは、リリィさんだった。

「どの選せん択たく肢しも、罠わなの可能性があるんですよね？　だから、どれも選べないんですよね？」

　ずれた眼鏡めがねを押おし上げつつ、彼女は石板に近づき、

「だったら、こうすればいいんじゃないでしょうか？」

　①②③全てのボタンを、同時に押した。

　止める暇ひまなんてなく、リリィさんは得意げな笑みを浮かべて、僕たちを見回す。

　──地面が割われたのは、まさにそのときだった。

　僕たちの足元は音もなく崩くずれ、全員がその大きな穴あなに吞のみ込まれる。

「えっ？」

　突とつ然ぜんのことに、すぐには事じ態たいを把は握あくできなかったが、気付いたときにはもう遅おそい。

「う、うわっ！」

「ちょ、ちょっと！」

「きゃああああああっ！」

　僕たちはなすすべもなく、奈な落らくの底そこへと落ちていった。
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　まずい。これはまずい。

　重力に任まかせたまま、落ちていくしかないこの状じよう況きように、僕は危き機き感かんを覚える。

　見上げると、さっきまでいた場所は遙はるか彼方かなたで、光はどんどん小さくなっていく。周囲には闇やみが広がっていき、穴あながどこまで続いているのかも分からない。もしこのまま地面に叩たたきつけられでもしたら、おそらくみんな、無事では済すまないだろう。

　そんなことを考えているうちに、やがて穴の底から、ぼんやりとした明かりが広がってくる。そこに見える光景は、明らかに硬かたそうで、ゴツゴツとした岩いわ肌はだだった。

　くそっ、どうしようもないのか！

　来たるべき惨さん事じを想そう像ぞうし、僕はとっさに両手で顔を覆おおい、覚かく悟ごを決める。

「ふむふむ、そういうことねー」

　そのとき、すぐ近くから、ルーシーの朗ほがらかな声が聞こえてきた。

「こういうときは、これがベストかなー」

　満面に笑みを浮うかべた彼女は、指を地面に向けると、

「それーっ！」

　叫さけびと共に、その先から真っ白な光が生まれる。

　刹せつ那な、視し界かい全てを覆おおい尽つくすほどの巨きよ大だいなクッションが、眼がん前ぜんに現あらわれた。

　何かを考える時間もないまま、僕たちはそのクッションにぶつかり、その瞬しゆん間かん、全身が柔やわらかい感かん触しよくに包つつまれる。僕たちの身体はクッションに深く沈しずみ込み、落下の衝しよう撃げきは全て吸きゆう収しゆうされ、

「ほいじゃ、消すよー」

　ルーシーが軽く指を振ふると、瞬またたく間まにそのクッションは消え去った。

「っと」

　僕はそのままバランスを崩くずし、うつ伏ぶせになって地面に落ちる。しかしすぐに起き上がって自分の身体からだを確たしかめてみるが、衣服に変化はない。それはみんなも同様らしく、誰だれもが他の人の姿すがたを確かく認にんし合い、胸むねをなで下ろしている。どうやら全員が無む傷きずで、ピンチを免まぬがれたようだ。

「本当に、なんでもありなんだね、君の『魔ま法ほう』は」

　地面に腰こしを下ろしつつ、シノミヤが肩かたをすくめる。

「まあねー、頼たのもしい仲間でしょー、ふっふっふっ」

　両手を腰に当てて、ルーシーはにんまりとした笑みを浮かべた。

「……仲間ならば、ね」

　シノミヤが小さくつぶやいたけど、その言葉はルーシーに届とどかなかったようで、彼女は他の人に向かって自じ慢まんげにピースサインを見せびらかしている。

　それにしても、ここはどこだ？　周囲はほのかな明かりに照らされているが、その光は僕たちの近くにしか届とどいておらず、遠くの方がどうなっているのかまでは分からない。

『おめでとうございます』

　そのとき、周囲に大きな声が鳴り響ひびいた。

　それは、さっきナイフが飛んできたときの警けい告こくのメッセージと同じ、機械的な音声だ。

『全てのボタンを同時に押おしたことで、「隠かくしステージ」への挑ちよう戦せんが可か能のうとなりました』

　感情のこもっていない声で、機械音は言葉を続ける。

『このステージは「むずかしい」以上に激はげしい仕し掛かけが用意されている、最さい高こう難なん易い度どの内ない容ようとなっています。選せん択たく肢し④「じごく」を存ぞん分ぶんにお楽しみください』

　言い終えるなり、僕たちの周りに光が広がった。そのまばゆさに、目の辺りを手で覆おおうが、

「な、なんだ、これ……」

　やがて見えてきた光景に、僕は思わず言葉を漏もらす。目の前には広大な空間が広がっていたが、その全てが『危き険けん』の一言で覆おおい尽つくされていたんだ。

　僕たちが立っている場所のすぐ前方には、足元に大きな穴あなが開いており、どこまでも暗くら闇やみが広がるばかり。そして底が見えないその暗闇に向かって、天てん井じようからすさまじい速さで、矢のような物が降ふり注いでいる。触ふれただけで大きなダメージを受けそうなその矢は全く止む気配がなく、まるで雨が降ふっているかのようだ。

　側面の壁かべは金きん属ぞくで出来ているらしく、全面が鈍にぶい輝かがやきを放っているが、その表面にはいくつもの電動の丸ノコギリが設せつ置ちされており、縦じゆう横おう無む尽じんに壁を走り回っていた。

　前面の壁も金きん属ぞく製せいだが、こちらには無数の穴あなが開いていて、いかにも『ここからさっきみたいなナイフが飛び出しますよ』とでも言いたげである。

　その真正面にはちょっとした足場と、小さな扉とびらのような物が見えるが、おそらくはあれがゴールなのだろう。

　ふと自分の周囲に目をやると、左右も背はい後ごも壁に覆おおわれており、見上げてみても、僕たちが落ちてきた穴はいつの間にか塞ふさがれていた。

『この壁は壊こわせません。前へとお進みください』

　しかもご丁てい寧ねいに、機械音声による補ほ足そくまで付いてくる親切仕し様ようだ。

　後あと戻もどりはできず、先へと進むしかない、ということか。

「ごめんなさい！」

　と、そのとき背はい後ごから聞こえてきた声に、僕は振ふり向く。見ると、リリィさんが深々と頭を下げて、小こ刻きざみに身体からだを震ふるわせていた。

「これ、私のせいですよね？　私が全てのボタンを押おしたせいで、こうなったんですよね？」

　固く目をつむりながら、彼女は言葉を続ける。

「私って、いっつもこうなんです！　何をしても失敗ばかりで、だから、働いていたところもクビになっちゃって……」

　みんなが見守る中、リリィさんはヒザを折ると、足元にあった石ころを拾い上げた。

「もちろん、罰ばつは受けるつもりです！　代だい償しようはこの身体からだで支し払はらいますので、許ゆるしてください！」

　リリィさんが拾った石ころは先せん端たんが鋭するどくとがっており、使い方次し第だいでは凶きよう器きとなり得る物だ。

　彼女はその先を自分へ向けると、両手で握にぎり、

「えいっ！」

　自身のノドを突つこうとした。

「ちょっ──」

　僕は声を漏もらしつつも、突とつ然ぜんのことに身体が動かず、ただ見守るのみ。

「ひゃう！」

　しかしリリィさんが手に持った石ころは、ノドへと刺ささる寸すん前ぜんで弾はじけ飛ぶ。その衝しよう撃げきに驚おどろいて、彼女は叫さけびと共に尻しり餅もちを突いた。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか分からず、僕は呆ぼう然ぜんとリリィさんを見つめるが、

「バカか、お前は」

　聞こえてきた声の方へと顔を向け、ようやく事じ態たいを把は握あくする。

　ケイトが黄金の銃じゆうを構かまえていて、その銃口からは、ほのかな煙けむりが立ち上っていたんだ。

　つまり、彼女がリリィさんの持っていた石ころを、あの銃で撃うち抜ぬいた、ということだ。

　ケイトは銃を下ろすとキャンディの棒ぼうを吐はき出し、懐ふところから新たなキャンディを取り出す。

「さっき、そっちの仮か面めんヤロウがやったことを、もう忘わすれたのか？」

　棒ぼう付つきキャンディを口にくわえつつ、彼女はシノミヤへと目をやった。

「メンバー全体の被ひ害がいを減へらすために、あいつはお前をかばったんだろ？　その犠ぎ牲せいをムダにするつもりか？」

「あっ……」

　リリィさんは顔を上げ、シノミヤの方へ向き直る。

「罰ばつだとかなんだとか、そんなことを考える暇ひまがあるのなら、目の前の問題を解かい決けつすることに頭を使え。このクエストをクリアした後なら、いくらでも謝しや罪ざいの言葉を聞いてやるからよ」

「は、はい！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　リリィさんは立ち上がり、何度も頭を下げるが、ケイトはそれ以上言葉を交わすつもりがないのか、前方へと向き直る。

「さて、それじゃあこの難なん関かんを、どうやって攻こう略りやくするか、だな」

　その言葉を受けて、僕は改めて心を引き締しめる。後あと戻もどりはできず、先へと進むしかない今、目の前の問題から目を背そむけるわけにはいかない。

「とりあえず、あの降ふってくる矢が邪じや魔まだよねー」

　そのとき背はい後ごから、ルーシーの軽やかな声が聞こえてきた。

「まずはあれを、全部壊こわしちゃおっかー」

　彼女は一歩進み出ると、指先を天てん井じようへと向ける。

「いや、ちょっと、待って！」

　そんなルーシーを制せいするように、僕は彼女の前に回り込んで、両手を広げた。

「さっきも同じことをして、散々な目に遭あったよね？　またあんなことが起きたら危あぶないし、もう少し考えてから行動した方がいいんじゃないかな？」

「んー？　でも、そんなのやってみないと分からないじゃん。もしかしたら、トラップなんて無いのかもしれないしー」

「いや、そうかもしれないけどさ、何かが起きてからじゃ遅おそいと思うんだ。だから、ね？」

「でもでもー、このままだと先に進めないんでしょー？　だったらやっぱり、試してみてもいいんじゃないかなー」

　ルーシーは首を傾かしげつつも、僕を押おしのけるようにして、さらに前へ出ようとする。

　このまま彼女に、『魔ま法ほう』を使わせるわけにはいかない。そう思った僕はルーシーの肩かたをつかみ、自分へと向き直らせた。

「ルーシー」

　両肩を抱だく形となった僕は、間近に迫せまった彼女をじっと見つめる。

「お願いだから、僕の言うことを聞いてくれないか？」

「ふにゃっ！」

　その瞬しゆん間かん、ルーシーは高い声を上げて、僕の手を払はらいのけた。

　彼女は目を丸くし、その頰ほほはわずかながら赤く染そまっているように見える。

　しかし、すぐに不ふ敵てきな笑みを浮うかべると、

「……自分の名前も分からない人の言葉を、聞く義ぎ理りなんて無いんですけどー」

　そう言って胸むねの前で両りよう腕うでを組み、顔を背そむけた。

　……名前も分からない、か。確たしかに僕は、自分の素す性じようを全くといっていいほど思い出せない状じよう態たいにいるわけで、そんな奴やつのことを信じられなくても、おかしくはない。

　説得の言葉が思い浮かばず、その場に立ちつくしていると、

「ほえっ？」

　不意にルーシーが声を上げ、同時に僕も言葉を失い、ただただ彼女を見つめる。

　ルーシーの全身を、ものすごい速さで鎖くさりが締しめ上げていたんだ。

「ん、き、きつい、よう……」

　苦く悶もんの声を漏もらし、彼女は身をよじらせるが、しかしその鎖からは逃のがれられそうにない。

　これは、アリスのスキルか？

　鎖の先へ視し線せんを向けると、栗くり色いろの髪かみを揺ゆらす女の子の姿すがたが飛び込んできた。

「口で言っても聞かない人には、身体からだの自由を奪うばうしかないでしょ」

　アリスは片かた目めをつむり、渋しぶ々しぶといった表情で、両手を腰こしに当てている。そんな彼女の側からシノミヤが前へと進み出て、ルーシーへと声をかけた。

「聞いてくれ、ルーシー君」

「ん……、何？」

「君の力は、とっておきなんだ」

「とっておき？」

「ここぞという場面で使ってこそ真しん価かを発はつ揮きする、秘ひ密みつ兵へい器きってことだよ。君のその力は強力で、クエストの攻こう略りやくに欠かかせないものだ。だから、今はその力を温おん存ぞんしておいてくれないかな？　ルーシー君が活かつ躍やくすべき場所は、こんな序じよ盤ばんではない。これから先に待ち受けているであろう、もっともっと厳きびしい局面でこそ、その力は活いきると思うんだ」

　軽やかに語るシノミヤの表情は、仮か面めんにさえぎられていて確かく認にんできない。けれど、その発言が口から出まかせで、その場しのぎなものだということは、僕にだって分かる。

「そっかー、秘密兵器かー」

　しかし、ルーシーは顔を輝かがやかせると、にこやかな笑みを浮かべた。

「そういうことなら、仕方ないねー」

　彼女は何度もうなずき、『秘密兵器』という単語を口の中でつぶやいている。

　あ、あれで納なつ得とくするんだ……。まあ、本人が満足してるのなら、別にいいんだけど。

　僕の思いを余所よそに、ルーシーはアリスへと顔を向け、笑みを浮かべる。

「ねえ、これ、ほどいてくれない？　もう、『魔ま法ほう』は使わないからさー」

「だーめ」

　しかしアリスの返事は素そっ気けなく、まるで聞く耳を持たない様子だ。

「そんなこと言わないでさー。せめて、ちょっとだけでも緩ゆるめてくれない？　これ、きつくて痛いたくて、結けつ構こう辛つらいんだよねー」

「なんと言われようとも、ダメなものはダメ」

「もー、ケチだなー。そんな性せい格かくだから、いつまで経たっても彼氏ができないんだよー」

「なっ……！」

　ルーシーの言葉に、アリスは顔を真っ赤にして、軽く背せをのけ反ぞらせた。

「な、な、なんであんたが、そんなこと知ってるのよ！」

「あ、図星だったんだー。へー、そうなんだー」

「ん、ぐっ……！」

　ルーシーがさらに続けた言葉に、アリスは声を詰つまらせ、肩かたを震ふるわせる。

　そうか、彼氏、いないんだ。

「……何よ」

「えっ、い、いや、なんでもない！」

　アリスにきつい目でにらまれ、僕は思わず目をそらす。

　彼女はまだ、顔を赤くしていたが、

「……とにかく、ダメだからね。少なくともこの『じごく』のステージをクリアするまでは、拘こう束そくを解とかない。オッケー？」

「うーん、まあ、仕方ないかー。オッケー牧ぼく場じようだよー」

　ルーシーは答えると、軽くウインクをして白い歯を見せた。その態たい度どにアリスは呆あきれつつも、口元には苦笑いを浮うかべるだけで、決して怒おこっているわけではないようだ。

　言い争いをした割わりには、二人とも表情は緩ゆるやかで、そのことが僕には少し不ふ思し議ぎに思えた。

　そしてそれはアリス自身も同様だったらしく、彼女はルーシーを見下ろしたまま口を開く。

「あなたって、なんだか憎にくめないのよね。どうしてかしら？」

「ふふーん。人望ってやつかなー？」

「……そう、かもね」

　茶化したようなルーシーの言葉にも、アリスは深くうなずき、二人の間では、たわいもない雑ざつ談だんが繰くり広げられている。これが女の子同士の友情、というやつなのだろうか。そのあたりのことは僕にはよく分からないけど、これ以上、聞き耳を立てるのも良くないな。

　僕は彼女たちに背を向けて、目の前の光景を直ちよく視しする。ルーシーの暴ぼう走そうを防ふせげたからといって、全てが解かい決けつしたわけではない。結局のところ、この『じごく』のステージを攻こう略りやくしないことには、先に進めないのだから。

「……」

　と、そのときブシドーちゃんが僕の側に近付くと、前方の一角を指差した。

「えっ？」

　彼女が指差す先へと目を凝こらしてみて、今いま更さらながら、その指し摘てきに気付く。

　よく見ると、側面の壁かべには所々に、小さな足場のような物があったんだ。そしてその足場の側には、やはり小さなスイッチらしき物があるのを、ここからどうにか、確かく認にんできる。

　足場とスイッチはそれぞれ４つずつあり、両側の壁かべに均きん等とうに配置されている。ここがゲームの世界である以上、意味のない物だとは考えにくい。あのスイッチを押おすことで、事じ態たいが好転する、と考えるのが妥だ当とうなのだろう。

　しかしスイッチを押すためには、降ふり注ぐ矢をかわしつつ、小さな足場へとたどり着かなければならない。しかも、足元には暗くら闇やみが広がるばかり。問題が山積みであることには変わりないのに、それでもブシドーちゃんは、僕の方を見ながら、大きくうなずいた。

「君が行く、ということ？」

　尋たずねると、彼女はまた首を縦たてに振ふる。

「そんな、無茶だよ！　いくらブシドーちゃんでも、そんなの──」

「ま、それがベストな選せん択たくではあるな」

　僕たちのやり取りを眺めていたケイトが、こちらの言葉をさえぎって、そんなセリフを口にする。

「おそらくこの中で一番、身しん体たい能のう力りよくが高いのは、ブシドーちゃんとか呼よばれている、お前だ。自分から志し願がんしているあたり、自信はあるみたいだし、任まかせてみてもいいんじゃねえの？」

「っ！　だから、あんたはどうしてそんな言い方を──」

　無ぶ遠えん慮りよなケイトの物言いに、僕は思わず熱くなり、口を挟はさもうとするが、

「あたしがあのスイッチを狙ねらい撃うつ、というのも考えたんだけどな。そのせいでスイッチ自体が壊こわれたりしたら、まずいかもしれねえし」

「──えっ？」

　続いた言葉に、僕はかすかな違い和わ感かんを覚えて、我われに返った。

　狙い撃つ？　ここからスイッチまでの距きよ離りは、かなり離はなれているのに？

　もしそんなことが可か能のうならば、彼女は『確かく実じつに命中させられる』という前ぜん提ていで、話をしているということになる。

「もしかして、それがケイトのスキルなのか？」

　尋ねると、ケイトは僕へと顔を向け、口元を歪ゆがめた。

「ともかく、今はそいつの力に頼たよるしかねえんだ。それはお前も分かってるんだろ？」

「ん……」

　僕は反はん論ろんしようとして、声を詰まらせる。確たしかの彼女の言う通りだ。この状じよう況きようを打だ破はできる可能性があるとしたら、超ちよう人じん的てきな身体能力を持つブシドーちゃんだけ。そのことを理り解かいしたのならば、素す直なおに認みとめるべきなのだろう。

　僕は拳こぶしを固く握にぎり締しめながらも、ゆっくりと口を開いた。

「君に、任せてもいいかな？」

　するとブシドーちゃんは即そく座ざにうなずき、目の前の『課題』へと向き直る。彼女はしばらくの間、周囲に目を配らせていたが、やがてステージの右みぎ端はしへと移い動どうすると、軽く腰こしを落とし、

「……っ！」

　地面を蹴けると同時に、側面の壁へと飛び移うつった。

　壁にはいくつもの電動の丸ノコギリが、縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回っている。しかしその合間を抜ぬけるようにして、ブシドーちゃんは軽やかに壁かべを渡わたっていく。

　降ふり注ぐ矢も、さすがに壁かべ際ぎわまでは届とどかない。だから、壁を走る。

　シンプルな解かい答とうだけど、そんな芸当ができるのは、ブシドーちゃんだからこそだ。

　彼女の動きに迷まよいや恐おそれはなく、瞬またたく間に一つ目の足場へたどり着くと、側にあったスイッチを力強く押おした。

　その途と端たん、壁の中から大きな音が鳴り響ひびき、全ての丸ノコギリが動きを止めた。そしてそのノコギリたちは、吸すい込まれるようにして壁の中へと引っ込んでいく。ブシドーちゃんはしばらくの間、壁面を見つめていたが、そこから別の何かが現あらわれてきそうな気配はない。

　仕し掛かけが一つ、解かい除じよされたということなのだろう。

　ブシドーちゃんは小さくうなずくと、さっきと同じように地面を蹴けり、壁を駆かけた。丸ノコギリという障しよう害がいがなくなった今、その疾しつ走そうを止めるものはなく、彼女はあっさりと次の足場へ降おり立つ。

　ブシドーちゃんが二つ目のスイッチを押すと、今度は頭上で音が鳴った。

　刹せつ那な、視し界かいが一気にクリアになる。雨のように降ふっていた矢が、ぴたりと止んだんだ。

　これで第二の仕掛けも解除、か。

　でも、残り二つのスイッチと足場は、反対側の壁に設せつ置ちされている。ブシドーちゃんはどうするんだろう。一度、こちらへと戻もどってきてから、反対側の壁を駆け抜けるのだろうか。

　そんなことを考えていると、彼女は対面を見み据すえたまま、深く腰こしを落とす。

　まさか……。

　僕が止める暇ひまもなく、ブシドーちゃんは地面を蹴り上げ、中空を舞まった。

　彼女は身を投なげ出したわけじゃない。反対側の壁にある足場へ向かって、跳とんだんだ。

　その身体からだはものすごい速さで放物線を描えがきながら、目当ての足場へと向かう。空を駆けるとしか言いようのない光景を目で追つつ、僕の頭からは不安な気持ちは消し飛んでいく。

　その鮮あざやかさに、ただただ、見み惚とれるばかりだったんだ。

　そうして、ブシドーちゃんは危あぶなげなく第三の足場へと着地する。

　……彼女が『行く』と名乗り出たときはちょっと心配だったんだけど、この様子なら大だい丈じよう夫ぶそうだな。ブシドーちゃんは、僕には成し得ないようなことも可か能のうにする、強い力を持っているんだ。その力を信用するというのも、このゲームでは大事なことなのだろう。

　僕は安あん堵どのため息を漏もらし、軽く自分の頭を小こ突づく。

　──その瞬しゆん間かん、目の前に閃せん光こうが走った。

　時間にすれば一瞬の出来事。その間に、脳のう裏りにはある映えい像ぞうが浮うかび上がっていた。

　だから僕は、我われに返ると同時に、

「ブシドーちゃん！」

　ありったけの声で叫さけんだ。

「そのスイッチを押しちゃダメだ！」

「っ！」

　僕の声が届いたのか、ブシドーちゃんは動きを止め、こちらに顔を向ける。

「そのスイッチは、トラップなんだよ！　押おした瞬しゆん間かん、目の前の壁かべから、鋭するどい針はりが何本も飛び出してきて、君の身体からだを串くし刺ざしにするんだ！　だから、絶ぜつ対たいに押しちゃダメだ！」

　そう。僕には見えたんだ。彼女がスイッチを押し、針に串刺しにされる姿すがたが。

　だから思わず、そんな言葉を叫さけんだんだけど、

「……」

　僕の声を聞き、ブシドーちゃんはじっとこちらを見つめていたが、大きくうなずくと、最後の足場へと目を向ける。そしてまたもや腰こしを落とすと、地面を蹴けり上げ、壁を駆かけていった。

　どうやら僕の言葉を信じてくれたようだ。

　安心した僕は額ひたいを拭ぬぐい、何気なく視し線せんを横に向ける。

「……ん？」

　すると、静かにこちらを見上げるケイトの姿が飛び込んできた。

　いや、ケイトだけじゃない。アリスや、他のみんなも、ただ黙だまって僕に視線を送っている。

「な、何？」

「……いや、後でいい」

　ケイトに尋たずねると、彼女は素そっ気けなく答え、視線を前へと向ける。その態たい度どを不ふ審しんに思いつつ、同じ方向へ目をやると、ブシドーちゃんが壁を渡わたり終え、足場へと着地するところだった。

　その動作に危なっかしさはまるでなく、彼女は最後のスイッチを押す。

　途と端たん、地の底から激はげしい音が鳴り響ひびいた。

　やがてゆっくりと、平へい坦たんな地面が地下から浮うかび上がってくる。暗くら闇やみに包つつまれていた足元は次し第だいにその姿を現あらわしていき、ブシドーちゃんの立つ足場と同じ高さに上がったところで、動きを止めた。

　壁かべ、天てん井じよう、と続いたのだから、最後は当然、地面か。

　これで全ての仕し掛かけが解かい除じよされたと考えていいのだろう。浮かび上がった地面に軽く足を触ふれてみるが、そこには確たしかな感かん触しよくがある。見たままの通り、普ふ通つうに歩いて渡れる地面だということだ。

　いずれにせよ、これで『じごく』のステージも攻こう略りやく完かん了りようか。

「先へ進みましょう」

　と、アリスがそう言って、ルーシーを拘こう束そくしていた鎖くさりを解といた。

「うん、行こっかー」

　自由を取り戻もどしたルーシーは勢いきおいよく立ち上がると、軽く伸のびをしてみせる。自分を縛しばっていたアリスに対して、特に不満を覚えている様子もなく、その表情はどこまでも明るい。

　それがスキルによる影えい響きようなのか、彼女が元々持っている性せい格かくによるものなのか、僕には判はん断だんできないことだけど、いずれにせよ禍か根こんが残ってないのなら、心配することもないか。

　僕は前を向き、浮ふ上じようした地面を一歩ずつ、静かに歩いていく。他のみんなも同様で、足元の感触を確たしかめながら、慎しん重ちように進んでいる。もしも落とし穴あななんかがあったりしたら、底が見えないあの暗闇へと吸すい込まれることになるんだから、用心するのも当然と言えば当然だ。

　もちろんそれは、用心するつもりがあるのなら、という話で、

「進めっ、進めっ、まっすぐ、ごーっ！」

　僕たちの懸け念ねんを余所よそに、ルーシーは歌を口ずさみながら、軽けい快かいにスキップをしている。

　その無む邪じや気きさに呆あきれつつ、他の人に関わる余よ裕ゆうのなかった僕は、黙だまってその姿すがたを見守っていると、

「……」

　不意にルーシーは足を止め、ある一点に視し線せんを注いだ。

　それは、僕がブシドーちゃんに『押おすな』と言った、あのスイッチだった。

　彼女は目の前にある物をじっと見つめていたが、

「えいっ」

　きわめて自然な動作で、そのスイッチを押した。

　あまりにも自然すぎたので、僕には止める暇ひまなんてなく、

「……えっ？」

　──その瞬しゆん間かん、ルーシーは目を丸くして、自分の身体からだを見つめる。

　目の前の壁かべから飛び出してきた、何本もの鋭するどい針はりが、彼女のお腹なかを貫つらぬいていたんだ。

　ルーシーはしばしの間、呆ぼう然ぜんとしていたけど、

「ん、あああああ……っ！」

　苦く悶もんの声を漏もらすと、針から身体を無理やり引き抜き、地面へと倒たおれ込む。

　刹せつ那な、ルーシーの衣服が大きく弾け飛んだ。

　突然のことに、僕は呆然と彼女を見つめていたが、

「っ！」

　すぐに側へと駆かけ寄より、安あん否ぴを確かめる。

　ルーシーは地面に身を投なげ出し、荒あらい息を吐はいていたが、肉体のどこにも傷きずらしきものはない。

　それも当然だ。この世界ではダメージが全て、衣服へと反はん映えいされることになっているのだから。

　そのルール通り、ルーシーの衣服には大きな変化が起きていた。

　彼女は、下着だけの姿になっていたんだ。

　まだ最初のクエストの最中なのに、もうこんなダメージを受けてしまったのか。

　あと１回か２回、ちょっとしたダメージを受けただけで、彼女はリタイアするかもしれない。

「……どうして、あのスイッチを押したんだ？」

　尋たずねると、ルーシーは苦しげな声で答えた。

「君の言ったことが本当かどうか、確たしかめたくってさー。本当にトラップがあるのかなーって」

「そんな……。いくらなんでも無む防ぼう備びすぎるよ」

「それにほら、押すなって言われると、逆ぎやくに押したくなるよねー。ふへへー」

　彼女は苦笑いを浮うかべ、僕に視線を向けると、その頰ほほを赤らめた。

「それはそうとー、できればあっちを向いてくれると嬉うれしいなー」

「えっ？　あっち？」

「私のこの魅み力りよく的てきなぼでぃーに、ついつい見み惚とれちゃうのは分かるけどー、さすがにちょっとだけ、恥はずかしいなーって」

「あっ」

　そうか、しまった。無事なのかどうか、それだけが心配で、他のことには気が回らなかったけど、彼女は今、下した着ぎ姿すがたなんだ。そのことを意い識しきした途と端たん、僕の頰ほほも熱くなり、

「ご、ごめん！」

　慌あわてて目を閉とじ、背せを向ける。しかし脳のう裏りにはルーシーの姿が浮うかび、焼き付いて離はなれない。

　彼女の肉体はまばゆい輝かがやきのみに守られていて、全身がうっすらと汗あせばんでいた。ほっそりとした身体からだつきをしていたけど、出るところは出ており、確たしかに彼女自身が言う通り、魅み力りよく的てきな……。

　って、こんなこと考えてちゃダメだ！

　僕は激はげしく頭を振ふり、煩ぼん悩のうをどこかへと追いやろうとする。

　落ち着け、冷静になれ。今はまだ、ゲームの真っ最中なんだ。集中しろ、集中だ。

「……やっぱりか」

　そのとき、誰だれかの声が耳に届とどき、そちらへと顔を向け、

「はっ？」

　思わず目を丸くする。ケイトが黄金の銃じゆうを、僕の顔面へと突つき付けていたんだ。

「ここをクリアしてから問い詰つめようと思っていたが、こんなにもはっきりしているなら話は別だ」

「えっ、あの、どういうことだ……？」

「とぼけんなよ、コノヤロウ！」

　訳わけが分からず尋たずねると、彼女はさらに声を荒あららげた。

「どうしてお前は、この『罠わな』のことを知っていたんだよ！」

「へっ？」

「ルーシーが引っかかった、その針はりのことさ。ブシドーちゃんとやらが、そのスイッチを押おそうとしたとき、お前は言ったよな。『押しちゃダメだ』と」

「えっ、ああ、うん。それは確たしかに、言ったけど……」

「それだけなら、まだいい。『そんな気がした』で済すむ話だ。だが、実じつ際さいにルーシーは、お前が言った通りの罠にかかったんだ。つまり、あの発言は思い込こみなんかじゃないってことだ」

　……そうか、言われてみればその通りだ。どうして僕は、あの罠に気付いたんだ？

　というより、『罠だと気付いたこと』に、なぜ疑ぎ問もんを抱いだかなかったんだ？

「考えられる可か能のう性せいは一つだけだ。お前が黒くろ幕まくで、全ての罠を熟じゆく知ちしているってことだよ」

「……あっ」

　その指し摘てきに、僕は口を開け、呆ぼう然ぜんとケイトを見つめる。

「で、お前の仲間が被ひ害がいを受けそうになったから、指し示じを出した。そういうことだろうがよ」

　確かに、それが真実なら、全部説明できるのかもしれない。あのときみんなが僕を見ていたのは、同じことを考えていたからなのだろう。

　でも、そうじゃないんだ。

「罠を知っていたわけじゃない。あれは知っていたというよりも、閃ひらめいたというか……」

「ごまかそうとしてんじゃねえよ」

「いや、本当にそうなんだ。あれはなんというか……、そう、『未来が見えた』んだ」

「はあ？　未来？」

「それ以外に上手うまい言葉が思い浮うかばないよ。とにかく、ケイトの想像は間ま違ちがってる。それだけは断だん言げんできる」

「……だったらそれを証しよう明めいしてみせろって言ってんだ」

　僕の言い分は彼女を余よ計けいに苛いら立だたせたのか、その表情はさらに険けわしくなる。

　でも、これ以上は何も語りようがないんだ。

　僕たちは固く口を閉とじたまま、お互たがいを見つめ合う。周囲は緊きん迫ぱくした空気に包つつまれて、肌はだが焼き焦こがれそうな熱さえ感じる。

「いい加か減げんにしなさい！」

　その重い沈ちん黙もくを、アリスの一いつ喝かつが打ち破やぶった。

　驚おどろいた僕たちは、同時に声がした方へと顔を向ける。アリスはルーシーの側まで近ちか寄よると、自分が着ていたブレザーの上着を脱ぬぎ、彼女に羽は織おらせた。

「あ、ありがとう」

　ルーシーが頭を下げると、アリスは微笑ほほえみ、手を取って彼女を立ち上がらせる。

「ま、肌を晒さらした淑しゆく女じよを放っておいてまで、言い争うことではないね」

　そんな僕たちの元に、シノミヤが近づいてきて、ケイトに顔を向けた。

「ケイト君、その件けんに関しては、ボクに一つ、思い当たることがあるんだ。だからとりあえず今は、先に進まないか？」

　その言葉にケイトは眉まゆをひそめ、シノミヤをにらんだ。

「話をはぐらかすつもりじゃねえだろうな？」

「そんなことはしないよ。君が納なつ得とくできるだけの答えに、たどり着いているという自信はある。だから、その銃じゆうを収おさめてくれないか？」

「……」

「それに、君自身も分かってはいるんだろう？　今ここで、少年を問い詰つめることが、最さい優ゆう先せんするべき問題ではないということに」

「──ちっ」

　ケイトは舌した打うちしながらも、ゆっくりと銃を収めて、僕たちに背せを向けた。そしてそのまま何も言わず、ドアのある方へと歩いていく。

　その背中を見つめる僕の肩かたに、シノミヤが手を置いた。

「ケイト君の気持ちも、分かってやってくれたまえ」

「……ああ」

　僕はうなずき、足を進める。あのとき僕が不ふ審しんな行動をしたのは確たしかだし、疑ぎ惑わくの目を向けられるのは仕方がない。それに、僕があの罠わなに気付けた理由を、シノミヤが知っているというのなら、こっちこそ聞いてみたい。

『答え』とやらを拝はい聴ちようするためにも、今はただ、ゴールを目指して進むしかないんだ。




　　　４




　僕とシノミヤがドアの前に着いたときには、すでに他のみんなも集まっていた。

　しかし彼女たちは頭をひねったり、周囲に目を配ったりするばかりで、そこから先へとは進もうとしない。どうやら、僕たちを待っていたというわけではないみたいだ。

「もしかして、また何か仕し掛かけでも施ほどこされているのかい？」

　シノミヤが尋たずねると、アリスが振ふり向いて、親指をドアに向ける。

　その指先にあるのは、大きな獣けものの顔だった。

　ドアの中心に飾かざり付けられているその顔は、ライオンやトラに似にているところもあるが、なんの動物なのかは分からない。だがその口は大きく開かれており、中からは鋭するどい牙きばを覗のぞかせていることから、肉にく食しよく獣じゆうだということは想そう像ぞうできる。そしてドアの上部には、こんな文章が刻きざまれていたんだ。


『通行料を支し払はらえ』



　それ以外には何もなく、取っ手やボタンらしき物も見当たらない。

「さっきみたいに、高い場所にスイッチがあったりするんじゃないか？」

「その可か能のう性せいは考えたけど、それらしい物が見つからないのよね」

　僕の質しつ問もんにアリスは肩かたをすくめ、ブシドーちゃんも静かに首を横に振る。

　さすがに同じ仕掛けを続けたりはしないか。となると注目すべきは、あの一文だ。

「通行料、とはどういう意味なのでしょうか？」

　同じことを考えていたのか、リリィさんが全員を見回しながら尋ねる。

「このドアを開けるためのなんらかの対たい価か、ということでしょうね。とはいえ、具体的に何が必要なのかまでは、ちょっと分からないけど」

　アリスは首を傾かしげるが、分からないのは他の人たちも同じだ。これまでの道どう中ちゆうに、対たい価かとなるような物を手に入れる機会なんて、なかったのだから。

「なるほど、そういうことか」

　しかしそんな膠こう着ちやく状じよう態たいを打ち破やぶるかのような声が、突とつ如じよとして周囲に響ひびいた。

　目を向けると、シノミヤが獣の顔を覗のぞき込こみつつ、何度もうなずいている姿すがたが飛び込んでくる。

「これを見たまえ」

　シノミヤは獣の口の中を指差し、全員がほぼ同時にその飾り付けの前まで近ちか寄より、

「あっ」

　口の中にレバーらしき物があるのを見つけて、僕は声を漏もらした。

　それはちょうど片かた手てで握にぎれるほどの大きさの物で、

「このレバーを押おせ、ということだろうね。見たところ、押し込こむことで作動する仕掛けになっているようだ」

　シノミヤはそのレバーを見つめながら、小さくうなずく。

「レバーを押すことが、通行料を支払う、ということなのー？」

　ルーシーが口元に指を当てつつ、シノミヤへ目を向ける。

「正せい確かくには、『レバーを押おせば、通行料を支し払はらうような事じ態たいが発生する』ということなのだろう」

「通行料を、支払うような事態？」

「この肉にく食しよく獣じゆうに、ガブリと嚙かまれるってことさ」

　シノミヤは自分の右みぎ腕うでを指差してから、両方の人差し指で『×』の字を作る。

「つまり、『生いけ贄にえを捧ささげろ』ということだね。誰だれかが片かた腕うで分ぶんのダメージを受けることで、ドアは開く。そういう仕組みになっていると考えていいのだろう」

　シノミヤは淡たん々たんと語るが、しかし僕たちは戦せん慄りつを覚えていた。

　それも当然だ。シノミヤの言葉通りだとすれば、この獣けものの口の中に、誰かが手を入れなきゃ先へは進めないということなのだから。しかも、ダメージを受けると分かった上で、だ。

　生贄を捧げろ、か。その言葉通り、誰かが犠ぎ牲せいになることで、ここから先への道は開かれるのかもしれない。でも、わざわざ自分から犠牲になりたがる人なんているわけがないし、実じつ際さい、誰もが顔を見合わせ、どうするべきかとお互たがいの真意を探さぐり合うばかりだ。

　ダメージを受けるということは、すなわち、リタイアへと一歩近づく行こう為いなのだから。

「わ、私がやります！」

　そのとき、リリィさんがまっすぐに手を挙あげ、高らかに宣せん言げんした。

　その申もうし出に誰もが驚おどろき、彼女を見つめる。

「私、ここまで迷めい惑わくをかけてばかりですから、挽ばん回かいさせて欲ほしいんです！」

　みんなの視し線せんを受けながら、リリィさんは両手を固かたく握にぎり締しめ、鼻息を鳴らした。

「私にだって意地があります！　自分のミスは、自分で補おぎないたいんです！」

　強く発せられたそのセリフに、全員が顔を見合わせる。

　つまり彼女は、根こん性じようを見せたいんだ。

　危き険けんだから、やめた方がいい。僕はそう言おうと思ったものの、しかしリリィさんの表情は決意に満ちていて、気持ちは揺ゆるぎそうにない。

　……無理に彼女の意見を退しりぞけて、後のゲームに影えい響きようしたりしたら困こまるよな。それに受けるダメージだって、結局は腕一本分程てい度どで、致ち命めい傷しようを負うというわけではないはず。だから僕は言葉を吞のみ込こみ、ゆっくりとうなずいた。

　他のみんなも異い論ろんはないのか、仕方ないといった感じでそれぞれに首を縦たてに振ふる。

　唯ゆい一いつ、ケイトだけは眉まゆをひそめていたが、

「そこまで覚かく悟ごを決めてるのなら、止めねえよ」

　一歩後ずさり、ドアへの道を開けた。

「はい、任まかせてください！」

　リリィさんは答えると、力強い足取りでドアへと近づく。そして獣の口の中へ手を入れると、縁ふちなし眼鏡めがねをキラリと光らせて、レバーを握った。

　途と端たん、獣の顔がぶるぶると震ふるえ出したかと思うと、その口が徐じよ々じよに開かれていく。やがて、口が目いっぱいまで開かれたところで、その動きはぴたりと止まった。このままレバーを押し込めば、中にある異い物ぶつを嚙かみ砕くだこうとして、あの口は固かたく閉とざされるのだろう。

「それじゃあ、いきますよ！」

　覚かく悟ごの言葉と共に、リリィさんは表情を引き締しめた。緊きん張ちようのためか、頰ほほには汗あせが流れている。

　やがて彼女は小さくうなずき、腕うでに力を込めて、固く目を閉じ、

「えいっ！」

　思いっきりレバーを引っ張った。

「あっ」

　みんなは同時に声を漏もらし、リリィさんを見つめる。正せい確かくには彼女の手の先にある物を、だ。

「う、上手うまくいきましたか？」

　リリィさんは恐おそる恐るといった感じで目を開けるが、みんなの視し線せんに気付いて同じ方向へと顔を向け、

「……えっ？」

　呆ぼう然ぜんと『それ』を眺ながめた。

　彼女は獣けものの口の中にあった、レバーだけを手にしていた。つまり、引き抜ぬいてしまったんだ。

　周囲にわずかな沈ちん黙もくが訪おとずれ、全員の目は自然とドアへ向かう。

「え、ええっと……」

　リリィさんがさらに言葉を続けようとしたとき、ドアに取り付けられていた獣の頭が、鈍にぶい音を立てて落ちた。僕たちはただ黙だまって、その頭を見下ろすのみ。

　これって、仕し掛かけが壊こわれた、ということだよな？

　ということは、もしかして……。

『警けい告こく！　警告！』

　脳のう裏りに嫌いやな予感がよぎった瞬しゆん間かん、頭上から機械的な音声が鳴り響ひびいた。

　やっぱりか！

　全身を緊きん張ちようが支し配はいする。今度は何が起きるのかと身み構がまえ、周囲を見み渡わたす。

　すると大きな地じ響ひびきと共に、突とつ如じよとして地面が盛もり上がった。

　僕たちのいる場所から、このステージのスタート地点へ向かって、地面はどんどん上がっていく。

　急きゆう勾こう配ばいの上り坂はどこまでも続き、端はしまで到達すると、その天てん井じように大きな穴あなが開いた。

　それは、ちょうど僕たちが落ちてきた場所で、

「はあっ!?」

　その穴から姿すがたを現あらわした物体に、思わず高い声を上げる。

　目に映うつるのは、空間全体を覆おおい尽つくすほどの巨きよ大だいな鉄球だ。

　あれこそがペナルティであることは、疑うたがいようがない。鉄球は傾けい斜しやに沿そって、ゆっくりと転がってくる。しかしそのスピードは徐じよ々じよに速くなっており、グズグズしてる暇ひまはなさそうだ。

　まずい。これは本当に、まずいぞ。

「ドアは開かないのか!?」

　ケイトが振ふり向きざまに尋たずねるが、

「ダメ！　どこにもそれらしいのが見つからないわ！」

　アリスはドアの隅すみ々ずみを触さわりながら、焦あせった声で答える。

　僕もドアに駆かけ寄より、叩たたいたり押おしたりしてみるが、なんの手ごたえも感じられない。やはりあの獣けものの顔が、このドアを開くための唯ゆい一いつの手て掛がかりだったのだろう。

　リリィさんは手に持ったレバーに目をやり、僕たちへ視し線せんを移うつすと、

「私、また、何かやっちゃったんですか──!?」

　目に涙なみだを浮うかべて、悲ひ痛つうな声を上げた。

　その様子を見て、僕はようやく理り解かいする。

　この人は、ドジっ子なんだ、と。

　もちろん、そんなことが分かったところで事じ態たいは解かい決けつしない。周囲には身を隠かくせるような隙すき間まなんてなく、このままではあの鉄球に押し潰つぶされてしまう。

　そんな危き機き的てきな状じよう況きようの中、ブシドーちゃんが僕たちを押しのけて、無言でドアの前に立った。

　彼女は腰こしを落とすと、その場で身体を捻ひねり、

「……っ！」

　すさまじい速度で、ドアに回し蹴げりを叩き込む。

　刹せつ那な、ドアは激はげしい音を立てて吹ふっ飛び、その向こう側へと転がっていった。

　ブシドーちゃんはこちらへ振り返ると、僕たちに向かって手て招まねきする。

　……力ずくで開くのかよ！

　思わず突つっ込みを入れそうになるが、でもそれは結けつ果か論ろんだ。最初からドアを蹴けり破やぶっていたとしても、あの鉄球のトラップは発動していたのかもしれないし、というか、今はそんなことを考えている場合じゃない！

「みんな、行こう！」

　ブシドーちゃんが最初にドアをくぐり、その後に僕たちも急いで駆かけ込こんだ。

「どけ！」

　ケイトは僕たちを押おしのけるようにして、真っ先にドアの奥おくへと飛び込んだが、その態度を非ひ難なんする時間すら惜おしい。

　幸さいわいと言うべきか、ドアの向こう側には、単たん純じゆんな一本道があるだけだった。長い下り坂が続くばかりで、なんの装そう飾しよくも施ほどこされていない。

　言い換かえれば、身を隠かくすような脇わき道みちすらない、ということでもある。

　もしかしたらどこかにトラップが仕し掛かけられているのかもしれないけど、しかしそんなことを気にしている暇ひまはない。ただひたすら、全力で走るのみだ。

　言葉を発することもなく、全員が必死になって足を動かす。

「ご、ごめんなさーい！」

　ただ一人、リリィさんだけは謝しや罪ざいの叫さけびを上げ、涙なみだをまき散らしながら、メイド服の裾すそを持ち上げて走り続けていた。

「私のせいですよね？　私のせいですよね!?」

　当然、僕たちには答える余よ裕ゆうなどあるわけがなく、ひたすらに坂道を駆かける。

　そんな僕たちの背はい後ごで、突とつ如じよとして大きな破は壊かい音おんが響ひびき渡わたった。顔だけを向けると、鉄球がドアの周囲にあった壁かべごとぶち破やぶって、こちらへと迫せまってきているのが見える。

　お約束な展てん開かいに、僕は再ふたたび走ることに専せん念ねんしようとして、でもそこで、ある異い変へんに気付いた。

　最前列で走っていたはずのケイトが、僕に追いつかれようとしていたんだ。

　しかしそれは、当然と言えば当然なのかもしれない。現げん実じつ世せ界かいでのことはさておき、この世界での彼女の身体からだは、小学生並なみなんだ。

　このままだと、ケイトは鉄球に追いつかれる。

　そのことを悟さとった瞬しゆん間かん、僕は彼女の側へと駆け寄より、身をかがめてお腹なかの辺りに手を回した。

「んにゃうっ!?」

　高い声を上げて彼女は僕を見やるが、そんなものはお構かまいなしだ。そのまま抱だきかかえて、坂道を駆け続ける。

「て、てめえ、何してやがんだ！　離はなせ！」

　頰ほほを赤らめつつ、ケイトは叫ぶが、

「うるさい！　暴あばれるな！」

「っ！」

　僕の返答に、顔を歪ゆがめながらも動きを止め、うつむいた。

　彼女自身も、現げん状じようを理り解かいしているのだろう。僕に抱きかかえられたままの方が、助かる可か能のう性せいが高いのだ、と。

　このまま一気に駆け抜ぬける。そう決意した僕は、しかしすぐに目を丸くする。

　前を走っていたルーシーが、いきなり足を止め、振ふり向いたからだ。

「もー、面めん倒どうくさいなー」

　アリスにかけてもらった上着を羽は織おったまま、彼女は真正面から鉄球を見つめる。そして右手を掲かかげると、その頭上には巨きよ大だいな光の槍やりが生まれた。

　それはルーシーがこれまでに見せてきた『魔ま法ほう』の中でも、最も威い力りよくが高そうだと感じさせてくれる大きさの物だ。

「私のとっておき、見せてあげる！」

　叫さけびと共に、彼女が右手を振り下ろすと、光の槍はものすごい速さで鉄球へと向かっていく。

　その槍が鉄球に触ふれた瞬間、盛せい大だいな爆ばく発はつが巻まき起こった。

「いえーい！」

　その結果にルーシーは歓かん声せいを上げ、足をピョンピョンと跳はねて喜びをあらわにしている。

　──しかし、爆ばく煙えんの中から出てきたのは、傷きず一つ付いていない鉄球だった。

「あ、ありゃりゃー？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたのか、ルーシーは立ち尽つくしたまま首を傾かしげる。

　おそらくあの鉄球は、『壊こわせない設せつ定てい』になっているんだ。

　だから、ルーシーの『とっておき』でも止められない！

「ルーシー！」

　名を呼び、僕は腕うでを伸のばす。そしてぼんやりと立っていた彼女の手を取り、引きずるようにしてそのまま駆かけた。

「ちょ、ちょっと、うわ、ひゃう！」

　その拍ひよう子しに彼女の羽は織おっていた上着が地面に落ちたが、拾っている暇ひまなんてない。背はい後ごから聞こえる音は、どんどん大きくなってくる。鉄球がすぐ背せ中なかまで迫せまっているという感覚に身体からだがすくみそうになるが、僕は歯を食いしばって走り続けた。

　やがて、目の前にはうっすらとした光が見えてくる。

　近づくにつれて、光はどんどん大きくなっていく。その先に何があるのかは分からないし、確認している時間もない。

　とにかく、なんでもいいから駆け込こめ！

「うおおおおおおおおっ！」

　僕は両手を塞ふさがれたまま、無む我が夢む中ちゆうで、その光の中へと頭から突つっ込んだ。

　──突とつ如じよ、背景が変わり、固い床ゆかの上にその身を打ち付ける。

　その衝しよう撃げきで思わずまぶたを閉とじるが、次の瞬しゆん間かんには背中に軽い衝撃を受けて、うっすらとその目を開けた。

　視し界かいに飛び込んできたのは、ケイトの顔だ。

　おそらく、さっきまで抱だきかかえていた影えい響きようなのだろう。僕は彼女を押おし倒たおすような形で、上下に重なっていたんだ。

　きめ細かい肌はだが、目の前に飛び込んでくる。彼女の小さな唇くちびるは艶つややかで、その頰ほほはわずかに赤くなっていたが、

「おい」

　サングラス越ごしにこちらをにらみながら、ケイトは低い声で言った。

「早くどけ。殺すぞ」

　彼女の全身からは激はげしい敵てき意いがあふれ出しており、その発言が決して脅おどしやハッタリではないことは容よう易いに想そう像ぞうできる。

　そうだ、見み惚とれている場合じゃなかった。僕にのしかかられているせいで、彼女は息苦しいはずなんだ。

「ご、ごめん！」

　僕は慌あわてて半身を起こし、

「えっ」

　そのときになってようやく、背後から感じる重みに気付く。

　人ひとり分くらいの体重を背せ負おわされているかのような、奇き妙みような違い和わ感かん。背中へ顔を向けてみて、僕は目を見開く。

　ルーシーが僕におぶさり、その身体を預あずけていたんだ。

　首には手を回され、ちょうど後ろから抱だきつくような体たい勢せいだ。

　そのことに気付いた瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうが跳はね上がった。

「う、うーん……」

　衝しよう撃げき的てきな展てん開かい続きに、気持ちが追い付かなかったのか、彼女は目を閉とじたままうなるような声を上げる。しかしすぐにその目を開けると、僕を見て、表情を輝かがやかせた。

「ありがとー、助かったよー」

　そう言ってルーシーは、腕うでの力をさらに強める。背せ中なかに柔やわらかい感かん触しよくが伝わってきて、僕の頰ほほはますます熱くなった。

「い、いや、あの、それはいいから、そろそろ降おりてくれないかな？」

「どうしたのー？　顔、赤いよー？」

「と、とにかく、このままだと動けないから！」

　というより、動けなくなりそうだから！

　上ずった声で叫さけぶと、彼女は笑顔のまま僕から離はなれてくれた。そんな僕たちのやり取りをケイトは呆あきれたような表情で見ながら起き上がり、周囲へと目を移うつす。

　そうだ、他のみんなは？

　僕も同じように辺りを見回し、軽く息を吐はく。

　六人全員の姿すがたを確かく認にんできたからだ。

　アリス、シノミヤ、リリィさん、そしてブシドーちゃん。みんな、あの鉄球に巻まき込まれたりはしなかったんだな。

　安心した僕は、立ち上がって顔を上げ、

「あっ」

　そこに見覚えのある物を見つけて、声を漏もらす。

　天てん井じようから、大きなモニターがつり下がっていたんだ。

　部屋の隅すみに目を向けると、そこには赤い扉とびらがあり、他に出入り口らしき物は見当たらない。

「ここは、あの大広間……？」

「だろうな。元の場所に戻もどってきたってことだ」

　僕のつぶやきに、ケイトは答える。

「ということは、僕たちは第１のクエストをクリアした？」

「そう考えていいんじゃねえか？」

　彼女の言葉に、僕は安あん堵どのため息を漏もらした。

　やった、やったぞ。僕たちは一人もリタイアすることなく、この場所に帰ってきたんだ。

　もちろん誰だれもが無む傷きずというわけにはいかなかったけど、それでも最初の難なん関かんを、全員で乗り越こえられたんだ。今はただ、そのことに満足すべきなのだろう。

　安心した僕は軽く背せを伸ばして、こめかみを押おさえる。

　──その瞬しゆん間かん、頭の中に激げき痛つうが走った。

　あまりの痛いたみに意い識しきが遠のき、その場で片かたヒザを突つく。

　何も考えられず、目の前が真っ白になる。だがそれも一瞬のことだ。次の瞬間には、世界は元に戻もどり、痛いたみもどこかに消え去っていた。

　今のはいったいなんだったんだろう？

　困こん惑わくする思いとは裏うら腹はらに、心の中には、晴れやかな気持ちが広がっていた。

「ね、ねえ、どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんな僕を見かねたのか、アリスが声をかけてくる。呆ぼう然ぜんとしながらも、僕は彼女に向かって口を開いた。

「……シンゴ」

「えっ？」

　アリスは驚おどろき、まじまじとこちらの顔を見つめる。

　驚いているのは、僕も同じだ。どうしてそんな言葉が口からこぼれたのか、自分でも分からない。

「突とつ然ぜん、頭の中に浮うかんだんだ。シンゴって」

　答えている間にも、脳のう裏りには少しずつ記き憶おくがよみがえっていく。

　……そうか、記憶だ。

　これは、僕自身の記憶なんだ。

「──トウサカシンゴ。多分それが、僕の名前なんだと思う」

　第１のクエストをクリアした直後に、僕はようやく、自分自身の一いつ片ぺんを取り戻したんだ。










　　　第三章
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　不思議な感覚だった。

『トウサカシンゴ』が僕の名前だという、明めい確かくな根こん拠きよなんてない。ただ確かく信しんに満ちた思いだけが、頭の中を支し配はいしているんだ。その名前が、自分自身の本名なんだ、と。

　現げん実じつ世せ界かいでの記憶喪そう失しつがどういうのものなのか、詳くわしくは知らない。しかし、ここはゲームの中の世界だ。大事なのは、この世界の中で、自分自身が抱いだいている感覚なんだ。それこそが、今の僕にとっての現実なのだから。

　ふと視し線せんを感じて、顔を向ける。そこには、目を輝かがやかせるブシドーちゃんの姿すがたがあった。

「ど、どうしたの？」

　尋たずねてみるが、彼女は何も答えようとしない。その反はん応のうに、僕は一つの可か能のう性せいに思い至いたる。

「もしかして、僕の名前のこと？」

「……っ！」

　するとブシドーちゃんは、大きくうなずいた。

「トウサカシンゴ。それが僕の名前？」

　重ねて問うと、彼女は激はげしく首を縦たてに振ふる。

　やっぱり、そうなのか。僕の名前は、トウサカシンゴなんだ。

　そして僕の名前を知っているということは、この子はやはり、僕のことを知っているということでもある。その辺りの事情を、詳くわしく教えてもらおうと思ったとき、

「記き憶おくが戻もどったのかい？」

　シノミヤがゆっくりとこちらに近づいてきた。

「い、いや、思い出したのは名前だけだよ。それ以外はさっぱり」

「ふむ……」

　僕の返答に、シノミヤは何か思うところがあったのか、鉄てつ仮か面めんに手を当てて思案にふける。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと、顔を上げてこちらを向くと、

「トウサカシンゴ君、と言ったね。もしかしたら、君は──」

『お取り込み中のところ、失礼します』

　──その言葉は、別の誰だれかの声にさえぎられる。

　全身に緊きん張ちようが走り、声のした方へ顔を向けて、僕は予感を確かく信しんに変えた。

　レドが、僕たちの前に姿すがたを現あらわしていたんだ。

　警けい戒かいする僕らに構かまわず、レドは虹にじ色いろの翼つばさを羽ばたかせて言葉を続ける。

『お疲つかれ様でした。第１のクエストはこれにて終しゆう了りようとなります。それではこれより、結果発表へと移うつらせてもらいます』

「結果発表？」

　僕が尋たずねると、レドはさらに口を開いた。

『１位で通つう過かした方には特とく典てんが、最下位の方には罰ばつゲームが、それぞれ与あたえられることになっています。これは第１のクエスト開始時にも説明したのですが、皆みな様さま、覚えてますよね？』

　尋ね返されて、僕は記憶を掘ほり返す。そういえば、そんなことを言っていたような気がする。

　その説明が遅おそくなったということで、ケイトがごねた結果、僕たちには『バリア』が与えられたんだよな。第１のクエストをクリアした今となっては、それも無くなったみたいだけど。

『異い論ろんはありませんね？　それでは改めて、結果発表です』

　せき払ばらいをしつつ、レドは朗ほがらかな顔で翼を開いた。

『１位通過は、赤あか咲さきアリス様です！』

　途と端たん、褒ほめ称たたえるかのような高らかな音が、部屋中に響ひびき渡わたった。

　１位は、赤咲アリス？　意外な結果に、僕はアリスへと顔を向ける。身しん体たい能のう力りよくの高さを考えれば、ブシドーちゃんが１位通過しているはずだと思っていたからだ。

「途中までは、あの子が１位だったんだけどね」

　そんな僕の疑ぎ問もんに答えるかのように、アリスは口を開いた。

「あの子は、待っていたのよ」

「えっ？」

「ゴールの手前で立ち止まって、あんたたちがたどり着くのを、ね。だから、１位じゃないの」

　そう、だったのか。それってつまり、僕を待っていてくれたんだよな。自うぬ惚ぼれなんかじゃなく、これまでの彼女の行動を見ていれば、そう考えるのが自然だ。

　でも、どうして？　特とく典てんのことは別にしても、そんなことをすれば彼女自身も、あの鉄球に巻まき込こまれる危き険けんがあったというのに。

　巻き込まれないという、自信と余よ裕ゆうがあったからだろうか。僕はブシドーちゃんに顔を向けるが、彼女は首を横に振ふり、まるで『気にするな』とでも言っているかのようだ。

　その心しん境きようが読めない以上、こちらからは気軽に声をかけられそうもない。

「その子以外の三人、わたしとシノミヤとリリィさんは、ほとんど横よこ並ならびだったわ。順位なんて気にしてる余裕はなかったし、わたしが１位通つう過かしたのも偶ぐう然ぜんみたいなものよ。そもそも、あれがゴールだなんて分かってなかったもん」

　そりゃあ、そうだろうな。僕だってそんなことは知らずに、無む我が夢む中ちゆうで走っていたわけだし。

「ま、わたしが１位通過だというのなら、特典とやらを甘あまんじて受けるわ。詳くわしく説明してよ」

『１位通過の方には以下の３つの中から一つだけ、お好きな特典を選んでいただけます』

　アリスの言葉を受け、レドは言葉を続けた。

『選べる特典は以下の通りです。

「スキルの強化」「リミットの緩かん和わ」「追加装そう備びの獲かく得とく」

　この中から一つだけ、あなたが望んだものをお選びください』

「──マジか」

　レドの説明に、最初に反はん応のうしたのはケイトだ。

「思っていた以上に見返りがでかいな……」

「質しつ問もんしてもいいかしら？」

　彼女に続いて、アリスが口を開く。

『答えられる範はん囲いでなら、いくらでも』

「それぞれの特典について、もっと詳しく教えてもらえる？」

『「スキルの強化」は、参加者様のスキルの効こう果かが、さらに強化されます。同様に「リミットの緩和」は、制せい限げんが緩ゆるめられます。「追加装備の獲得」を選ばれた場合は、こちら側で用意しているアイテムの中から、ランダムで一つだけ、参加者様に与あたえられることになります』

「たとえばどんなアイテムが選ばれるのかといったことは、こちらからは指定できないってこと？」

『はい』

「なるほど……」

　アリスは頰ほほに手を当てて、考え込む素そ振ぶりを見せたが、やがて顔を上げて答えた。

「それじゃあわたしは、『スキルの強化』を選ぶわ」

『分かりました。それでは』

　その返事を受けて、レドは翼つばさの先を彼女に向ける。途と端たん、アリスの身体からだは光に包まれた。

「ん……っ！」

　高い声を上げ、彼女は苦く悶もんの表情を浮うかべる。そして次の瞬しゆん間かんには、その身体から光が失われ、アリスは放心状じよう態たいになって天てん井じようを見つめていた。

「……ふむ」

　しかしアリスはすぐさま我われに返ると、納なつ得とくしたような表情を浮うかべ、自分の腕うでへと目を移うつす。

『スキルがどのように強化されたのかは、アリス様自身が直感的に理り解かいされていると思います。強化された内ない容ようを、他の方に説明するかどうかも、各おの々おので判はん断だんしてください』

「当然ね」

　そう答えるなり、アリスはそれ以上、口を開こうとしない。新たに得た力を、教えるつもりはないということなのだろう。そのことを非ひ難なんする権けん利りは、僕たちにはない。

『それでは続いて、最下位の方の発表です』

　と、レドは感情のこもってない声で、さらに言葉を続けた。

　最下位には罰ばつゲーム。ある意味、１位通つう過かよりも重要な問題だ。

　いったい誰だれの名前が呼ばれるんだろう？　確たしか、あのときの状じよう況きようだと……。

『最下位は、藍あい沢ざわルーシー様です！』

「へっ？」

　レドの発表に、ルーシーは驚おどろいたような声を出した。

　でも、考えてみれば当然か。あのとき僕とケイトとルーシーは、集団の最さい後こう列れつに位置していた。そしてルーシーは、僕に手を引かれながら走っていたんだから、必然的に彼女が最下位だということになる。

　けど、罰ゲームってなんだろう？　１位通過の特とく典てんとは逆ぎやくにスキルが弱体化されたり、リミットが厳きびしくなったりするのだろうか？

　そんなことを考えていると、レドはさっきと同じように、翼つばさの先をルーシーへと向けた。

『それでは罰ゲーム、参ります』

「ほえっ？」

　ルーシーは首を傾かしげて、レドの翼を見つめる。

　──次の瞬しゆん間かん、派は手でな音と共に、彼女の全身が閃せん光こうに包つつまれた。

　ルーシーの頭上から、稲いな妻ずまが落ちてきたんだ。

「なっ!?」

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、僕は思わず目を閉とじ、手で顔を覆おおうが、

「ル、ルーシー……？」

　彼女の安あん否ぴを確たしかめるため、ゆっくりと目を開ける。

「ふ、ふええ……」

　電でん撃げきによる衝しよう撃げきで、ルーシーは放心状態になっているようだった。見たところ身体からだ自体に異い常じようはなさそうだけど、なんらかのダメージを受けたのは明らかだ。

『最下位の方にはシンプルに、「ダメージを受ける」という罰ゲームが用意されています。とは言いましても、致ち命めい的てきになるほどの大きなダメージではありませんわ。ルーシー様が受けられたものも、軽く感電した程てい度どです』

　シンプルに、ダメージを受ける……？

「──待て。ちょっと待て、待ってくれ」

　ルーシーは今、下着だけの姿すがただ。

　そんな彼女にとっては、ちょっとしたダメージだろうと致ち命めい的てきになり得るんだ。

　そのことに思い至いたった刹せつ那な、

「ん、あああああっ！」

　ルーシーの身を守っていた最後の衣服が、盛せい大だいに弾はじけ飛ぶ。

　彼女の全ぜん裸らがあらわになる、その寸すん前ぜんで、

「くっ！」

　僕はとっさに顔を背そむけた。
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　……いつか、こうなるだろうとは思っていた。彼女がリタイアするのは、時間の問題だったのかもしれない。でもまさか、このタイミングでだなんて。

　第１のクエストをクリアし、気持ちが緩ゆるんでいただけにショックが大きい。僕にできることは、せめて裸はだかを見ないようにと努つとめるくらい。そうすることで、少しでも彼女の尊そん厳げんが守られるのなら。

　そう思って僕は固く目を閉とじ、ルーシーがリタイアする瞬しゆん間かんを待つ。

　しかし、いつまで経たってもそれ以上、何かが起きそうな気配は感じられない。

　視し界かいを閉ざしている僕には状じよう況きようがよく分からず、じっと耳を澄すましていると、

「あ、あれ？　私、どうなったの？」

　我われに返ったと思おぼしきルーシーの声が聞こえてきた。

「ふえっ、何これ!?　私、裸はだかだーっ！　ふにゃーん！」

　続いて彼女は恥はずかしがるように叫さけび、尻しり餅もちを突ついた音が耳に届とどく。ルーシーの衣服が全て失われたことは間ま違ちがいなく、それでもやはり、彼女はこの場に留とどまり続けている。

「ど、どういうことでしょう？　全ぜん裸らになったらリタイアするはずでは？」

　困こん惑わくするリリィさんの声が聞こえてくる。他のみんなも、僕と同じく戸と惑まどっているようだ。

『説明不足でしたわね』

　こちらの疑ぎ問もんに応おうじるかのように、レドの声が聞こえてきた。

『プレイヤーは全裸になったときリタイアする。ゲーム開始前に、わたくしはそのような説明をしましたが、正せい確かくには少し違ちがいます。全裸になっているかどうかを、残りのプレイヤー全員で確かく認にんする必要があるのです』

「……はっ？」

『今の状じよう況きようですと、シンゴ様が目を閉とじているから、ルーシー様はリタイアにならないということですね。シンゴ様だけが、ルーシー様の裸を確認していませんので』

　さらりと告げられたその内ない容ようを、理解するのにはしばしの時間が必要だった。

「……つまり、僕もルーシーの、裸を見なければならないということか？」

『どうなさるかは、シンゴ様の自由です。今のままだと、ルーシー様はリタイアにならない。それだけのことですので』

「目を開けるんだ、シンゴ君！」

　レドの言葉が終わるかどうかというときに、シノミヤの叫さけびが聞こえてきた。

「で、でも……」

「ルーシー君は、リタイアにならないんじゃない、できないんだ！　君が目を閉じている間もずっと、彼女の裸はこのゲームの中で記き録ろくされ続けているんだぞ！　それでもいいのか！」

　──そうだ、そうなんだ。

　データは全て記録され、半はん永えい久きゆう的に保ほ存ぞんされる。レドはそう言っていたじゃないか。

　ルーシーの尊そん厳けいを守るためには、決けつ断だんするしかないんだ！

「ちくしょうっ！」

　僕は目を開け、真正面からルーシーを見つめた。

　刹せつ那な、彼女の透すき通るような肌はだが視し界かいに飛び込んでくる。生まれたままのその姿は、しかし次の瞬間、淡あわい光に包つつまれた。

「あっ……」

　自分の身体からだを眺ながめて、ルーシーは自身のリタイアを悟さとったのだろう。彼女はアリスへと顔を向けると、苦笑いを浮うかべた。

「ごめんね、アリスちゃん」

「えっ」

「アリスちゃんの上着、なくしちゃった」

「……いいのよ、そんなこと気にしないで」

「ん、えへへー」

　その返答に、ルーシーは口元を緩ゆるませる。

　と、彼女はすぐさま僕へと視し線せんを移うつし、顔を赤らめながらもこちらを見上げた。

「シンゴ君、最後、助けてくれてありがとうね。嬉うれしかったよ」

　それだけを口にすると、ルーシーは返事も聞かずに立ち上がり、全員を見回した。

「みんな、がんばってね。応おう援えんしてるから」

　言い終えた途と端たん、彼女を包つつみ込む光はさらに強くなる。

　やがてうっすらと、ルーシーの身体からだは背はい景けいに溶とけていった。

　後にはもう、何も残っていない。

　藍あい沢ざわルーシーという存そん在ざいの、その痕こん跡せきすらもなくなり、辺りには静せい寂じやくが立ちこめるばかりだ。

「……レド、ルーシーの記き録ろくを消せ」

　僕はうつむきながら、ゆっくりとその言葉を口にした。

『記録、ですか？』

　とぼけた様子で首を傾かしげるレドに、僕は詰つめ寄よる。

「彼女の裸はだかを映うつした、記録のことだ。ゲームだかなんだか知らないけど、そんなものを残しておく必要なんてないだろう」

『わたくしはただの案内役ですので、そのような権けん限げんは持ち合わせていません』

「だったら、ご主人様とやらに頼たのんでくれ。記録を消すようにって」

『ですから、そんな権限はありません。ただの案内役ですので』

「くそっ！」

　素そっ気けない返答に、僕は拳こぶしを握にぎり締しめ、うつむく。

『なぜルーシー様のことを、そんなにも気になさるのですか？　わたくしが知る限かぎりでは、シンゴ様は記き憶おくを失っていらしているのですよね？　つまりシンゴ様にとってルーシー様は、赤の他人かもしれない相手なわけです。それなのに、どうして？』

「……お前から質しつ問もんを投げかけてくるなんて、意外だな」

『ただ疑問に思ったから、尋たずねただけです』

「そうか……。だったら僕の答えも同じだ。ルーシーだからこだわっているわけじゃない。参加者をひどい目に遭あわせる、そのやり口が気に入らないから、異い議ぎを唱となえているんだ！」

『そうですか』

　叫さけぶようなその声にも、レドは表情を変えずこちらを見つめるだけだ。

　どうあがいても、こちらの要よう望ぼうは届とどかないということか。

『他に質問はありませんね？　それでは、第２のクエストを始めましょうか』

　軽けい快かいな声でレドは翼つばさを広げ、宣せん言げんする。その瞬しゆん間かん、大おお広ひろ間まの一角に光が生まれ、電子的なファンファーレが鳴り響ひびく。

　やがて光は収おさまり、その一角に橙だいだい色いろの扉とびらが出しゆつ現げんした。それはちょうど、赤の扉の隣となりに位置する場所だ。

『ではでは、また後でお会いしましょう』

　そう言うなり、レドの身体からだは瞬しゆん時じに消え去る。

　……なんて過か酷こくなゲームなんだ。

　レドが消えた箇か所しよを目で追いながら、僕は心の中でつぶやく。

　尊そん厳げんを守るためには、その人の裸はだかを見なければならないだなんて、そんなの間ま違ちがってる。

　だけど僕には、このゲームを阻そ止しする術すべなんてない。

　自分の非ひ力りきさが悔くやしくて、つい拳こぶしを握にぎり締しめる。

「自じ業ごう自じ得とくだな」

　──そんなとき、聞こえてきたケイトの言葉に、反はん応のうせずにはいられなかった。

「どういう意味だ？」

「言葉通りだよ。あいつが受けたダメージは、そのほとんどが自じ爆ばくみたいなものじゃねえか。いずれはこうなる運命だったのさ」

　……それは僕も、そしておそらく他のみんなも思っていたことなのだろう。

　でも、だからって、わざわざ口にする必要はないじゃないか。

「むしろ早く退たい場じようしてくれて助かったのかもしれないぜ。あいつの『魔ま法ほう』は強力だったけど、リミットが致ち命めい的てきすぎる。またうっかりヘマをして、メンバー全員を窮きゆう地ちに立たせる可か能のう性せいだってあったんだ。そう考えれば、罰ばつゲームとやらの内ない容ようをその身で教えてくれたんだから、最後にいい仕事をしたと思っていいんじゃねえのか」

「っ！」

　さすがにその物言いには我が慢まんできなかった。僕は彼女につかみかかろうとして、

「ま、そんなことはどうでもいいんだよ」

　目の前に銃じゆう口こうを突つき付けられて、思わず足を止める。

「さっきは助けてくれてありがとうよ。おかげであたしも、第１のクエストを乗り越こえられたぜ」

　ケイトはそう言いながらも、黄金の銃を下ろそうとはしない。

「だがそれはそれ、これはこれだ。恩おんを仇あだで返したくはねえが、この件けんばっかりは、はっきりさせておかなきゃいけねえからな」

　そう言って彼女は、シノミヤへと視し線せんを移うつす。

「説明しろ。お前はこいつについて、『思い当たることがある』と言ったな？　お前の話に納なつ得とくするまで、あたしはこの銃を下ろさねえぞ」

「……そうだね」

　全身から殺気を漂ただよわせつつ語るケイトに、シノミヤはうなずいて、僕たちの前に進み出た。

「色々あって話しそびれていたけど、いいだろう。説明するよ」

　シノミヤは全員を見回してから、言葉を続けた。

「ボクは確たしかに、心当たりがあると言った。そしてその思いは、クエストクリア後のシンゴ君の反応を見て、より強くなったんだ。みんなにも思い出して欲ほしい。このゲームのシステムのことを」

「システム？」

　首を傾かしげるケイトに、シノミヤは自分の頭に指を当てて答える。

「我われ々われにはスキルと呼よばれる特とく殊しゆな力が与あたえられているよね？　だからボクは思ったんだ。シンゴ君があのトラップに気付けたのは、スキルを駆く使ししたからではないか、と」

　その発言に全員が目を見開き、僕を凝ぎよう視しする。

「レドは言っていた。スキルは直感的に理り解かいするものだと。だからシンゴ君も、自分が力を使ったことに無自覚だったのではないだろうか。未来が見えたことに、何も疑ぎ問もんを抱いだかなかったことも、当然と言えば当然なんだ」

「ちょ、ちょっと待て！　順を追って話せ！」

　たまらずケイトが手をかざし、シノミヤの発言を押おし留とどめる。

「順を追ってるつもりなんだけどね。シンゴ君はなぜ、あのトラップに気付けたのか？　それは彼がスキルを駆使して、未来を見たからだ。おそらくブシドーちゃんがトラップに引っ掛かかる未来を。つまりシンゴ君のスキルは、未来予知なんだよ」

　一いつ瞬しゆん、辺りが静まり返るが、ケイトは額ひたいに汗あせを浮うかべつつも口を開いた。

「じゃあ、なぜこいつは自分のスキルのことを話さなかったんだ？　スキルを直感的に理解しているのなら、あたしに問い詰つめられたときだって、説明はできたはずだろ？　それなのに、なぜそのことを隠かくしていた？　それこそ、こいつが黒くろ幕まくだっていう証しよう拠こじゃないのか？」

「覚えてないからさ」

「はっ？」

「つまり、彼が記き憶おくを失っているのは、リミットの影えい響きようだってことだよ」

　おそらくだけどね、と付け加え、シノミヤは僕へと顔を向ける。

「どの程てい度どの記憶を失っているのかはボクにも分からないけど、少なくとも自分のスキルの扱あつかい方は、覚えてないみたいだね。そもそもどんなスキルを持っていたのかも思い出せない、というのが、シンゴ君に課かせられた制せい限げんなのだろう」

「……システム上のミスで、僕だけが記憶を失っている、というわけじゃないのか？」

「その可能性はない。思い出したまえ、レドが最初に現あらわれたときのことを」

　きっぱりと断言して、シノミヤは言葉を続ける。

「君は自分の記憶について、レドに問い詰めたよね？　しかしあの鳥は、答えられないと言った」

「ああ、うん、確たしか、そうだったはず」

「レドの『答えられる範はん囲い』とやらがどの程度なのかは分からないけど、しかし、システムに欠けつ陥かんがあった場合は、さすがに説明するはずだよ。なぜなら、ここはゲームの中の世界であり、ボクたちはそのテストプレイヤーなのだから。テストプレイの段だん階かいで、運うん営えい側がわのミスを隠す理由がない。実じつ際さい、リタイアの条じよう件けんについては、さっきみたいに追加の説明があったんだしね」

「……そうだったな」

　ルーシーのことを思い出し、胸むねに痛いたみが走る。

「つまり、シンゴ君に記憶が無いのは、仕し様ようだということだよ。レドが答えられないのも当然さ。運うん営えい側がわから、君の持つスキルについて、話すわけにはいかないからね」

　つらつらと語られたシノミヤの言葉に、僕は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　罠わなに気付けたのは、スキルを駆く使ししたから？　記き憶おくが無いのは、リミットのせい？

「他に何か意見があるかい？」

「……頭が追い付かない」

　尋たずねられて、僕は素す直なおにそう答えた。

「でも、確たしかにそう考えれば、辻つじ褄つまは合うと思う。あれは思い出したとか、デジャヴだとか、そういうのじゃなかったんだ。覚えのある光景を目にしたんじゃなく、まさに未来が見えたとしか言いようのないもので……」

「──フラッシュバックという言葉がある。過か去この体験を、突とつ如じよ、鮮せん明めいに思い出したりする現げん象しようのことだが、シンゴ君の場合は逆ぎやくなんだろうね。未来に体たい験けんするはずの記憶が、ふと脳のう裏りに思い浮うかぶ。さしずめ、『フラッシュフォワード』と言ったところか」

　フラッシュフォワード、か。

　考え込こむ僕を横目に、シノミヤはケイトへと顔を向けた。

「この説明で、納なつ得とくしてくれたかい？　反はん論ろんがあるのなら聞くよ。僕の解かい釈しやくが間ま違ちがっているという可か能のう性せいも、当然あるからね」

「……クエストクリア後の、こいつの反はん応のうを見て、とか言ってたよな？」

　仮か面めん越ごしに見つめられたまま、ケイトは口を開く。

「あれは、どういう意味だ？」

「あくまでも憶おく測そくなんだけどね、彼に記憶が戻もどったのも、スキルの一いつ環かんなんじゃないかな」

「名前を思い出したっていう、あれか？」

「そう。未来を予知するたびに、シンゴ君は自分自身の思い出を取り戻していく。スキルが発動すれば、彼は過去と未来の、両方の記憶を手に入れることができるってことさ」

　自分の頭に手を当てて、シノミヤは続ける。

「で、思ったんだ。もしもあれが彼のスキルなのだとしたら、ボクたちにとっては強力な武ぶ器きになるのでは、と。スキルが発動すれば、さっきみたいにトラップを未然に防ふせげるのだから。だとすれば彼を無む下げに扱あつかうべきではないんじゃないかな。少なくとも、今の段だん階かいではね」

「……」

　しばらくの間、ケイトはシノミヤを無言で見上げていたが、

「いいだろう。今はとりあえず、引いておいてやるよ。お前ら二人がグルだっていう可能性も考えたんだけどな、疑うたがい出したらキリがねえや」

　そう言って彼女は僕たちに背せを向け、橙だいだい色いろの扉とびらがある方へと歩き出した。

「次のクエストを始めようぜ。こんなゲーム、さっさと終わらせよう」

　と、ケイトは立ち止まり、僕へと顔を向けると、

「おい、シンゴとやら。お前の持つその力、しっかり役立てろよな。足を引っ張ぱったりしたら、容よう赦しやなく切り捨すてるぞ」

　そんなセリフを口にして、再ふたたび歩みを進める。

「やれやれ。相変わらず素す直なおじゃないね」

　肩かたをすくめつつ、シノミヤもこちらへ振ふり向いた。

「シンゴ君。気持ちの整理はできたかい？」

　問われて、僕は改めて考える。

　どうやら僕には、未来が見えるというスキルがあるようだ。

　未来を予知する。言ってみれば、記き憶おくを前まえ借がりするような力だ。

　それが僕のスキルで、その力の使い方が分からない、というのがリミットらしい。

　実じつ際さい、僕には分からないことだらけだ。あのときなぜスキルが発動したのか、どうやってこの力を扱あつかえばいいのか。そもそもシノミヤの説明が正しいのかどうかも確かく信しんが持てない。

　それでも僕は、いや、僕たちは、前へと進むしかないんだ。

　リタイアした、ルーシーのためにも。

「ああ」

　僕がうなずくと、シノミヤは全員を見回して、橙だいだい色いろの扉とびらを指差した。

「じゃ、ボクたちも行こうか」

　みんなは顔を見合わせ、やがて全員がゆっくりと歩き出す。

　拳こぶしを固かたく握にぎり締しめ、僕も扉へ向けて足を進めた。




　　　２




　僕たちは無言のまま、橙色の扉を見つめる。またさっきのような過か酷こくな試し練れんが待っているのかと思うと、自然と気持ちは重くなり、言葉も出なくなるというもの。

「それじゃ、開けるぞ」

　そんな空気を払ふつ拭しよくするかのように、ケイトが返事も聞かずにノブへ手をかけた。

　その行動を咎とがめる者は誰だれもいない。この先へと進む以外に、選せん択たく肢しはないのだから。

　みんなが見守る中、ケイトがノブをひねる。

　──その瞬しゆん間かん、世界が光に包つつまれた。

　思わず目を閉とじるが、でもその光はすぐに収おさまる。視し力りよくが戻もどってくるのを感じながら、僕はゆっくりとまぶたを開けた。

　視し界かいに飛び込んできたのは、だだっ広い草地だ。

　足元は深い茂しげみに覆おおわれていて、うねりくねった坂がどこまでも続いている。草原というよりは、丘と呼よぶべきか。どうやら第１のクエストのときと同様に、別の空間へと飛ばされたみたいだ。

『ごきげんよう』

　と、そのとき何もない空間から、レドが現あらわれた。

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとにも、もはや誰も驚おどろいたりはせず、みんなの冷やかな視し線せんを受けつつ、レドは口を開く。

『第２のクエストに参加していただき、誠まことにありがとうございます。今回のクエストについて、簡かん単たんな説明をさせていただきますわ』

「説明？」

『先ほどとは違ちがい、第２のクエストには「ゴール」というものが設せつ定ていされていません。その代わり皆みな様さまには、ある物を集めていただきたいのです』

　僕が尋たずねると、レドは翼つばさを掲かかげ、その先に一つの物体が浮うかび上がった。

　それは橙だいだい色いろをした、手のひらに収おさまるくらいの大きさの果実だ。

『皆様にはこの、オレンジを集めていただきたいのです』

「オレンジ？」

『はい、オレンジです』

　レドはにっこりと笑ったような表情を作り、さらに続ける。

『このステージの中には合計７本の特別な木があり、その木にはそれぞれ７つずつのオレンジが実っています。そのオレンジを集めていただくことが、今回のクエストの目的です』

　レドが話す言葉を聞き洩もらさないようにと、全員が耳を傾かたむけている。

『全てのオレンジを集め終えた時点で、第２のクエストは終しゆう了りようとなりますわ。終了時点で、集めたオレンジの数が最も多かった方を、１位通つう過かとさせていただきます。逆ぎやくにオレンジの数が最も少なかった方は、最下位となります。今回のクエストでも、１位通過の方には特とく典てんが、最下位の方には罰ばつゲームが用意されています』

　オレンジを集める、か。

　説明を聞きながら、僕は思う。この広大な丘から、オレンジの実っている木を探さがすのは大変かもしれない。でも第１のクエストに比くらべると、やけに簡かん単たんな内ない容ようだとも感じるんだ。

　だってここには、人に害がいを与あたえるようなトラップらしき物は、仕し掛かけられてないみたいだし。

「質しつ問もんなんだけど、７本の木に７つずつってことは、オレンジは全部で49個あるのよね？　そんなにたくさんのオレンジ、持ち切れないんじゃない？」

　と、アリスがもっともな問いを口にした。

『ご安心を。手に入れたオレンジは、皆様が心の中で念ねんじるだけで、その姿すがたを消すことができます』

　レドがそう言った瞬間、翼の先にあったオレンジが消える。

『同様に、「取り出そう」と思えば、そのオレンジはまたいつでも現あらわれます』

　再ふたたびオレンジは浮かび上がり、レドは言葉を続けた。

『このように、出し入れ自由のアイテムなので、皆様の行動の邪じや魔まにはならないはずです』

「分かったわ、ありがとう」

　オレンジが消えたり出てきたりと、非ひ現げん実じつ的てきな光景を目の当たりにしても、アリスに動どう揺ようした様子はなく、あっさりとした返事をする。ここがゲームの中の世界だということを、すでに受け入れているのだろう。

『また、これはあくまでもオマケ要よう素そですが、集めたオレンジは、後で何かの役に立つかもしれません。皆みな様さま、がんばってオレンジの収しゆう拾しゆうに励はげんでくださいませ』

「……後って、いつだよ」

『お答えできません』

　ケイトの問いに、レドは素そっ気けなく答える。

「じゃあ、何かって、なんだよ」

『お答えできません』

「ちっ」

　ケイトは舌した打うちをするけど、それ以上は追つい及きゆうする気がないようだ。レドがどう答えるのか、分かりきっていたからだろう。

『他に質しつ問もんはありませんか？　なければ、これよりゲームスタートです！』

　全員を見回してから、レドは大きく翼つばさを羽ばたかせる。同時に、周囲には高らかな音が鳴り響ひびき、その姿すがたは瞬またたく間に消え去った。

　いよいよ、ゲーム開始か。胸むねの中は不安でいっぱいだけど、とにかくやるしかない。

　みんなで力を合わせれば、今回のクエストも乗り越こえられるはずなんだ。

　そんな意い気き込ごみと共に、僕は顔を上げ、

「はっ？」

　思わず声を漏もらす。

　アリスとケイトが、ほぼ同時に駆かけ出していたからだ。

「えっ、ちょっと！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、声をかけるが、二人とも振ふり返らずに走り続けている。脇わき目めも振ふらず、先へと突つき進むその後ろ姿すがたを、僕たちはただ見送るだけ。

「……ま、当然か」

　ただ一人、シノミヤだけはそんなつぶやきを口にした。

「当然って、どういう意味だ？」

　尋たずねると、シノミヤは肩かたをすくめてこちらに顔を向ける。

「もしかしたら君は、今回のクエストを『簡かん単たんだ』なんて思ってないかい？　だとしたら、それは大きな間ま違ちがいだよ」

「えっ」

「第１のクエストのときに、ボクたちはなぜ協力し合えたと思う？」

　唐とう突とつに問われ、僕は一瞬、言葉に詰つまる。

「ん……、それはやっぱり、みんなこのゲームをクリアしたいと思っているからだろ？　協力し合わなければ、クリアできないゲームなんだから」

「半分は正せい解かいさ。でもそれ以上に、大事なことがある。罰ばつゲームの内容を、知らなかったからだよ」

「罰ゲーム？」

「そう。あのときはただステージをクリアすることだけに専せん念ねんしていたから、順位を気にせず協力し合えたってわけさ。でも、今は違う。ルーシー君がどんな仕打ちを受けたのか、君も覚えているだろ？　おそらく今回のクエストでも、最下位になれば同じような罰ばつゲームが用意されているはず。ならば、最下位にはならないようにと考えるのが、当然の思考さ」

　……そうか、今回のクエストは集めたオレンジの多さで、順位が決まるんだ。だから、アリスとケイトは一つでも多くのオレンジを手に入れるため、スタートダッシュをしたということか。

「オレンジの総そう数すうが限かぎられている以上、早い者勝ちだからね。第１のクエストとは違ちがって、今回は完全に個こ人じん戦せんの競きよう争そうだ。みんなで力を合わせて、なんて展てん開かいには期待しない方がいい。誰だれだって自分の裸はだかを晒さらしたくはないのだから。まあ、あの二人は１位通つう過かの特とく典てんも狙ねらってはいるんだろうけど」

　言いながらシノミヤは、一歩踏ふみ出し、

「特典には興きよう味みがないけど、ボクも最下位は嫌いやだからね。オレンジの木とやらを、探さがしてみるよ。それじゃあ、また会おう」

　手をひらひらさせつつ、丘の先へと進んでいった。

「……そう、ですね」

　その背せ中なかを見ながら、リリィさんが胸むねの前で両手の拳こぶしを握にぎり締しめ、大きくうなずく。

「私も最下位は嫌です。なので、がんばってオレンジを集めます！」

　縁ふちなし眼鏡めがねを光らせ、彼女はゆっくりとした足取りで、シノミヤとは別の方向へと歩いていった。

　最下位は嫌、か。ルーシーの受けたあの稲いな妻ずまが、どれほどの威い力りよくなのかは分からないけど、同じ目に遭あいたくないと考えるのは自然なことだ。

　ダメージを受けるということは、すなわち、裸へと近づくということなのだから。

　だからこそみんなは、オレンジを求めて探たん索さくに向かっているんだ。

　僕もグズグズしている暇ひまはないかもしれない。気持ちを引き締め、軽く息を吐はいてから、

「よし」

　言葉と共に、すぐ側に立つブシドーちゃんへと顔を向けた。

「……」

　彼女は無言のままこちらを見上げるばかりで、その場から動こうとしない。

「えっと、僕たちの会話、聞いてたよね？　君はオレンジを探しに行かないの？」

　ブシドーちゃんは首を縦たてに振ふる。

「……もしかして、僕と一いつ緒しよに行こうと思ってる？」

　再ふたたび彼女は首を縦に振る。

「分かった。じゃあ、一緒に行こう。とりあえず適てき当とうに、その辺を探索してみようか」

　そう言って僕は、彼女と並んで歩き出した。この子が何を考えているのかは分からないが、断ことわる理由なんてない。

「そうだ、聞きたかったことがあるんだけど」

　歩きながら、僕はブシドーちゃんに顔を向け、口を開く。

「君と僕とは、どういう関係なのかな？」

「……」

　その問いに、しかし彼女は何も反はん応のうを示しめさず、無言のままこちらを見つめるだけだ。

「答えたくない？」

　だけど続くその問いには、首を横に振ふる。

　答えたくないわけじゃないのか。なるほど、ということは……。

「もしかして、答えられない？」

　今度は首を縦たてに振る。

　やっぱり、そういうことか。

　僕の頭にある推すい測そくが思い浮うかぶ。つまり、彼女は──。

「！」

　そのとき、思考は不意に中ちゆう断だんされた。

　ブシドーちゃんの表情が、警けい戒かいの色に染まったからだ。

　そのとき、近くの草むらから物音がしたかと思うと、

「えっ」

　僕は思わず声を漏もらす。

　──『影かげ』。

　草むらから出てきたそいつを見た瞬しゆん間かん、脳のう裏りに浮かんだ言葉が、それだった。

　肉にく食しよく獣じゆうのような形をしたその姿すがたは、漆しつ黒こくの色に包つつまれていて、目だけが赤く光っている。

　足には太い爪つめ、口元には鋭するどい牙きばが生えているその『影』は、獲え物ものに襲おそいかかるかのように、こちらに向かってまっすぐに飛び込んできた。

　だが、その身体からだは大きく歪ゆがむ。

　ブシドーちゃんが『影』の横っ腹ぱらへ、鋭い蹴けりを浴あびせたんだ。

　次の瞬間、『影』は吹ふっ飛び、地面を何度も転がりながらその身を打ち付ける。壁かべを走るほどの脚きやく力りよくで蹴られたのだから、その衝しよう撃げきはすさまじく、そいつの身体はずいぶんと遠くまで転がっていき、草むらの中に倒たおれた。

　やがて『影』はよろよろとした動作で起き上がろうとしたが、力ちから尽つきたのか、再ふたたびその場に身を伏ふせる。途と端たん、そいつの身体は霧む散さんし、空へと消えていった。

「……なんだったんだ、今のは」

　呆ぼう然ぜんとしつつ、僕は上ずった声を出して、額ひたいに浮うかんだ汗あせを拭ぬぐう。

『言い忘わすれてました』

「っ！」

　そのとき突とつ然ぜん、脇わきから聞こえてきた声に驚おどろき、心しん臓ぞうが跳はね上がった。

　見ると、レドがすぐ側に立ち、微笑ほほえむような表情を浮かべている。

「い、いきなり、なんだよ……」

　動どう揺ようを隠かくし切れない僕に構かまわず、レドは口を開いた。

『このステージには今のような、とても獰どう猛もうな生物がたくさん生息しています。どうかお気を付けて、オレンジを集めてくださいませ』

「お、お前、そんな大事なことは最初に──」

『それでは、また後ほど』

　こちらの言葉を聞こうともせず、レドは瞬またたく間まに姿すがたを消した。

　くそっ、相変わらずだな、あの七しち面めん鳥ちようは。

　感情のままに非ひ難なんの声でも上げたいところだけど、でも、今はそんな時間すら惜おしい。

　認にん識しきが甘あまかった。やっぱりこのクエストも、危き険けんに満ち溢あふれているんだ。

「ブシドーちゃん、みんなと合流しよう」

　僕は彼女へと振ふり向き、そう声をかける。

「全員集まって、みんなで協力して、このステージを攻こう略りやくするべきだと思う。さっきみたいな奴やつが、どれだけ潜ひそんでいるのかも分からないんだ。順位を気にしている場合じゃないよ」

　たとえばあの『影かげ』に、集しゆう団だんで襲おそわれたりしたら。

　そういう可か能のう性せいがある以上、個こ別べつに分かれて行動するのは危険すぎる。どれだけオレンジを集めても、リタイアしてしまえば意味がないのだから。

　僕の言葉に、ブシドーちゃんは無言でうなずく。

「キャ──────ッ！」

　そのとき、すぐ近くから大きな悲鳴が聞こえてきた。

　この声は、リリィさんか!?

「行こう！」

　僕とブシドーちゃんは目を合わせてから、同時に声のした方へと駆かけ出した。

　うねった坂を全速力で駆け上がり、開けた視し界かいを見み渡わたす。悲鳴の大きさから考えれば、彼女はすぐ近くにいるはずだ。

「イヤ────────ッ！」

　と、再ふたたび声が届とどき、見覚えのあるメイド服が目に飛び込こんできた。

「リリィさん！」

　すかさずリリィさんの元へと駆け寄り、その身に迫せまる危き険けんを排はい除じよしようとして、

「かわいい──────っ！」

「へっ？」

　予想外な叫さけびと、目の前の光景に、僕はずっこけてしまった。

　彼女の目の前にいたのは、手のひらサイズの小動物だ。

　大きな尻尾しつぽが特とく徴ちよう的てきな、リスに似にた容よう姿しの愛くるしいその動物を前にして、彼女は手持ちのデジタルカメラで写真を撮さつ影えいしていたんだ。

「あっ、シンゴさん！　これ、見てくださいよ！　この子、すっごく可愛かわいくないですか!?」

　言いながらリリィさんはシャッターを切り、写真を撮とりまくっている。

「私、かわいいものに目がないんです！　このステージって、こんなにも素す敵てきな生き物がいるんですね！　感かん激げきしました！」

　確たしかに可愛らしい姿すがたをしているけど、そこまで興こう奮ふんするのもどうかとは思う。

　まあでも、この様子だと心配はいらないみたいだな。ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしたものの、リリィさんは無ぶ事じだったんだから、問題ないだろう。

　その小動物は騒さわがしさに怯おびえた様子もなく、大きな目でカメラのレンズを見つめていたが、尻尾しつぽを大きく振ふりながら、恐おそる恐るといった様子でリリィさんに近づいてきた。

「も、もしかして、おさわりオッケーなのでしょうか!?」

　その反はん応のうにリリィさんは鼻息を荒あらくして、身体からだを屈かがめる。

「ほら、怖こわくないですよー。いい子、いい子」

　片かた手てでカメラを持ちつつ、彼女は空あいた手をリスもどきの前に差し出す。するとその小動物は、さらに大きく尻尾を振って、軽快なステップで駆かけ寄よってきた。

「そう、その調子！　こっちです、こっちですよ！」

　リリィさんの声に応こたえるように、小動物は尻尾で地面を叩たたくと、彼女の胸むな元もとへと飛び込んだ。

　なんとも微笑ほほえましい光景に、僕の心は和なごやかな気持ちに満たされそうになる。

「キシャ────ッ！」

　だが次の瞬しゆん間かん、小動物は甲かん高だかい叫さけび声を上げると、口を大きく開けて鋭するどい牙きばをあらわにした。

　そしてその牙を、リリィさんの胸むねへと深く食い込ませる。

　メイド服の一部を嚙かみちぎると、その小動物はリリィさんから飛び退のき、口を動かす。だがそれが食べ物ではないと分かると、すぐさま吐はき出し、今度は彼女の顔面に向かって跳ちよう躍やくした。

　リリィさんは呆ぼう然ぜんとその小動物を目で追っていたが、

「ひゃっ！」

　短い悲鳴を上げ、慌あわててその場に腰こしを落とす。

　小動物はリリィさんの顔があった辺りを飛び越こえていくが、地面に着地すると、すぐに身をひるがえし、またもや飛びかかった。

　今度こそリリィさんを嚙みちぎろうとするそいつの願いは、しかし叶かなわない。

　小動物よりも高く舞まい上がったブシドーちゃんが、空中で刀を抜ぬき放ったからだ。

「……！」

　彼女は無言で刀を一いつ閃せんさせ、姿し勢せいを乱みだすことなく地面に着地。

「グギャッ！」

　同時に、小動物の鈍にぶい声が響ひびき渡わたる。身体からだが二つに分かれたそいつは、それ以上声を上げることもなく、地に落ちる前に霧きりのように消え去った。

　ブシドーちゃんはこちらへ振ふり返ると、静かに刀を収おさめる。一連の出で来き事ごとを、僕はただ目で追うことしかできなかったけど、そこでようやく我われに返り、

「リリィさん！」

　弾はじかれたようにリリィさんの側へと駆け寄った。

　くそっ、油断した。見た目で判はん断だんしちゃいけなかった。

　やっぱりあの小動物も、僕たちに危き険けんを及およぼす存そん在ざいなんだ。

「だ、大丈夫ですか？　ケガは？」

「は、はい。特に痛いたみもありません。どうやら、服を破やぶられただけのようですね」

　そう言って彼女は、自分の胸むねへと視し線せんを落とす。見るとメイド服は胸むな元もとの部分が大きく破やぶられており、その隙すき間まからは素す肌はだが見え隠かくれしていた。

　緑色の下着に包つつまれた大きな谷間が目に飛び込こんできて、僕は慌あわてて顔を上げる。

　大きい。自然とそんな声が、心の中に浮うかぶ。

　そのとき、前にいたブシドーちゃんと目が合った。

「……」

　彼女は無言で頰ほほを膨ふくらませると、眉まゆをひそめて顔を背そむける。

　い、いや、違ちがうんだ。今のはわざと覗のぞいたわけじゃなくて、不ふ可か抗こう力りよくというやつで……。

　なんだか似にたようなやり取りが、ちょっと前にもあった気がする、なんてことを思いながら、僕は弁べん解かいの言葉を述のべようとした。

「あ、あれ？」

　しかし、その前にリリィさんが口を開き、僕は再ふたたび彼女に視し線せんを向ける。

「どうかしたんですか？」

　胸元を視界に入れないようにして尋たずねると、リリィさんはゆっくりこちらを見上げた。

「す、すみません。腰こしが抜ぬけたみたいです」

「えっ……」

「力が入らなくて、立てないんです」

　彼女は両手を地面に付けるが、下半身は動きそうになく、額ひたいには汗あせが浮かんでいる。

　まずいな。

「ど、どうしましょう。これじゃあ、オレンジを集められませんね」

「……いや、もっと大きな問題があるんです」

　苦笑を浮かべるリリィさんに、僕はこれまでの経けい緯いを説明した。

　このステージには危き険けんな生物がたくさんいること。安全にゲームを進めるため、全員が集まるべきだと思ったこと。そのために、みんなを探さがしているということ。

「そ、そんな……」

　説明を聞くうちに、リリィさんの顔はどんどん青ざめていった。

「つ、つまり、このまま立ち上がれないと、わ、私は、足手まといになるということですね？　また私は、皆みなさんにご迷めい惑わくをかけることになるんですね？　そんなことばかりしてるから、私は職しよく場ばを転々とするハメになるんですね？」

「い、いや、そういうわけじゃなくて！」

　自じ虐ぎやく的てきな笑みすら浮かべ出した彼女を、僕は慌てて制せいする。

「単たん純じゆんに、危険なんです。またさっきみたいな生き物に襲おそわれたとき、逃にげることもできないわけですから。迷惑だとか、そういうのじゃないですよ」

「そ、そっか、そうですよね。私ったら、つい勝手な思い込みを……」

　何かトラウマでもあるのか、リリィさんはぶつぶつとつぶやいているが、僕にはかける言葉が浮かばない。

　それにしてもどうしたものか。リリィさんが動けないからといって、ここに置いていくわけにはいかない。とはいえ彼女が回かい復ふくするのを待っていたら、いつまで経たってもみんなとの合流を果たせない、かもしれない。

　となると、やるべきことは一つだけ、か。

「ブシドーちゃん」

　声をかけると、僕から顔を背そむけていたブシドーちゃんは、ちらりとこちらへ目を向けた。

「リリィさんのボディーガードを、お願いしてもいいかな？」

「へっ？」

　その言葉に反はん応のうして、リリィさんが顔を上げる。

「僕がみんなを探さがして、ここに集めてくる。その間、この人を守って欲ほしいんだ」

「……」

　しかしブシドーちゃんは答えず、不安そうな表情を浮うかべた。

　それもそうだろう。言葉通りに受け取るなら、僕が一人っきりになるということなのだから。

「言いたいことは分かるよ。でも、おそらくそれ以外に選せん択たく肢しはない。リリィさんを守れるのは、ブシドーちゃんだけだし、みんなを集めて来れるのは、僕だけだ。そうだよね？」

「！」

　確かく認にんするように問うと、彼女は目を見開き、まっすぐにこちらを見つめた。

　その反はん応のうを見て、僕の思いは確信に変わる。

　やっぱり、そうなのか。

　僕は何も言わず、静かにうなずく。すると彼女はわずかに表情を緩ゆるめて、小さく息を吐はいた。

　そして再ふたたび口元を引き締しめると、僕の目を見ながら、首を縦たてに振ふる。

「誰だれかを見つけたら、その人と一いつ緒しよにここへ戻もどってくる。危険な生き物に遭そう遇ぐうしたら、やっぱりここに戻る。もしかしたら、その危険な生き物に追いかけられながら、逃にげ帰ることになるかもしれないけど、その場合は君に任まかせたい。いいかな？」

「……」

　ブシドーちゃんがうなずくのを見て、僕は安あん堵どの気持ちを覚えた。

「あ、あの……。なんだかすみません、私のせいで……」

　僕たちのやり取りを見ていたリリィさんが、申もうし訳わけなさそうに頭を下げる。

「困こまったときはお互たがい様です。みんなで協力して、このクエストも乗り越こえましょう」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　目の端はしに涙なみだを浮かべて、彼女は感かん謝しやの言葉を述のべた。

　そう。こういう不測の事じ態たいがあるからこそ、全員が集まらなきゃいけないんだ。

「じゃあ、行ってくるよ」

「……」

　ブシドーちゃんに声をかけると、彼女はうなずき、小さく手を振る。

　僕もそれに応こたえるように手を振り、二人に背せを向けた。

　──正直なところ、胸むねの中は不安でいっぱいだ。

　でも、そのことをブシドーちゃんに悟さとられるわけにはいかない。

　気合を入れるため拳こぶしを握にぎり締しめ、少し強めに胸を叩たたく。そして顔を上げると、僕は振ふり返ることなく、その場を後にした。

　今はただ、前進あるのみだ。







　高いところを目指す。ブシドーちゃんたちと別れた僕が、最初に考えたのがそれだった。

　散り散りになったみんながどこにいるのかは、まるで見当がつかない。けれど、高いところからステージ全体を見み渡わたせば、見つけられるかもしれない。そう思ったからこそ、僕は今、丘の頂ちよう上じようを目指して、うねりくねった坂を登っているんだ。

　なるべく早足で、だが決して焦あせらず、ただひたすら歩く。そうして、どれくらい足を動かし続けただろうか。やがて頂上らしき風景が見えてきたとき、僕は歩みを止める。

　小高く盛もり上がったその大地には、一本の木が生えていた。

　葉の生おい茂しげったその木は、なんだか妙みようにキラキラと輝かがやいていて、他の植物とは違ちがった特別な存そん在ざい感かんを醸かもし出している。

　見るからに、ただの木ではない。ということは、もしかしてあれが、オレンジの木？

　僕はぼんやりとした足取りで、その木に向かおうとして、

「おい」

「っ！」

　聞こえてきた声に驚おどろき、身をすくませる。

　周囲に視し線せんを巡めぐらせると、少し離はなれた場所に大きな岩があるのが見えた。

「身を隠かくせ」

　僕の背よりも少し高いくらいの、その岩から、再ふたたび声が聞こえてくる。

「早くしろ、死にたいのか？」

「……分かったよ」

　その声と口く調ちように覚えがあった僕は、言われるがまま、早足で大きな岩へと近づいた。そしてちょうど日ひ陰かげになっている方へと回ったところで、見知った姿すがたが目に入る。

「何やってるんだ、ケイト」

「いいから、こっちに来い」

　ケイトは地べたに座すわり込み、岩に背を預あずけたまま僕に手て招まねきをした。その隣となりにしゃがみ込むと、彼女は僕と目を合わさずに口を開く。

「岩の上から、あの木を覗のぞいてみろ」

「へっ？」

「グズグズするな」

「……分かったってば」

　その一方的な物言いにも慣なれたもので、軽く息をつきつつも、岩に手をかけてよじ登った。

　岩のてっぺんから顔を出し、オレンジの木へと視し線せんを向ける。

「あれは……」

　そこから見えてきた光景に、息を吞のむ。

　木の根元には、巨きよ大だいな生物が一頭、寝ねそべっていたんだ。

　さっき遭そう遇ぐうした『影かげ』より、何倍も大きいその生物は、イノシシとクマを足して二で割わったような姿すがたをしている。

　イノクマ、とでも呼ぶべきそいつの全身は、分ぶ厚あつい筋きん肉にくに包まれ、さらにはキラキラと光る鋼はがねのような体毛で覆おおわれており、見るからに頑がん丈じようそうだ。

「どうやらあの木の下が、あいつの縄なわ張ばりらしい」

　と、ケイトが手持ちの銃じゆうに弾たまを込めながら、僕へ語りかけてくる。

「オレンジを手に入れるためには、あいつをどうにかしなきゃいけないってわけだ」

「あの木に、オレンジがあるのか？」

「目を凝こらして、よく見てみな」

　言われて僕は、木の上部へと視線を移うつす。すると生おい茂しげる葉の隙すき間まから、キラリと光る橙だいだい色いろの果実が見えた、ような気がした。

「本当にあれが、オレンジなのか？」

「丘の頂ちよう上じように木が生えていて、そこには縄張りを張る奴やつがいる。こんなに分かりやすい仕し掛かけがある以上、お目当ての物なんじゃねえのか？」

　どうやらケイトも、確かく証しようがあるわけではないらしい。だけど、僕も彼女の意見には賛さん成せいだ。何しろここは、ゲームの中の世界なんだ。人工的に作られた場所である以上、そこには制せい作さく側がわのなんらかの意図が込こめられているはず。

「ケイトが知っているだけの情報を教えて欲ほしい。あの生物は、厄やつ介かいな存そん在ざいなのか？」

「厄介なんてもんじゃねえよ。あたしの銃じゃ、あいつの身体からだには傷きず一つ付けられやしねえ」

　なるほど、つまりあのイノクマを排はい除じよできないから、ここで対たい策さくを練ねっていたというわけか。

「そんなことより、お前、どうしてここに来たんだ？　もしかして、あたしを追ってきたのか？」

「えっ？」

　不意に尋たずねられ、僕は岩から降おりてケイトの横に腰こしを下ろす。

「いや、そういうわけじゃないけど……、でも、結果的にはそういうことになった、のかな？」

「……どういうことだ？」

　眉まゆをひそめるケイトに、僕は事情を説明した。

「──と、いうわけなんだ。だから、今はあの木は放っておいて、みんなと合流しないか？」

「あぁっ？」

「後でまたここに戻もどってきて、全員で対たい処しよの仕方を考えよう。そうすれば、あの生物を排除して、オレンジを手に入れることができるかもしれないし」

　ケイトの攻こう撃げきが効きかないのであれば、今は退ひくべきだ。そう思った僕は、思い付く上での最さい善ぜんの案を提てい示じした。

「嫌いやだね」

　しかし、はっきりとした口く調ちようで、彼女はそう答える。

「全員で対たい処しよ？　冗じよう談だんじゃねえ。あの木はあたしが見つけたんだ。他の奴やつらにオレンジを渡わたすつもりはねえよ」

　サングラスを指で押おし上げつつ、ケイトは言葉を続けた。

「合流したいっていう話には賛さん成せいさ。ただし、それはあのオレンジを、あたしが全部確かく保ほしてからだ。その後でじっくり話し合おうじゃないか」

　ハンドガンの銃じゆう口こうを見つめつつ、彼女はそんなセリフを口にする。

　……そうか、そういうことか。おそらくケイトは、全員であの巨きよ大だいな生物を排はい除じよした場合、手に入れたオレンジを山分けしなきゃいけないと考えているんだ。だから、合流することを渋しぶっている。

　その考え方自体は理り解かいできるつもりだ。あのオレンジをどうするかで揉もめる可か能のう性せいが、無いとは言い切れないんだし。

　でも今は、そんな細かいことにこだわっている場合じゃない。オレンジを山分けするかどうかなんてことは、そもそも話題にすら上がってないことだし、ここでその問題を掘ほり下げる意味は薄うすい。

　だからこそ僕は、ケイトに向かって言った。

「分かったよ。僕も手伝うから、さっさと済すませよう」

「は？」

　目を丸くする彼女に、僕は大きくうなずく。

　そう。今は言い争いをする時間すらもったいないんだ。

　オレンジを確保したいと思っているのなら、その願いを叶かなえることに全力を尽つくし、しかる後のちにみんなと合流すればいい。そういった意図を込めて、僕は彼女をまっすぐに見つめる。

「……へえ」

　すると、ケイトはサングラス越ごしにこちらを見上げ、感心したような声を上げた。

　しかし、その表情はすぐに引き締しまる。

「手順を説明するぞ。一度しか言わねえから、ちゃんと聞けよ」

　こちらの心しん境きようなど意に介かいさず、彼女は言った。

「さっきも言ったが、あの木の下はあいつの縄なわ張ばりだ。少しでも木に近づいたら、ものすごい勢いきおいで襲おそいかかってきやがる。だが、その範はん囲い自体は、それほど広くはねえんだ。ある程てい度ど、離はなれさえすれば、それ以上は追ってこない。そこにつけ込む隙すきがある」

　と、ケイトは僕を見上げて、オレンジの木がある方へと親指を突つき出す。

「お前が囮おとりになって、あいつを引き付けろ」

「……へっ？」

「その間にあたしが、オレンジを回かい収しゆうする。７つ全部を集め終えたら、合図を送るから、そしたらお前は、あいつの縄張りの外に逃にげろ。それで万ばん事じ解かい決けつだ」

　……いやいやいやいや。その手順、あまりにも雑ざつすぎないか？

「不満があるなら、代だい案あんを出せ」

　考えていることが表情に出ていたのか、ケイトは口を開く。

「行きあたりばったりな作戦だってことは、あたしも分かってるさ。もっといい案があるのなら、聞くぜ？」

「ん……」

　そう言われて、僕は言葉に詰つまった。代案なんて思いつかないし、そんなものを考えている時間すら、今は惜おしい。だとするなら、ケイトのアイデアを受け入れるのがベストなのだろう。

「オッケー、それでいこう」

　うなずくと、彼女は口元を歪ゆがめ、立ち上がる。

「作戦開始だ。飛び出すタイミングは、お前に任まかせる」

　僕も立ち上がり、もう一度うなずいてから、岩の端はしへと移い動どうした。

　岩いわ陰かげから顔を出し、木のある方を覗のぞいてみる。でもここからじゃ、あの生物の姿すがたは見えない。

　飛び出すタイミング、か。

　ノドを鳴らし、僕はゆっくりと、木に向かって歩いていく。次し第だいに、さっき見たあの巨きよ大だいな姿が、視し界かいに入ってくる。

　と、僕がある場所まで近付くと、イノクマは身体からだを起こし、こちらへと顔を向けた。

　目が合い、思わず身体がすくむ。恐きよう怖ふのあまり逃にげ出したくなるけど、拳こぶしを強く握にぎり締しめ、無理やり心を奮ふるい立たせた。

　やるしかないんだ。

　覚かく悟ごを決めた僕は、イノクマをにらみ返し、大きく足を上げる。そして自分の存在をさらに印象付けるため、地面を強く踏ふみつけた。

　イノクマの耳がピクリと動く。同時に、僕は木に向かって駆かけ出した。

『ゴオオオオオオオッ！』

　突とつ如じよ、イノクマは咆ほう哮こうを上げて、こちらへ突進してくる。丘を疾しつ駆くする四本の足はその巨体からは想そう像ぞうできないくらいに素す早ばやく、僕との距きよ離りはあっと言う間に縮ちぢまった。

　予想外なその速度に、僕は慌あわてながらも走る角度を変える。あの大きな岩から少しでも離れるようにと、全力で足を動かす。

　しかし、

「──っ！」

　背せ中なかに殺さつ気きを感じた瞬間、左ひだり腕うでに衝しよう撃げきが走った。

　何かに押おされる感覚と共に、僕の身体は吹ふっ飛ばされて、地面を転がる。

「くっ……」

　でも、倒たおれている場合じゃない。打ちつけられたその身体を、僕は無理やり引き起こす。

　──その瞬間、強きよう烈れつな痛いたみが襲おそった。

「ぐああああああっ！」

　耐たえ切れず、声を上げて腕を押さえる。

　途と端たん、服の左ひだり袖そでが弾はじけ飛び、左ひだり腕うでが日の下に晒さらされた。

　……さっきの、あれか。

　身体からだごとぶつかってきたのか、それとも前足で引っかかれたのか。その詳しよう細さいは分からないけど、とにかく僕は、左腕に大きなダメージを受けたみたいだ。

　傷きずはないが、焼けるような痛いたみのために、額ひたいから汗あせが流れてくる。力を振ふり絞しぼって顔を上げると、イノクマが少し離はなれた位置で、こちらをにらんでいるのが見えた。

　無む防ぼう備びだった僕に追いうちをかけようともせず、ただまっすぐな視し線せんを向けてくるだけだ。

　吹ふっ飛ばされたせいで、あいつの縄なわ張ばりの範はん囲い外がいに出たのかもしれない。

　だとするなら、好都合だ。ここに立っているだけでイノクマの注意を引き付けられるのなら、このままあいつをにらみ返していればいいんだ。

　左腕を押おさえながら、僕はイノクマをじっと見つめた。肌はだに刺ささるような、ひりひりとした空気が、周囲に漂ただよう。

　そのとき、視し界かいの隅すみで、動く何かが飛び込こんできた。

　ふと、そちらに目を向けると、ケイトがオレンジの木に手をかけているところだった。

　どうやら作戦は順調に進んでいるようだ。安心した僕は、再ふたたび視線をイノクマに戻もどす。

「あっ」

　しかしそこで、僕は自みずからの過あやまちに気付いた。

　こちらの視線を追うようにして、イノクマも振り向いていたんだ。

『ンガアアアアアアアアアアアアッ！』

　ケイトの存そん在ざいに気付いたイノクマはすぐさま反転し、咆ほう哮こうと共に駆かけ出す。その身体をつかもうとした僕の手をすり抜ぬけて、そいつはすさまじい勢いきおいでケイトの元へと迫せまった。

「ケイト、すまない！」

　失敗を予感した僕は、大きな声で呼よび掛かける。すぐさま逃にげ出してくれれば、もしかしたら助かるかもしれない。そんなことを願いつつ、僕も彼女の元に駆け寄ろうとした。

「いや、上じよう出で来きだ」

　しかしケイトは口元に笑みを浮かべると、懐ふところから銃じゆうを取り出して、目の前に構かまえる。

「どれだけ頑がん丈じようでも、この位置とこの角度なら、やれることはあるさ」

　言葉と共に、ケイトは二度、素す早ばやく引き金がねを引いた。

　放たれた２発の銃弾は、寸すん分ぶんの狂くるいもなく、イノクマの両目へと命中する。

『ギャワッ！』

　イノクマは悲鳴を上げると、体たい勢せいを崩くずして地面を転がった。

　ケイトとぶつかる寸前で、彼女は脇わきに飛んで、直ちよく撃げきを回かい避ひ。次の瞬しゆん間かん、イノクマはオレンジの木の幹みきに、頭からぶつかった。

「……」

　一瞬の静せい寂じやくの後、イノクマは声もなく、その場に崩れ落ちる。それに呼こ応おうするかのように、ケイトの頭の上から何かが降ふり注いだ。

　キラキラと光るそれは、橙だいだい色いろの果実。僕たちが求めていた、オレンジだ。

　イノクマが木にぶつかった衝しよう撃げきで、実っていた果実が落ちてきたのだろう。

「ケイト！」

　叫さけびつつ、僕は彼女の元へと駆かけ寄よる。ケイトはまだイノクマに銃じゆう口こうを向けていたが、小さく息を吐はくと懐ふところに収おさめ、ゆっくりと立ち上がった。

「気き絶ぜつしてるみたいだな」

　その言葉を受けて、イノクマの顔を覗のぞいてみる。確たしかに彼女が言う通り、その表情は弛し緩かんしており、起き上がる様子はなさそうだ。

　……もしかしたら、これは最大の好機なんじゃないか？

「今のうちに、オレンジを回かい収しゆうしよう！」

　そう言って僕は返事も聞かず、足元に転がる果実を拾い上げる。

「お、おい、お前！」

　僕の行動に非ひ難なんの声を上げようとしたケイトは、しかしすぐに足元へ視し線せんを移うつすと、落ちていた果実に手をかけた。

「拾ったオレンジは、あたしに渡わたせよな！　くすねたりしたら──」

「分かってる！」

　ケイトの言葉をさえぎり、僕は残る果実を全て拾い上げると、彼女の胸むねに無理やり押おし付ける。

　僕が拾ったオレンジは５つ。ケイトが拾ったのは２つ。合計７つだから、拾い残しはない。

　ケイトが抱かかえた果実を目で確かく認にんしてから、僕は彼女に言った。

「そのオレンジ、消してくれ」

「えっ」

「念ねんじれば消せるって、レドが言ってただろ？　落としたりしちゃダメだし、早く消してくれ」

「あ、ああ、そういやそんなこと言ってたな。でも、落とすって……」

「いいから、早く！」

　僕に急かされて、ケイトは渋しぶ々しぶながらも手の中の果実に目を向ける。次の瞬しゆん間かん、その全てが音もなく消え去った。

「……なんだか、変な感じだな」

　自分の身に起きた出で来き事ごとに、ケイトは気の抜ぬけた表情を浮うかべている。

　そんな彼女を、僕は脇わきから抱だきかかえた。

「うひゃっ！」

　突とつ然ぜんのことにケイトは素すっ頓とん狂きような声を上げて、こちらをにらむ。

「お、お前、これで二度目だぞ！」

「うるさい、黙だまっててくれ！」

　彼女の言葉を聞き流しつつ、僕は丘の上を全力で走った。

　イノクマがいつ目を覚ますかなんて、分かりっこないんだ。今はただ、この場を離はなれることに力を尽つくすのみ。

「……」

　ケイトは不満そうにこちらを見上げていたけど、それ以上は何も言わず、暴れたりもしない。

　そうして僕は無む我が夢む中ちゆうで、うねりくねった坂道をひたすら駆かけ抜ぬけた。

　ブシドーちゃんたちのところへと戻もどる。頭の中では、そのことだけを考えたまま。
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「おかえりなさい！」

　僕たちの姿すがたを確かく認にんすると、リリィさんは立ち上がり、こちらに向かって大きく手を振ふった。

「た、ただいま、です……」

　二人の元へたどり着いたところで足を止めて、大きく息を吐はく。

　幸さいわいなことに、帰路の途と中ちゆうでは危き険けんな生物と遭そう遇ぐうすることもなく、無事に戻ってくることができたんだけど、立ち止まることなく足を動かし続けていたから、息は乱みだれに乱れていた。

「も、もう、身体からだは、大だい丈じよう夫ぶ、なんですか？」

「はい！　少し休んだら、治なおったみたいです。お騒さわがせしてすみませんでした」

「いえ、ご無事で、何よりです……」

　呼こ吸きゆうを整えるため、深呼吸をしてから、僕はブシドーちゃんに顔を向けた。

「ブシドーちゃんも、お疲つかれ様」

「……」

　彼女は無言で首を縦たてに振ふり、その視し線せんを僕の左手に注ぐ。

「ああ、これか。大したことはないよ」

　なんでもないということを示しめすために、僕は軽く腕うでを振ってみせる。

　ダメージを受けたときは痛いたかったけど、左腕一本でオレンジを手に入れることができたんだから、成果としては充じゆう分ぶんだろう。

「──おい」

　そのとき脇わきから聞こえてきた声に気付き、目を向ける。見ると、ケイトがサングラス越ごしにこちらをにらんでいた。

「お・ろ・せ」

「あっ」

　そうだった。逃にげるのに夢む中ちゆうですっかり意い識しきから外れていたけど、僕は彼女を抱かかえたまま、ずっと走っていたんだ。

「ご、ごめん！」

「……」

　すぐにケイトを下ろすと、彼女は口を『へ』の字に曲げたまま、何も言わずに僕の足を蹴けった。

　痛くはないけど、二度、三度と、ケイトは執しつ拗ように僕のふくらはぎを攻せめ立てる。

「そ、そんなに怒おこらなくてもいいだろ？」

「うるせえ！」

　彼女の頰ほほは赤く染そまっている。おそらく、ずっと抱かかえられたままだったことが苦しかったのだろう。まあ、緊きん急きゆう時じだったとはいえ、問もん答どう無む用ようであんなことをしたんだから、怒るのも当然か。その点は僕も反はん省せいしなきゃいけないよな。

　ともあれ、こうしてブシドーちゃんたちの元には戻もどってくることができた。リリィさんの容よう体だいも回かい復ふくしたみたいだし、次の行動に移うつるべきなのだろう。

「じゃあ、みんな」

　これからのことについて相そう談だんしようとした、そのとき、

「──っ！」

　突とつ如じよ、ブシドーちゃんが身み構がまえ、腰こしの刀に手をかけた。

　彼女と同じ方向に目をやり、僕の身体からだにも緊きん張ちようが走る。土つち煙けむりを上げながらこちらへと迫せまってくる、何かが見えたからだ。

　やがてその姿すがたが近づいてくるにつれ、正体が判はん明めいする。

　あれは、シノミヤだ。

　いや、正せい確かくに言えばそれだけじゃない。僕とブシドーちゃんを襲おそった、あの『影かげ』と同じ姿をした生物が、シノミヤの背はい後ごから追いかけていたんだ。

　それも、１匹ぴきや２匹じゃない。合計、７匹もいる！

『影』に追われながら走るシノミヤは僕たちの存そん在ざいに気付いたのか、無言で親指を立てて、背後に向けた。そして続けざま、胸むねの前で両手を合わせる。

　どうにかしてくれ、ということか？

「──仕方ねえな」

　つぶやきと共にケイトが一歩前に出て、銃じゆうを構かまえた。同じくブシドーちゃんも刀を抜ぬき放ち、その横に並ならぶ。

　シノミヤの背中に、『影』が食らい付こうとしたのは、まさにそのときだった。

「伏ふせろ！」

　ケイトの叫さけびに応おうじて、シノミヤはその場に倒たおれ込む。刹せつ那な、銃声が鳴り響ひびき、『影』の眉み間けんに弾だん丸がんが突つき刺ささった。

　ケイトは銃を連れん射しやし、そのどれもが『影』の頭を直ちよく撃げきする。

「ちっ」

　しかし５発撃ったところで弾切れを起こし、彼女は舌した打うちをした。残った２匹の『影』は、まるでひるんだ様子もなく、勢いきおいのままシノミヤに襲いかかろうとする。

　だが、その願いは叶かなわない。地を駆かけたブシドーちゃんが、刀を一いつ閃せんさせたからだ。

　２匹の身体は両りよう断だんされ、地面を転がり、一瞬だけ震ふるえた後、その動きを止める。やがて７匹の『影』たちはその全てが霧きりとなり、音も立てずに消え去っていった。

「やあ、助かったよ」

　平へい穏おんが訪おとずれたことを確かく認にんすると、シノミヤは立ち上がり、僕たちに向かって手を挙あげる。

「どうなることかと思ったけど、なんとか無事に危き機きを乗り越こえられたね。本当にありがとう」

　そう言ってシノミヤは、軽けい快かいな口く調ちようでこちらに近づいてくるが、

「他に言うことはねえのかよ」

　弾だん丸がんを装そう塡てんし直したケイトが、ゆっくりとその銃じゆう口こうを向けた。彼女の顔にはかすかな苛いら立だちの色が浮うかんでいる。

「てめえ、自分がタゲられたモンスターを、あたしらに押おし付けようとしたよな？　そのことについて、何か言うことはねえのか？」

　すごむようなその問いに、シノミヤは両手を上げつつ答えた。

「誤ご解かいしないでくれ、決して押し付けようとしたわけじゃないよ。君たちとここで出会ったのは、偶ぐう然ぜんなんだ。ボクはあの、奇き妙みような生物から逃にげていただけさ。それは信じて欲ほしい」

　シノミヤの態たい度どは飄ひよう々ひようとしているが、しかしウソを言っているようには見えない。

「それでも、君たちに迷めい惑わくをかけたのは確たしかだ。だからお詫わびと言ってはなんだけど、みんなにこれをあげるよ」

　そう言ってシノミヤは、胸むねの前で手のひらを水平にかざす。

　するとその手に、突とつ如じよとしてオレンジが浮かび上がった。

「見つけていたのか」

　僕が目を丸くしながらつぶやくと、シノミヤはゆっくりとうなずく。

「適てき当とうに散さん策さくしてると、開けた場所で、妙みように目立つ木を発見してね。もしかしたら、と思って木に登ってみたら、大当たり。ボクは嬉き々きとして全てのオレンジを回かい収しゆうしたんだ。でもその木から下りた途と端たん、どこからともなくあの生物が現あらわれ、集しゆう団だんでボクに襲いかかってきたんだよ。これは想そう像ぞうの域いきを出ないことだけど、オレンジをもぎ取るという行こう為いが、あの生物を出しゆつ現げんさせるトリガーになっていたのかもしれない。いずれにせよ、武ぶ器きも何も持っていないボクは、ただひたすら逃げるしかなく、そうして現在に至いたる、というわけさ」

　話し終えると、シノミヤは手に持ったオレンジを僕の前に突つき出す。

「シンゴ君とリリィ君には、驚おどろかせたお詫わびとして、１つずつ」

　言いつつ、シノミヤはリリィさんにもオレンジを手て渡わたした。

「ケイト君とブシドーちゃんには、助けてもらったお礼も含ふくめて、２つずつ」

　と、今度は名を挙あげた二人に、躊躇ためらいもなくオレンジを押し付ける。

「まあ、くれるってんなら、遠えん慮りよなく受け取っておくけどよ」

　毒どく気けを抜ぬかれた様子でケイトが念じると、手の中のオレンジが消える。同じように僕たちもオレンジを『自分の中』に仕し舞まい込こみ、手渡されたそれが本物であることを確かく認にんした。

「でも、いいのか？　これはお前が見つけたオレンジだろ？」

　ケイトの問いに、シノミヤは肩かたをすくめて答える。

「ボクなりの、誠せい意いの見せ方だと思ってくれたまえ。ただし、残り１つのオレンジはこのままボク自身が持たせてもらうよ。これを渡してしまうと、手持ちのオレンジがゼロになってしまうからね。そうなると、ボクは最下位の最さい有ゆう力りよく候こう補ほだ。さすがにそういう事じ態たいは避さけたい」

「……ふん。まあ、好きにすればいいさ。後で返せって言ったって、返さねえからな」

「分かってるさ」

　仮か面めんの奥おくで笑っているのか、シノミヤはノドを鳴らす。

　相変わらず腹はらの底そこでは何を考えているのか分からない人だけど、ともあれ、みんな無ぶ事じだったんだ。今はそれでよしとすべきだし、それ以上のことは気にしても仕し方かたがない。

「ところで、君たちはどうしてこんなところに集まっていたんだい？」

　シノミヤが当然の疑ぎ問もんを口にしたので、僕は現げん状じようを伝えた。

　話を聞き終えたシノミヤは、一度うなずき、

「賛さん成せいだ。ボクもさっき、ひどい目に遭あいかけたからね。全員で行動すれば、ああいう危き機きにも対たい処しよしやすいだろう」

　そう言って同意を示しめしてくれた。

　これで、五人。残るはあと一人、アリスだけだ。

　……とはいえ、問題がないわけじゃない。

「アリスが今、どこにいるのか、知ってる人はいるかな？」

　僕はそう尋たずねるが、みんなは顔を見合わせるばかりだ。

　それもそうだろう。彼女はゲーム開始と同時に一人で飛び出していったのだから、誰だれもその行方ゆくえを知らなくて当然なんだ。

　どこにいるのか分からない以上、探さがしようがない。

　またあの丘の頂ちよう上じように戻り、高いところから周囲を見み渡わたせば、もしかしたら何かが分かるかもしれないけど、でも、あそこにはイノクマがいるんだ。僕たちは危険を避さけるために集まろうとしているのに、わざわざリスクを冒おかす必要はない。

「ふむ」

　そんな僕の心しん境きようを知ってか知らずか、シノミヤは胸むねの前で腕うでを組み、小さくつぶやく。

「では、オレンジの木を探しにいこうか」

　そして人差し指を立てて、そんなことを言った。

　オレンジの木、だって？

「ちょ、ちょっと待ってくれ。まずはアリスを探さないと」

「だからこそ、だよ」

　困こん惑わくする僕に、シノミヤは軽けい快かいな口く調ちようで続けた。

「考えてみたまえ。アリス君だってオレンジの木を求めてこのステージを探たん索さくしているんだ。ならばこちらも同じ物を探せば、出会える可か能のう性せいは高いはず。オレンジあるところにアリス君あり、というわけさ」

「……なるほど。でも、そのオレンジがどこにあるのか、シノミヤは知ってるのか？」

　オレンジを探せばアリスが見つかる。その理り屈くつは分からないでもないけど、肝かん心じんのオレンジそのものが見つからなければ意味がない。

「ああ」

　しかし僕の問いにシノミヤはあっさりと答え、ブシドーちゃんに向かって、言った。

「君の刀を貸かしてくれないか？」

「？」

　困こん惑わくの表情を浮うかべた彼女は、僕へと視し線せんを注いでくる。

　刀を貸せ、か。物が物だけに、ブシドーちゃんが戸と惑まどうのも分かる。でもさすがにこの状じよう況きようで、シノミヤが物ぶつ騒そうなことを起こすとは考えにくいし、それに、この人が何をするつもりなのか、見てみたいという気持ちもある。

　ブシドーちゃんに向かって首を縦たてに振ふると、彼女もうなずき、刀をシノミヤに手て渡わたした。

「ありがとう、助かるよ」

「で、そいつをどうしようってんだ？」

　ケイトが尋たずねると、シノミヤは彼女の方へと向き直り、

「簡かん単たんな話だよ。刀を地面に立てて、手を離はなし、倒たおれた方向で行き先を決めるんだ」

　あっさりと、そんなことを言った。

　その言葉に、誰だれもが絶ぜつ句くし、シノミヤを見つめる。

「……お前、本気で言ってんのか？」

　再びケイトが尋ねると、シノミヤは胸むねを張はって答えた。

「ボクはいつだって本気で大おお真ま面じ目めさ。ただ、実じつ際さいにやるのはボク自身じゃない。リリィ君だ」

「ふぇっ？」

　突とつ然ぜんの指名に、リリィさんは高い声を上げた。

「わ、私ですか？」

「そう、君だ」

　驚おどろくリリィさんの元へ、シノミヤはゆっくり近づくと、空あいた手で彼女の手を握にぎった。

「ひゃうっ！」

「これはリリィ君にしかできないことなんだよ」

　間近に迫せまられ、リリィさんの顔は真っ赤になっている。

「えっ、で、でも、そんな、刀を立てるだけなら、誰でも──」

「いいや、君だけだ。詳くわしい説明はできないが、この大役は、他の人には任まかせられないんだ」

「……そ、そ、それって、私のことが、必要ってことですか？」

「その通り。ボクは君を求めている。君に、刀を立ててもらいたいんだ」

「……」

　しばしの間、リリィさんはうつむいたまま言葉を濁にごらせていたが、

「わ、分かりました。やってみます！」

　やがて顔を上げると、はっきりとした声でそう言った。

「ありがとう、助かるよ」

　その返事を聞いてシノミヤはうなずき、手に持った刀を彼女に渡す。

「それでは、いきますよ！」

　リリィさんは自信に満ちた表情で刀を地面に突つき立て、

「えいっ！」

　かけ声と共に、その手を離はなした。

　わずかな静せい寂じやくの後、刀は重力に従したがう。倒たおれたのは、僕たちから見て左の方角だった。

「これが、私たちの進むべき道なんですね！　それじゃあ、早速──」

「うん、右に進もうか」

　──言葉をさえぎり、シノミヤは軽けい快かいな口く調ちようでそう言った。

「……へっ？」

　眼鏡めがねをずらし、リリィさんはきょとんとした顔でシノミヤを見つめる。

「え、えっと、シノミヤさん？　刀は左に倒れたんですけど……」

「だからこそ、右に進むんだ」

「？」

　頭をひねらせる彼女へ、シノミヤは言葉を続けた。

「これまでのゲームを振ふり返ってみると、リリィ君の起こした行動は、その全てが失敗するか、あるいは最悪な結果を招まねいている。ならば、君が選んだのとは正反対な行動を起こせば、成せい功こうするんじゃないかと思ってね」

「え、ええええ……」

　その返事に、リリィさんはショックを受けたようだった。

「そ、そりゃあ、私はドジばっかりしてますけど……。で、でも、刀が倒れる方向なんて、自分の意思で決められるわけじゃありませんし……」

「だからこそ、だよ。とにかく、右に進んでみよう。どのみち他にヒントなんて何もないんだ。今はボクの妄もう言げんに付き合ってくれても構わないだろう？」

　……まあ確たしかに、今のこの状じよう況きようなら、運に任まかせるというのも一つの手かもしれない。

　僕がうなずくと、ブシドーちゃんも首を縦たてに振ふり、同意を示しめす。

「いいぜ、付き合ってやるよ。そのかわり何も収しゆう穫かくがなかったら、お前の持っている残り一つのオレンジも、あたしが頂いただくからな」

「それくらい、お安い御ご用ようさ」

　ケイトの理り不ふ尽じんな物言いを、シノミヤはあっさりと了りよう承しようした。

「むぅ……。なんだかとってもモヤモヤしますが、皆みなさんが行くのなら、私も行きます」

　軽く頰ほほを膨ふくらませるリリィさんを見て、僕は申もうし訳わけない気持ちになったが、ともあれ、行き先は決まった。

「よし、それじゃあレッツゴーだ」

　軽やかな足取りで、シノミヤは右の方向へと進み出し、その後に全員が続く。

　心なしかリリィさんの足取りは重いようで、自然と彼女は最さい後こう列れつを歩くことになる。

「……」

　その様子を見て、僕は小走りでシノミヤへ近ちか寄よると、小声で話しかけた。

「さっきの、どういう意味だ？」

「ん？　なんのことだい？」

「リリィさんのすることが失敗ばかりなのだとしても、刀の倒たおれる方向までは決められない。ランダムな要よう素そまで彼女の行動として扱あつかうのは、間ま違ちがってるんじゃないのか？」

「ふむ。リリィ君への態たい度どが冷たいのではないか、とシンゴ君は言いたいんだね？」

「えっ、い、いや、そんなつもりはないよ。……いやいや、そんなつもりはないって言ったら、語ご弊へいがあるけど、僕はただ、シノミヤが何を考えているのか知りたいだけで」

「安心したまえ。ボクは彼女をなじったり、見下したりするつもりはないんだよ。むしろ、逆ぎやくさ。この仮か説せつが正しければ、彼女が持つ力はボクたちにとって、大きな助けとなるのだからね」

「えっ？」

「つまり、リリィ君の『ドジっ子』な振ふる舞まいは、彼女のリミットが影えい響きようしているのではないか、ということさ」

「……そういうことか」

　そこまでを聞いて、僕はようやくシノミヤの意図を理り解かいできた。

「不ふ幸こう体たい質しつであることが、彼女に課かせられた制せい限げんだという可能性だね。『運のステータスがゼロ』だと考えると、分かりやすいかもしれない」

「自主的に起こした行動は失しつ敗ぱいすると、『ゲーム的に設せつ定ていされている』のなら、ランダムな要素でも必ず失敗するはず。そう言いたいのか？」

「大事なのは、その逆を選べば必ず成せい功こうするということさ。おそらくこれから先にも、なんらかの決けつ断だんを迫せまられる場面は訪おとずれるだろう。そのとき、彼女のリミットは役立ってくれるはずだ」

　シノミヤの言葉を嚙かみ締しめながら、僕は目が覚める思いを抱いだく。

　リミットが、必ずしも足かせになるとは限かぎらない。そういう考え方もあるんだと、教えてもらったような気がしたんだ。

「ま、さっきも言ったけど、これはただの仮説に過すぎないんだけどね。ボクの想そう像ぞうが正しいかどうかは、しばらく歩いてみないと……」

　そこまで言いかけて、シノミヤは口をつぐみ、足を止めた。同じ方向に顔を向け、僕も立ち止まり、目を凝こらしてみる。すると前方に小さく、木のような影かげが見えた。

　僕たちは顔を見合わせ、その影の元へと駆かけ寄り、全ぜん貌ぼうを目の当たりにして息を吞のむ。

　そこにあったのは、まぎれもなくオレンジの木だったからだ。

　生おい茂しげる葉の間からは橙だいだい色いろの果実が見え隠かくれしていて、木全体がはっきりとした存そん在ざい感かんを放っている。僕たちはあっさりと、新たなオレンジの木にたどり着いたんだ。

　しかも、周囲には生物の気配がまるでない。丘の頂ちよう上じようで見た、あのイノクマのように、このオレンジの木を縄なわ張ばりにしているような奴やつもおらず、いたって平へい穏おんそのものだ。

　……もしかして、このオレンジの木って、一番『難なん易い度ど』の低い木なんじゃないか？

　そんな木を、こんなにも簡かん単たんに見つけられたんだから、僕たちにとっては最高の結果だ。

「ビンゴだね」

「そ、そんなあ……」

　軽けい快かいに指を鳴らすシノミヤとは反対に、リリィさんは目に涙なみだすら浮うかべて木を見つめている。

「さっさと回かい収しゆうしようぜ」

　二人の反はん応のうを余所よそに、ケイトは木の下へと近づく。そして顔を上げ、手持ちの銃じゆうを掲かかげると、あっさり引き金がねを引いた。

　銃じゆう声せいが周囲に鳴り響ひびき、立て続けに７発、弾だん丸がんが打ち出される。

　その直後、頭上から何かが落ちてくる。見ると、それはオレンジの果実だった。

　しかも、７つ全てだ。

　これ、全部、ケイトが撃うち落としたのか……。

「相変わらず強力なスキルだな」

　感かん嘆たんの言葉を漏もらすと、彼女はにやりと笑い、落ちたオレンジを手に取る。

　僕たちも木に駆かけ寄より、全員で全てのオレンジを拾い集めた。

「で、どうする？　五人で１つずつ分けたとしても、２つ余あまるぜ？」

　手に持ったオレンジを眺ながめつつ、ケイトが当然の疑問を口にする。するとシノミヤは、軽く首を傾かしげてから答えた。

「意外だね。『これは自分が撃ち落とした物だから、お前らには渡わたさない』くらいのことは言ってくると思ったんだけど」

「わざわざ難なん癖くせを付けたりはしねえよ。ここで揉もめ事を起こすメリットもねえし、さっさと決めてしまおうぜ」

「ふむ、そうだね」

　シノミヤは全員を見回してから、言葉を続ける。

「刀を貸かしてくれたブシドーちゃんと、行き先を示しめしてくれたリリィ君に、１つずつ追加するというのはどうだろうか？」

　その提てい案あんに、今度はケイトが首を傾げた。

「お前はいいのか？」

「ボクは何もしてないからね」

「……何もしてない、か」

　肩かたをすくめるシノミヤを見て、ケイトは呆あきれたように口を開けるが、

「ま、いらないのなら、無理に押おし付ける必要もねえか」

　それ以上は何も言わず、提案を受け入れる。僕を含め、他のみんなも異い存ぞんはないらしく、分配するオレンジの数は決まった。

　オレンジを仕し舞まいながら、僕はそれぞれが持っている個こ数すうを整理してみる。ケイトは10個で、ブシドーちゃんが４個。リリィさんは３個で、僕とシノミヤが２個ずつ、か？

「最下位が二人いる場合って、罰ばつゲームはどうなるんだろう？」

　僕は不意に、そんな言葉を口にする。誰だれかの返答を期待したわけじゃない。頭に浮かんだ疑ぎ問もんが、つい表に出ただけだ。

　だから、

『二人同時に行われます』

「うおっ!?」

　突とつ如じよ、背はい後ごから聞こえてきた言葉に飛び上がり、変な声を漏もらした。

　振ふり返ると、そこにはレドの姿すがたがある。

「お、お、お前、後ろから現あらわれるの、やめろよな。びっくりするだろ……」

　動どう揺ようする僕に構かまわず、レドは説明を続けた。

『最下位の方には等しく罰ばつゲームが行われます。たとえその人数が三人や四人でも、です』

「ふむ……」

　レドの言葉を嚙かみ締しめるように、シノミヤは腕うでを組んで地面を見つめる。

『極きよく端たんな話ですが、１位以外の全員が、同位でクエストをクリアしたとしても、その方々には罰ゲームを受けてもらうことになります』

「なるほど。それはつまり──」

『そんなことより、大事なお知らせです』

　レドはシノミヤのセリフをさえぎると、僕たち全員を見回し、

『残るオレンジの木は、あと１本となりました』

　──あっさりと、そんなことを口にした。

「はっ？」

　真っ先に反はん応のうしたのは、ケイトだ。

「どういう意味だ？　あたしたちは、まだ──」

『言葉通りです。それ以上のことはお答えできません』

「てめえ……」

　彼女は苛いら立だちの表情を見せたが、これ以上は何を聞いてもムダだと判はん断だんしたのだろう。

「仕方ねえ、最後の木に向かうぞ。お前ら、準じゆん備びはできてるか？」

　そう言って、僕たちに視し線せんを向ける。

『お知らせは以上です。それでは、また後ほど』

　レドは深ふか々ぶかと頭を下げて、その姿を消すが、もはやそのことに誰だれも驚おどろいたりはしない。

「どういうことなんだ？」

　展てん開かいの早さに付いていけず、やはり誰だれかに尋たずねるつもりもないのに、自然とそんな声が僕の口からこぼれた。

「レドが語った通りさ。残るオレンジの木は、あと１本だけ。ゲームの終しゆう了りようが近づいていることを、伝えに来たということだね」

　シノミヤは淡たん々たんとした口調で答えてくれたけど、僕が知りたいのはそういうことじゃない。

　だって、おかしいじゃないか。僕たちが発見した木は、まだ３本だけのはずなんだから。

　丘の頂ちよう上じようで１本、シノミヤが見つけた１本、そして、目の前にある１本。

　あと４本残ってるはずなのに、どうして……、

「あっ」

　そこまで考えたところで、ようやく気付く。

「ま、多分そういうことだ」

　その反はん応のうを見て、ケイトはうなずき、口を開いた。

「え、えーっと、どういうことなのでしょう？」

　僕と同様に事じ態たいを把は握あくしていなかったのか、リリィさんが恐おそる恐るといった感じで尋たずねる。

　そんな彼女に、ケイトは言った。

「つまり、アリスがオレンジの木を、３本見つけたってことさ」

　そう。だから残りはあと１本なんだ。

「な、なるほど。確たしかに、それなら計算が合いますね」

「理り解かいできたのなら、話が早いぜ」

　ケイトはブシドーちゃんの刀を指差すと、リリィさんに顔を向ける。

「もう一度、地面に刀を立てて、行き先を示しめしてくれ」

「え、えええっ!?　またですか!?」

「安心しな、次でラストだ。目指すべき場所は、あと一箇か所しよだけなんだからよ」

「そうだね、目的に変へん更こうはない。たとえアリス君と合流できなくても、最後の１本さえ確かく保ほしてしまえば、このステージはクリアになるのだから」

　シノミヤも同意を示し、リリィさんの肩かたに手を置く。

「これは君にしかできないことなんだ。頼たのむ」

「う、うう……」

　真正面から見つめられ、リリィさんはたじろいだが、彼女も現げん状じようを理解はしているのだろう。

「分かりました。やりますよ、やればいいんでしょう、やれば」

　そう言ってブシドーちゃんに近づき、刀を借りて地面に立てる。

「さーて、最後の木はー、どこにあるのっかなー」

　自棄やけになったのか、リリィさんは歌を口ずさみながら手を離はなす。

　すると、刀は右の方角を示しめした。

「右に倒たおれましたか！　つまり、今度は左に行けばいいんですね！」

　リリィさんは自じ虐ぎやく気ぎ味みな笑みを浮うかべて刀を拾うと、ブシドーちゃんに手て渡わたす。

「さあ、行きましょう！　みんなで元気に、レッツゴーです！」

　彼女は軽けい快かいな足取りで先へと進もうとするが、

「待ちたまえ」

　そんなリリィさんを、シノミヤは手で制せいした。

「確認だけど、もしかしたら君は、『刀が倒れた方向と反対に進めばいい』と、頭の中で考えていたのではないかな？」

「えっ、は、はい、それは、もちろん」

「やはりか。ならば右に進むべきだね」

「へっ？　それって、どういう──」

「示しめされた道しるべに逆さからって進むことを、リリィ君は心の中で望んだ。だとするなら、この場合は刀が倒たおれた方角に、そのまま進むのが正せい解かいなのだろう」

　言いながら、シノミヤは戸と惑まどうリリィさんに構かまわず、サクサクと足を進める。

「何をしてるんだい？　早く先に進もうではないか」

　僕たちは顔を見合わせるが、誰だれも反はん論ろんの声を上げようとはしない。他のみんなも同じ思考に至いたったからなのだろう。

「り、理り不ふ尽じんですぅ……」

　ただ一人、リリィさんだけは涙なみだ目めになって、肩かたを震ふるわせていた。

「──ったく」

　そんな彼女を見て、ケイトは頭をかきながら側へと近づく。

　そして、そのお尻しりを力強く叩たたいた。

「あひゃう！」

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、リリィさんは高い声を上げるが、

「胸むねを張はりな」

　彼女を見上げて、ケイトはかすかに笑みを浮うかべる。
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「お前のおかげで、あたしらは助かってるんだ。ウジウジしてんじゃねえよ」

「ケ、ケイトさん……」

　励はげましの言葉に、リリィさんは目元を拭ぬぐって口元を緩ゆるませた。

「ありがとうございます！　ちょっと元気が出てきました！」

「礼なんていらねえよ。ほら、さっさと行きな」

「はい！」

　リリィさんは力強くうなずき、シノミヤの後を追いかけていく。その様子を微笑ほほえましく思いつつも、僕は思考を巡めぐらせる。

　レドのアナウンスは、おそらくアリスにも届とどいているはずだ。彼女だけには何も知らせない、というのは不自然で不公平だし、ゲーム的にもそういう事じ態たいは考えにくい。

　だとするなら、おそらくアリスも最後のオレンジの木を目指して、行動を開始しているはず。

　つまり、今度こそ合流できる可か能のう性せいが高い。

　孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしているであろう彼女のことを思い、胸むねの内は自然と熱くなる。僕もシノミヤの後を追いかけようとして、

「──アリスはどうやって、オレンジの木を見つけたんだと思う？」

「えっ？」

　不意に聞こえてきた言葉に、動きを止めた。

　顔を向けると、隣となりに立つケイトの姿すがたが目に入る。

「ど、どういう意味だ？」

　警けい戒かいしながら尋たずねると、彼女はこちらに顔を向けることなく、口を開いた。

「おかしいと思わねえか？　あいつはもうすでに、３本もの木を見つけて、オレンジを確かく保ほしてるんだ。あたしらが利用したような『道しるべ』も無いのに、だ」

「えっと、それは……」

　予期せぬ言葉に戸と惑まどうが、でも、確たしかにケイトの疑ぎ問もんはもっともだった。アリスはどうやって、オレンジの木を見つけたのか。

「あたしらだって、最速で最さい善ぜんの行動をしていたわけじゃない。それは分かってる。だがな、あいつはゲーム開始からずっと、一人で動いてる。それなのに、だ。そこには、何か裏うらがあるとは思わねえか？」

「裏がある？」

「つまり、アリスには『案内役』が付いていたんじゃねえかってことさ」

「案内役って？」

「レドだよ。あいつがアリスを、オレンジのある場所へと導みちびいたんだ」

「っ！」

　唐とう突とつに出てきた名前に、僕は息を詰つまらせる。

　レドが、アリスを導く？　それって、つまり……。

「何が言いたい？」

　彼女の言おうとしていることを、頭の中では理り解かいしつつも、僕は聞かずにはいられなかった。

　こちらを見上げ、ケイトはゆっくりと首を横に振ふり、

「アリスが黒くろ幕まくじゃないのかってことだよ」

　ためらいもせずに、心の内を言葉にした。

「そ、そんなはず──！」

　思わず大きな声を出しそうになるが、慌あわてて口元を押おさえる。

「……そんなはずはないよ。だって、僕とアリスは、同じ通路を通って、あの大おお広ひろ間ままでたどり着いたんだ。つまり、彼女も僕たちと同じ、囚とらわれの身だったってこと。そんな人が、黒幕なわけないじゃないか」

「もしそれが、計算されたものだったら？」

「えっ？」

「お前とアリスは、通路の途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん出会ったって言ってたよな？　だけど、それが意図的なものだったとしたら？　足音か何かでお前が近づいてくるのを察知して、タイミングを見計らって飛び出したって可か能のう性せいはあるんじゃないか？　自分も『被ひ害がい者しや』であることを装よそおうために」

「……わざとやった、と言いたいのか？」

「床ゆかが崩くずれるタイミングなんて、黒幕ならいくらでも調整できるだろ？」

　僕の問いに、ケイトは質しつ問もんで返してくる。

　そんなことはあり得ない。そう言おうとして、僕は声を詰つまらせた。

　あり得ないだなんて、言い切れなかったからだ。

　あのとき僕は、崩れる床に追われて夢む中ちゆうで走っていたから、それ以外のことに気を配る余よ裕ゆうなんてなかった。彼女がわざと僕にぶつかろうとしたかなんて、考える暇ひまはなかったんだ。

「で、でも、ケイトは僕のことを、黒幕だって疑うたがっていたじゃないか。それなのに、どうして？」

「もちろんお前のことも疑ってはいるさ。ただ、アリスも疑わしいっていうだけの話だよ」

「じゃあ、どうして僕に、そんな話を？」

「別に。お前がどういう反はん応のうをするのか、見てみたかったのさ」

　肩かたをすくめつつ、彼女は再ふたたび僕を見上げる。

「まあいいや、忘わすれてくれ。あたしだって確かく信しんがあって言ってることじゃねえ。これはあくまでも、『そういう可能性がある』ってだけだからな。シノミヤあたりは、もっと何か察してはいそうだが……。いずれにしても、アリスと合流すれば詳くわしいことが分かるかもしれねえな」

　と、ケイトはそれ以上何も言わず、早足で先へと歩いていった。

　僕はただ呆ぼう然ぜんと、その背せ中なかを眺ながめることしかできない。

「……」

　ふと気が付くと、ブシドーちゃんがじっとこちらを見つめていた。

　心配するようなその視し線せんを受けて、僕は軽く頭を振り、気持ちを切り替かえる。

「行こうか」

「……」

　声をかけると、彼女は首を縦たてに振り、僕もうなずき返した。

　二人は同時に足を踏ふみ出す。第２のクエストの終しゆう了りようが近づいていることを、肌はだで感じながら、僕たちは並ならんでシノミヤの後を追う。

　ケイトが自分で言っていたように、確たしかなことはまだ何も分かってないんだ。

　ならば、分からないことであれこれ思い悩なやんでも仕方がない。

　今はただ、やるべきことをやるだけなのだから。
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「これはなかなか、ダイナミックだねえ」

　目の前の光景を眺ながめながら、シノミヤが陽気な声を漏もらす。

　視し界かいの先にあるのは、オレンジの木だ。

　リリィさんの示しめしてくれた『道しるべ』に従したがい、まっすぐに歩いてきた僕たちは、ついに最後の木の近くへとたどり着いたんだ。

　それはいい。それ自体は、いいことなんだけど……。

「ある意味、絶ぜつ景けいだと言えるね、うんうん」

　僕たちもシノミヤと同じ方角に目を向けていたが、しかし誰だれもが無言で表情を暗くしている。

　それも当然だ。オレンジの木の周囲には、見るからに獰どう猛もうそうな生物が、群むれをなして歩き回っているのだから。

　大小様々な猛もう獣じゆうに加えて、翼つばさを持ち、上空を旋せん回かいしている鳥のような奴やつすらいる。見た感じ、僕たちを襲おそった『影かげ』に似にたタイプが一番多いようには思えるが、全体で何匹びきいるのかは分からない。だがとにかく、両手の指で足りるような数じゃないことは確かだ。

「……ま、最後の１本だからな。これくらいの事じ態たいは想定しておくべきだったか」

　軽く息を吐はいて、ケイトがつぶやく。

　僕たちが今いる場所はオレンジの木よりも少し高い位置で、それなりに距きよ離りがあるため、小声で会話をするくらいならあの生物の群むれに気付かれないようだ。

「おい、シノミヤ。一いち応おう聞くけど、お前、何か策さくはあるか？」

「一応聞く、ということは、君の中では結けつ論ろんが出ているんだね？」

「さあ、どうだろうな」

「一つだけ、ボクも思い付いてはいるよ。そしておそらくこれは、ケイト君と同じ案だと思う」

「だろうな。だったら、それでいくしかねえか」

　ケイトとシノミヤは、静かに言葉を交わし合う。

「二人とも、いったい何を──」

「ブシドーちゃん」

　僕の声をさえぎり、シノミヤはブシドーちゃんへと顔を向け、言った。

「お願いがある。ケイト君と協力して、囮おとりになってくれないか？」

「……！」

　その提てい案あんに、彼女は一いつ瞬しゆんだけ目を見開いたが、すぐに意図を察したのか、表情を引き締しめる。

「どういうことだ？」

　僕が尋たずねると、シノミヤは言葉を続けた。

「ブシドーちゃんとケイト君が、あの生物の群れに攻こう撃げきを仕し掛かけ、奴らの注意を引き付ける。その間にボクたち三人がオレンジを回かい収しゆうすれば、それでステージクリアだ。ケイト君の出した結けつ論ろんも、同じなんだろう？」

　シノミヤの問いかけに、ケイトは肩かたをすくめて肯こう定ていの意い志しを示しめす。

　ブシドーちゃんとケイトが、囮になる？

　確たしかに、あの生物の群れに対たい抗こうし得うる『力』を持っているのは、おそらくその二人だけだ。

　しかし……。

「──この案の問題点は、囮役に大きな負ふ担たんがかかるということだね」

　僕の懸け念ねんを察したのか、シノミヤは説明を補おぎなう。

「二人は強い『力』を持っているけど、危き険けんにさらされることに変わりはない。それでも、この案がベストだとボクは思う。囮の役目を果たせるのは、君たち二人以外にはいないのだから」

　語られた言葉に、僕は拳こぶしを固かたく握にぎり締しめた。

　囮が『敵』を引き付けている間に、本命が目的の物を回収する。その内容自体は僕とケイトが丘の頂ちよう上じようでやったことと、大して変わりはない。

　違ちがうのは、数の多さだ。

　これほど大おお勢ぜいの生物を相手にして、果たして二人は無事でいられるのだろうか？

「お前が気に病やむ必要なんてねえよ。適てき材ざい適てき所しよってやつさ」

　ケイトは手持ちの銃じゆうを眺ながめつつ、軽い調子でそんなことを口にする。

「でも、リスクが大き過すぎないか？　もっと他に──」

「オレンジ３つだ」

　なおも食い下がろうとする僕に、彼女は指を３本立てて突つき出した。

「囮おとり役やく二人に、それぞれ３つずつのオレンジを寄よこしな。最後のオレンジを確かく保ほできた後の、成功報ほう酬しゆうでいい。その条じよう件けんなら、あたしはなんの不満もねえよ」

　ケイトのその物言いに、まるで臆おくした様子はない。危き険けんな役やく割わりに見合うだけのリターンさえあれば、彼女は満足なのだろう。

　そのとき、僕は腕うでを引っ張ぱられる感かん触しよくを覚える。ブシドーちゃんが僕の袖そでを持って、こちらを見上げていたんだ。

「……いいの？」

　尋たずねると、彼女は小さくうなずいた。

　──囮役の二人が、共にこの案を了りよう承しようしている。だったらもう、僕には止められない。

「よし」

　自分の頰ほほを叩たたき、決意を固める。

「リリィさんは、この案でいいですか？」

「は、はひ！」

　僕が話を振ると、リリィさんは高い声を上げたが、

「そ、そうですね。他にいい案も思い浮うかびませんし、がんばって全力を尽つくします！」

　胸むねの前で拳こぶしを握にぎり締しめ、力強くうなずいた。

「分かりました。……ケイト、ブシドーちゃん、よろしく頼たのむ」

「お前も、ちゃんとオレンジを回かい収しゆうしろよな」

「ああ」

　まっすぐにケイトを見て、その言葉に応こたえる。作戦の成せい否ひは、僕たち三人がオレンジを回収できるかどうかにかかっているんだ。

「それじゃあ、行くぜ」

　ケイトは懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出すと、口の中に突つっ込こむ。その隣となりに並ならぶようにして、ブシドーちゃんは刀を抜ぬき放った。そして目を見開くと、生物の群むれに向かって一気に駆かけ出す。

　急きゆう接せつ近きんしてくる存そん在ざいに、群れの奴やつらも気付いたのだろう。無数の相そう貌ぼうが一いつ斉せいにブシドーちゃんへと向けられ、次の瞬しゆん間かん、敵てき意いをむき出しにして襲おそいかかってきた。

　だが、迫せまり来る幾いく多たもの魔まの手は、彼女の元へは届とどかない。

　ケイトの放った銃じゆう弾だんが、奴らの眉み間けんを撃うち抜き、地へと沈しずめたからだ。

　どうやら彼女は、ブシドーちゃんの援えん護ごに徹てつするつもりのようだ。とはいえ数が数なだけに、その全ては処しよ理りし切れない。ケイトの撃ち漏もらした猛もう獣じゆうが、彼女の前を走るブシドーちゃんに容よう赦しやなく牙きばをむく。

　どれほど屈くつ強きような肉体でも一ひと嚙かみで食い破やぶりそうな牙が、首くび筋すじへと迫せまる。

　その鋭するどい牙を、しかし彼女は恐おそれたりしない。

「……」

　ブシドーちゃんが何なに気げない動作で刀を振ふると、得体の知れないその猛もう獣じゆうは、声を上げる暇ひまもなく身体からだを引き裂さかれた。続いて迫せまる第２、第３の生物も、彼女は危あぶなげなく斬きり伏ふせる。

「──どうやら、大だい丈じよう夫ぶのようだね」

　二人の様子を眺ながめていたシノミヤは、そう言って僕たちへと振ふり返った。

「ああ。だけどあれだけの数だ。こっちも早く行動を開始しよう」

　シノミヤとリリィさんは共にうなずき、僕たちはケイトたちから回り込むようにして草地を移い動どうする。とはいえシノミヤが言った通り、あの二人に関しては特に心配はいらないのだろう。そうなると、あとは僕たちが上手うまくオレンジを回かい収しゆうできるかどうかが重要になってくる。

　あの群むれに、僕たちの行動が気付かれてはいけない。慎しん重ちように、それでいて素す早ばやく、オレンジの木の元へたどり着く必要があるんだ。

　焦あせる気持ちを抑おさえつつ、僕たちは静かに歩みを進める。

　今のところ、群れの注意はブシドーちゃんたちに向けられている。このままの調子で近づけば、きっと大丈夫。自分で自分を安心させようとして、僕は心の中でそんなことをつぶやく。

　そのとき、すぐ側で軽い金きん属ぞく音おんが鳴り響ひびき、僕は思わず足を止めた。

　振り返り、何があったかを理り解かいする。リリィさんが、手持ちのカメラを地面に落としたんだ。

「ああっ！」

　そのことには自分自身でも気付いたのか、彼女は驚おどろきの声を上げる。

　リリィさんはカメラを拾おうとして身を屈かがめ、

「こ、壊こわれてないかしら──って、きゃっ！」

　しかし足を滑すべらせたのか、その場で盛せい大だいにすっ転んだ。

　派は手でな音と共に、彼女のスカートがめくれ上がり、白い素す肌はだが視し界かいに飛び込こんでくる。

　僕は反はん射しや的てきに顔を背そむけ、

「──あっ」

　視し線せんの先に映うつった『それ』に気付く。

「いたたたたた……」

　リリィさんは声を漏もらし、立ち上がりながら服に付いた土を払はらっていたが、僕の様子を見てキョトンとした表情を作った。

「どうかしたんですか？」

　首を傾かしげつつ、彼女は僕と同じ方角へと顔を向ける。

「──あっ」

　そして同じく、言葉を失った。

　僕たちの視線の先にいたのは、『影かげ』だ。

　奴やつらのうちの１匹ぴきが、こちらに気付き、ゆっくりとした足取りで近づいてきたんだ。

「あ、あ、あ……」

　リリィさんの表情が、見る見るうちに恐きよう怖ふの色に染まる。そして次の瞬しゆん間かん、背せを向けると、

「い、いやああああああああ────っ！」

　悲鳴を上げて、その場から逃にげ出した。

　オレンジの木から遠ざかろうとして、彼女は全力で駆かける。でも、その反はん応のうは逆ぎやく効こう果かだった。

「ガアアアアアアッ！」

　咆ほう哮こうを上げると、『影かげ』はその速度を一気に上げた。おそらくはリリィさんを標ひよう的てきだと見定めたのだろう。『影』は僕たちに目もくれず、彼女に向かって一直線に、草地を疾しつ駆くする。

　まずい！

「シノミヤ！」

　僕はシノミヤに向き直ると、簡かん潔けつに意図を伝えた。

「オレンジを、頼たのむ！」

「任まかせたまえ」

　突つき出された親指にうなずいてから、僕は全力でリリィさんを追いかける。

　──ブシドーちゃんたちは今、群むれの本体を相手にするので手いっぱいだ。だからあの二人の手を借りることはできない。かといって、リリィさんを放っておくわけにもいかない。このままだと彼女は『影』に襲おそわれ、まず間ま違ちがいなく、リタイアすることになるだろう。

　そんな事じ態たいは、絶ぜつ対たいに避さけなければならない。

　僕はもう、これ以上、誰だれにもリタイアして欲ほしくないんだ！

　リリィさんの背中に、『影』が迫せまる。気配を感じたのか、彼女は振ふり返り、その目を見開いた。

「ひゃん！」

　リリィさんは驚おどろきのあまりバランスを崩くずして、またもや地面に転ぶ。無む防ぼう備びなその身体からだへ、『影』が飛びかかった。

　そいつはリリィさんに覆おおいかぶさるようにして、口を大きく開ける。そしてその牙きばで、彼女の肉体を引き裂さこうとした、そのとき、

「うああああああああああっ！」

　僕は走る勢いきおいのまま、その『影』に組みついた。

　力を振り絞しぼって、リリィさんの身体から引き剝はがし、共に地面を転がる。

「ギガアアアアアアッ！」

『影』は雄おたけびを上げて、必死にもがく。だけど僕は力を緩ゆるめることなく、がっしりとその身体に抱だきついた。密みつ着ちやくしているからか、どうやら『影』は僕を嚙かむことができないみたいだ。視し線せんを動かすと、上半身だけを起こしたリリィさんの姿すがたが見える。

「リ、リリィさん、早く！」

「あ、ああああ……」

　声をかけるが、彼女はその場から逃にげようとせず、怯おびえた顔でこちらを見つめるだけだ。

　もしかして、また腰こしを抜ぬかしたのだろうか？

　と、その安あん否ぴに気を取られた瞬間、

「グオオオオオオッ！」

『影かげ』の叫さけびと共に、背せ中なかに強きよう烈れつな痛いたみが降ふりかかった。

「ぐうっ！」

　思わず苦く悶もんの声を漏もらし、歯を食いしばる。

　おそらく『影』の前足が、僕の背中を引っかいたのだろう。この状じよう態たいだと嚙かむことは防ふせげても、暴あばれる足までは抑おさえきれないんだ。その長い爪つめは、容よう赦しやなく何度も襲おそいかかってくる。

「ぐっ、ああっ！」

　耐たえがたい痛みを身に受けつつ、それでも僕は力を緩ゆるめたりはしない。

　だが、まずい。こうして『影』を抑えつけている間にも、僕の身体からだにはどんどんダメージが蓄ちく積せきされていく。おそらく背中の部分の衣服は、すでにビリビリに引き裂さかれているはず。このままだとダメージはさらに広がり、他の箇か所しよにも及およぶかもしれない。

『リタイア』の四文字が、脳のう裏りをよぎる。

　もう、どうにもならないのか。誰だれでもいい。誰でもいいから、この状じよう況きようをなんとかしてくれ！

　祈いのるような気持ちで、僕は固かたく目をつぶる。

「離はなれて！」

　──聞き覚えのある声が耳に届とどいたのは、まさにそのときだった。

「っ！」

　反はん射しや的てきに僕は目を見開き、組みついていた腕うでを『影』から離した。そして力いっぱいそいつを押おしのけると、地面を転がる。

　次の瞬しゆん間かん、『影』の全身に何かが巻まき付いた。あっという間にその身体は拘こう束そくされ、身動きを封ふうじられる。

　そう。『影』に巻き付いたのは、長い鎖くさりだ。

　鎖の先を目で追い、そこにいた少女の姿すがたを見て、僕は叫さけぶ。

「アリス！」

　栗くり色いろの髪かみの女の子──赤あか咲さきアリスは僕と目が合うと、不ふ機き嫌げんそうな顔でこちらを見下ろした。




　　　２




「元気そうね」

　僕の顔を眺ながめながら、アリスが最初に発した一言が、それだ。

「……今のこの状じよう況きようで、そう見える？」

「ええ。思っていたよりは、ね」

　平然とした口く調ちようで、彼女は続ける。僕を黒くろ幕まくだと強く疑うたがっているからか、相変わらず素そっ気けない態度だけど、いずれにせよ助けてもらったということに変わりはない。

　僕は立ち上がり、身体に付いた土を払はらう。

「ありがとう、助かったよ」

「どういたしまして」

　感かん謝しやの言葉に対しても、アリスは簡かん潔けつに応おうじるだけだ。

　と、彼女は視し線せんを動かし、自身が捕とらえた『影かげ』をじっと見つめた。

　僕たちを襲おそったその『影』は、全身に鎖くさりを巻まき付けられており、まるで身動きが取れないでいる。口もほぼ完全にふさがれているから、吠ほえることすらできない。

　そんな『影』を見下ろしつつ、アリスが軽く右手を動かす。するとその先にあった鎖が、鈍にぶい音を立てて切り離はなされた。

　彼女の手から離れた鎖は、しかしその姿すがたを消すことなく、『影』に巻き付いたままだ。アリスがスキルを使うところを、これまでにも何度か目にしたし、僕もその身で体たい験けんしたことがあるけれど、こういう使い方もできたのか。

　……いや、もしかして。

「『スキルの強化』って、これのこと？」

「そうよ」

　尋たずねると、彼女はあっさりと答えてくれた。

「見せた以上は隠かくしても仕方ないしね。自分自身の意思で、鎖を切り離せるようになったのよ」

　やっぱり、そういうことか。

「地味だけど便べん利りなのよね、これ。切り離した後はただの鎖になっちゃうけど、消えたりしないから、こういう使い方もできるし」

　彼女が何なに気げなく口にしたそのセリフに、僕は引っかかるものを感じる。

　切り離した後は、ただの鎖になる？　ということは、切り離さなければ、ただの鎖じゃないということだろうか？

　そういえば僕が鎖で拘こう束そくされたときも、ただ縛しばられただけではなく、身体からだの自由そのものを奪うばわれていたような感じだった気がする。それにアリス自身も自分のスキルについて口にしたとき、言ってたよな。『狙ねらった対たい象しようを追いかけ、その身の自由を奪う力を持っている』って。

　つまり、縛った相手がどれほどの力を持っていても、そう、たとえばそれがブシドーちゃんだとしても、その拘束を破やぶることはできない、ということなのかもしれない。

　これがアリスの持つ力、『束そく縛ばくの鎖』か。

　感かん嘆たんの思いと共に、僕は彼女に目を向ける。

　──そして、思わず息を吞のんだ。

　間近でアリスを見て、気付いたんだ。衣服のいたるところが擦すり切れていることに。

　細かいほつれや小さく破やぶれている箇か所しよも多々あり、ここに来るまでに苦しい道のりを歩いてきたであろうことが、容よう易いに想そう像ぞうできる。

　その姿すがたを目まの当あたりにして、僕は確かく信しんした。

　アリスは黒くろ幕まくなんかじゃない、と。

　もしも彼女が黒幕なら、こんなにも苦戦するはずがない。

　赤あか咲さきアリスは、僕たちの味方なんだ。

　そのことが分かったのなら、やるべきことは一つしかない。

「アリス」

　顔を上げ、アリスの目の前に立ち、僕は言った。

「付き合ってくれ」

「────へっ？」

　途と端たん、彼女は目を丸くし、

「ちょ、ちょっと、あんた、いきなり何を……」

　焦あせった口く調ちようと共に、その顔が見る見るうちに赤くなる。

　その反はん応のうをいぶかしく思いながらも、僕は言葉を続けた。

「レドからのアナウンス、アリスも聞いたんだろ？　最後のオレンジの木が、目の前にあるんだ。あと少しで、このステージをクリアできる。だから、君にも協きよう力りよくして欲ほしいんだ」

　切実な思いを込めて、そう告げると、

「……なんだ、そういうこと」

　アリスの表情には冷静さが戻もどり、呆あきれたような声を漏もらした。

　その意図が理り解かいできず、僕は首を傾かしげるが、伝えるべきことは伝えなければならない。

「もう全員、集まってるんだ。だから、アリスも一いつ緒しよに──」

「異い論ろんはないわ。さっさとこのクエストを終わらせましょう」

　言い終わる前に、アリスはきつい口調で答えた。

「そ、そうか。それは助かるよ」

　戸と惑まどいを隠かくせないまま、僕はぎこちない笑みを浮うかべる。彼女が何を考えているのか、やっぱり分からないけど、今はそんなことを気にしている場合じゃない。

「それじゃあ、お願いだ。リリィさんのことを頼たのみたいんだ」

「えっ？」

「どうやら、腰こしを抜ぬかしたみたいなんだよ。だからここで、彼女を守って──」

「わ、私、立てます！」

　僕の提てい案あんをさえぎるようにして、リリィさんが叫さけんだ。

　彼女はプルプルと足を震ふるわせながら、ゆっくりと立ち上がる。

「これ以上、皆みなさんにご迷めい惑わくをかけるわけにはいきません！」

「……分かりました」

　真まっ直すぐな瞳ひとみで見つめられ、僕は首を縦たてに振ふった。明らかに無理をしているように見えるけど、彼女自身の意思は尊そん重ちようしたい。

「では、アリスと一緒に、無理せず慎しん重ちように進んできてください。アリスも、それでいいかな？」

「別にいいけど、あんたはどうするのよ？」

「僕はシノミヤの援えん護ごに回る。あの人は今、一人だけで行動しているんだ」

　二人に背せを向け、オレンジの木へと視し線せんを移うつす。これまでの様子を見る限かぎり、おそらくシノミヤも僕と同様、こういう戦いに向いたスキルは持ってないのだろう。そんな人を、いつまでも一人にしておくわけにはいかない。

「あっ」

　そのとき、背はい後ごからアリスの声が聞こえてきたので、僕は振ふり向く。

　彼女は口元に手を当てながら、こちらを見つめていた。

「どうかした？」

「……背せ中なか」

「うん？」

　僕は自分の背中に手を当て、言葉の意味を理り解かいする。衣服が、ビリビリに破やぶれているんだ。

　さっきやられた、あれのせいか。だけど今はもう、痛いたみは全く感じてない。だからこそ、こういう状じよう態たいになっているんだってことも忘わすれていたわけだし。

「平気だよ、これくらい」

「……そう」

　僕の言葉に、アリスはわずかに目を伏ふせて、小さく息を吐はく。

「もしかして、心配してくれた？」

「はっ!?」

　しかし続くその問いには、彼女は眉まゆをつり上げて、きつい目でこちらをにらんだ。

「そんなわけないでしょ。ほら、さっさと行きなさいよ」

　追い払はらうように手を振ってから、アリスはリリィさんに肩かたを貸かして、その身体からだを支ささえる。

　一言、余よ計けいだったかな？　僕は頰ほほをかきつつも、気持ちを引き締しめて、軽く手を上げた。

「じゃあ、また後で！」

　そう言って、再ふたたび二人に背を向ける。

　そのとき、心の中はもう、オレンジのことでいっぱいだった。

　だから、

「……気をつけなさいよね」

　アリスのつぶやいたその言葉を、ちゃんと聞き取れないまま、僕は駆かけ出していった。







　オレンジの木の近くまでたどり着いたとき、その根元に人ひと影かげがあることに気付く。

　目をこらしてみて、それが誰だれなのかを確かく認にんすると、

「シノミヤ」

　僕は小走りに近づいて、声をかけた。

　その呼よびかけに、シノミヤは一いつ瞬しゆん、身体を震ふるわせたが、

「なんだ、シンゴ君か」

　こちらへ顔を向けると、静かに肩かたをなで下ろす。

「リリィ君は、無事なのかい？」

「アリスと一いつ緒しよに、こっちに向かってるよ」

「ふむ、アリス君とも合流できたんだね。こちらは見ての通り、今からこの木に登ろうとしていたところさ」

　そう言ってシノミヤは、木の幹みきに手を置く。

　視し線せんをブシドーちゃんたちへ移うつすと、派は手でに暴あばれ回る二人の姿すがたが飛び込こんできた。どうやらあの二人が、群むれを全て引き付けてくれているようだ。

　近くに危き険けんな生物はいない。今がまさに、最大の好機。

「オレンジを集めよう」

　そう告げると、シノミヤは無言でうなずき、抱だきつくようにして木を這はい上っていく。

　僕も同じように手をかけようとした、そのとき、

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　すさまじい咆ほう哮こうが聞こえてきて、思わず身をすくませた。

　慌あわてて振ふり返り、その正体に気付く。

　イノクマだ。

　丘の頂ちよう上じようで相対したあいつが、物もの凄すごい勢いきおいでこちらに突とつ進しんしてきたんだ。

　なぜ、こんなところに？　あいつは確たしか、ケイトに目を潰つぶされたはず。

　いや、だからこそか。視し力りよくを失ったイノクマは、目を覚ましたとき、ひどく混こん乱らんしたのだろう。

　何も見えず訳わけが分からないまま、もしかしたら匂においの有無で、自身が守っていたオレンジがなくなっていることに気付いたのかもしれない。

　そのせいで我われを忘わすれたイノクマは、力の限かぎり暴れ回っている。そして偶ぐう然ぜんなのか、あるいは、やはり匂いに惹ひかれてか、あいつはまた僕たちの前に現あらわれたんだ。

『ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

「木の上に避ひ難なんしよう！　シンゴ君、急ぎたまえ！」

　再さい度どの咆哮を耳にして、シノミヤが叫さけぶ。その声で我に返った僕は、無む我が夢む中ちゆうでオレンジの木にしがみついた。

　木の幹みきに足をかけ、両りよう腕うでに力を入れて、顔を上げる。

　──その瞬しゆん間かん、僕の脳のう裏りに、一つの光景が浮うかび上がった。

　同時に、激はげしい頭ず痛つうが襲おそいかかってくる。

「ぐ、うぁっ！」

　苦く悶もんの声を漏もらし、僕は手を離してその場にヒザを突ついた。突とつ然ぜん訪おとずれた衝しよう撃げきに困こん惑わくしながら、しかし僕はその痛みを無理やり押おし殺して、強引に身体からだを起こす。

　この感覚は、間ま違ちがいない。フラッシュフォワードが発動したんだ。

　だとすれば、今、目にしたものは、これから起きる未来の出で来き事ごとだ。そのことを理解すると同時に、僕は足を踏ふみ出した。

「シンゴ君！」

　背はい後ごから聞こえるシノミヤの声も無視して、僕は全力で駆かける。

　目の前に映うつるのは、イノクマの姿だ。

　狂くるったように暴れながら、あいつは群れの中心に向かって突つっ込んでいき、その猛もう進しんに巻まき込まれた生物たちは、悲鳴を上げて吹ふっ飛ばされる。

　もはや囮おとりだとかなんだとかを、考えるような状じよう況きようじゃない。集まっていた生物の大半は散り散りに逃にげ出していくが、そんなことは気にも留とめず、イノクマはがむしゃらに突つき進む。

　その先にいるのは、ブシドーちゃんたちだ。

　鉄てつ塊かいのような生物の接せつ近きんに、二人も気付いてはいたのだろう。すぐ側にいた『影かげ』たちを蹴け散ちらしつつ、イノクマが間近まで迫ったそのとき、二人は左右に飛び退いて、衝しよう突とつを回かい避ひした。

　──そこまでは、『すでに見た』光景だ。

　だから次に何が起きるのかも、僕には分かっている。

　イノクマという大きな脅きよう威いを、辛からくも避さけることができたおかげで、ケイトの心の中にはわずかに隙すきが生じていたのだろう。

　その隙を狙ねらうかのように、空を旋せん回かいしていた生物が、彼女に襲おそいかかった。

　狙いを定めた鳥たちは、獲え物ものに向かって一いつ斉せいに急きゆう降こう下かする。鋭するどいくちばしが、ケイトの身体からだへと迫せまったそのとき、

「ケイト！」

　叫びと共に、僕は彼女を突き飛ばした。

「っ！」

　背せ中なかを押おされたケイトは、その軽い身体を浮かせて、草地を転がる。同時に、僕はケイトがいた場所へと倒たおれ込こむ。

「て、てめえ、いきなり何を……」

　と、すぐさま起き上がったケイトが、怒いかりの形ぎよう相そうをこちらへ向けるが、

「なっ!?」

　瞬しゆん時じにその表情を固かたまらせた。

　僕の身体に、鳥たちのくちばしが突つき刺ささったからだ。

「────っ！」

　言葉にならない痛いたみが、一瞬にして広がる。

　頭から足の先まで、全身の肉をえぐられる感覚に、僕の意い識しきは吹ふっ飛びそうになった。

　しかし、ケイトはすぐさま銃じゆうを構かまえると、

「うおおおおおおおお────っ！」

　力の限かぎりに連れん射しやし、僕を襲った鳥たちに弾だん丸がんを叩たたき込む。

　彼女の放った銃弾は、その全てがヒットし、鳥たちの身体は吹き飛んだ。そしてそのまま、霧きりのように消えていく。

「おい、お前！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　ケイトは僕の側に駆かけ寄よると、焦あせりの混まじった表情で顔を覗き込んだ。

「ケ、ケイトは、無事か？」

「ああ、おかげさまでな」

「そ、そうか」

　それはよかった、と言葉を続けようとしたとき、僕の身体からだに異い変へんが起きる。

　引き裂さかれるような音と共に、全身の衣服が弾はじけ飛んだんだ。

　呼こ応おうするかのように、身体中に走っていた激げき痛つうは、徐じよ々じよに薄うすらいでいく。

「ま、まさか……」

　僕は上半身を起こし、自分自身を眺ながめてみて、確かく信しんする。

　シャツも、ジーンズも、靴くつも、下着も、何もない。

　鳥たちの強きよう襲しゆうによるダメージで、僕は全ぜん裸らになってしまったんだ。

　ここでリタイア、か……。

　全員が僕の裸を確かく認にんすれば、ルーシーと同じように、この世界から強きよう制せい的てきに退たい場じようさせられることになるのだろう。

「──バカ野や郎ろうが」

　苦々しく顔を歪ゆがめ、ケイトが目をそらす。けれど僕の心の中は、不思議と満ち足りていた。

「……いや、これでいいんだ」

　笑みを浮うかべると、ケイトはわずかに眉まゆをひそめる。

「さっき、見えたんだ。ケイトがあの鳥に襲おそわれて、リタイアする未来が」

「……フラッシュフォワードってやつか」

「ああ。だけど、ケイトは助かった。未来を変えることができたんだ。だから、これでいいんだよ」

「……」

　ケイトは何かを言おうとして口を開きかけたが、

『ゴアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　そのときイノクマが進路を変えて、叫さけびと共にこちらへ向かって突つっ込こんできた。

「ちっ」

　ケイトは慣なれた手付きで素す早ばやく弾だん丸がんを装そう塡てんし、暴あばれ狂くるう猛もう獣じゆうを迎むかえ撃うとうとする。暴ぼう走そうするイノクマは、僕たちの間近へと迫せまる寸すん前ぜんで、しかし突とつ如じよとして身体を硬こう直ちよくさせた。

　その全身に、長い鎖くさりが巻まき付いたからだ。

『ガギャッ！』

　イノクマは悲鳴を上げ、走る勢いきおいのまま地に伏ふせ、地面を転がる。動きが止まったところで、鎖の主──赤あか咲さきアリスはリリィさんに肩かたを貸かしながら、その側まで近付いてきた。

　巨きよ獣じゆうの動きが封ふうじられていることを確かく認にんすると、彼女はちらりと僕へ視し線せんを移うつす。

「……バカ」

　そして一言、それだけを口にすると、顔を背そむけた。

「シ、シンゴさん、そのお姿すがたは、いったい……」

　リリィさんは手で顔を隠かくしつつ、指の隙すき間まからこちらを覗のぞき見て、頰ほほを染そめている。

「あっ……」

　その反はん応のうを目まの当あたりにして、僕は改めて自分が全裸であることを思い知らされた。

　そう、だよな。僕は今、あられもない姿すがたを、みんなに見られているんだ。しかもこの姿は、ゲームの記録として残される。そのことを自覚した途と端たん、様々な感情が襲おそいかかり、顔が熱くなった。

「どうしたんだい？」

　と、そこへシノミヤが、両手にオレンジを抱かかえて近づいてくる。どうやら全てのオレンジを集め終えたみたいだ。

「ふむ」

　シノミヤは僕の姿を見て、全てを察したのだろう。小さくうなずき、簡かん潔けつに言葉を口にした。

「悔くいはないみたいだね」

「えっ？」

「なんだか、晴れやかな表情をしているから」

　そう言われて、僕は自分の顔に手を当ててみる。

　悔いはない、か。そんな自覚はなかったけど、でも、シノミヤの言う通りかもしれない。

　自分の身に災さい厄やくが降ふりかかったことで、僕はこのゲームの非ひ道どうさを、心の底から実感した。

　そして同時に思ったんだ。ルーシーも、僕とおんなじように感じていたんだろうな、と。

　だとしたら、やっぱり僕の行動は正しかったのだろう。こんな気持ちをこれ以上、他の人に感じさせちゃいけない。当然、ケイトにも、だ。

　僕はここでリタイアすることになるけど、その前に一人だけでも、最悪の事じ態たいから救うことができたんだ。ならばもう、思い残すことは何もない。

「そうだね、悔いはないよ。ここから先のことは、みんなに任まかせる」

　そう告げると、僕は立ち上がり、両手足を広げてさらに続けた。

「さあ、見てくれ！　僕は今、素すっ裸ぱだかだ！　僕の裸を、みんなの目に焼き付けてくれ！」

　全ぜん裸らであることを全員が確かく認にんすれば、僕はリタイアになる。どのみち避さけられない運命なら、さっさと済すませて欲ほしい。そんな思いを胸むねに、僕は固く目をつぶってそのときを待つ。

　……しかし。

「あ、あれ？」

　周囲には気まずい沈ちん黙もくが流れるばかりで、僕が退たい場じようしそうな気配は訪おとずれない。

　それはつまり、僕の裸を見ていない人がいる、ということか。

　いったい誰だれが、と思いながら周囲を見回してみて、気付く。ブシドーちゃんが少し離はなれたところで背せを向け、立ち尽つくしていたんだ。

　イノクマの暴ぼう走そうによって、ケイトと分ぶん断だんされた彼女には、僕がどんな状じよう況きようにあるのかが伝わっていないのかもしれない。

「ブシドーちゃん！」

　呼よびかけると、ブシドーちゃんは振ふり向き、しかしそのとき、僕は改めて気付かされる。

　彼女は、両目を固く閉とざしていたんだ。

　そうか、そういうことか。僕がどんな状況にあるのか、ブシドーちゃんは分かっているんだろう。

　分かった上で、目を開けようとしない。僕をリタイアさせたくないからだ。

　これまでのことを思えば、彼女がそういう行動に出るのも、当然と言えば当然かもしれない。でも、このままでは事じ態たいは進しん展てんしない。そんなことをしても、僕が助かるわけじゃないのだから。

「目を開けてくれ、ブシドーちゃん！　僕はもう、リタイアするしかないんだ！」

「……」

　懇こん願がんするように叫さけぶが、しかしブシドーちゃんは首を横に振ふるだけだ。

「このままだと、僕は裸を晒さらし続けることになる。それは僕の望むところじゃない。だから、お願いだ。目を開けて欲ほしい」

「……っ！」

　諭さとすように話しても、彼女は断だん固ことして拒きよ否ひし、かたくなに目を開けようとしない。

　いったいどう言えば分かってくれるのだろうかと、僕は途と方ほうに暮くれる。

　──そのとき、視し界かいの端はしに何かが映うつり、わずかに視線をずらし、

「っ！」

　即そく座ざに表情を固くする。

　ブシドーちゃんの側へと忍しのび寄よる、『影かげ』の姿すがたが見えたからだ。

　イノクマの乱らん入にゆうによって、猛もう獣じゆうの群むれは散り散りになったけれど、その全てがいなくなったわけではなかったんだ。

　目を閉とじ、棒ぼう立だちになったままのブシドーちゃんを狙ねらって、その『影』が飛びかかる。

「危あぶない！」

　僕は叫び、彼女の元へと駆かけようとするが、

「──っ！」

　しかしブシドーちゃんは無む造ぞう作さに刀を振り上げると、その刀身を『影』の頭へと叩たたき込こんだ。

　当然、目を閉じたままだ。

　その『影』は押おし潰つぶされるようにして地面へと叩き付けられ、悲鳴も上げずに霧む散さんする。

　息つく暇ひまもなく、別の猛獣がブシドーちゃんに襲おそいかかってくるが、それでもやはり彼女は揺ゆるがない。先ほどと同じように、力ちから任まかせに刀を振り、猛獣の胴どう体たいを真っ二ぷたつにしたんだ。

　──心しん眼がん、というやつだろうか。

　目を閉じていても、気配や音で『敵てき』の存そん在ざいを察知し、問もん答どう無む用ようで斬きり伏ふせたのだろう。

「今の彼女には、うかつに近づかない方がいいかもしれないね」

　シノミヤは感心したような、それでいて呆あきれたような言葉を漏もらすが、でも、その通りかもしれない。その後もブシドーちゃんは襲い来る猛獣を何度も撃げき退たいし、そうこうしているうちに、周囲から脅きよう威いと呼よべそうな存在は、全て消え去っていた。

　その圧あつ倒とう的てきな振る舞まいに、僕はただ、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかない。ブシドーちゃんの身しん体たい能のう力りよくは、僕たちの中でも群ぐんを抜ぬいている。仲間だと考えるのなら、これほど頼たのもしい人もいないだろう。

　でも、それでもやっぱり、何も変わらないんだ。彼女がどれほどの活かつ躍やくを見せたところで、僕はリタイアするのだから。

「ブシドーちゃん」

　僕は余よ計けいな言葉を重ねず、ただ彼女の名前だけを口にする。おそらくその一言で、こちらの意図は伝わったんだとは思う。

　だけど、ブシドーちゃんは変わらず、首を横に振ふるばかりだ。

「──ったく、仕方ねえな」

　そんな膠こう着ちやく状じよう態たいを打ち破やぶるかのように、誰だれかが口を開いた。

　振り返ると、頭をかくケイトの姿すがたが飛び込んでくる。

　彼女は僕を一いち瞥べつすると、懐ふところから一発だけ弾だん丸がんを取り出し、手持ちの銃じゆうに装そう塡てんした。

　その途と端たん、黄金色に輝かがやいていたその銃は、まばゆい閃せん光こうを放つ。

　そして次の瞬しゆん間かん、その銃身は鈍にぶい銀色に染そまった。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろく僕へ、ケイトはその銃口を向ける。

「お前、あたしを信じられるか？」

　……こうして銃を突き付けられるのは、もう何度目だろうか。

　リタイアすることを覚かく悟ごした今でも、『死』を直感させられるこの行こう為いには、肝きもを冷やされる。

　だけど、ここで思考を停止しちゃいけない。考えろ、彼女が投げた問いの意味を。

　ケイトは決して『いい人』なんかじゃない。乱らん暴ぼうで、粗そ野やで、マイペースで、その言動は、どこまでも自分勝手だ。

　それでも、このゲームをクリアしたいという、その思いだけは本物なのだろう。

　そういう意味では、彼女は黒くろ幕まくなんかじゃない。少なくとも僕は、そう思っている。

　ならば、答えは一つだ。

　まっすぐにケイトを見つめ、僕は口を開いた。

「ああ、信じられるよ」

「……」

　サングラス越ごしにお互たがいを見合い、僕たちは静かな火花を散らす。他のみんなも緊きん張ちようした面おも持もちで、成り行きを見守っている。

　息が詰つまるような静せい寂じやくが訪おとずれるが、しかしそれもほんのわずかな間のことだった。

「……何も考えずにうなずくような奴やつなら、見み捨すててたかもしれねえな」

　口を開くと同時に、ケイトはためらいもなく、引き金を引いた。

「っ！」

　轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、銃じゆう弾だんが眉み間けんに突つき刺ささる。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受け、僕は背せをのけ反ぞらせた。

　そのまま地面に倒たおれ、頭の中は真っ白になる。

　──けれど、痛いたみはなかった。

　それどころか、かすかな心地ここちよさすら感じている。

　どういうことだ？　僕は今、ケイトの銃で頭を撃うち抜ぬかれたはずなのに。

　呆ぼう然ぜんとしつつ、ゆっくりと上半身を起こす。その瞬間、全身が急きゆう激げきに輝かがやき、何かを考える暇ひまもなく、一気に光が弾はじけた。

「くっ！」

　そのまばゆさに、思わず目を閉とじる。突とつ然ぜんのことに、僕はただ戸と惑まどうしかない。

　やがて光は収おさまり、徐じよ々じよに視し力りよくが戻もどってくる。

　いったい何が起きたんだろう？　軽く頭を振ふってから、僕は自分の身体からだを眺ながめる。

「はっ？」

　同時に、驚おどろきの声が口から漏もれた。

　数々のダメージを受けて、僕は確たしかに、全ぜん裸らになったはず。

　それなのに、服が元通りになっているんだ。

　シャツも、ジーンズも、その他の全ても、目が覚めたときと全く同じ状じよう態たいに戻もどっている。

　混こん乱らんする頭に手を当て、何も言えないでいると、

「ヒールショット。それが、あたしのスキルの名前さ」

　僕を見下ろしながら、ケイトが静かにつぶやいた。

「ヒール、ショット？」

　呆ぼう然ぜんとしながら尋たずねると、彼女は肩かたをすくめて、手に持った銃に目を向ける。

「名前の通りさ。お前に撃った弾丸には、回かい復ふくの効こう果かがあったんだよ。どれほどのダメージを受けていても、その全てが元に戻る。つまり、お前は助かったんだ」

　ケイトの言葉を理り解かいするのには、少しの時間が必要だった。

　僕は、助かった？　ケイトがスキルを使って、僕を助けてくれた？

「で、でも、ケイトのスキルって、狙ねらった相手に必ず当たるっていうものだったんじゃ……」

「あたし自身が、『そうだ』と言ったか？」

「あっ……」

　そういえば、スキルについて尋ねたとき、ケイトはにやりと笑っただけで、はっきりとは答えなかったよな。

　つまりあれは、ブラフだったのか。

　だけど、考えてみれば当然だ。自分の持つスキルのことを、黒くろ幕まくだと疑うたがっている相手に対して、わざわざ説明する必要なんてないのだから。

「……すごく、便べん利りな力だね」

　助けてもらったことへの感かん謝しやを述のべるより先に、僕の口から出たのは、彼女が持つスキルへの率そつ直ちよくな感想だった。目まぐるしい状じよう況きようの変化に、感情が追い付かないんだ。

「ふっ、まあな」

　そんな僕の表情がおかしかったのか、ケイトは軽く笑い、言葉を続ける。

「便べん利りな分、リミットもでかいけどな。どんな効果なのかを、撃うつ相手に事前に伝えちゃいけないし、弾丸も一発だけ。その上、この身体からだだ。割に合うかどうかは微び妙みようなところさ」

　何なに気げなく語られたその言葉に、目を丸くする。弾丸は、一発だけ？

「それって、もう、そのスキルは使えないということか？」

「ま、そういうことになるな」

　僕の問いに、ケイトはあっさりと答える。

　しかし僕は、彼女のようにはすんなりと受け止めることができなかった。

「なぜ、僕に？」

　心の中に浮うかんだ疑ぎ問もんが、そのまま口からこぼれ出る。

　ケイトは僕を、黒くろ幕まくかもしれないと疑うたがっていた。だから、もしも僕があのままリタイアしていれば、彼女にとっても好都合だったはず。

　それなのに、どうして一度しか使えない貴き重ちようなスキルを、僕なんかに使ったんだ？

「簡かん単たんな話さ」

　僕の思いが伝わったのか、ケイトは懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出しつつ、さらに続けた。

「ここでお前がリタイアしたら、デメリットが大きいんだよ」

「デメリット？」

「お前のスキルは、ゲームを有ゆう利りに進められる優ゆう秀しゆうな能のう力りよくだ。お前にはまだまだこれから先も、未来を見てもらわなきゃいけない。だから、こんなところで脱だつ落らくしてもらっちゃ困こまるんだよ。実じつ際さい、その力のおかげであたし自身も助けられたわけだし。……それに、もしお前がリタイアすると、あの女も役立たずになっちまう可か能のう性せいが高いからな」

　と、彼女はブシドーちゃんへと顔を向ける。

「あいつはこのゲームで、一番のキーキャラだ。あのバカ高い身しん体たい能のう力りよくは、ゲームの攻こう略りやくには絶ぜつ対たいに欠かかせない」

　そう言ってケイトは、再ふたたび僕を見つめた。

「ようするに、主力二人を失うわけにはいかねえんだよ。だから、これがベストな選せん択たくなんだ」

　話は終わりだとばかりにそっぽを向くと、彼女はキャンディを口に突つっ込こむ。

　……なるほど、そういうことか。

　ケイトはゲームを攻略する上で、最さい善ぜんと思われる判はん断だんを下しただけなんだ。

「理り解かいしたよ」

　僕はそう答えてから立ち上がると、ブシドーちゃんに向かって言った。

「ブシドーちゃん、もう大だい丈じよう夫ぶだ！」

　その声が届とどいたのか、事じ態たいを把は握あくしかねていたであろう彼女は、恐おそる恐るといった感じで目を開ける。そして僕の衣服が元に戻もどっていることを確たしかめると、表情を輝かがやかせて駆かけ寄よってきた。

　そんなブシドーちゃんの様子を微笑ほほえましく思いながら、

「ケイト」

　僕はケイトへと向き直り、言葉を続ける。

「ありがとう」

　その一言に、彼女の眉まゆがわずかに動いた。

「礼なんて必要ねえよ。あたしはただ……」

「分かってる。それでも言わせてくれ。ありがとう」

　感かん謝しやの言葉を再ふたたび述のべて、僕は頭を下げる。

「……ちっ」

　ケイトは舌した打うちすると、手持ちの銃じゆうへと視し線せんを移した。スキルを使い切ったからか、その銃身は、元の黄金色に戻もどっている。

　周囲には和なごやかな空気が流れ、みんなの心には平へい穏おんが戻りつつあるように思えた。

「ところで、このステージはどうやったらクリアになるの？」

　そんなとき、アリスが当然と言えば当然の疑ぎ問もんを口にして、僕は気持ちを引き締しめる。

　そうだ、第２のクエストはまだ続いているんだ。確たしかレドは、オレンジを全て集め終えたら、ステージクリアになると言っていたはず。それなのに、どうして？

「分からないことは、聞いてみるしかないね」

　シノミヤは僕たちを見回してから、少し大きな声で叫さけんだ。

「レド、教えてくれ！」

　刹せつ那な、どこからともなくレドが現あらわれ、シノミヤを見上げる。

『何か御ご用ようでしょうか？』

「全てのオレンジを集め終えた時点で、第２のクエストは終しゆう了りようだと言ったよね？　でも、ボクたちはまだこのステージに留とどまったままだ。ステージクリアの条じよう件けんを説明して欲ほしい」

『ふむ、説明不足でしたわね。正せい確かくに言えば、集めたオレンジを全て「仕し舞まった」時点で、ステージクリアとなるのです』

　答えながら、レドはシノミヤが抱かかえたオレンジを見つめる。

『誰だれの所有物かをはっきりさせなければ、罰ばつゲームも下しようがありませんからね。そういうわけなので、さっさとそのオレンジを処しよ理りしてくださいませ』

　それだけを言い終えると、レドは即そく座ざに姿すがたを消し、辺りには静せい寂じやくが戻った。

「ま、理りにかなっているな」

　その静けさを、ケイトのつぶやきが打ち破やぶる。

「あたしとあの女に、３つずつという約束だったよな。ほら、さっさと寄よこしな」

「うん。約束は約束だね」

　彼女は手を差し出し、その要求に、シノミヤは異い議ぎを挟はさむことなく応おうじた。

「ブシドーちゃんにも、はい」

「……」

　手て渡わたされたオレンジを、ブシドーちゃんは戸と惑まどいながらも自分の中に仕し舞まい込こむ。

　あとは、残る１つの処理だけだ。

　囮おとり役やくを引き受けてくれた二人には、それぞれ３つずつのオレンジが与あたえられるということになっていたけど、残る１つをどうするかは、ちゃんと話し合ってなかったんだよな。

　その１つをどうすべきかと考えていると、

「こいつでいいだろ」

　ケイトは投げやりな口く調ちようで、僕を指差した。

「少なくとも、シノミヤや眼め鏡がね女おんなよりは、最後のオレンジ獲かく得とくに貢こう献けんしたはずだぜ」

「異い論ろんはないよ」

　シノミヤは軽く肩かたをすくめつつも、僕にオレンジを投げて寄よこす。

「め、眼め鏡がね女おんな……」

　リリィさんはケイトの言葉にちょっとしたショックを受けていたが、その心しん境きように同情しつつも、僕は投げ渡わたされたオレンジをじっと見つめる。

　本当に僕がもらっていいのか、という疑ぎ問もんは頭に浮うかんだものの、今はそのことを議論する気にはなれない。とにかく、さっさとこのステージを終わらせたいんだ。

　僕がオレンジを受け取ることに反対する人もいないみたいだし、いいんだよな？

　心の中で念じて、僕はそのオレンジを仕し舞まい込こんだ。

　……それでも、周囲にはなんの変化も起きない。

「どういうこと？」

　アリスが疑問の声を上げ、僕も戸と惑まどいに眉まゆをひそめた。ケイトもすでに、オレンジを仕舞い込んでいるみたいだし、それなのにどうして？

「えっ」

　そのとき、リリィさんが驚おどろきの声を上げた。彼女の視し線せんの先にいるのは、シノミヤだ。

「あっ」

　僕も同じようにシノミヤを見て、声を漏もらす。

　その手の中に、オレンジがあったからだ。

　それも１つや２つじゃない。７つも、だ。

　僕たちにオレンジを渡した後、自分が持っているオレンジを『外』に出したのだろう。

　いや、でも、おかしいぞ。だって、シノミヤが持っていたオレンジって、確たしか……。

　僕の疑問を余所よそに、シノミヤはケイトに近ちか寄より、

「ケイト君、受け取りたまえ」

　手持ちのオレンジを、無理やり押おし付けた。

「お、おい」

「全部、あとで説明するよ。だから、ほら」

「……」

　ケイトは戸と惑まどいながらも、手渡されたオレンジを全て受け取り、自分の中に仕舞い込んだ。

　──その瞬しゆん間かん、僕たちの身体からだは光に包つつまれる。

　そして気が付いたときには、全員が大おお広ひろ間まへと戻もどってきていた。

「ステージクリア、だね」

　飄ひよう々ひようとした態たい度どで、シノミヤが全員を見回す。

「……説明しろ」

　そんなシノミヤに臆おくした様子もなく、ケイトが簡かん潔けつに言葉を述のべた。

「何がどうなっている？　お前はいったい、何をしたんだ？」

　彼女の疑問も、当然と言えば当然だ。シノミヤの行動には、不ふ可か解かいな点が多い。

　記き憶おくが確たしかなら、あの人は２つしか、オレンジを持っていなかったはず。それなのに、なぜ７つものオレンジを抱かかえていたんだ？

「持っているオレンジの数を、再さい確かく認にんしたまえ。それで、君たちの疑ぎ問もんは解かい決けつするはずだ」

　僕たちの思考を読んだかのように、シノミヤは無感情にそう告げる。

　それぞれが持っている、オレンジの数？

　僕はさっきまで２つだったけど、最後に１つもらったことで、合計３つだ。

　リリィさんも３つで、ブシドーちゃんは最後にもらった３つを加えれば、全部で７つ。

　で、アリスはオレンジの木を３本攻こう略りやくしたんだから、21個か？

　ケイトは10個だったけど、囮おとり役やくの報ほう酬しゆうとして３つ、そして最後の最後に与あたえられた７つを加えたら、合計で20個ということになる。

　で、シノミヤは……、

「ボクはあと二つ、オレンジを持っているよ」

　僕の思考を補おぎなうかのように、シノミヤはそんな言葉を口した。

　そうなると、つまり、どうなる？

　全員のオレンジの数を足すと、
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　……いやいや、待て待て。

　オレンジの合計数は、７×７の49個だったはずだ。それなのになぜ、７つも多い？

「計算が間ま違ちがっているからだよ」

　表情から何を考えているのか察したのだろうか、シノミヤはさらに続けた。

「……いや、そんなはずはないよ。僕が３つ、リリィさんも３つで、ブシドーちゃんは全部で７つ。アリスはオレンジの木を、３本攻略したんだから──」

「えっ」

　そこまで言ったところで、アリスが目を丸くしてこちらを見つめた。

「わたし、オレンジの木は２本しか見つけてないわよ」

「……は？」

　続く言葉に、今度は僕が目を丸くする番だった。

「２本、だけ？　つまり、手に入れたオレンジは21個じゃなくて、14個？」

「ええ、それがなんだっていうの？」

　一人で行動していた彼女には、僕が困こん惑わくする理由が分からないらしく、首を傾かしげるばかりだ。

「……それなら辻つじ褄つまは合うな。３　＋　３　＋　７　＋　14　＋　20　＋　２　＝　49だ」

　ケイトは表情を歪ゆがめながら、シノミヤを見上げる。そして視し線せんの先に銃じゆう口こうを向けて、言った。

「つまり、シノミヤはオレンジの木を、２本見つけていたってことだ。その上で、そのことを隠かくしていた。それで数は合うはずだ」

　……そうか、そういうことか。

　合流した時点で、シノミヤはオレンジを７つ持っていると、僕たちは思い込んでいた。

　だけど実じつ際さいにはあの時点で、14個持っていたんだ。

　それはすなわち、オレンジの木を２本、見つけていたことを意味する。

「でも、あんな短期間に、どうやって？」

「運が良かった、としか言いようがないね。最初に見つけたオレンジの木には、外がい敵てきらしい生物もいなくて、いたって平へい穏おんそのものだったんだ。だからこそ、２本目の木を見つけたときには警けい戒かいを怠おこたって、君たちに迷めい惑わくをかける結果になったわけだけど」

「……ちょっと待ってくれ」

　シノミヤの言葉を聞きながら、僕はあることに気付く。最後のオレンジの木を確かく保ほする段だん階かいで、それぞれの持っている個数はこういうことだったということ。

　アリス　14

　ケイト　13

　シノミヤ　９

　ブシドーちゃん　７

　リリィさん　３

　僕　３

　シノミヤの立場からすれば、それぞれがどれだけの数のオレンジを持っているのか、分かっていたはずだ。そして、もし最後のオレンジを全て自分で確かく保ほしていれば、９　＋　７で16個。

　アリスを抜ぬいて、１位通つう過かをしていたはずなんだ。

　実じつ際さいに、そのチャンスはあった。最後のオレンジを取りに行ったのは、シノミヤだったのだから。

　それなのにこの人は、抱かかえたオレンジを自らの中に仕し舞まおうとはしなかった。あまつさえ、確保していたオレンジを７つもケイトに渡わたしたことで、現げん在ざいの手持ちの数は、２つだ。

　つまり、自らの意思で最下位に落ちたということになる。

　同じことには、ケイトも気付いたのだろう。彼女は無言のまま、シノミヤをにらんでいる。

「不ふ可か解かいだという表情だね」

　ケイトの視し線せんを受けて、シノミヤは仮か面めん越ごしに彼女を見つめた。

「ボクも最初は、君たちを出し抜ぬくつもりではいたんだ。どさくさにまぎれて最後のオレンジを確保すれば、１位通過できる。言い訳わけなんて後で考えればいい。そういうふうに、ね」

「じゃあ、なぜだ？」

「全ては、ケイト君の行動が原げん因いんなんだ」

「はっ？」

「一度しか使えないスキルを消しよう費ひしてまで、黒くろ幕まくかもしれない人物を助ける。そんな行こう為いを、皆みなが目まの当あたりにした直後に、僕が君たちを裏うら切ぎって１位通過したら、どうなると思う？」

「どうなるって、そりゃあ……」

「当然、非ひ難なんは集中するだろうし、信用だってガタ落ちさ。おそらくはそれ以い降こうのゲームで、誰だれもボクに協力してくれなくなるだろう。それどころか、明めい確かくに敵てき対たいされる可能性だってある。そういう事じ態たいを避けるために、計画を変へん更こうしたんだ」

　そう言ってシノミヤは、全員を見回した。

「簡かん単たんに言えば、『君たちの敵てきじゃない』というメッセージだね。みんなからの信しん頼らいを得るためなら、最下位に落ちるくらい安いものだよ」

「……そういうこと、自分で言ったら、ありがたみがないと思うんだけど」

「言わなきゃ分かってくれないだろう？」

　アリスは呆あきれた表情を浮うかべるが、シノミヤは人差し指を立てて、軽く振ふってみせる。

「──待て、それだけじゃあ説明が付かないぜ」

　そのとき、何事かを考えていたケイトは、顔を上げてシノミヤを見た。

「つまりお前は、隠かくし事をしていたことに対して、責せき任にんを取りたいんだろ？　それは分かるさ。でも、だったらなぜ、あたしにオレンジを渡わたしたんだ？　自分が最下位になるだけなら、残りのオレンジは誰だれに渡しても良かったはずだ。だけどあのとき、お前は明らかに、あたしだけにオレンジを手渡そうとしていた。その理由はなんだ？」

「だから、言ったじゃないか。君の行動が原げん因いんだって」

　真しん剣けんな口く調ちようで問う彼女に対して、シノミヤはやはり、態たい度どを変えずに答える。

「あれほど愛に満ち溢あふれた決けつ断だんは、なかなかできることじゃないからね」

「あ、愛!?」

　ケイトは高い声を上げて背せ中なかをのけ反ぞらせ、その拍ひよう子しにサングラスが軽くずり落ちた。

「あ、愛って、お前──」

「あの献けん身しん的てきな行こう為いに、ボクは感動した。だから、ケイト君を１位通つう過かさせたくなった。ただそれだけのことさ」

　ケイトの言葉をさえぎり、シノミヤは軽やかな口調で語る。

「……ちっ」

　そんなシノミヤの態度に気き勢せいをそがれたのか、彼女は舌した打うちをしてから銃じゆうを懐ふところに戻もどした。

『お話は済すみましたでしょうか？』

「っ！」

　──刹せつ那な、背はい後ごから声が聞こえてきて、僕は身体からだをビクつかせる。

　そろそろ現あらわれるだろうなとは思っていたのに、まだまだ慣なれないなあ。

　振ふり向くと、レドがこちらを見上げて、パタパタと羽を動かしていた。

『おめでとうございます。第２のクエストは、これにて終しゆう了りようとなります。お疲つかれ様でした』

　頭を下げると、レドはさらに続ける。

『それではこれより、結果発表へと移うつらせてもらいます。１位通過した方には特とく典てんが、最下位の方には罰ばつゲームが、それぞれ与あたえられることになっています。皆みな様さま、当然覚えてますよね？』

「いいから、さっさと進めなさいよ」

　苛いら立だつアリスを見て小さくうなずくと、レドは高らかに声を上げた。

『１位通過は、ケイト・イエローライト様です！』

　言い終わった瞬しゆん間かん、部屋中にファンファーレが鳴り響ひびくが、僕たちの顔に浮うかぶのは白しらけた表情ばかり。順位については話し合ったばかりなんだから、みんな分かりきっているんだ。

『１位通つう過かの方には以下の３つの中から一つだけ、お好きな特とく典てんを──』

「リミットの緩かん和わだ」

　レドの言葉をさえぎって、ケイトが簡かん潔けつに希望を述のべる。

「スキルはもう使えないんだから、強化したって意味がねえ。追加装そう備びとやらも確かく実じつ性せいに欠かけるから却きやつ下かだ。となれば、あたしが選ぶべき特典は一つだけだ。この身体からだをどうにかしてくれ」

　自分の胸むねに手を置いて、彼女はレドを真正面から見つめた。

『分かりました。それでは』

　説明を中ちゆう断だんされたことへの不満はなかったのか、レドはあっさりとその希望に応おうじる。再ふたたびうなずき、羽の先をケイトに向けると、途と端たんに彼女の身体は光に包つつまれた。

「うっ……」

　つぶやきを漏もらしたケイトは真っ白に輝かがやき、強きよう烈れつな閃せん光こうを放つ。しかしその光は一いつ瞬しゆんで消え失せて、いつの間にかその身体は元に戻っていた。

　……いや、違ちがう。正確に言えば、元に戻ったわけではない。

　ケイトの身体は、さっきよりも背せ丈たけが伸のびていたんだ。

　小学生並なみだった体たい形けいが、今は中学生くらいへと成長している。身しん長ちようは１４０センチあるかどうかといったところか。

　手足の細さはあまり変わってないけれど、身体のところどころには丸みを帯びていて、これまでの彼女とは違ちがった印いん象しようを受ける。

「へっ、ちっとはマシになったか」

　自みずからの肉体を眺ながめながら、ケイトは口元を歪ゆがませる。彼女が着ていた衣服は、その体たい格かくに合うようにと、サイズが変へん更こうされていた。おそらくは『ゲーム的な処しよ理り』というやつなのだろう。

　と、レドが僕を見上げつつ、唐とう突とつに口を開いた。

『エッチなイベントでも期待されましたか？』

「へっ？」

『急きゆう激げきな体形の変化に耐たえ切れず、服が破やぶれる。そういったうっかりハプニングも、それはそれで面おも白しろそうですわよね。しかし、特典を受けたのに損そん害がいを被こうむるというのは、ゲーム的に不公平なので、残念ながらそのような展てん開かいはお見せすることができません。ご期待にお応こたえすることができず、まことに申もうし訳わけありません』

「……いや、あの、何を言ってるんだ？」

　唐突に語られた内ない容ように、僕は戸と惑まどうばかりだ。

　うっかりハプニング？　そんなこと、僕は考えてないのに。

　だけど、僕にとっては意味不明な言動でも、『トウサカシンゴが黒くろ幕まく』だと疑うたがっている人からすれば、レドの言葉は真実に近いものだったのだろう。

「……最低」

　侮ぶ蔑べつに満ちた眼まな差ざしを向けて、アリスが僕にきつい一言を浴あびせる。

「この変へん態たい野や郎ろうが」

　同様に、ケイトは両手で、自身の身体からだを隠かくすように覆おおって、吐はき捨すてるような声を出した。

「シンゴさん……」

　リリィさんはただ、僕の名前を口にしただけだが、距きよ離りを取るかのように一歩後ずさる。

「え、えっと、みんな……？」

　その露ろ骨こつすぎる反はん応のうに動どう揺ようした僕は、救いを求めてブシドーちゃんに目を向けるが、

「……」

　彼女は無言でこちらを見つめた後、気まずそうに顔を背そむけた。

　みんなの反応を眺ながめていたシノミヤは、僕に近づくと、肩かたに手を置き、

「ドンマイ」

　そう言って、親指を突つき立ててみせた。

　……ドンマイ、じゃないよ、まったく。

「いいよ、もう。変態ってことでいいから、話を進めてくれ」

　ため息をついて、僕はレドに先をうながす。言い訳をしようにも、まともに聞いてくれそうな雰ふん囲い気きじゃないし。

『分かりました。それでは続いて、最下位の方の発表です』

　自分の発言が原げん因いんで招まねいた出で来き事ごとに、まるで関心がないのか、レドは平然と言葉を続けた。

『最下位は、シノミヤ様です！』

　再ふたたびファンファーレが鳴るが、これも分かりきっていた結果だから、誰だれも反はん応のうを示しめさない。

「ま、当然だね」

　シノミヤは肩をすくめてレドに顔を向けると、軽い口く調ちようで尋たずねた。

「罰ばつゲームとやらは、またあの稲いな妻ずまかい？　ならば、さっさと始めてくれたまえ」

　両手を広げ、シノミヤは天てん井じようを見上げる。その態たい度どは『狙ねらいを外すな』とでも言わんばかりのもので、まるで自身の顔面への直ちよく撃げきを望んでいるかのようだった。

『それでは罰ゲーム、参ります』

　そんな態度に構かまわず、レドは淡たん々たんとした様子で口を開き、翼つばさの先をシノミヤへと向ける。

　その瞬間、派は手でな音と共に、シノミヤの全身が光に包つつまれた。

　ルーシーのときと同じだ。頭上から降り注いだ稲妻が、あの人を襲おそったんだ。

　きっとシノミヤも手て痛いたいダメージを受けたのだろうと、僕は緊きん張ちように身体を強こわ張ばらせる。

「ふむ、やはりね」

　……しかし、自分自身を眺ながめながら、シノミヤは淡々とした声を漏もらした。同じように、僕たちもシノミヤを無言で見つめるが、全員の顔には戸と惑まどいの表情が浮かんでいた。

　当然だ。シノミヤの衣服は罰ゲームが下される前と、何も変わっていなかったのだから。

「ど、どういうこと？」

　戸惑いの声を上げるアリスに向かって、シノミヤは答える。

「見たまんまだよ。あの稲妻を受けても、ボクはダメージを受けなかった。それだけのことさ」

「それは、見れば分かるわよ。知りたいのは、どうしてダメージを受けずに済すんだのかってこと」

　不ふ機き嫌げんそうなアリスの言葉に、シノミヤは自分の頭を指差して、言った。

「これのおかげだね」

「……その仮か面めんが？」

「『不ふ壊かいの仮面』といってね、これがボクに与あたえられたスキルなんだ。その名の通り、この仮面は何があっても、絶ぜつ対たいに壊こわれない。だからこそ罰ばつゲームの稲いな妻ずまも防ふせげたというわけさ。まあ、絶対に壊れない代わりに、絶対にこの仮面を外すことができないという厄やつ介かいなリミットもあるんだけどね、はっはっは」

　シノミヤは軽けい快かいに笑うが、僕はただ驚おどろくばかりだ。

　絶対に壊れないから、稲妻を防げた？　そしてそのことを、シノミヤは分かっていた？

　それって、つまり……。

「だからお前は、最下位になったのか？　ダメージを受けないと分かっていたから？」

　僕の気持ちを代だい弁べんするかのように、ケイトが口を開いた。

「確かく信しんしていたわけじゃないよ。正確には、『仮面の性せい能のうを確たしかめたかった』というのが本音だね」

　シノミヤが再び頭を指差し、言葉を続ける。

「もし罰ばつゲームによるダメージを防げるならば、被ひ害がいはゼロだ。逆ぎやくに防げないのなら、それはそれで、この仮面がどの程てい度どの性能なのかが分かる。いずれにせよ、得るものはあったんだよ」

「……一いち応おう、身体からだを張はる覚かく悟ごはあったってことか」

「一種の賭かけだったね。レドがしっかりと頭を狙ねらってくれなければ、僕はダメージを受けていただろうし。おかげさまで、この仮面で『防げる』ということは分かったんだけど、おそらくこんな手が使えるのは一度限かぎりだ。次の罰ゲームは、これまでとは違ちがった内ない容ようになると思うよ」

「どういう意味だ？」

「だって、これ以い降こうもボクが意図的に最下位になり続ければ、誰だれも罰ゲームを受けずに済すむんだ。そんなの、ゲームとしてつまらないだろ？　少なくとも運うん営えい側がわからすれば、そういう事じ態たいは望んでないはずだ。だよね？」

『お答えできません』

　シノミヤの視し線せんを受けつつも、レドは無感情な声を発するだけだ。

「まあいいさ。いずれにせよ、『この１回』だけは防げたんだ。黒くろ幕まくに一いつ矢し報むくいることができたと思えば、ボクは満足だよ」

　胸むねの前で両りよう腕うでを組むシノミヤを見上げて、それでもなお、レドは表情を変えない。

『質しつ問もんは以上でしょうか？』

　そして何事もなかったかのように、軽けい快かいな声と共に翼つばさを広げた。

『それでは引き続き、第３のクエストを開始させていただきます』

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　そんなレドに向かって、リリィさんが制せい止しの声を上げる。

『何か質問でしょうか？』

「えっと、質しつ問もんというわけではないんですけど……」

　言葉を濁にごしながら、彼女はレドを見下ろす。

「第２のクエストは、その、すごく大変だったんです。いっぱい歩いて、大変な目にも遭あって。だから、ちょっと休きゆう憩けいさせてくれると助かります。私、今、とっても疲つかれているんです」

　その言葉通り、リリィさんの顔には疲ひ労ろうの色が漂ただよっている。

「賛さん成せいね。わたしも少し、休ませてもらいたいわ」

　アリスも額ひたいを拭ぬぐいながら、リリィさんに賛同の意を表す。他のみんなも異い論ろんはないらしく、全員が静かにレドを見つめ、『待て』という無言の圧あつ力りよくをかけていた。

　僕だって同じ心しん境きようだ。第２のクエストで受けた痛いたみはすでに消えているし、ケイトにダメージを回かい復ふくしてもらったから、肉体的な損そん害がいはゼロに等しい。それでも、精せい神しん的てきに参っているのは確たしかだ。

　過か酷こくなゲームを強要されたことで、僕たちは、心を癒いやすための休息を必要としているんだ。

　……とはいえ、具体的に何をどうすべきなのかは思い浮うかばない。最初に声を上げたリリィさんだって、ただ黙だまってレドを見つめるばかり。

　しかし、こちらの要求を受け止めたレドは、ゆっくりとうなずくと、

『了りよう解かいしました』

　はっきりそう言って、笑っているかのような表情を浮うかべて、さらに続けた。

『それでは、皆みな様さまには素すっ裸ぱだかになってもらいましょうか』

　…………はっ？

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、皆は顔を見合わせる。そして、弾はじかれたようにレドへと向き直り、

「は、裸!?」

　見事に声をハモらせて、驚おどろきの表情を浮かべるのだった。




　　　３




「ふう……」

　天てん井じようを見上げ、心を落ち着けながら、大きく息を吐はく。

　熱すぎず、ぬるすぎない、ちょうどいい温度のお湯が、身体からだの芯しんまで温めてくれる。壁へき面めんのタイルには、一国を象しよう徴ちようするかのような大きな山が描えがかれていて、浴よく室しつ内ないに和なごやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。広々とした湯船に浸つかり、その心地ここちよさに気持ちは完全にリラックス状じよう態たい。

　そう。僕は今、お風ふ呂ろに入っているんだ。




　──目を閉とじて、ついさっきのことを思い返してみる。

　あのとき、レドは言ったんだよな。『皆様には素っ裸になってもらいましょうか』って。

　そしてその直後、大広間のど真ん中に、何の前まえ触ぶれもなく、巨きよ大だいな施し設せつが出しゆつ現げんしたんだ。

　それはまさに、銭せん湯とうとしか言いようのない建物で、僕たちはただ、啞あ然ぜんとするしかなかった。

　そんな僕たちの前で、レドはさらに言った。

『見ての通り、銭せん湯とうです。「休みたい」という皆みな様さまのご要望にお応こたえして、ご主人様が用意してくださいましたわ。当然ですが、浴よく室しつは男女で分かれてますので、その点はご安心を』

「……この風ふ呂ろに、入れってことか？」

　淡たん々たんと語るレドに、ケイトが尋たずねる。

『入るかどうかは、各おの々おの方がたでご自由に決めてくださいませ。強きよう制せいはいたしませんわ』

「入るわけないでしょ」

　と、さらにアリスが口を挟はさむ。

「わたしたちの行動は、全て映えい像ぞうとして記き録ろくされているのよね？　どうしてわざわざ、自分から服を脱ぬがなきゃいけないのよ」

　彼女の言い分はもっともだ。お風呂に入るということは、裸はだかになるということ。それはレドだって承しよう知ちのはず。僕たちは裸になりたくないから、ゲームのクリアを目指しているんだし、『はい、そうですか』なんて答えるわけがない。

『ご安心ください』

　しかしレドは軽くうなずくと、微笑ほほえんだかのような表情を見せた。

『この銭湯は、いわばボーナスステージのようなものです。ゲームの進行と直ちよく接せつは関わってこない場所ですので、映像などの記録は一切残らないようになっています。また、通つう常じようのゲーム空間とは切り離はなされた特別な施し設せつですので、銭湯内でなら裸になったとしても、リタイアとはなりません。なので何も心配なさらず、ごゆっくりおくつろぎくださいませ』

「……バカバカしい」

　長々とした説明を聞いたケイトは、しかし短く言い捨すてる。

「記録は一切残らないし、リタイアにもならない？　その言葉を信じろってか？」

　彼女の苛いら立だちも、やはり僕には理り解かいできる。レドの言葉が真実だという保ほ証しようなんてどこにもないし、これは黒くろ幕まくが用意した罠わななのかもしれないのだから。

「信じてもいいんじゃないかな」

　そんな中、シノミヤはあっさりと、そんなことを口にした。

「みんなの懸け念ねんは分かるよ。でも、レドは決して、ウソはつかないと思うんだ。案内役がウソをついたら、ゲームが成り立たなくなるからね。隠かくし事や、言い忘わすれたりすることはあるだろうけど」

　言いながらシノミヤは、レドへ顔を向ける。が、そのレドは全くの無む反はん応のうだ。

「けどよ……」

　ケイトは小さくつぶやき、所しよ在ざいなさげに懐ふところへ手を入れると、棒ぼう付つきキャンディを取り出して口の中に突つっ込こんだ。そしてそのまま、無言で天てん井じようを見上げるばかりだ。

　他のみんなもお互たがいの顔を見合わせるだけで、誰だれも口を開こうとしない。

　おそらく、みんなシノミヤの言い分は理解している。それでも、わざわざ危き険けんを冒おかしたくはないと思っているのだろう。

　実じつ際さいのところ、絶ぜつ対たいにお風呂へ入らなければならないわけじゃないんだ。レドだって、入るかどうかは自由だって言ってるわけだし。

　けれど、みんなが疲つかれていることもまた確たしかだ。お風ふ呂ろに入って、身体からだと心を休めることができれば、この先のクエストにも万全の状じよう態たいで挑いどめるかもしれない。罠わなじゃないのだとしたら、お風呂に入るメリットは大きい。

　だったら、僕がやるべきことは一つしかないか。

「分かった、入るよ」

　その発言に、全員がこちらへ顔を向けた。

「まず僕が入って、罠かどうかを確かめる。その後で、みんなも入るかどうかを決めればいい」

「……待てよ」

　と、僕に向かってケイトが口を挟はさんでくる。

「さっきも言っただろ、お前らは主力だって。こんなところでリスクを冒おかす必要なんてねえよ」

「そのことは覚えてるよ。でも、これは僕自身のためでもあるんだ」

「あぁ？」

「もしも僕が黒くろ幕まくだとしたら、これが罠かどうかなんて知ってるはずだよね？　そして罠だと分かっているのなら、わざわざ自分からそこに飛び込むはずがない。つまり、もし僕がここで手て痛いたい仕打ちを受けるようなら、黒幕じゃないということになる」

　そう。自身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいするためにも、僕はお風呂に入らなきゃいけないんだ。

「もちろん、このお風呂がレドの言う通り、本当にただのボーナスステージなのだとしたら、僕の身には何も起きないし、疑うたがいは晴れないままだよ。でも、それはそれで危き険けんなんてないってことが分かるわけだから、そのときはみんなも問題なくお風呂に入れる。どっちにしても、僕からすればメリットはあるんだよ」

「……」

　僕の言い分を、ケイトは黙だまって聞いていたが、

「身体を張はるだけの価か値ちがあるってことか」

　それだけを言って、ゆっくりと背せを向けた。

「……そう、ですよね」

　そしてほぼ同時に、リリィさんが口を開く。

「考えてみれば、これはゲームのテストプレイですもの。ゲーム以外のところで、私たちの記録を取っても、そんなのテストにはならないのですから、多分、そんなことはしないはずです」

　自分で自分の言葉を嚙かみ締しめるように、彼女はゆっくりとうなずき、

「私も、入ります！」

　威い勢せいのいい言葉と共に、上着をはだけた。

「ちょ、ちょっと！」

　そんな彼女を、アリスが慌あわてて制せい止しする。

「記録しないのは、銭せん湯とうの中！　ここで脱ぬいだら、アウトよ！」

「は、はう！」

　アリスの叫さけびを受けて、リリィさんは変な声を漏もらし、動きを止めた。

「そ、そうでした！」

　顔を赤らめて、彼女は慌あわてて服を押おさえる。

「……危あぶなっかしい人ね」

　リリィさんを見つめつつ、アリスは小さなため息をつき、軽く首を振ふって言葉を続ける。

「仕方ないわね。わたしも付き合うわ」

　その顔に浮うかぶのは、諦あきらめに近い表情だ。

「あ、ありがとうございます。私を気き遣づかってくれたんですよね」

「ただ、放っておけないだけよ。銭せん湯とうの中でうっかりドジって、服を着ないまま外に出てくる、なんてことにでもなったら大変だからね」

「うっ……、そ、そんなこと、しない、ですよ。た、多分……」

　リリィさんは言葉を詰つまらせるが、アリスの言葉をはっきりとは否ひ定ていしきれないようだ。

　と、アリスはこちらに顔を向けると、まっすぐに指差して、口を開く。

「別に、あんたの決意とか、そういうのとは関係ないんだからね」

「わ、分かってるって」

　きつくにらまれて、その圧あつ力りよくに僕は背せ中なかをのけ反ぞらせる。彼女からの信しん頼らいを得るためには、まだまだ時間がかかりそうだ。

　そんなことを考える僕の袖そでを、ブシドーちゃんが引っ張ぱる。

「ん、どうかした？」

「……」

　彼女はこちらを見上げて、小さくうなずいた。

「君もお風ふ呂ろに入るってこと？」

　尋たずねると、再ふたたび首を縦たてに振ふる。

「──ちっ」

　そんな僕たちのやり取りを聞いていたケイトが、舌した打うちをしてこちらへ振り向いた。

「分かったよ、あたしも入ればいいんだろ。ったくよー」

　頭をかき、面めん倒どうくさそうに髪かみをかき上げる彼女に、リリィさんが駆かけ寄より、その手を握る。

「ケイトさんも、私を気遣ってくれたんですね！　ありがとうございます！　そうだ、一いつ緒しよに背せ中なかの流しっこをしましょう！」

「しねえよ、そんなもん！」

　ケイトは叫さけび声を上げるが、リリィさんはニコニコとした笑みを浮うかべるだけだ。

　周囲には和なごやかな空気が漂ただよう。まさにボーナスステージといった明るい雰ふん囲い気きに、大おお広ひろ間まの中が満たされる。

「ボクは遠えん慮りよしておくよ」

　その空気を打ち破やぶったのは、シノミヤだ。

「……は？」

　言葉の真意を確かく認にんするかのように、ケイトが顔を向ける。そんな態たい度どを気にした様子もなく、シノミヤは続けた。

「ボクは、お風ふ呂ろには入らない」

「……お前が言ったんだろうが、レドはウソをつかねえって」

「確たしかに、そうだね。ただ、ボク自身はそんな気分じゃないんだよ。だから今は、遠えん慮りよしておく」

　そう言ってシノミヤは、僕たちから離はなれるように一歩後ずさる。

「それに、少し調べたいことがあるんだ。だからしばらくの間、君たちとは別行動になるね」

「なんだよ、調べたいことって」

「ちょっとしたこと、だよ」

　指を振り、シノミヤは軽けい快かいな口く調ちようで答えるが、その場からは動こうとしない。

　どうあっても、この人だけはお風呂に入るつもりはないようだ。

「……不ふ審しんな行動を見せてるっていう、自覚はあるんだよな？」

「もちろん」

「それなら仕方ねえ。無む理り強じいはできねえし、勝手にしろや」

「ああ、そうさせてもらうよ」

　会話を交わした後、ケイトはシノミヤに背せを向けて、銭せん湯とうへと足を向ける。

　しかし、その足を不意に止めると、僕の方へ振ふり向き、口を開いた。

「ほら、行くぞ。まずはお前が入るんだろ？　さっさとしろよ」

「えっ、あ、ああ、うん」

　ケイトに急かされて、僕は早足で銭湯の入口へと向かう。

　宣せん言げんした以上、引き下がるわけにはいかない。もとより、引き下がるつもりもない。

　確かな覚かく悟ごを胸むねに秘ひめ、僕はその古風な扉とびらに手をかける。

　そんな僕の背中を、シノミヤはじっと見つめているような気がした。




　──そうして、現げん在ざいに至いたるというわけだ。

　幸さいわいなことに、この施し設せつは罠わなでもなんでもなく、本当に銭湯だったんだ。

　脱だつ衣い場じよにも浴室にも怪あやしげな物がないことを確認した僕は、みんなの元に戻もどり安全であることを報ほう告こく。その後、改めてこの男湯へと入り、こうしてゆっくりと湯船に浸つかっている、というわけだ。

　男性用の浴室は僕一人だけで利用しているからか、室内はかなり広く感じる。

「はー、生き返るなあ」

　天てん井じようを見上げながら、ついそんな言葉を漏もらして、思わずお湯の中に顔を沈しずめた。

　どうやらすっかり気が抜ぬけているみたいだ。でも、まあ、無理はないか。何しろ目が覚めてからずっと、緊きん張ちようの連続だったんだ。みんなが疲つかれているように、僕自身にも疲ひ労ろうとストレスが溜たまっていたんだろう。お風呂に入って、リラックスしたことで、心の中に穏おだやかな気持ちが広がっていくという自覚が、確かにある。

「わきゃ！」

　そのとき唐とう突とつに、壁かべの向こう側から悲鳴が聞こえてくる。

　今のは、ケイトの声だろうか？

　壁かべ越ごしに女湯へと顔を向けると、さらに続く言葉が耳に届とどいてきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ちっ、なんでもねえよ」

「ひゃっ！」

　と、今度はリリィさんの悲鳴が上がり、派は手でな音が女湯に響ひびき渡わたる。

「す、すまん。ケガはねえか？」

「は、はい、ご心配なく」

「……急に体たい形けいが変わって、動きが変になってるみたいだ。まあ、すぐに慣なれると思うから、気にしないでくれ」

「わ、分かりました」

　どうやらケイトのリミットが緩かん和わされた影えい響きようで、ちょっとした不都合が生じているみたいだ。

　でもそれほど大きな問題ではなかったのか、二人はそれ以上何も言わず、しばしの静せい寂じやくが訪れた。

　が、その沈ちん黙もくはすぐに破られる。今度はリリィさんの方から、口を開いたんだ。

「ところでケイトさん、一つ聞いてもいいですか？」

「あ？　なんだよ」

「ケイトさんは、シンゴさんのことを、どう思ってらっしゃるんですか？」

「ぶばっ！」

　ケイトが変な声を上げたかと思うと、即そく座ざに水しぶきが立つような響きが耳に届く。

　おそらく、浴よく槽そうに入ろうとする直前だったのだろう。息を泡あわ立だてる音がしたかと思うと、

「……てめえ、いきなり、何を」

　うなるようにして、ケイトが口を開いた。

「言葉通りですよ。ケイトさんはシンゴさんに対して、どういう印象を持っているのかな、と」

「どうでもいいだろうがよ、そんなこと」

「いえいえ、大事なことです。思い出してみれば、私たちは自じ己こ紹しよう介かいもまともに済すませてませんでしたからね。こういう事じ態たいに巻まき込こまれた『被ひ害がい者しや』同士、お互たがいの思っていることを、ちゃんと知っておきたいじゃないですか」

「……んなもん、見てれば分かるだろうがよ」

「と、言いますと？」

「あぁ？　つまりだな、あいつは黒くろ幕まくかもしれねえんだから、警戒するべきだって、そう思ってるんだよ。分かるだろ、それくらい」

「でも、その警戒するべき人を、ケイトさんは助けましたよね？」

「だから、それは、あいつのスキルがゲームの攻こう略りやくに役立つからで……」

「本当にそれだけですかー？　もっと他に、あるんじゃないですかー？」

「う、うっせーな！　それ以外の理由なんてねえよ！」

　ケイトは焦あせったように声を荒あららげるが、

「ちょっと、お風ふ呂ろの中で騒さわがないでよ」

　そんな彼女を、アリスが制せいしたようだ。

「せっかくのボーナスステージなんだから、ゆっくり休ませてよね」

　素そっ気けなく話すその言葉に、やはりリリィさんが食いつく。

「そういうアリスさんは、どうなんですか？」

「どうって、何が？」

「シンゴさんのことですよ。彼のことを、どう思ってるのかな、と」

「なんとも思ってないわよ。わたしたちと同じ、プレイヤーの一人。ただそれだけよ」

「えっ、でも、アリスさんもシンゴさんのことを、黒くろ幕まくだと疑うたがってませんでしたか？」

「それは今でも疑ってるわよ。疑ってるけど、疑ってるだけ。もし本当にあいつが黒幕だって分かったら、それ相そう応おうの対たい処しよをすればいいだけで、それ以外のことは考えてないわよ」

「ふむふむ、関心がない、ということですか。シンゴさんが聞いたら、ショックを受けるかもしれませんねー」

「どうしてあいつがショックを受けなきゃいけないのよ」

「さあ、どうしてですかねー」

　すっとぼけたような口く調ちようでリリィさんは語るが、しかし彼女の言う通り、僕は少なからず、心を乱みだされていた。

　関心がない、か。まあ、嫌きらわれているよりはマシなのかもしれないけど、なんにも思われてないというのは、なかなかきついものがあるなあ。
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　というか、アリスにどう思われているのかを、なぜこんなにも気にしなきゃいけないんだ。

　自分でも説明しがたい感情に振ふり回されていると、

「と、こういう意見を聞いた上で、ブシドーちゃんはどう思われますか？」

　リリィさんはさらに言葉を続けた。

「……」

　しかし話を振られたブシドーちゃんは、どうやら無言のままその問いをスルーしているようだ。

「むぅ……」

　その反はん応のうが気に入らなかったのか、リリィさんは声を漏もらすと、

「えいっ！」

「……！」

　次の瞬しゆん間かん、桶おけの転がる音が壁かべ越ごしに響ひびいた。

「おや？」

　リリィさんの、首を傾かしげたであろう様子がこちらにも伝わってくる。

「ブシドーちゃんって、着やせするタイプだったんですね。これはなかなかどうして、立りつ派ぱなものをお持ちで」

「……」

「──リリィさんには言われたくないって顔してるわよ」

「同感だな」

　と、今度はなんだか不ふ穏おんな空気が漂ただよい、僕は思わず身み震ぶるいした。

　なんだろう。こんなにも温かいお風ふ呂ろに入ってるのに。

「ど、どうしたんです、皆みなさん。笑顔が怖こわいんですけど……」

「自覚がないっていうのが恐おそろしいわね」

「ああ。こういうタイプが一番厄やつ介かいなんだ」

「……」

「え、えっと、皆さん、落ち着いてください」

「あんないじわるな質しつ問もんをした以上、覚かく悟ごはできてるんでしょうね？」

　と、アリスが言った瞬間、壁の向こうから派は手でな音が鳴り響いた。

「ちょ、ちょっと、や、やめ、あは、あはははは！」

　リリィさんは悲鳴と共に、笑い声を上げる。

　おそらく、他のみんなに自由を奪うばわれ、くすぐられているのだろう。

「やめ、やめてください！　ふへ、へははははははは！　って、ちょ、ど、ど、どこを触さわってるんですか！　そ、そこは弱いんです！　だ、だめ！　あ、あ、ふあああああああっ！」

　耳に届とどいてくる嬌きよう声せいに、僕の顔は自然と熱くなってきた。

　みんな、男湯に僕がいるってこと、忘わすれてるんじゃないか？

　まあ、いいんだけど、なんだかこれ以上は聞いちゃいけない気がする。

　このまま湯船に浸つかっていても、のぼせてしまいそうだし、もうあがるか。

　僕は逃にげるようにして、浴よく室しつから退たい散さん。乱らん暴ぼうに身体からだを拭ふいてから服を着て、銭せん湯とうを後にした。

　大おお広ひろ間まの真ん中まで飛び出してきたところで、振ふり返り、大きなため息をつく。

　お風ふ呂ろに入ったことで、身体は休められたと思うんだけど、気持ちは全然落ち着かないや。

　そういえばこの大広間って、腰こし掛かけられるような場所がないんだよな。だからといってこのまま地べたに座すわるのもどうかと思うし、もう一度銭湯に戻もどるのも気が引けるし。

　僕は何なに気げない動作で周囲を見回し、

「あれ？」

　そのときになって、気付く。

　シノミヤは、どこに行ったんだろう、と。

　どこに目を向けても、あの人の姿すがたが見当たらないんだ。

　シノミヤは確たしか、調べたいことがあるとか言って、お風呂には入らなかったんだよな。でも、どこで何を調べているんだ？　僕たちが目覚めた部屋への通路は、すでに閉とざされたはずだし、行けるところなんてないと思うんだけど。

　……もしかして、隠かくし通路か何かを見つけたのだろうか。

　考えてみれば、ボーナスステージなんてものが用意されているくらいなんだから、秘ひ密みつの抜ぬけ道のようなものがあってもおかしくはないはずなんだ。その抜け道の先を探たん索さくしているから、だから今、シノミヤの姿は見当たらないんじゃないか？

「シノミヤ！」

　僕は天てん井じように向かって名前を呼よぶが、返事はない。

　やっぱり、ここにはいないんだ。つまり、隠し通路はある、ということなのかもしれない。

　だって、あの人の姿が見当たらない以上、そう考えるしかないじゃないか。

「シノミヤ、聞こえていたら返事をしてくれ！」

　もう一度呼びかけて、僕は足を一歩踏ふみ出す。

　──その瞬間、頭の中に激はげしい痛いたみが走った。

「っ！」

　ヒザをつき、こめかみに手を当てる。

　これは、フラッシュフォワードの副作用か……。

　襲おそい来る頭ず痛つうに耐たえながら、僕は必死になって意い識しきをつなぎ留とめようとした。

　しかし痛みは増すばかりで、思考は少しずつ途切れていく。

　やがて、頭の中は真っ白になり、

「────」

　声を上げることもなく、僕はその場で前のめりに倒たおれる。

　意識を失う瞬しゆん間かん、頭の中に浮うかんだのは、見知らぬ誰だれかの笑顔だった。
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　夢ゆめを見ていた。

　ふわふわと空を漂ただよっているような心地ここちよい感覚の中、僕の目の前には、ある光景が広がっていく。

　それはおそらく、つい最近の出で来き事ごと。

　僕が通う高校の、教室の中で、目の前には一人の女の子が立っていた。

　そのポニーテールの似に合あう彼女を見つめる、僕の脳のう裏りには、一つの言葉が浮うかび上がる。

　──妹。

　そう、妹。君は妹──なんだ。

　だから……。




「……ん」

　まぶしさに目がくらみ、開きかけたまぶたを固かたく閉とざす。

　僕は、いったい……。

　まだ頭の中はまとまらないが、無理やり思考を巡めぐらせると、少しずつ記き憶おくが戻もどってくる。

　そうだ、僕は銭せん湯とうから出た直後に倒たおれたんだよな。ということは、ここは大おお広ひろ間まか。

　……そこでようやく、頭の裏うらから伝わる感かん触しよくに気付いた。

　大広間の床ゆかとは明らかに違う、優やさしさに満ちた柔らかさを受けつつ、僕は穏おだやかな気持ちのまま意い識しきを覚かく醒せいさせる。

　視し界かいに飛び込こんできたのは、ブシドーちゃんの顔だ。

「……っ」

　僕が目を覚ましたことに気付くと、彼女は一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような表情を浮かべたが、すぐに口元を緩ゆるませる。

　ブシドーちゃんは僕と真ま逆ぎやくの方向から、こちらを見下ろしているようだった。

　そして、この柔らかい感触。

　そのときになって、ようやく僕は、自分の置かれている状じよう況きようを理り解かいした。

　僕は彼女に、ヒザ枕まくらをしてもらっているんだ。

「目が覚めましたか？」

　近くから声が聞こえてくる。目を向けると、リリィさんが笑顔を浮かべながら、こちらへ歩いてくるのが見えた。僕の顔を覗のぞき込んで、彼女は小さくうなずく。

「その様子だと、大だい丈じよう夫ぶそうですね。でも、びっくりしましたよー。私たちが銭湯から出たら、シンゴさんが倒れていたんですから」

　さらに視線を動かすと、アリスとケイトも静かにこちらを見下ろしていた。二人はそれぞれ安心したような表情を浮うかべているようだ。

「そう、だったんですか……」

　僕はゆっくり身体からだを起こすと、ブシドーちゃんへと向き直り、頭を下げた。

「ありがとう。僕を介かい抱ほうしてくれたんだよね？　助かったよ」

「……！」

　目を丸くしつつも、激はげしく首を横に振ふるブシドーちゃんに、僕はさらに続ける。

「思い出したんだ。夢ゆめの中で、君のことを」

「!?」

　その言葉に、ブシドーちゃんはぴたりと動きを止めた。

「夢の中で、僕は一人の女の子と話をしていたんだ。そこは自分が通っている高校の教室で、目の前にいたのは、そう、思い返してみれば、あれはブシドーちゃんだったように思える」

　額に手を当てて、さっき見た光景を必死に手た繰ぐり寄よせる。

「僕の記き憶おくは間ま違ちがってない、かな？」

「……っ！」

　尋たずねると、彼女は無言でまっすぐにこちらを見つめた。

　その反はん応のうを、僕は肯こう定ていだと受け止める。やはりあれは、単なる夢じゃなく、スキルの影えい響きようだったんだろうな。正しい記憶が僕の中に戻もどってきたから、強い衝しよう撃げきを受けて、あんな光景を見たんだ。

「あれって、つい最近の出で来き事ごとだよね？」

　ブシドーちゃんはしっかりとうなずく。

「じゃあ、やっぱり、そうなんだ」

　想そう像ぞうを確かく信しんに変えた僕は、彼女の両りよう肩かたへ手を置く。

「っ！」

　突とつ然ぜんのことにブシドーちゃんは頰ほほを赤らめるが、そんな反はん応のうに構かまわず、僕は言った。

「君は、僕の妹なんだね？」

「────」

　その瞬間、彼女の表情が固まったような気がした。

　しかしそれも一瞬のこと。ブシドーちゃんは口元に笑みを浮うかべると、首を縦たてに振る。

「そうか、そうだったんだ。僕の妹だから、肉親だから。だから君は、親しん身みになってくれるんだね」

　その事実は、一ひと筋すじの光だった。

　記憶を失ったまま、訳わけの分からないゲームに参加させられて、不安で胸むねが押おし潰つぶされそうになる中、ようやく拠よりどころとなる存そん在ざいを思い出せたのだから。

　ブシドーちゃんは変わらぬ笑みで、こちらを見つめている。おそらく、僕の記憶がわずかながらも戻ったことで、彼女も安あん堵どを覚えているのだろう。

　何しろ、お互たがいの関係を分かり合えたんだ。これほど心強いことはない。

　もちろん今の僕に兄としての自覚はないし、妹に頼たよりっぱなしという現げん状じようも、心苦しくは思っている。だけど、ゲームはまだまだ続くんだ。今は信しん頼らいできる者同士、力を合わせるべきなのだろう。

「妹、ね……」

　そのとき、アリスが小さなつぶやきを漏もらした。彼女はじっとりとした目で、僕とブシドーちゃんの顔を交こう互ごに見る。

「な、何？」

「別に、なんでも」

　尋たずねると、アリスは顔を背そむけて、それ以上は何も語ろうとしない。

　なんだろう？　疑ぎ問もんに思った僕は、再ふたたびブシドーちゃんへと目を向けた。

　──そこで、かすかな違い和わ感かんを覚える。

　ブシドーちゃんの顔に、ほんの少しだけ、寂さびしげな表情が浮うかんでいるように見えたからだ。

「あの……」

　不ふ審しんに思い、僕は声をかけようとするが、

『皆みな様さま、しっかりとお休みになられましたか？』

　突とつ如じよ、レドが音もなく僕たちの前に現あらわれ、全員を見回した。

『その様子ですと、ゲームを再さい開かいしても問題なさそうですわね。それでは、第３のクエストを始めましょうか』

　レドは軽けい快かいな声と共に翼つばさを広げ、宣せん言げんする。すると大おお広ひろ間まの一角に光が生まれ、ファンファーレが鳴り響ひびいた。

　光が収おさまると、その一角には黄色の扉とびらが出しゆつ現げんする。ちょうど、橙だいだいの扉の隣となりに位置する場所だ。

『この銭せん湯とうも、もう必要ありませんわね』

　続いてレドは自らが生み出した施し設せつへと顔を向けると、羽先を動かす。その途と端たん、銭湯は瞬またたく間まに姿すがたを消した。

『ではでは、また後でお会いしましょう』

　啞あ然ぜんとする僕たちを余所よそに、役目を終えたレドは、無感情に別れを告げようとする。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　そんなレドを、僕は弾はじかれたように声を上げて引き止めた。

『何か質問でしょうか？』

　尋ねられて、僕は慌あわてて周囲を見回し、確かく信しんする。

「シノミヤが、いないんだ」

　気を失っていたことも考えれば、僕が銭湯を出てから、おそらくそれなりの時間が経けい過かしているはずだ。それなのに、シノミヤの姿はいまだに見当たらない。

「私たちも、気になっていたんです」

　と、リリィさんがこちらに顔を向けて口を開いた。

「シンゴさんも、シノミヤさんがどこにいるのか、知らないんですか？」

「はい。僕が銭湯から出たときには、もうあの人の姿はなくて、それで、どこにいるのかを探さがそうとしたときに、気を失っちゃいまして」

「そうなんですか。私たちも銭湯を出てすぐに、シンゴさんが倒たおれているところを目にして、それで、何かが起きたということは分かったのですが……」

「軽けい率そつな行動は控ひかえろって、あたしが言ったんだ」

　リリィさんの言葉を補おぎなうように、ケイトが続ける。

「全く状じよう況きようが吞のみ込めなかったからな。シノミヤがいねえってことに気付いてはいたけど、とにかく余よ計けいなことはせず、その場で待機するってことで、全員の意見は一いつ致ちしたんだ。だから、お前が知らねえってのなら、あたしらにもあいつの行方ゆくえは分かりっこねえさ」

　アリスとリリィさん、そしてブシドーちゃんも、それぞれうなずいて同意を示しめした。

　みんな、本当のことを言ってるってことだ。シノミヤがどこにいるのかを、誰だれも知らない。

「だったら、ゲームは続けられないんじゃないのか？」

　心に浮うかんだ思いを、僕はそのまま口にする。

「全員が揃そろってないんだから、このまま次のクエストを始めても意味がないよ。リタイアしたわけでもないのに、参加者が欠けたままゲームを続行する。そういう事じ態たいは、運うん営えい側がわだって望んでないんじゃないか？」

『お答えできません』

　僕の質しつ問もんに、しかしレドは簡かん潔けつに言葉を発するだけだ。

「じゃあ、シノミヤがどこに行ったのか教えてくれないか？　銭せん湯とうはともかく、この大おお広ひろ間まは監かん視ししてるんだろ？　だったらあの人がどこに行ったのか、お前なら知ってるはずだ」

『お答えできません』

　再さい度どの問いかけにも、やはりこれまでと同様の返事があるのみ。

『他に質問はありませんか？　ありませんね？　ではでは、また後でお会いしましょう』

　沈ちん黙もくする僕たちの前で、レドは無感情に告げると、あっさりとその姿を消した。

　……答えられないって言ってるのに、質問なんてしようがないだろう。

「ま、あいつの態度にいちいち腹はらを立てても仕方ねえよな」

　僕と同じことを考えていたのか、ケイトは肩かたをすくめて苦笑を浮かべる。

「ただ、分かったことはある。運営側からすれば、ゲームの進行に支し障しようは出ない、ということなんだろうよ。だからレドは、なんにも言わねえんだ」

「……なるほど、確たしかにそう考えれば納なつ得とくはできるけど」

「だからといって、シノミヤがいねえっていう事実が変わるわけでもねえ。それは分かってる。でもな、新しい扉はもう現あらわれたんだ。だから決めようぜ。あの扉を、開けるかどうか」

「扉を、開けるかどうか？」

「シノミヤの帰りを待つか、それともあいつを放って先に進むかってことさ。多数決でいいから、決めようぜ」

「えっ、いや、でも、それは……」

「あいつがどこにいるのか、そもそもここに戻ってくるかどうかも分からねえんだ。先へ進むという選せん択たくは、あって当然だろ」

　ケイトの言い分に反はん論ろんしようとして、しかし、僕の口からは言葉が出てこない。

　もしかしたらシノミヤは、抜ぬけ道を見つけたのかもしれない。だとすれば、あの人は僕たちを放って、一人で逃にげたという可か能のう性せいだってあるんだ。

　戻もどってこない相手を待っても意味はない。ならば、先へ進むべきなのかもしれない。

「……それなら、僕は『シノミヤの帰りを待つ』に１票ぴようを投じるよ」

　しかし、小さく手を上げて、僕はそう宣せん言げんした。

「僕はシノミヤを、信じたい。あの人はきっと、ここに戻ってくる。だから──」

「ボクがどうかしたのかい？」

「うわおぃ！」

　──突とつ如じよ、背はい後ごから聞こえてきた言葉に、僕は身体からだを硬こう直ちよくさせて、思わず変な声を上げる。

　振ふり向くと、まさに今、話題にしていた人物が、仮か面めん越ごしにこちらを見つめていた。

「シ、シノミヤ……」

　動どう揺ようを隠かくせないまま、その人の名前を口にする。驚おどろいたのは他のみんなも同じだったらしく、全員が目を丸くしてシノミヤを見つめていた。

「お、お前、いったい、どこから現あらわれやがった？」

　口をパクパクさせつつ、ケイトが尋たずねる。その疑ぎ問もんは当然だ。ついさっきまでシノミヤの姿すがたは、この大おお広ひろ間まのどこにもなかったんだから。

「ふむ、なるほど。そういうことか」

　僕たちの視し線せんを受け、シノミヤは自分一人で納なつ得とくするかのように何度かうなずいていたが、

「ま、隠かくしても意味がないからね。あそこだよ」

　軽い口く調ちようと共に、ある方向を指差した。

　その先にある物を見て、僕は眉まゆをひそめる。シノミヤが指差したのは、赤の扉とびらだったからだ。

「どういうことだ？　ちゃんと説明しやがれ」

「そのまんまの意味だよ。ボクはあの、赤の扉を開けたんだ」

「だから、それをちゃんと説明しろって言ってんだ！」

　声を荒あららげて、ケイトは懐ふところから銃じゆうを取り出す。

「第１のクエストは、もうクリアしたはずだろ？　それなのに、お前はどうやって──」

　しかし言葉の途と中ちゆうで彼女は動きを止め、その視し線せんを赤の扉へと向けた。そんなケイトを、『察しが良くて助かる』とでも言いたげに、シノミヤは見つめている。

「まさか、進めたのか？　あの扉の先へ？」

「ああ、そうだよ」

　答えつつ、シノミヤは僕たちにも顔を向け、

「再さい挑ちよう戦せんできるんだよ、クエストには」

「……」

　あっさりと語られたその言葉を、僕はただ無言で受け止めるしかない。

　クエストには、再挑戦できる？

「ボクはあの赤の扉を、君たちが銭せん湯とうに入っている間に開けたんだ。『クリアしたステージの扉を開けたら、どうなるのか』が、気になっていたからね」

「勝手なことをしてくれるわね」

　シノミヤの発言に、アリスが口を挟はさむが、しかしそういった反はん応のうもこの人にとっては想定内だったのか、まるで臆おくした様子はない。

「その点は謝あやまるよ。ただ、ボクたちの中に黒くろ幕まくが紛まぎれ込こんでいるかもしれない以上、誰だれかに相そう談だんするわけにもいかなかったし、少しくらいの独どく断だん専せん行こうは許ゆるして欲ほしいね」

「……少しくらい、ね」

「扉とびらを開けても何も起きないのなら、それはそれで構かまわなかったんだよ。けれど結果は大当たり。ボク一人だけ、第１のクエストが行われるステージへと移い動どうさせられたってわけさ」

「じゃあシノミヤさんは、あのクエストを再ふたたびクリアして、ここに戻もどってきたということですか？」

「そういうことさ」

　リリィさんに尋たずねられ、シノミヤはあっさりと答えるが、

「……ちょっと待て。第１のクエストって、トラップ満まん載さいのステージだったよな？」

　ケイトが二人の間に割わり込こんでくる。

「あのステージを、一人でクリアしたってことか？　じゃあ、最初の溶よう岩がんはどうしたんだ？　他はともかく、あんなの、ルーシーの『魔ま法ほう』でもなければどうにもならないだろう？」

「スイッチがあったんだよ」

　彼女の疑ぎ問もんに、シノミヤはあっさりと答えた。

「ずいぶん分かりにくかったけどね。スタート地点の足場を詳くわしく調べてみたら、小さなスイッチが見つかったんだ。それを押おした途と端たん、溶岩は瞬またたく間まに消失。で、安全を確認したボクは、その跡あと地ちを優ゆう雅がに渡わたったってわけさ。その先にあった扉も、ちゃんと手の届とどくところに別のスイッチがあったし、他のトラップも、タネさえ分かれば回かい避ひするのは難むずかしくないものばかり。三さん択たくでも変に勘かん繰ぐらず、『やさしい』を選べば、取るに足りない簡かん単たんな部屋に移動させられるだけだったんだ」

　全員を見回し、シノミヤは言葉を続ける。

「つまり第１のクエストは、ちゃんと観察さえすれば、特別なスキルがなくても攻こう略りやくできるステージだったってことだよ。この事実が分かったのは、大きな収しゆう穫かくだと思わないかい？」

「──わたしたちが巻まき込こまれるっていう可か能のう性せいは、考えなかったの？」

　得意気に自身の成果を語るシノミヤに、アリスが冷たい目を向け、胸むねの前で腕うでを組んだ。

「誰かがクエストへと通じる扉を開けたら、全員が強きよう制せい的てきに専せん用ようのステージへと連れて行かれる。これまでのゲームを共に経けい験けんしてきたあんたなら、それは分かっていたはずでしょ？　あんたは言ったわよね、わたしたちが銭せん湯とうに入っている間に、赤の扉を開けたって。その結果、全員が強制的に、第１のクエストの世界に移動させられていたら、どうなっていたと思う？」

「ボク以外の全員が、全ぜん裸らをさらしていたかもしれない、ということだよね？」

「その通り。もしそうなっていたら、その時点であんた以外はリタイアになってたってこと。結果的にはみんな無事だったから良かったけど、そういうリスクがあった以上は、事前に相談しておくべきだったんじゃないの？」

「その点はあまり心配してなかったよ。むしろあのタイミングこそ、最も低いリスクで賭かけに出られる瞬しゆん間かんだったから、行動したんだ」

「どういうことよ？」

「レドは言っていたよね。『ボーナスステージ』の銭せん湯とうは、通つう常じようのゲーム空間とは切り離はなされた特別な施し設せつだって。あの言葉が真実なら、君たちが巻まき込こまれる可か能のう性せいは、まずなかったってことになる。だってボクが大おお広ひろ間まで起こした行動は、銭湯の中にまでは及およばないってことなんだから」

「ん……」

　シノミヤの発言に、アリスは声を詰つまらせるが、

「……まあ、確たしかに、そう考えれば、理りにかなっているとは言えるか」

　口元に手を当て、ぶつぶつとつぶやき、頭の中を整理しようとしている。

　他のみんなも、それ以上は反はん論ろんの声を上げようとはしない。シノミヤの勝手な行動に対して、それぞれ思うところはあるのかもしれないけれど、その言い分には納なつ得とくできたのだろう。

「……一つ、聞かせてくれ」

　そんな中、僕は口を開き、シノミヤを真正面から見た。

「どうして、扉とびらを開けたんだ？」

「それはさっきも言っただろう？　『クリアしたステージの扉を開けたら、どうなるのか』が、気になったからだよ」

「それはつまり、どうなるのかの確かく信しんはなかったってことだよな？」

「そうだね。でも、これもさっき言ったように、君たちにとってはリスクの低い──」

　耳にした言葉は、そこまでだった。

　最後まで言い終える前に、僕がその顔面を思いっきり殴なぐりつけて、無理やり黙だまらせたからだ。

　シノミヤの被かぶる仮か面めんに、僕の右みぎ拳こぶしがめり込み、

「ぐうっ！」

　その直後に、強きよう烈れつな痛いたみが襲おそう。

　僕は腕うでを押おさえるが、即そく座ざに、服の右袖が弾はじけ飛んだ。

　……やっぱり、殴ったくらいじゃどうにもならないか。

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、周囲に緊きん張ちようが張はりつめる。

「……」

　しかし、シノミヤには驚おどろいた様子もなく、黙だまったままこちらを見つめていた。

　絶対に壊こわれない仮面、というあの発言は、おそらく本当のことなのだろう。それもただ壊れないだけじゃなくて、衝しよう撃げきやダメージさえも、装そう着ちやくしている人には通さない仕組みになっているんだと思う。だから、罰ばつゲームを受けても無む傷きずで済すんだんだ。

　でも、今はそんなことはどうでもいい。

「ごめん、ケイト」

　痛みをこらえながら、シノミヤから目をそらさず、僕はケイトに声をかけた。

「せっかく回かい復ふくしてもらったのに、もうダメージを受けてしまって。だけど、許ゆるせなかったんだ。シノミヤのやったことが」

「そこまで怒おこらなくてもいいんじゃないか？　さっき言ったように、君たちのリスクは──」

「そうじゃない！」

　肩かたをすくめるシノミヤに、僕は叫さけび声で応おうじる。

　やっぱり、僕がなぜ怒っているのか、伝わってないんだな。

「そうじゃないんだ、シノミヤ。様々なリスクを考えた上で行動してくれた、その配はい慮りよには、素す直なおに感心するよ。でも、違ちがうだろ」

　シノミヤの肩に左手を置いて、僕は続けた。

「一人で行動したら、シノミヤの身に何かがあったとき、誰だれも助けられないじゃないか」

　その言葉に、触ふれた手の先からわずかな揺ゆれが伝わってくる。

「扉とびらを開けたらどうなるのか、分からなかったんだろ？　だったら別の可か能のう性せいだって、そう、たとえば『２周目はもっとハードな難なん易い度どで挑いどまなきゃいけない』なんてことも、あり得たわけだよな？」

「……確たしかに、そうだね」

「もしそうだった場合、シノミヤがリタイアしていた可能性は高いよな？」

「否ひ定ていはしないよ」

「あまり心配させないでくれよ。僕にとっては、シノミヤも仲間の一人なんだから」

　そう言って僕は、目の前の鉄てつ仮か面めんをまっすぐに見つめた。

「僕たちの中には、このゲームの黒くろ幕まくが紛まぎれ込こんでいる可能性はある。それは確かにそうだ。でも、そんなのは関係ないよ。僕からすれば、みんな仲間なんだから。協力して一つのゲームを攻こう略りやくする、仲間。ただそれだけなんだ」

　シノミヤの肩から手を下ろし、固く拳こぶしを握にぎり締しめる。

「もちろん、そんなのは甘あまい考えだとは思う。思し考こう停てい止ししてるだけかもしれないさ。だけど、僕はもう、誰にもリタイアして欲ほしくないんだ。シノミヤにも、他のみんなにも」

　沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　全員の視し線せんを感じつつ、僕は静かにシノミヤを見ていた。

「……」

　シノミヤは仮面に手を当て、何かを考え込むように僕が殴なぐった箇か所しよをさする。

「なるほど」

　そして、指で仮面を軽く弾はじき、言った。

「君は、ボクの身を案じてくれていたんだね」

　──ようやく、分かってくれたか。

　安あん堵どの気持ちと共に、僕は小さく息を吐はき、ゆっくりとうなずく。

「ありがとう、シンゴ君。君のその気き遣づかいは、素す直なおに嬉うれしいよ」

　しかしシノミヤは、僕に身体からだを寄よせると、

「胸むねに芽め生ばえたこの思いを、受け止めて欲ほしい」

　言いながら、両手を後ろに回す。

「……へ？」

　突とつ然ぜんのことに、拒こばむ暇ひまさえなかった。

　柔やわらかな感かん触しよくが全身を覆おおう。優やさしさに満ちた抱ほう擁ようを受け、僕は頭の中が真っ白になった。

「……おい」

「っ！」

　そんな僕の思考を、誰だれかの低い声が無理やり引き戻もどす。

「う、うわっ！」

　弾はじかれたように僕は飛び退のき、シノミヤから離はなれる。

　鼓こ動どうの高鳴りが止まらない。シノミヤの身体からだって結けつ構こう……。って、そうじゃなくて！

　強く頭を振ふり、頭の中の光景を追い払はらう。そしてさっきまで僕がいた場所へと顔を向け、

「えっ」

　声を漏もらす。

　ケイトが手持ちの銃じゆうを、シノミヤの背せ中なかに押おし当てていたんだ。

　それだけじゃない。ブシドーちゃんまで刀を抜ぬき放ち、その切っ先をシノミヤのノド元へと突つき立てている。二人とも無表情だけど、身体からは隠かくすつもりのなさそうな殺さつ気きがあふれ出ていて、僕は足がすくんでその場から動けなかった。

「おやおや、ブシドーちゃんだけではなく、ケイト君まで、か」

　シノミヤは敵てき意いがないことを示しめすように両手を上げているが、その口く調ちようからはまるで臆おくした様子は感じられない。

「君も変わったね、このゲームを通して」

「うるせえ！　あたしはただ、早く先に進みたいだけだ」

　ケイトはそう答えて、銃口をさらに押し付ける。

「ちんたらやってねえで、さっさと次のクエストを始めたいんだよ。余よ計けいなことに時間を割さいてんじゃねえ」

「……」

　彼女の意見に賛さん同どうするかのように、ブシドーちゃんも無言でうなずいた。

「だったら二人とも、早くその物ぶつ騒そうな代しろ物ものをどけてくれないか？　このままだとボクは身動きが取れないし、ゲームを進めることもできないよ」

　二人分の殺意をその身に受けつつも、シノミヤは飄ひよう々ひようとした態たい度どで答える。怖こわくないのか、それとも何か考えがあるのか、その辺りのことは分からないけど、いずれにせよ、先へ進みたいという思いは僕も一いつ緒しよだ。こんなふざけたゲームに、いつまでも付き合っていたくはない。

「シノミヤ」

　僕は顔を上げて、その名を呼よぶ。

「さっきはごめん、いきなり手を上げちゃって」

「いや、こちらこそ申もうし訳わけない。ボクの身勝手が原げん因いんで、シンゴ君は余よ計けいなダメージを受けてしまったのだからね」

　答えながら、シノミヤはゆっくりとした足取りで僕へと近づいてくる。ケイトとブシドーちゃんはその様子を黙だまって見つめていたが、やがて身に纏まとっていた殺さつ気きを霧む散さんさせ、武ぶ器きを収おさめた。

　胸むねをなで下ろした僕は、シノミヤへの言葉を続ける。

「第１のクエストに再さい挑ちよう戦せんしたことについて、他に何か言っておくべきことはあるか？」

「いや、これ以上はもう何もないよ」

「一いち応おう、確かく認にんしておくけど、『第２のクエストにも再挑戦したい』なんて言い出さないよな？」

「さすがにボクも、そこまで無む謀ぼうではないさ」

「分かった。じゃあ、第３のクエストに進もう。みんなも、それでいいかな？」

　周囲を見回すと、みんなは顔を見合せつつも、全員がうなずいてくれた。

　僕は無言でうなずき返し、新たに現あらわれた黄色の扉とびらへ向かって踏ふみ出す。

「……」

　そんな僕のことを、アリスがなぜか、じっとりとした目でにらんでいた。

「な、何？」

　思わず足を止めて尋たずねると、

「別に」

　短くそう答えて、彼女も黄色の扉へと歩を進める。

　……怒おこっている、のだろうか？　アリスの心の内が分からず、その背せ中なかを見つめていると、

「多分、戸と惑まどっているんですよ」

　リリィさんが僕の側へと近づき、小さな声で言った。

「シンゴさんがどういう人なのかを、受け止めきれないんだと思います」

「は、はあ」

　敵てきか味方か、その判はん断だんを下しかねているということだろうか。でもそれって、僕が黒くろ幕まくだという疑うたがいはまだ解とけてないし、仲間だとも認めてない、ということにもなるんだよな。

「『なんとも思ってない』って言われるよりはいいんじゃないですか？」

　こちらの心しん境きようを察したのか、リリィさんは言葉を続ける。

「少なくとも彼女の心の中に、シンゴさんは確たしかに存そん在ざいするということですから」

「……そうですね。そういうもの、なのかもしれません」

「はい、そういうものです」

　彼女はにっこり微笑ほほえむと、アリスを追うようにして扉へと歩いていく。

　そう、だな。何事も前向きに考えるべきなのだろう、きっと。

　頭の片かた隅すみにはわずかな引っかかりを覚えたものの、僕は軽く頰ほほを叩たたいて気持ちを引き締しめ、二人の後へと続いた。




　　　２




　黄色の扉の前へと集まった僕たちは、それぞれ落ち着きのない様子で他の人を見回す。

　みんなは平静さを保たもとうとしているが、その顔に浮うかぶ緊きん張ちようの色は隠かくし切れないようだ。

　当然、僕だって同じだ。クエストへの挑ちよう戦せんはこれで三度目になるけど、どんな試練が待ち受けているのか分からない以上、慣なれることなんてできない。

　ただし、覚かく悟ごはできている。たとえ何があろうと、僕たちは前へと進むしかないのだから。

「……ふぅ」

　みんなを代表するようにアリスが一歩前に出ると、大きく息を吐はいてこちらに顔を向けた。

「開けるわよ」

　簡かん潔けつなその言葉に、全員がうなずく。アリスもまた首を縦たてに振ふると、ドアへと向き直った。

　そしてノブに手をかけると、力強くひねる。

　──次の瞬しゆん間かん、光が弾はじけた。

　目がくらみ、僕は思わずまぶたを閉とじる。

　やがて光が収おさまり、うっすらと目を開け、

「……はっ？」

　驚きよう愕がくの声を漏もらす。

　眼がん前ぜんには、きらびやかな光景が広がっていたからだ。

　これは、アミューズメントパーク？

　だだっ広い空間にはいくつものアーケード筺きよう体たいが並ならべられていて、フロアの奥おくが見えないくらい。

　天てん井じようからは虹にじ色いろに輝かがやく照明が広がり、軽けい快かいな音楽が鳴り響ひびいている。

　ここが、第３のクエストの舞ぶ台たいなのだろうか？

『ようこそ、レインボウ・パークへ！』

「おふっ！」

　そのとき、背はい後ごから大きな声が聞こえてきて、僕は背せ中なかをのけ反ぞらせ、変な声を上げる。

　……誰だれなのかが分かっていても、こういう不意打ちを食らうと、どうしても動どう揺ようしちゃうなあ。

　拳こぶしを握にぎり締しめながら振ふり向くと、レドの無表情な顔が飛び込こんできた。

「お前なあ……」

『それではこれより、第３のクエストを始める上での簡かん単たんな説明をさせていただきますわ。皆みな様さま、ご静せい聴ちようのほどよろしくお願いします』

　文もん句くの一つでも言おうとする僕をさえぎって、レドは全員を見回した。

『第３のクエストの舞台となるのは、「レインボウ・パーク」と呼よばれるこのアミューズメントパークです。すでにお気づきの通り、この施し設せつには様々な娯ご楽らくが用意されております。皆様にはここにあるゲームを、遊んでもらいたいのです』

「ゲームを、遊ぶ？」

『はい。ビデオゲームやクレーンゲーム、体感ゲーム等々、ここにはなんでもそろっております。どうぞお好きなゲームをお楽しみになってください』

　僕が聞き返すと、レドはにっこりと笑い、言葉を続けた。

『ただしゲームを遊ぶためには、それなりの対たい価かが必要となりますわ。皆様は第２のクエストで、オレンジを収しゆう穫かくされたことを覚えてますか？』

「……覚えてるも何も、それがステージクリアのための条じよう件けんだっただろうが」

　ケイトが言葉を吐はき出すと、レドは表情を変えずに、フロアの一角へ翼つばさを向ける。

『あちらに「交こう換かん所じよ」が設せつ置ちされています。皆みな様さまにはそこで、先ほど手に入れたオレンジを、このステージで使用できるコインと交換していただくことができます』

　そう言ってレドは、翼つばさを軽く振ふる。するとその羽先に、突とつ如じよとして１枚まいの硬こう貨かが現あらわれた。

　それは黄金色をした、見るからに価か値ちの高そうな代しろ物ものだ。

『このコインを支し払はらっていただくことで、皆様は様々なゲームを楽しむことができます。ゲームの種類によっては、必要とするコインの数も変わってきますが、高こう額がくなゲームほど報ほう酬しゆうも大きくなりますので、どのゲームに参加なさるかは皆様が各自で判はん断だんなさってください』

「……あぁ？　報酬ってのは、なんだ？」

『文字通りですわ。ゲームをクリアした方には、それ相応の報酬が用意されているのです』

「なるほどね。第２のクエストで獲かく得とくしたオレンジの数が多い人ほど、このステージでは有ゆう利りになるということか」

　シノミヤは軽くうなずきつつ、レドを指差す。

「オレンジをコインと交換する、と言ったね？　そこをもう少し詳くわしく教えてくれないか？　たとえばオレンジ１つにつき、何枚のコインがもらえるんだい？」

『オレンジ１つにつき、10コインです』

　その問いを待っていたとでも言いたげに、レドは尻尾しつぽをピクピクと動かした。

　しかしそれ以上は口を開こうとしない。他に説明することはない、ということか。

　レドの語った内ない容ようを整理してみると、こういうことになる。


　①第３のクエストの目的は、ゲームを遊ぶことである

　②ゲームを遊ぶためには、コインが必要である

　③コインは、オレンジと交換することで手に入る

　④オレンジ１つにつき、10コインもらえる

　⑤ゲームの種類によって、必要なコインの枚数は変わってくる

　⑥ゲームをクリアすれば、相応の報酬を獲得できる



　……そういえば、第２のクエストのときに、レドは言ってたよな。

『あくまでもオマケ要素ですが、集めたオレンジは、後で何かの役に立つかもしれません』

　何がオマケ要素だ、思いっきり重要じゃないか、オレンジは……。シノミヤも口にしたように、オレンジの所持数が多い人ほど、このステージでは有利になるんだから。

　たとえば第２のクエストを１位通つう過かしたケイトは、オレンジを20個持っている。

　一方、最下位だったシノミヤは２個だ。

　二人の間には、10倍もの差がある。ということは当然、ゲームに挑ちよう戦せんし、報酬を得る機会も、同じだけの差があるわけだ。

　このことが事前に分かっていたら、さっきのクエストでのみんなの行動もまた違ちがったものになっていたかもしれない。とはいえ、レドは決してウソをついたわけじゃないんだから、あいつの言動にケチをつけても適てき当とうにはぐらかされるだけだろう。そのことを分かっているからこそ、みんなは眉まゆをひそめながらも、余よ計けいな労ろう力りよくを費ついやそうとはしない。

「もう一つだけ、質しつ問もんさせてくれ」

　そんな中、シノミヤが手を挙あげて、レドに向かって言った。

「何をすればいいのかは分かったよ。ただ、教えて欲ほしいんだ。このステージのクリア条じよう件けんを。コインが尽つきるまでゲームを遊べば、それで終わりなのかい？　それともここにあるゲームを全て攻こう略りやくしなきゃいけないのかな？」

　確たしかにその疑ぎ問もんはもっともだ。レドがどう返答するのかと、僕もその動向に注目する。

『まだお答えできません』

　しかし、返ってきたのはいつものごとく、素そっ気けない一言だった。

「……ふむ」

　シノミヤは仮か面めんに手を当てて、何かを考えるような素そ振ぶりを見せたが、

「なるほどね。分かったよ、ありがとう」

　それ以上は追及せず、もう話すことはないとでも言うように、一歩だけ後ろへ下がった。

　その様子を確かく認にんしたレドは、翼つばさをパタパタと動かして全員を見回す。

『他に質問はありますでしょうか？　ありませんね？　ありませんよね？　それでは最後に、運うん営えい側がわからのお願いをお伝えします』

　と、レドはピタリと動きを止めると、軽やかな口く調ちようで言った。

『館内にある設せつ備びは、絶ぜつ対たいに壊こわさないでください。また、各ゲームはルールを守ってマナー良く、楽しく正しく遊んでくださいませ。破は壊かい行こう為い、不正行為などが認められた場合は、それ相そう応おうの対応をさせていただきます』

「おい、それ相応の対応って──」

『ではでは、これより第３のクエストを開始いたします！』

　ケイトの言葉をさえぎり、レドが両りよう翼よくを広げると、ファンファーレが周囲に響ひびき渡わたった。

『特に時間制せい限げんなどは設もうけておりません。皆みな様さまが心から満足なさるまで、どうぞごゆっくりお過すごしくださいませ。それでは、また後ほどお会いしましょう』

　丁てい寧ねいな言葉と共に、レドは深ふか々ぶかと頭を下げ、次の瞬間には、その姿すがたが消え失せていた。

　残された僕たちは、それぞれの表情を静かにうかがう。

「──ちょっと話し合った方がよさそうね」

　沈ちん黙もくを破やぶったのは、アリスだ。

「クリア条件すら分からないんだもん。時間制限もないみたいだし、じっくり考えましょう」

　言いながら彼女は、胸むねの前で両りよう腕うでを組む。そんなアリスに顔を向けつつ、シノミヤが人差し指を立てて、言った。

「クリア条件については、分かったじゃないか」

　その一言に、全員の視し線せんがシノミヤへと集まる。

「で、でも、レドさんは、答えられないって言ってませんでしたか？」

　困こん惑わくした表情でリリィさんが尋たずねると、シノミヤは立てた人差し指を左右に振ふった。

「正せい確かくには、『まだお答えできません』だね。これまでにレドが何度も口にしてきた、『お答えできません』とも少し違ちがう。『まだ』というのが重要なんだ」

「え、えっと、ど、どういうことですか？」

「言葉通りだよ。『まだ』答えられないということは、『今この瞬しゆん間かん』でなければ、答えられるということなんだ。つまり、レドがクリア条じよう件けんについて話す機会は、必ず訪おとずれるってことさ。まあ、その『しかるべき瞬間』がいつなのか分からない、というのがネックではあるんだけど」

「……何よ。結局、分からないんじゃない」

　軽く息を吐はいて、アリスは不満そうな表情を浮うかべる。

「まあね。ただ、『その瞬間』を迎むかえたときには、おそらく向こうから、なんらかのアナウンスがあるはずだ。それまでボクたちは、あいつが言ったように、ゲームを遊ぶことに専せん念ねんしていればいいんじゃないかな？」

「今は考えるだけムダってことだな」

「そうとも言うね」

　ケイトのつぶやきに、シノミヤは首を縦たてに振った。

「まあ、なんでもいいさ。ウダウダと悩なやむのは性しように合わねえ」

　懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出し、ケイトは言葉を続ける。

「悪いが、あたしはあたしで勝手に動かせてもらうぜ。気になることは自分の目で確たしかめないと、納なつ得とくできねえからな」

　キャンディを口の中に突つっ込んでから、彼女はシノミヤに目を向けた。

「お前にもらったオレンジ、返すつもりはねえからな」

「うん、当然だね」

「──ちっ」

　飄ひよう々ひようとした態たい度どを崩くずさないシノミヤに、ケイトは舌した打うちして踵きびすを返す。そして振り返ることなく、交こう換かん所じよがある方向へと歩いていった。

「相変わらずマイペースな人だね」

「……あんたにだけは言われたくないでしょうね」

　ケイトの後ろ姿すがたを見送りつつ、シノミヤは肩かたをすくめるが、アリスはその横顔にジト目を向けて、小さく声を漏もらす。その言葉が聞こえたのかどうかは分からないけど、シノミヤは僕たちの方へと向き直った。

「さて、それじゃあここで解散、かな？」

　その提てい案あんに、みんなの視線が集まる。

「ボクとしては、どんなゲームが用意されているのかを、とりあえずは全員で一いつ緒しよに確認しておきたいところなんだけどね。でも、みんなの行動を強きよう制せいすることはできないし、各自で好きなように動いてみた方がいいのかもしれない」

　シノミヤは軽く息を吸すうと、お腹なかに手を当てて、言った。

「何かあったら、このスタート地点に戻もどってくるってことでいいかな！　たとえば、危き険けんなトラップを発見したりしたら、ここに戻ってきて、待機する！　それでいいだろうか！」

　シノミヤらしくない大声に、みんなは顔をしかめつつも、僕を含ふくめた全員がうなずく。その大きな声は、まるで交こう換かん所じよに向かったケイトにも聞こえるように努つとめているかのようだった。

「よし、探たん索さく開かい始しだ。みんな、グッドラック！」

　軽く手を上げると、シノミヤは交換所とは違う方角へと歩いていく。まずはどんなゲームがあるのかを調べて回ろうと考えているのだろう。

　残された僕たちは、軽く顔を見合わせるが、

「……じゃあ、わたしも一人で行動させてもらうわ」

　すぐにアリスが口を開き、背せ中なかを向けた。そして彼女はまっすぐに、交換所へと進んでいく。

「あっ……」

　僕はその背中に手を伸のばそうとするが、わずかに声が漏もれただけで、足が動かない。引き止める理由が思い付かないし、そもそも僕にはそんな権けん利りなんてない。

「え、えっと、えっと、じゃあ、私は……」

　他の人たちを見送りながら、リリィさんは戸と惑まどいの表情を浮うかべる。

「ど、どうしましょう。ゲームと言われましても、私、こういった娯ご楽らくには無む縁えんな生活をしてきたものですから、何が何やら……」

　あたふたと視し線せんを彷徨さまよわせつつも、彼女はやがて、意を決したようにうなずくと、

「シ、シノミヤさーん、待ってくださーい！　私も一緒に、見て回りたいですーっ！」

　シノミヤの後を追いかけて、フロアの奥おくへと消えていった。

　そうして、この場には、僕とブシドーちゃんだけが取り残されることになる。

　……これじゃあ、第２のクエストのときと同じだな。誰もが勝手に行動して、その結果、思わぬ危き機きを招まねく。今回もまたそういう未み来らいが訪おとずれるのではと思い、胸が締しめ付けられる。

　そんな僕の服の袖そでを、ブシドーちゃんが引っ張ぱり、首を横に振ふった。

　──心配することなんて何もない。ブシドーちゃんの表情は、そう言っているかのようだ。

「……そっか。そう、だよな」

　彼女の笑顔を見て、僕も口元を緩ゆるませる。

　そうだ、決して第２のクエストと同じなんかじゃない。だって、ほんの少しだけど、僕には記き憶おくが戻ったのだから。

　ブシドーちゃんは、僕の妹。そのことが分かっただけでも、安心感は段だん違ちがいだ。

「それじゃあ、行こうか」

　そう言って僕は気合を入れるために、拳こぶしを握にぎり締しめて、胸むねを小こ突づく。

「……！」

　するとブシドーちゃんは、何かに気付いたように目を見開いた。

　でもすぐにまた笑みを浮かべると、僕と同じように自分の胸を小突いて、首を縦たてに振る。

　そうして僕たち二人は並ならんだまま、ゆっくりと足を進めた。







　まずはオレンジをコインに換かえるため、交こう換かん所じよと呼よばれたところへ向かう。館内を歩いていると、受付らしきデスクが設せつ置ちされているのを発見。おそらく、ここがそうなのだろう。

　他の人はすでに換かん金きんを済すませたのか、あるいは立ち寄よってすらいないのか、僕たち以外は誰だれもいない。受付も無人で、デスクの上には何かを置くためのトレイがあるだけだ。

　説明らしいものも書かれてないけど、レドの言ったことが本当なら、ここに置くべき物は決まっている。僕は自分の手にオレンジを１つ出しゆつ現げんさせると、トレイの上に載のせた。

　次の瞬しゆん間かん、淡あわい光と共にそのオレンジは姿すがたを消し、代かわりに黄金色のコインが10枚まい、同じ場所に現あらわれた。手に取ってみると、硬こう貨かとしての確たしかな感かん触しよくと重さを感じる。

「……もしかして」

　そのとき僕はふと思い立ち、現れたコインを全て握にぎり締しめると、心の中で強く念ねんじた。

　するとコインは10枚とも、即そく座ざにその姿を消す。

　僕はブシドーちゃんに顔を向け、お互たがいにうなずき合う。彼女もオレンジを１つだけ換金し、僕と同じ手順を踏ふんでみたけど、結果は一いつ緒しよだ。

「やっぱり。このコインもオレンジと同じように、自分の中に収しゆう納のうできるんだ」

　これならうっかり落として、なくしてしまうという心配はなさそうだな。

「よし、とりあえず換金するのは１つだけでいいか。まだオレンジは余あまってるけど、どんなゲームがあるのかを見て回ってから、また後で考えればいいと思うし」

　僕の発言に、ブシドーちゃんは力強くうなずく。

「ブシドーちゃんは、何かやってみたいゲームはある？」

　尋たずねると、今度は首を横に振ふった。こういう場所にはあまり行き慣なれてないのかもしれない。

「じゃあ、まずは簡かん単たんなゲームに挑ちよう戦せんしてみようか。シンプルな操そう作さで、誰にでも遊べそうな……」

　そこまで考えたところで、ふと気付く。自分がこの状じよう況きように、まるで戸と惑まどっていないことに。

「……？」

　言葉を詰つまらせた僕の服を、ブシドーちゃんが引っ張ぱり、心配そうにこちらを見上げた。

「ん、大だい丈じよう夫ぶ」

　大きく息を吐はいてから、なんでもないというふうに微笑ほほえむ。

「適てき当とうにその辺りを歩いてみよう。何か気が付いたことがあれば、教えてくれるかな？」

　ブシドーちゃんはうなずき、僕たちは再び歩き出した。

　館内には色んなゲームがある。リズムゲームにガンシューティング、プリントシール機等々、定番の物はだいたい揃そろっているし、ビデオゲームも様々な種類が用意されているようだ。

　それらのゲームを目にしても、僕は驚おどろきを感じていない。

　このステージに来たときもそうだ。ここがどういう施し設せつなのかすぐに理り解かいできたし、並べられている機械がアーケード筺きよう体たいであるということも分かった。つまり、僕にはアミューズメントパークに関する知ち識しきがあり、その記き憶おくも失われていないということになる。

　ただ、具体的なことは何も頭に浮うかんでこない。いつ、どんなときに、この手の場所に来たのかを思い出そうとすると、途と端たんに頭の中にモヤがかかり、思考がぼやけてくるんだ。

　おそらく僕が失ったのは自分自身に関する個こ人じん的てきな記憶だけで、社会的な常じよう識しきや、日常生活で得た知ち恵えなんかは覚えているんだろう。そのことが分かっただけでも、収しゆう穫かくと言えるかもしれない。

「……」

　そんな思案に耽ふけっていると、不意にブシドーちゃんが僕の袖そでを引っ張ぱった。彼女はある一点を見つめていて、僕も同じ方向に目を向け、ここがどういう場所なのかに気付く。

　ここは、クレーンゲームのコーナーだ。

　透とう明めいな箱の中には『景けい品ひん』が入っていて、その天てん井じように備そなえ付けられたクレーンを動かし、目当ての物をつかむ。ゲーセンではおなじみの、あのゲームが、周囲にずらりと並ならべられている。

　ブシドーちゃんが凝ぎよう視ししているのはそのうちの一台で、箱の中にはいくつものカプセルが並べられている。おそらくあれが、このクレーンゲームにおける景品なのだろう。どのカプセルにも中には小さなカードが入っていて、そこには『アクセサリ』『シューズ』『ぬいぐるみ』といった文字が書かれていた。

　あれが、報ほう酬しゆう？　でも、あんなカードを貰もらっても……。

「──いや、もしかしてあのカードも、交こう換かんできるのか？　オレンジをコインに換かえたように」

　すぐに思い浮かんだのが、交換所のことだ。

　手に入れたカードを交換所に持っていけば、書かれている物をもらえる。そういう仕組みになっているのかもしれない。その真しん偽ぎは、実じつ際さいに確たしかめてみないと分からないけど。

　疑ぎ問もんに頭をひねらせる僕の脇から、ブシドーちゃんが一歩出てクレーンゲームの前に立った。

「これを、遊んでみたい？」

「……」

　彼女は静かにうなずき、箱の中を見つめる。視し線せんの先にあるのは、『ぬいぐるみ』のカプセルだ。

　ブシドーちゃんはコインを取り出すと、『１コイン』と書かれた投とう入にゆう口ぐちに１枚まいを投じた。

　そう、だよな。ブシドーちゃんだって女の子なんだし、ぬいぐるみを欲ほしがるのも自然なことか。

　僕が後ろから見つめる中、ゲームはスタート。彼女が挑ちよう戦せんしたのは、シンプルなボタン操そう作さタイプの物だ。①と書かれたボタンを押おせば、クレーンは横に、②を押せば奥おくへと移い動どうする。

　軽けい快かいな音楽が流れる中、ブシドーちゃんは①のボタンを、力強く押す。

　──次の瞬しゆん間かん、すさまじい音と共に、筺きよう体たいが弾はじけた。

　爆ばく発はつした、という表現が一番近いかもしれない。

　ボタンは吹ふっ飛び、ケースは割われ、クレーンゲーム機は粉こな々ごなに砕くだけ散る。

　突とつ然ぜんのことに僕は啞あ然ぜんとするが、同様に目を丸くするブシドーちゃんを見て、理解した。彼女がボタンを叩たたいた衝しよう撃げきに耐たえ切れず、筺体が壊こわれたんだ、と。

　多分、力の加か減げんを誤あやまったせいだ。筺体の耐たい久きゆう度どに難なん点てんがあったとか、そういうことじゃない。

　単たん純じゆんにブシドーちゃんの力が強すぎたんだ。

　……ちょっと待て。筺きよう体たいが、壊こわれた？　それって、つまり、

「──ブシドーちゃん！」

　僕が声を上げるのと、異い変へんが起きたのは、ほぼ同時だった。

　突とつ如じよ、天てん井じようから降ふり注いだ雷かみなりが、ブシドーちゃんを襲おそったんだ。

「──っ！」

　雷をまともに浴あび、背せ中なかをのけ反ぞらせると、ブシドーちゃんは力なくその場にヒザをついた。

　戸と惑まどう僕の前で、しかし彼女はすぐに立ち上がると、軽く頭を振ふってからこちらに向き直る。

　その顔には、明らかに無理をしているような作り笑いが浮うかんでいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　それでもブシドーちゃんは、僕の問いに対して、大きく首を縦たてに振る。

　……次の瞬しゆん間かん、彼女の着ていた衣服が、バラバラに崩くずれ落ちた。

　目の中に、ブシドーちゃんのスポーティな下した着ぎ姿すがたが飛び込こんでくる。ムダなく引き締しまったスレンダーなその肉体は、しかし出るところは出ていて、その健けん康こう的てきな肉体美に、僕は思わず見み惚とれた。

「……」

　ほんのわずかな間、彼女も放心状態に陥おちいっていたが、僕の視線に気付いた途と端たん、
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　その顔を真しん紅くに染そめると、両手で身体からだを隠かくし、身を縮ちぢこまらせる。

「あ、ご、ごめん！」
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「っ！」

　ブシドーちゃんは全身を震ふるわせると、背せ中なかを向け、ものすごい速さで館内を駆かけていった。

　止める暇ひまもなく、彼女の姿すがたは彼方かなたへと消えていく。

「──まずい」

　あられもない姿を凝ぎよう視ししてしまったことに自じ責せきの念ねんを覚えつつ、同時に僕は焦あせりを感じていた。

　彼女は今、下着姿だ。つまり、リタイアにリーチがかかっているような状じよう態たいだということ。

　しかもこのステージでは、破は壊かい行こう為いに対してペナルティが課せられることになっているんだ。

　まさに今、目の当たりにしたように。

　破壊行為、不正行為などが認みとめられた場合は、それ相そう応おうの対応をする。レドが言っていたのは、こういうことなのだろう。

　ならば、ついうっかり何かを壊こわしてしまう可か能のう性せいのある彼女が、このまま館内を走り回るのは、非ひ常じように危あやうい。早く追いかけないと、取り返しのつかないことになるかもしれないんだ。このまま放っておくわけにはいかない。

　とはいえ、追いかけていったところで、何ができるというわけでもない。失われた衣い服ふくだって、もう元には……。

「──いや。そうか、服だ！」

　ここで手に入る報ほう酬しゆうの中には、服があるんじゃないのか？

　だってアクセサリやシューズといった、身に付ける物があるんだから、衣服があってもおかしくはない、と思う。

　確たしかな根こん拠きよもないけれど、でも、探さがしてみる価か値ちはあるだろう。

　僕は近くを歩き回り、それらしい景けい品ひんがないかをチェックしていった。

　なんでもいい、とにかく服だ。服、服、服。

　──と、そのとき僕は、一台のクレーンゲーム機の前で足を止めた。

　さっきブシドーちゃんが挑ちよう戦せんしていた物よりも、少し大きめの筺きよう体たいだ。その透とう明めいな箱の中には丸いカプセルがいくつも並ならべられていて、どのカプセルにも、中には小さなカードが入っている。

　そのうちの一つに、『衣服・上下セット』と書かれているのを、僕は見つけたんだ。

　このクレーンゲームは、３ボタン操そう作さのタイプか。①のボタンで右へ移い動どうし、②で奥おくへと進む。③は高さ調ちよう節せつ用ようで、これを押おすことで、降おりていくクレーンを止めることができる。

「……さて、と」

　システムを理解した僕は、一度目を閉とじて深しん呼こ吸きゆうをした。

　心の中は、早くブシドーちゃんを追いかけたいという気持ちでいっぱいだ。でも、こういうときこそ集中すべきだろう。焦あせる気持ちを落ち着かせて、目を開ける。

　投とう入にゆう口ぐちには『２コイン』の文字。コインを２枚まい取り出して、迷まよわず投げ入れ、ゲームスタート。

　クレーンゲームには効こう率りつ良よく景品を取るためのテクニックがいくつか存そん在ざいするけれど、こういうシンプルな形をした物の場合だと、正せい攻こう法ほうで攻せめるしかない。

　僕は目当てのカプセルの位置を確たしかめて、慎しん重ちようにボタンを押していった。右へ進み、奥へ移動し、高さを合わせる。クレーンは僕の操そう作さ通どおりに動き、アームがカプセルをつかむ。

　──しかし、その位置は中心からわずかにずれていて、持ち上げようとしたところで、カプセルはアームの隙すき間まをすり抜ぬけて落ちていった。

　クレーンは何も手にすることなく、元の場所に戻もどってくる。

「……ふう」

　僕は大きく息を吐はいて、再ふたたび２枚のコインを投じた。

　今の１プレイは失しつ敗ぱいに終わったけど、しかし収しゆう穫かくはあった。クレーンの動くスピードやボタンを離はなした瞬しゆん間かんの、微び妙みようなズレを、理解できたのだから。

　再びボタンを操作し、クレーンを動かす。右、奥おく、高さ。

　アームはカプセルの中心を、がっしりとつかんだ。

　クレーンはカプセルを持ち上げたまま、元の場所へと戻ってくる。

　震ふるえるアームを目で追いつつ、僕は拳こぶしを握にぎり締しめて祈いのった。

　頼たのむ、落ちるな、落ちないでくれ！

　……やがて、永えい遠えんかと思えるほどの短い時間を経へて、クレーンはスタート地点へと帰き還かん。

　アームが開き、カプセルは『穴あな』へと落下し、固い音が響ひびき渡わたる。僕はしゃがみ込み、取り出し口に手を入れると、中にあるカプセルを取り出してから立ち上がり、両手で割わってカードに書かれている文字を確かく認にんした。

　そこには確たしかに、『衣服・上下セット』と書かれている。

　そのカードを手にして、僕は全力で館内を駆かけた。

　まずは交こう換かん所じよだ。このカードを、書かれている通りの物に交換しなければ意味がない。

　どこをどう進んだのかは、あまり覚えてない。とにかく僕は全力で走り続けて、気が付いたときには、交換所の前までたどり着いていた。

　軽く乱みだれた息を整えてから、さっき手に入れたカードをトレイの上に置く。するとそのカードは瞬しゆん時じに消え去り、代わりに白と紺こんの布ぬの地じが、音もなく目の前に現あらわれた。

　やっぱり、そうか。あのカードは引ひき換かえ券けんみたいな物だったんだな。そのことを理り解かいした僕は、目の前の布地を両手で抱かかえると、スタート地点へ向かって再ふたたび駆け出した。

　──何かあったら、スタート地点に戻る。

　あのときシノミヤが言ったことを、ブシドーちゃんも聞いていたはずだし、今まさに、何かが起きている。ならば走り去った彼女も、スタート地点に戻っているのではないか。

　もちろんそれは、ただの思い込みに過すぎないのかもしれない。けれど、他に探さがす当てもない以上、『戻る』がベストな判はん断だんだと、僕は思ったんだ。

　そしてその判断は、どうやら正せい解かいだったようだ。

　スタート地点へと帰ってきた僕は、館内の片かた隅すみでしゃがみ込こむあの子の姿を見つけたんだ。

　ブシドーちゃんは下着姿のままこちらに背せを向けて、身体からだを縮ちぢこまらせている。その白い素す肌はだが視し界かいに飛び込んできた瞬間、まぶしさのあまり、思わず息を吞のんだ。

　しかしすぐに頭を振ふって邪じや念ねんを追い払はらい、彼女の元へと小走りに近づく。

「ブシドーちゃん」

「っ！」

　ブシドーちゃんは全身を震ふるわせ、さらに小さくうずくまるが、僕は構かまわずに言葉を続けた。

「あの、これ！」

　さっき手に入れた布ぬの地じを前に突つき出すと、彼女は顔だけを、ちらりとこちらに向ける。

「景けい品ひんの中に、衣服セットっていう物があったんだ。ブシドーちゃんの、その、サイズとかはよく分からないけどさ、とりあえずこれを着ておいた方がいいと思うんだ」

「……」

　彼女は無言で見上げていたが、やがてゆっくりと手を差し出して、その布地を受け取ってくれた。

　そのことを確かく認にんした僕は、すぐに後ろを向いて、両手を大きく広げる。

　ブシドーちゃんは今、施し設せつの壁かべと僕との間に挟はさまれる位置にいる。だからこうすることで、少しでも周囲から隠かくすことができれば、と思ったんだ。

　映えい像ぞうの記き録ろくとやらをどうやって付けているのかは分からないし、こんなことをしても意味はないのかもしれない。それでも、何もしないよりはマシだろう。

「絶ぜつ対たいに、覗のぞいたりしないから。着き替がえ終わったら教えて」

「……」

　背はい後ごにいる彼女が、うなずいたのかどうかは分からない。でもやがて僕の耳に、かすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。恥はずかしさを押おし殺したかのような、ゆっくりとした動作をしているだろうことが伝わってきて、僕の鼓こ動どうは妙みように高鳴る。

　落ち着け、冷静になれ。ブシドーちゃんは僕の妹。ブシドーちゃんは、僕の妹なんだ。

　額ひたいに浮うかぶ汗あせもそのままに、僕はそのまま立ち続け、

「……」

　不意に服の端はしを引っ張ぱられて、我われに返った。

　着き替がえ終わったのだろうか？

「ブシドーちゃん、振ふり向くよ？」

　はっきりと聞こえるように大きめの声で言ってから、僕は彼女の方へと向き直り、

「──」

　その瞬しゆん間かん、言葉を失う。

　目の前に立つブシドーちゃんから、目が離はなせなかったからだ。

　彼女が身に付けた服は、きわめてシンプルなものだった。

　半はん袖そでの白いシャツと、紺こん色いろのブルマ。その二点だけである。

　そう。僕が手に入れたあの衣服セットは、体たい操そう服ふくだったんだ。

「どうして、こんな物が……」

　僕は疑ぎ問もんをそのまま声に出したが、しかしあのカードにはどんな服なのかまでは書かれてなかったんだし、おかしなことではないのか。体操服だって、服は服だ。

「……」

　どうにかして頭の中を整理しようとする僕の前で、ブシドーちゃんは身体からだをモジモジさせ、上うわ目め遣づかいにこちらを見つめている。

「も、もしかしてその服、気に入らなかった？　だとしたら、ごめん！　交こう換かん所じよでこれを受け取ったときは、無む我が夢む中ちゆうで、確かく認にんする暇ひまがなかったんだ！」

「……！」

　僕が頭を下げると、彼女は激はげしく首を横に振ふった。

　気に入らなかったわけじゃない、ということか。だとしたら、なんだろう？

「サイズが合わない？」

　ブシドーちゃんは首を横に振る。

「着心地が悪い？」

　再ふたたび彼女は首を横に振る。

「じゃあ、えっと、似に合あっているかどうかを聞きたい？」

「！」

　三度目の問いに、ブシドーちゃんは大きくうなずいた。

　彼女の真意が分かり、安あん堵どのため息をつく。たとえ間に合わせの服だとしても、着ている本人が不満に思っているのだとしたら、それは決して好ましい状じよう態たいだとは言えないのだから。

　似合っているかどうかについての返事は、悩なやむまでもない。体操服とはその名の通り、体操をする際さいに着る服のことであり、当然ながら動きやすさを重じゆう視しして作られている。

　超ちよう人じん的てきな身しん体たい能のう力りよくを持つブシドーちゃんにとっては、これこそまさにぴったりの服ふく装そう。僕は親指を突つき出し、爽さわやかな笑みを浮うかべて、言った。

「最高だよ、ブシドーちゃん！　ベリグッ！」

「……あんた、何やってんの？」

　──その瞬しゆん間かん、背はい後ごから誰だれかの声が聞こえてきて、全身を強こわ張ばらせた。

　硬こう直ちよくした身体を無理やり動かして、振り向く。するとそこには眉まゆをひそめ、じっとりとした目でこちらを見つめるアリスの姿すがたがあった。

　彼女は腕うで組ぐみもせず、ただ黙だまったままじっと僕たちを眺ながめている。

　その様子は、まさにドン引きしているとしか言いようのないものだ。

「さすがにそれは、マニアックすぎるでしょ……」

　見下すようなその瞳ひとみに、僕の胸むねには鈍にぶい痛いたみが走った。

「い、いや、ち、ち、違ちがうんだ。これは、ただ……」

「ド変へん態たい」

「うぐっ！」

　短い一言が追い打ちとなり、僕は言葉を詰つまらせる。アリスが想そう像ぞうしていることはまったくの誤ご解かいなのだが、突き刺ささるような視し線せんが心苦しくて、それ以上は言葉を続けられなかった。

「……」

　すると、そんな僕をかばうようにブシドーちゃんが前に立ち、アリスの顔を見つめる。

「な、何よ」

「……」

　ブシドーちゃんは無言で一歩前に出て、アリスを押おし返そうとする。

「──別に、あなたのことを責せめたつもりはないんだけど？」

　しかしアリスも退ひく気がないらしく、それどころか彼女も一歩前に出て、ブシドーちゃんに自みずからの身体からだを押し付けた。二人の胸むな元もとがぶつかり合い、柔やわらかな歪ゆがみを作ったまま、両者は激はげしい火花を散らす。

「ちょ、ちょっと待った！」

　一いつ触しよく即そく発はつなその空気に耐たえ切れず、僕は両手を上げて叫さけんだ。

「二人とも、落ち着こう。まずは冷静に話を──」

「あんたは黙だまってて！」

「はい！」

　思わぬ剣けん幕まくに、僕は反はん射しや的てきに背せ筋すじを伸のばして、ものすごく元気のいい返事をする。

「って、そうじゃなくって！」

　萎い縮しゆくしかけた気持ちを無理やり追い払はらって、僕は言葉を続けた。

「こ、ここに戻もどってきたってことは、アリスも何か、収しゆう穫かくがあったんだよね？」

「……ん」

　声を振ふり絞しぼって尋たずねると、彼女はようやく一歩後ずさってくれた。そして、手のひらの上に３枚まいのカードを出しゆつ現げんさせる。アリスもなんらかのゲームに挑ちよう戦せんしたということか。

「収穫ってほどでもないんだけどね。書かれている内ない容ようが内容だったから、一いち応おう、みんなにも知らせておこうかなと思って」

　そう言って彼女が取り出したカードを見て、僕は目を丸くする。

『雑ざつ貨か』『首くび飾かざり』『小しよう銃じゆう』

「……えらく物ぶつ騒そうな単語だね」

　言葉を絞り出すだけで精せいいっぱいだった。雑貨や首飾りはともかく、小銃？

「こういう代しろ物ものが必要になる、ということでしょうね」

　アリスはカードを見つめつつ、淡たん々たんと語る。

「これまでのクエストだって、トラップやら凶きよう暴ぼうな生物やらが出てきたんだし、今回も、ただゲームを遊ぶだけでは終わらないってことよ」

「……考えすぎ、と言いたいところだけど、心こころ構がまえだけはしておいた方がいいんだろうな」

　動どう揺ようしかけた気持ちをどうにか落ち着け、僕は目の前の現げん実じつを受け止める。何が起きるのか分からない以上、用心するに越こしたことはないんだ。

「それで、他の人がどういう物を手に入れたのかも気になったんだけど、あんたたちは？」

「ああ、それならあれだよ。あの体たい操そう服ふくが、報ほう酬しゆうとして手に入れた物なんだ」

　いざこざの原げん因いんとなった衣服について、僕はしっかりと説明した。ブシドーちゃんは力ちから加か減げんが難しいことや、そのせいで破は壊かい行こう為いに対するペナルティを受けたことも。

「──そう」

　すると黙だまって話を聞いていたアリスは、僕たち二人に目を向け、

「誤ご解かいして悪かったわね。ごめんなさい」

　そう言って、ゆっくりと頭を下げる。その意外な反はん応のうに驚おどろいていると、彼女はじっとりとした目を向けてきた。

「あんたがどう思っているのかは知らないけど、わたしは自分が間ま違ちがってるって確かく信しんできたら、そのことはちゃんと受け止めるように心がけてるの」

「そ、そうだったんだ。それは、悪かった」

「ただし今の話は、信用できそうな内ない容ようだったから信じたっていうだけよ」

　と、アリスは言葉を続けて、僕に指を突つき付ける。

「あんたが黒くろ幕まくかもしれないっていう疑ぎ惑わくは、まだ晴れてないんだからね。わたしが謝あやまるのは、体操服についてだけ。分かった？」

「わ、分かったよ」

　その威い圧あつ的てきな態たい度どに気け圧おされて、僕は反はん射しや的てきにうなずく。しかしそのとき脳のう裏りに浮うかんだのは、リリィさんの言葉だった。

（シンゴさんがどういう人なのかを、受け止めきれないんだと思います）

　もしかしたらアリスの心の中には、迷まよいがあるのかもしれない。だとしたら、今は下手へたなことを口にしない方がいいのだろう。

　いずれにせよ、この件けんはこれで終わりだとばかりに、アリスはさらに続けた。

「あんたたちは、この後どうするつもりなの？」

　尋たずねられて、僕はわずかにうつむいてから、答える。

「まだちゃんと考えてないけど、ブシドーちゃんはひとまずここで待機しておいた方がいいと思う。ゲームを遊ぼうとしただけで、ペナルティを受ける可か能のう性せいがあるんだ。そんなリスクを冒おかしてまで、無理をする必要はないよ」

「……」

　僕の発言に、しかしブシドーちゃんは首を横に振ふり、まっすぐに前を指差した。

　その方角に目を向けて、僕はあることに気付く。

「もしかして、クレーンゲーム？」

　その問いに、彼女は首を縦たてに振った。

　やっぱり、そういうことか。ブシドーちゃんは、クレーンゲームに再さい挑ちよう戦せんしたいんだ。

「いや、今は安全第一で行動するべきだ。何よりも大事なのは、リタイアしないことなんだから」

「……」

　諭さとすように告げると、彼女は肩かたを落とし、その場でうつむいた。

　ちょっと強く言いすぎただろうか。でも、こればっかりは我が慢まんしてもらうしかないよな。

「……仕方ないわね」

　そのとき、アリスがため息をつくと、僕たちを見回してから、ゆっくりと右みぎ腕うでを上げた。

　そしてその腕うでがブシドーちゃんに向けられた途と端たん、手の先から鎖くさりが生まれ、あっという間に彼女の右腕に絡からみつく。

「！」

　突とつ然ぜんのことによける暇ひまもなかったのか、ブシドーちゃんは肩かたのあたりまで、アリスの鎖によって拘こう束そくされた。

　僕はただその光こう景けいを呆ぼう然ぜんと眺ながめていたが、すぐさま我われに返って口を開く。

「アリス！」

「ブシドーちゃん、でいいのよね？」

　僕の叫さけびを無む視しして、アリスは言葉を続けた。

「あなた、今、右腕を動かせる？」

「？」

　ブシドーちゃんは首を傾かしげつつも、自分の右腕に目を向ける。しかしすぐにその表情はこわばり、ぎこちない動きで手を動かすと、眉まゆをひそめてアリスを見つめた。

「どうやらあなたにも、わたしの鎖は有ゆう効こうみたいね」

　ブシドーちゃんの反はん応のうに満足したのか、アリスはうなずく。

「これなら、ゲームの筺きよう体たいを壊こわさずに遊べるんじゃない？」

「──！」

　その一言に、ブシドーちゃんは大きく目を見開き、口を震ふるわせる。それは僕も同じで、啞あ然ぜんとしたまま二人の顔を交こう互ごに見た。

　確たしかにアリスの言う通りだ。鎖で力を抑おさえ込こんでおけば、うっかり何かを壊してしまうという事じ態たいは避さけられるだろう。もちろんブシドーちゃんは、腕を縛しばられたままゲームを遊ばなきゃいけないのだから、それはそれで負ふ担たんがかかるとは思う。だけど、少なくともペナルティを受ける心配はなくなったのだから、精せい神しん的てきにはずいぶん楽になるはずだ。

「負けたままでいるのは、悔くやしいのよね？　わたしも手伝うから、一いつ緒しよに攻こう略りやくしましょう」

「……」

　アリスがかすかな笑みを浮うかべると、ブシドーちゃんもほんの少しだけ、口元を緩ゆるめた。

「──どうしてだ？」

　二人のやり取りを見ながら、僕は思わず口を挟はさむ。

「どうしてアリスは、ブシドーちゃんに協力してくれるんだ？」

　ついさっきまでは、お互いに敵てき意いをぶつけ合っていたのに、それなのにどうして？

　僕からすれば当然すぎるその疑ぎ問もんに、彼女は呆あきれたような表情を浮かべて、答えた。

「そんなの、放っておけないからに決まってるじゃない」

　その返事を聞いた瞬しゆん間かん、僕は大きく目を見開く。

「苦手なことを克こく服ふくしたい。自分の力で欲ほしい物を手に入れたい。そう思っている人が間近にいるのに何もしないだなんて、わたしにはできないわよ。だってそんなの、落ち着かないもん」

　肩をすくめてから、彼女はブシドーちゃんに顔を向けた。

「もちろん、見返りは求めるわよ。このことは貸かしにしておくから、もしもわたしがピンチのときは、助けてくれるとありがたいわね」

　アリスの言葉に、ブシドーちゃんはまたもや首を縦たてに振ふる。

　当然、それはただの口くち約やく束そくに過すぎない。借りを返す機会が、訪おとずれるかどうかすら分からない以上、『意味の薄うすい取り決め』だ。

　けれど、おそらくアリスはそんなことを承しよう知ちの上で、協力すると決めたのだろう。

　──単たん純じゆんな損そん得とくだけで動いているわけじゃない、ということか。

　訳わけの分からないゲームに参加させられ、極きよく限げんの状じよう況きように追い込まれたせいで、いつの間にか僕の心も、メリットやデメリットを重じゆう視しして判はん断だんするようになっていたのかもしれない。

　その考え方は大事だけど、でも、それだけじゃダメなんだ。このゲームをクリアするためには、何よりも助け合うことが大切なのだから。

　そのことを思い出させてくれたアリスに、僕は感かん謝しやの気持ちを込めて、言った。

「アリスって、いい人なんだね」

「なっ!?」

　アリスは高い声を漏もらして口をパクパクと動かすが、すぐさま僕を指差す。

「い、言い忘わすれてたけどね、あんたと一緒に行動する気はないんだからね！」

「へっ？」

「わたしはブシドーちゃんと二人っきりで、クレーンゲームに挑いどみたいの！　あんたが付いてきたら、手伝わない！」

「え、ええええ……」

　その無む慈じ悲ひな宣せん言げんに、僕は情けない声を出す。

　……いや、でも、もしかしたらこれは、いい機会なのかもしれない。

　思い出してみれば、ブシドーちゃんはずっと、僕に付きっきりで行動している。つまり、僕以外の人と交流を持とうとしていないんだ。協力が大事なこのゲームにおいて、それはあまり好ましいことではないのだろう。アリスと共に行動するのは、他者との親交を深めるチャンスなんだ。

「分かった、行ってきなよ。せっかくアリスが、手伝ってくれるって言ってるんだからさ」

「……」

　僕の言葉に、彼女は少しだけ戸と惑まどいの表情を浮うかべたが、

「クレーンゲームの景けい品ひん、取りたいんだろ？」

「！」

　さらに問いかけると、拳こぶしを固かたく握にぎり締しめて、ゆっくりとうなずく。

「よし、決まりだ。アリス、ブシドーちゃんのことを頼たのむ」

「……頼まれなくても、わたしは自分の意思で、やりたいことをやってるだけなんだからね」

「ああ、分かってる」

「むぅ……」

　僕の言い方が気に入らなかったのか、アリスは口をとがらせて、きつい目でこちらをにらんでくる。しかしそれ以上は何も言わず、ブシドーちゃんに目を向けると、

「それじゃ、行きましょ」

　踵きびすを返し、クレーンゲームのコーナーがある方へと、足を進めていった。

「……」

　ブシドーちゃんもその後に続こうとしたが、すぐに立ち止まってこちらへ振ふり返る。そして自分の胸むねを軽く小こ突づいて、首を縦たてに振った。

　彼女を勇気づけるため、僕も同じ仕し草ぐさをして、軽く微笑ほほえむ。

　安心したのか、ブシドーちゃんは軽く手を振ってから、アリスの後を追いかけていった。

　その後ろ姿を見送りつつ、軽く息を吐はく。

　二人のことは気になるけど、戻もどってくるまで、ここでただ待っているというのも時間のムダか。

　僕は僕で、何か行動するべきなのだろう。

「まずは手持ちのオレンジを、全部コインに交こう換かんしてからだな」

　誰だれに聞かせるでもなくつぶやくと、僕は交換所に向かって足を進めた。
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　それから、どのくらいの時間が経けい過かしただろうか。

　手持ちのコインを全て使い切った僕は、スタート地点へと戻る道を歩いていた。

　いくつかのゲームに挑ちよう戦せんした結果、手に入れた報ほう酬しゆうは次の７つだ。

『爆ばく薬やく』『鈍どん器き』『刃は物もの』『防ぼう具ぐ』『スポーツ用品』『火器』『衣服』

　ブシドーちゃんたちと別れた時点で、僕が所持していたコインは26枚まい。ゲームによっては複ふく数すう枚のコインを必要とするものもあったし、まずまずの成果だと言えるだろうか。

　それなりに手ごたえを感じたまま歩き続け、気が付くと僕は、交換所へとたどり着いていた。

　せっかくだから、カードを実物に交換しておくか。

　受付のトレイに、まずは最初に手に入れた『爆薬』を置く。

　すると瞬しゆん時じにカードは消え去り、入れ替かわるようにして現あらわれた物を見て、僕は息を吞のんだ。

　目の前にあるのは、ダイナマイトだったんだ。

　説明の必要もないほどの危き険けんな代しろ物ものを目にして、改めて気持ちを引き締しめる。

　やっぱり、こういう物が必要になってくるということなのか。

　僕は恐おそる恐るそのダイナマイトに手を触ふれて、ふと、あることを思い立ち、心の中で念ねんじる。

　するとそのダイナマイトは僕の中に吸すい込まれていき、姿すがたを消した。

　思った通り、オレンジやコインと同じで、ここで手に入れた報ほう酬しゆうも自分の中に仕し舞まい込こめるんだ。

　そのことを理り解かいできた僕は、残るカードも次々に実体化させていく。

『鈍器』のカードは、両手でなければ持ち切れなさそうなほどの巨大なハンマーだった。全体的なデザインはシンプルだけど、打だ撃げき部ぶ分ぶんには『トゲ』のような突起がいくつもあり、工具として使うための物ではないということが容よう易いに想そう像ぞうできる。

『刃は物もの』は、片かた手てで持てるサイズの斧おのだ。ハンマーに比くらべると小ぢんまりとした印象を受けるが、扱あつかいやすさという点ではこちらの方が優すぐれている。

『防ぼう具ぐ』は、金きん属ぞく製せいの大きなシールドだった。見た目に反して重さはそれほどでもなく、持ちながら走ることくらいならできそうではある。軽く叩たたいてみた感じ、強度も問題なさそうだ。

『スポーツ用品』は、木もく製せいのバットだった。やはりこれも、本来の用よう途とで使うことはないのだろうけど、片手斧と同様に扱いやすい一品であることは間ま違ちがいない。

　そして『火器』は、大型のハンドガンに変わった。

　見るからに本物で、触さわってみると金きん属ぞくの冷たさが指先から直じかに伝わってくる。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、『暴ぼう力りよく』の二文字だ。ダイナマイトもそうだけど、こんなものを急所にでも受けたら、一発でリタイア間ま違ちがいなしだろうな……。

　軽く身み震ぶるいしつつも、僕はそのハンドガンを自分の中に仕し舞まい込こむ。

　最後に『衣服』のカードをトレイに載のせると、赤色の布切れが現あらわれた。

　僕はそれを手に取ろうとして、

「あら、シンゴさん！」

　突とつ如じよ、聞こえてきた声に動きを止める。

　振ふり返ってみると、こちらへと駆かけ寄よるリリィさんの姿すがたが見えた。

「シンゴさん、見てください、これ！」

「えっ？」

　朗ほがらかな表情を浮うかべ、リリィさんは両手を前に出す。その手の中には、何なん枚まいものカードが束たばねられていた。そのカードの束を抱かかえたまま、上じよう機き嫌げんさを隠かくそうともせず、彼女はにっこりと笑う。

「私、こんなにもたくさんの報ほう酬しゆうを手に入れたんですよ！　どうですか、すごくないですか!?」

「た、確たしかに、すごいですね、その数は。いったいなんのゲームに挑ちよう戦せんしたんですか？」

「はい、ガチャガチャです！」

「ガチャガチャ？　コインを入れてレバーを回せば、景けい品ひんが出てくる、あれですか？」

「ええ、それです！　実はあの後、シノミヤさんとはぐれてしまいまして。それで、ひとまず換かん金きんだけは済すませたのですが、当てもなくその辺りを歩き回っていたときに、目に入ったのが、ガチャガチャだったんです。ゲームには詳くわしくない私でも、さすがにこれなら、と勇気を出して挑戦してみたら、見事に報酬を獲かく得とくできたんですよ！」

　そう言って彼女は、いくつかのカードを僕の前に突き出した。

　しかし、そこに書かれてある文字を見て、思わず表情が固かたまる。

『ポケットティッシュ』『ハンカチ』『輪ゴム』『綿めん棒ぼう』『ライター』

「他にもたくさんありますよ！　ほら、見てください！」

　リリィさんは楽しげな表情で他のカードも見せてくるが、そのどれもが小物や雑ざつ貨かばかりだ。

　……おそらく、ガチャガチャで手に入るカードはランダムなのだろう。コインを投じたからといって、必ずしも願った通りの物が出てくるとは限かぎらないはず。

　そしてリリィさんが引いたのは、多分、どれもハズレなんだ。

　僕はすでに、『爆ばく薬やく』や『刃は物もの』といったカードが存そん在ざいすることを知っている。それらに比くらべたら、彼女が手に入れた物は、ごく普ふ通つうに考えれば価か値ちが低い、と思う。

　ハズレばかりを連続で引くなんて、不運だとは思ったけど、でも、それも当然と言えば当然かもしれない。だってリリィさんは、運のステータスがゼロなのだから。

　つまり彼女は、ランダムな要よう素そが絡からむゲームに向いていない。でも、報ほう酬しゆうを手に入れたことで嬉き々きとした表情を浮うかべるその顔を見ていると、『それはハズレだ』なんてことも言い出せず、僕は愛あい想そ笑いを浮かべるしかなかった。

「シンゴさんの方は、どうですか？　何か収しゆう穫かくはありました？」

「えっ、あ、はい」

　興きよう味み津しん々しんといった顔で尋たずねられ、僕は手のひらをかざす。しかしその途と中ちゆうで思い留とどまり、すぐに腕うでを下ろした。

　……いきなり物ぶつ騒そうな物を実体化させると、リリィさんを驚かせてしまうかもしれないな。

　となると、あれがいいか。

「リリィさんに、見せたい物があるんですよ」

　少し考えてから、僕はトレイの上にある赤い布ぬの切きれを手に取った。これがなんなのかは分からないけど、危き険けんはなさそうだし、銃じゆうやダイナマイトを見せるよりはいいよな。

　そう思いながら、その布切れをよく確たしかめもせずに両手で持つと、

「はい、これです！」

　勢いきおいよくリリィさんの前に掲かかげた。

「──え？」

　すると彼女は小さな声を漏もらし、身体からだを硬こう直ちよくさせる。リリィさんの視し線せんは僕の掲げた『衣服』に注がれており、やがてその顔は見る見るうちに赤くなっていった。

　いったいどうしたんだろう？　首を傾かしげながら、自分の手の中にある物を見て、

「……あっ」

　同じく、全身を強こわ張ばらせた。

　僕が持っていたのは、女性用の水着だったんだ。それもきわめて面めん積せきの少ない、セクシーなワンピースだ。

　そっか、そうだよな。あのカードには、『衣服』って書かれてたもんな。水着も衣服の一種なんだから、別におかしなことはないよな、うん。

　感覚が麻ま痺ひした頭でそんなことを考えていると、

「ど、どうしてそんな物を、私に？」

　リリィさんの怯おびえた声が聞こえてきて、僕は我われに返った。

「も、もしかしてそれ、私に着ろって言ってるんですか……？」

「へっ？　い、いや、あの、ち、違ちがいます！　これはただ──」

「やっぱり、そういうことなんですね。シンゴさんが黒くろ幕まくで、そういう、その、エッチなことを、色々と企たくらんでるってことなんですね」

「だ、だから、そうじゃなくて──」

「シンゴさんのこと、信じてみてもいいかなと思っていたのに……」

　僕の言葉も耳に入れず、リリィさんは自分の中で次々と結けつ論ろんを出していく。

　なんだかおかしな方向で誤ご解かいされてるぞ。まあ、こんな物を持っていたらどう思われても仕方がないんだけど、でも、このままだとまずいことになりそうだということだけは分かる。

　僕は手に持った水着を自分の中に仕し舞まい込こんでから、ゆっくりと近づいた。

「あ、あのですね、少し話を──」

「嫌いや！　近ちか寄よらないで！」

　途と端たん、リリィさんは僕から逃にげるようにして後ずさる。

「あっ」

　しかし焦あせっていたせいか、彼女はバランスを崩くずして、身体からだをぐらつかせた。

　そしてそのまま、背せ中なかから床ゆかへと倒たおれ込む。

「くっ！」

　僕はとっさに、一歩踏み出した。リリィさんが倒れる先には、一台の筺きよう体たいが置かれている。このままだとその角の部分に、頭をぶつける！

　リリィさんの手をつかむと、そのまま自分の腕うでを引いて、彼女との位置を入れ替かえた。

「きゃっ！」

　悲鳴を漏もらすリリィさんを抱え、空いた左手で自分の頭を覆おおう。次の瞬しゆん間かん、手の甲こうに激はげしい衝しよう撃げきが襲いかかった。

「──っ！」

　頭の中が真っ白になったかと思うと、即そく座ざに痺しびれるような感覚と、強い痛いたみが押おし寄よせてきてくる。僕は歯を食いしばって、無理やりその痛みを耐たえ忍しのんだ。

　直後、左ひだり袖そでがヒジの部分まで弾はじけ飛ぶ。

　やがて痛みは引いていき、僕は大きく息を吐はいた。どうやら大たいしたダメージではなかったみたいだ。突とつ然ぜんのアクシデントには驚おどろかされたけど、でもまあ、結果的にはこの程てい度どで済すんだのだから、良しとしておくべきか。

　それにしても、なんだかやけに息苦しい。自分の上に、ちょうど人がひとり乗っかっているような、そんな感覚を抱いだいて、僕は視し線せんを動かす。

　刹せつ那な、再ふたたび頭の中は真っ白になった。リリィさんが、僕の上にのしかかっていたからだ。

　……そうか、二人が入れ替わるようにして倒たおれたんだから、こういう体たい勢せいになるのも、当然と言えば当然なのかもしれない。しかし、この状じよう態たいはまずい。非ひ常じようにまずいぞ。密みつ着ちやくした肉体からは、柔やわらかな弾だん力りよくが伝わってきて、僕の頰ほほは急きゆう激げきに熱くなる。

「う、うーん……」

　リリィさんの顔はくっつきそうなほど間ま近ぢかに迫せまっていて、その口から、温かな吐と息いきを漏らした。

「わ、私、いったい……」

　軽く頭を振ると、彼女はぼんやりとした表情をこちらに向け、
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「ふぇっ!?　シ、シンゴさん!?」

　叫さけびと共に目を見開くと、その頰ほほを真っ赤に染そめる。動どう揺ようしているのか、リリィさんはマジマジとこちらを見つめたまま動こうとしない。縁ふちなし眼鏡めがねの奥おくにある大きな瞳ひとみは吸すい込まれそうなほどに輝かがやいていて、僕も一いつ瞬しゆん、彼女に見み惚とれてしまう。

　──いや、ダメだ！　このままだと、本当にまずい！

「リ、リリィさん！」

　我われに返ると、僕は必死に声を絞しぼり出した。

「は、早く起き上がってくれませんか？」

「へっ、あっ、は、はひ！　ごめんなさい！」

　軽く舌したを嚙かみながらも、リリィさんは慌あわてた様子で立ち上がる。

　一安心した僕は、同じように身体からだを起こして、胸むねをなで下ろした。

「あ、あの、ごめんなさい！」

　そんな僕に向かって、リリィさんは深々と頭を下げて、謝しや罪ざいの言葉を述のべた。

「私、誤ご解かいしてました。もしもシンゴさんが黒くろ幕まくなら、わざわざ身を呈ていしてまで、私を助けてくれたりしませんよね。思い出してみれば、第２のクエストのときもそうでした。それなのに私ったら、つい動どう揺ようして、ひどいことを言ってしまって……。本当に、ごめんなさい！」

「い、いえ、いきなりあんな物を突つき付けられたら、びっくりしますよね。よく確たしかめなかった僕も悪いんです。だから、その、お互たがい様ということにしてくれると、こちらとしても助かります」

「は、はい、それは私としても、願ったり叶かなったりです！　あっ、い、今のは、その、言葉のあやと言いますか……」

　慌あわてるリリィさんを見ているうちに、僕の気持ちは次し第だいに落ち着いていった。

「ゲームはまだまだ続くんですから、一いつ緒しよにがんばりましょう」

　右手を差し出すと、彼女は表情を輝かがやかせて一歩踏ふみ出す。

「は、はい！　がんばりましょう！」

　僕たちは握あく手しゆを交わすと、にっこりと笑い合った。

　穏おだやかな空気が、周囲に流れる。なんだか照れ臭くさくなった僕は、軽く頭をかき、

「見み境さかいなしかよ……」

　そのとき、背はい後ごから声が聞こえてきて、思わず身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　振ふり返ってみると、そこにいたのは、ケイトだ。

「通行の邪じや魔まだ、どけ」

　不ふ機き嫌げんそうなその態たい度どに気け圧おされて、僕とリリィさんは後ろへ下がり、彼女に道を譲ゆずった。

「……ふん」

　ケイトはそれ以上何も言わずに、そのまま僕たちの間を素す通どおりしていく。

「ど、どこに行くんだ？」

　その背せ中なかに、ためらいながらも声をかけた。

　彼女は足を止めると、少しだけこちらに顔を向けつつ、口を開く。

「何かあったら、スタート地点に戻もどるって話だっただろ？」

「……それって、何かあったってことか？」

「逆ぎやくだよ。なんにもやることがなくなったから、戻ってるのさ」

　肩かたをすくめる彼女を見て、ようやく理り解かいした。ケイトもコインを使い切ったということか。

「えっと、だったら、その、手に入れた報ほう酬しゆうは、交こう換かんしないのか？」

「それはもう、全部済すませたよ。その後で、ちょっとそこらを散さん策さくしてたのさ」

　彼女は懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出すと、その先を口の中に突っ込んだ。

「外側を中心に練ねり歩いてみたんだけどな、出入り口らしき物がなんにも見つからなかったんだよ。まあ、館内全てを見て回ったわけじゃないから、断だん言げんはできねえけど、２階や地下へ行けるような階かい段だんも見当たらないし、隠かくし通路みたいなのもなさそうだ」

「つまり、外には出られない、と考えるべきなのか」

「まあ、このステージもゲームの中の空間だ。施し設せつの『外』が存そん在ざいするかどうかも分からねえんだが……。とにかく、あたしはスタート地点に戻ってるぜ。お前らもそんなところでイチャついてる暇ひまがあったら、さっさと用事を済ませやがれ」

　ケイトは前を向くと、軽く手を振り、こちらの返事も聞こうとせずに歩いていった。

　別にイチャついてるわけじゃないんだけど、でも確かに、やるべきことはやっておいた方がいいのだろう。ケイトの後ろ姿すがたを見送るリリィさんに、僕は声をかける。

「それじゃあ、報酬の交換を済すませましょう。僕はもう全部終えたので、どうぞ」

「あ、はい。そういえば、そうでした。なんだか色々ありすぎて、頭が混こん乱らんしてしまいますね」

　照れたような笑みを浮うかべる彼女に、僕は静かに微笑ほほえみを返した。







　交こう換かん所じよで全ての報ほう酬しゆうを実体化させてから、僕たち二人はスタート地点へと戻もどってきた。だがその場にいたのはケイトだけで、他のみんなの姿すがたはない。

　ケイトは近くの壁かべにもたれかかっていたが、僕たちに気付くと、チラリと視し線せんを向けてくる。

　でも彼女は何も言わず、すぐに顔を背そむけた。あからさまに不ふ機き嫌げんそうなその態たい度どに、こちらからも声をかけづらく、僕とリリィさんもなんとなく気まずくなってお互たがいに距きよ離りを取る。

　そうして、特に何をするでもなく、そのあたりを歩き回ったりしていながら、どれくらいの時間が経たっただろうか。やがて遠くから足音が聞こえてきて、僕はそちらに目をやる。

「──は？」

　その瞬しゆん間かん、大きく口を開け、マジマジと真正面を見つめた。

　視し界かいに入ってきたのは、アリスとブシドーちゃんが並ならんで歩く姿すがただ。

　そのこと自体はおかしくはない。二人は一いつ緒しよに、クレーンゲームを攻こう略りやくしに行ったのだから。

　驚おどろくべきは、二人の格かつ好こうが、さっき別れたときとは全く違ちがう装よそおいに変わっていたことだ。

　アリスはなぜか女性用のサンタ服を着ており、その頭には、赤を基き調ちようとした派手な三さん角かく帽ぼう子しが載のっかっている。首には銀色のネックレス、指にはリング、そして足には上等そうな毛皮のブーツを履はいていた。さらに両手には束たばになった風船まで持っていて、なんとも華はなやかな出いで立ちである。

　一方ブシドーちゃんも、きらびやかな巫み女こ服ふくに身を包つつんでいた。いたるところに豪ごう華かな刺し繡しゆうが施ほどこされていて、生き地じの質しつも見るからに高そうだ。拘こう束そくされていた鎖くさりはすでに解とかれており、その空あいた右手には、パーティで使うようなハリセンを持っている。さらに頭にはウサミミのカチューシャを装そう着ちやくしていて、そのアンバランスな組み合わせにはブシドーちゃん自身も戸と惑まどっているのか、彼女の頰ほおは朱しゆ色いろに染そまっていた。

　いったい、何があったんだ？　困こん惑わくする僕の前まで歩いてきたところで、アリスはこちらの心しん境きようを察したのか、軽く肩かたをすくめる。

「全部、クレーンゲームの景けい品ひんよ。せっかく手に入れた物だから、こうして身に付けてるの」

　……なるほど、そういうことか。二人はクレーンゲームに挑ちよう戦せんし続けて、いくつかの報酬を獲かく得とくした、というわけだ。事態を理り解かいできたことに満足して、僕は無言でうなずいた。

　しかしその反はん応のうを、アリスは違ちがった意味でとらえたようだ。

「……自分でも、この格かつ好こうが似に合あってるだなんて思ってないわよ」

「へっ？　いや、僕は別に……」

「こういうのは、雰ふん囲い気きよ、雰囲気」

　こちらの返事をさえぎり、彼女は口をとがらせながら、風船の一つを手て渡わたしてきた。

「こんな状況なんだもん。楽しまなきゃ、やってられないわよ」

「……そっか」

　風船を受け取りつつ、僕はアリスの心に想いを馳はせる。

　おそらく、彼女は彼女なりに、この世界での過すごし方を模も索さくしているんだ。訳わけの分からない世界に放り込まれ、過か酷こくなゲームを強いられるこの異い常じよう事じ態たいの中で、平静さを保たもとうとしている。だから無理にでも気持ちを盛もり上げようとして、こういう格かつ好こうをしているのかもしれない。

「もちろん、ただ楽しんでるだけじゃないわよ」

　僕の顔をじっとりと眺ながめてから、アリスは自分の胸むな元もとに手をやると、

「ほら、これ」

　いきなり、その服をはだけた。

「っ！」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、僕はとっさに顔を背そむける。

「何してるの？　ほら、見てよ、これ」

「えっ？」

　アリスにうながされて、僕はゆっくりと視し線せんを戻もどした。

　目に飛び込こんできたのは、あられもない姿すがた──、ではない。サンタ服の下にあったのは、彼女が最初から着ていた制せい服ふくだったんだ。

「重ね着してるのよ。この程てい度どじゃ大した意味はないのかもしれないけれど、少しでもダメージを軽けい減げんできれば、と思ってね」

　説明を聞き、僕は静かに胸むねをなで下ろす。精せい神しん面めんでのケアだけではなく、リタイアを防ふせぐための対たい策さくも兼かねていたということか。もちろん彼女自身も言ったように、この程てい度どの重ね着では気休めにしかならないのかもしれないけど、しかし、何もしないよりはよっぽどマシだろう。

「いいね」

　アリスに同意するため、簡かん潔けつに答えると、彼女は口元をわずかに緩ゆるめた。

「でも、びっくりしたよ。僕はてっきり──」

　と、そこまで言いかけて、慌てて口をつぐむ。

「てっきり？」

　アリスはわずかに首を傾かしげ、考える素そ振ぶりを見せる。だが、ほんのわずかな沈ちん黙もくの後、

「──バ、バカ！」

　彼女は顔を真っ赤に染そめて、大きな声を上げた。

「こんなところで、脱ぬいだりするわけないでしょ！　何を考えてるのよ、まったく！」

「い、いや、だって、いきなりあんなことをするから……」

「んぐっ！」

　戸と惑まどいつつ答える僕に、アリスはノドを詰つまらせる。しかし、すぐに頭を振ふると、

「と、とにかく、伝えるべきことは伝えたからね！」

　一方的にそう叫さけんで、背を向けた。そしてそのまま、部屋の隅すみへと歩いていく。

　なんだか理り不ふ尽じんな怒おこられ方をしたような気がするけど、ともあれ、状況は把は握あくできた。あの後もずっと、アリスたちはクレーンゲームを遊んでいたんだな。

　なおかつ、アリスのレッスンは成せい功こうしたと考えて良さそうだ。だってブシドーちゃんが身に付けているのは、おそらく自分自身の力で獲かく得とくした物だろうから。

　アリスと同じように、彼女も体たい操そう服ふくの上に、巫み女こ服ふくを重ね着しているのだろう。

「……！」

　ブシドーちゃんを眺ながめていると、こちらの視線に気付いた彼女はゆったりとした歩みで近づいてきた。そしてそのまま僕の側まで来ると、自分の中に仕し舞まい込こんでいた何かを取り出す。

　それは、クマの形をしたぬいぐるみだ。

　やっぱり、取れていたんだな。

「お疲つかれ。がんばったね」

　ねぎらいの言葉と共に、僕は親指を立てて笑みを浮うかべる。

「……」

　しかしブシドーちゃんは、なぜか首を横に振ふり、そのぬいぐるみを僕の胸むねに押おし付けた。

　どういうことだろう？　疑ぎ問もんに頭をひねらせるが、彼女はうつむき、そのまま動かない。

　僕は戸と惑まどいつつも、そのぬいぐるみを受け取る。すると彼女は、照れたように顔を赤らめた。

「──もしかして、これ、僕のために？」

「……」

　ブシドーちゃんは再ふたたびうなずき、僕は思わず声を詰つまらせる。

　彼女は単たん純じゆんに、僕に贈り物をしたかっただけなんだ。

　胸の中には、温かい想いが広がる。

　かけるべき言葉は、『がんばったね』じゃない。

　僕はもう一度親指を立てて、笑みを浮かべる。

「ありがとう」

「……！」

　するとブシドーちゃんは顔を上げ、同じように親指を立てて、にっこりと微笑ほほえんでくれた。

　和なごやかな空気が、周囲を包つつみ込む。

「やあ、みんな揃そろってるかい？」

　そんな中、遠くから聞き覚えのある声がして、僕はそちらへ振り向いた。

　声の主──シノミヤは、軽けい快かいな足取りでこちらに近づいてくる。

　なんだか、この人に会うのも久ひさしぶりな気がするな。今まで、どこでどうしていたのかは分からないけど、ともあれ、無事で何よりだ。

「その様子だと、みんなコインを使い切ったみたいだね」

　シノミヤの問いかけに、全員が顔を見合わせてから、静かにうなずく。

「なるほど、それじゃあそろそろ、次の段だん階かいに進んでみようか」

「次の段階？」

　思わず尋たずね返すと、シノミヤはこちらに顔を向けて、人差し指を振った。

「このステージが始まったときのことを思い出したまえ。レドは言ったよね。みんなが心から満足するまで、ゆっくり過すごしてください、と」

「……確たしかに、そういうことを言っていたような気がする」

「あの言葉の意味を、ずっと考えていたんだけどね。結局のところ、そのまんま受け止めればいいんじゃないか、と思ったんだ」

　指で自分の鉄てつ仮か面めんを小こ突づきつつ、淡たん々たんとした口く調ちようでシノミヤは語る。

「つまり、ボクたちが心から満足すれば、その時点でクリアになるんじゃないかな、と」

　……満足すれば、それでクリア？

「というより、そうすることでしか、ボクたちは『次』へと進めないんだと思う。だって、コインを使い果たした以上、この場所でやれることはもう残されてないのだから」

「なるほどな。で、具体的にはどうすりゃいいんだ？」

　僕たちの会話を聞いていたのか、ケイトが口を挟はさんでくる。

「満足すればクリアになるっつっても、なんにも起きねえじゃねえか」

　壁かべにもたれかかったままの彼女を見て、シノミヤは小さくうなずいた。

「そのあたりは案内役に聞くのが、一番手っ取り早いかもしれないね。レド、出てきてくれ！」

　その瞬しゆん間かん、僕は反はん射しや的てきに背はい後ごへ振ふり返り、じっと身み構がまえた。これまでのパターンから考えると、あいつはまた僕の後ろに現あらわれるはず！

『お呼よびでしょうか』

　……しかし、レドの声が聞こえてきたのは、思っていたのとは全く別の場所からだった。

　前でもなく、後ろでもなく、あいつは僕の頭の上に現れたんだ。

『ご質しつ問もんがあれば、なんなりと』

　頭上に乗っかったまま、レドは翼つばさをパタパタとはためかせる。

「……おい」

『はい、なんでしょう？』

　僕が低い声を出すと、レドは悪びれた様子もなく翼を動かす。

「どうして、頭の上に出てきたんだ？」

『特に意味はありませんわ。ただ、なんとなく、です』

「じゃあ、いつも僕の背後から現れるのも、なんとなく、か？」

『そういうことになりますわね』

「……分かった。とにかく、降おりてくれ」

『残念ながら、正当な理由がない限かぎり、参加者様のご要望にお応こたえすることはできません』

　鬱うつ陶とうしいから、というのは正当な理由にならないのだろうか。

「……いいよ、もう。続けてくれ」

　僕は口を『へ』の字に曲げつつも、先をうながすためにシノミヤへ顔を向けた。

「では質問だ。ボクたちはこれから、どうすればいい？」

『どうすれば、と言いますと？』

　シノミヤの問いに、レドは僕の頭の上から尋たずね返す。

「みんな、ここでやれることがなくなったんだよ。君の言葉を借りるなら、『心から満足するまで、ゆっくり過すごした』んだ。だから、これから先はどうすればいいのかを教えて欲ほしいのさ」

『ふむ。それは皆みな様さまの総そう意いだと受け止めてよろしいでしょうか？』

　みんなはそれぞれに顔を見合わせたが、誰だれも反対意見を述のべたりはしない。やがて全員が静かに、首を縦たてに振ふった。

『分かりました。それではご案内しましょう。第３のクエストの、クライマックスへと』

　そう言ってレドは、僕の頭から飛び降おりると、両りよう翼よくを勢いきおいよく広げる。

　途と端たん、施し設せつの片かた隅すみに、光が弾はじけた。

　まぶしさに目がくらむが、しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと。光はすぐさま収おさまり、そこには大きなドアが生まれていた。

　あれは、自動ドアか？　ドア全体が曇くもりガラス状じようになっているため、向こう側がどうなっているのかは分からないけど、いずれにしても、さっきまであんな物はなかったはずだ。

『準じゆん備びができましたら、あの先へとお進みください。それでは、また後ほどお会いしましょう』

　驚おどろきを拭ぬぐい切れない僕たちの前で、レドは言いたいことだけを言い終えると、軽く頭を下げた。

　そして次の瞬間には、お決まりのごとくその姿すがたが消え失せる。

「行くしかないみたいだね」

　事じ態たいを見守っていたシノミヤは、親指を自動ドアに向けた。

「……ああ。他に選せん択たく肢しはなさそうだし、覚かく悟ごを決めるか」

　気持ちを奮ふるい立たせるため、僕は全員を見回し、拳こぶしを握にぎり締しめる。

「よし、みんな先へ進もう！」

「仕切ってんじゃねえよ」

　すると、ケイトが僕の背後に歩み寄り、唐とう突とつにお尻しりを引っぱたいた。

「うひゃっ！」

　突とつ然ぜんのことに驚いて変な声を上げるが、彼女は僕の前を通り過すぎると、こちらに顔を向ける。

「ほら、行くぜ」

　そして返事も待たずに、ドアへ向かって歩いていった。

　お尻をさすってみたが、特に痛みは感じない。

　……多分、ケイトなりに、励はげまそうとしてくれたんだろうな。

　僕は小さくうなずくと、彼女の後に続いて、一歩足を踏ふみ出した。

　あのドアの先に、何が待ち受けているのかは分からない。

　それでも僕たちは、前へと進んでいくしかないんだ。
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　自動ドアが開いた瞬しゆん間かん、目の前に広がる光景に言葉を失った。

　あまりにも非ひ現げん実じつ的てき過すぎたから──ではない。その逆ぎやくだ。

　照り付ける太陽の下、立ち並ならぶビル群ぐんと、コンクリートの地面。そして様々な種類の店てん舗ぽが、視し界かいの隅すみまで広がっている。

　ここは、ショッピング街だ。はっきりとどこなのかまでは分からないけど、僕たちが過すごす現代の、どこにでもありそうな街並みであることには間ま違ちがいない。

　いったい、何がどうなっている？　ひょっとして、僕たちは何かの拍ひよう子しに、現実の世界に戻もどってくることができた……？

『ここはゲームの中の世界です』

　──しかし、そんな思いは即そく座ざに打ち砕くだかれる。いつの間にか僕の背はい後ごに現あらわれていたレドが、無感情な言葉を発したからだ。

『ここは、シンゴ様たちが過ごされている世界に似にせて作られたステージです。ぬかよろこびさせてしまったのでしたら、大変申もうし訳わけありませんが、決して現実の世界に戻ってきたわけではありません。その証しよう拠こに、周囲には誰だれもいらっしゃらないでしょう？』

　言われて、僕は改めて気付く。そういえばまだ日が高いのに、見み渡わたしてみても、どこにも人がいない。営えい業ぎよう中ちゆうらしきお店の中にも誰もいないし、車も走ってない。

　……ふと、『ドッキリ』の可か能のう性せいが頭に浮うかんだが、すぐにその考えを追いやる。そもそも、しゃべる鳥がいる時点で、ここが現実の世界じゃないことは分かりきってるじゃないか。

「で、こんなところであたしたちに何をさせようってんだ？」

　物もの珍めずらしげに辺りを見回しつつ、ケイトはレドに尋たずねた。

「まさか、ただ単にここらを観光しようだとか、そんなつまらねえ話じゃねえよな？」

『その前に、まずは第３のクエストにおける、順位の決め方を説明させていただきます』

「……このタイミングでかよ」

『はい、このタイミングでございます』

　目を細めつつ、レドは全員を見回した。

『第３のクエストでは、最終的に所持しているコインの枚まい数すうで順位を決定させていただきます』

「コインの枚数!?」

　その発言に、僕は思わず声を上げる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。僕はもう、１枚もコインを持ってないぞ」

　みんなに目を向けると、誰もが同じように驚きの表情を作り、それぞれの顔を眺ながめていた。

「まだコインを持ってる人、いる？」

　恐おそる恐る尋たずねるが、やはりみんな首を横に振ふるだけだ。

　そうだよな。みんなコインを使い果たしたからこそ、スタート地点に戻もどってきたんだろうし。

「……あのゲームの数々は、あたしらにコインを消費させるための、甘あまい罠わなだったってわけか」

　ケイトは苦々しく言葉を吐はき出すが、しかしレドはゆっくりと、首を横に振ふった。

『ご心配なさらず。皆みな様さまにはこれから、大量にコインを獲かく得とくするチャンスがあるのですから』

「あ？」

『今から皆様には、「狩かり」に挑ちよう戦せんしていただきます』

「狩り、ですか？」

　リリィさんが首を傾かしげると、レドは小さくうなずく。

『レインボウ・パークを存ぞん分ぶんに楽しまれた皆様へ、このステージ最後にして、最大のゲームを用意させていただきました。「狩り」に成功すれば、第３のクエストは終しゆう了りようとなります』

　そう言ってレドは右の翼つばさを掲かかげて、街まち並なみの彼方かなたを指し示しめす。

　途と端たん、何もなかった空間に、光が生まれた。

　その光は、一いつ瞬しゆんにして形へと変わり、

「……は？」

　そこに現あらわれたものを見て、僕は大きく口を開ける。

　それは、ライオンだった。より正せい確かくに言えば、ライオンのような姿すがたをした何かだ。

　ごく普ふ通つうのライオンと、はっきり違ちがうのは二点。全身が黄金色の金きん属ぞくで出来ているということ。そしてそのサイズが、立ち並ならぶビルから顔をのぞかせるくらいに、巨きよ大だいだということだ。

　黄金のライオンはゆっくりと首を巡めぐらせて、周囲の様子をうかがっている。そいつの姿は機械にしか見えないが、仕し草ぐさや立ち姿はまるで本物の生物みたいに自然だ。

「な、なな、なんですか、あれ……」

　その場にへたり込こみ、リリィさんはかすれた声を漏もらした。彼女だけじゃない。僕も、そして他のみんなも、突とつ如じよとして現れた巨大な何かを見て、驚おどろきと緊きん張ちようを隠かくせないでいる。

『あれが、「狩り」の対たい象しようです。あの「獲物」を、皆様に狩っていただきたいのですわ』

「じょ、冗じよう談だんでしょ……」

　額ひたいから汗あせを流しつつ、アリスがレドをにらんだ。

「あんなのを、いったいどうやって！　わたしのスキルでも、封ふうじ切れるかどうか……」

『何をおっしゃいますか』

　しかしレドは彼女の言葉をさえぎって、にっこりと微笑ほほえむ。

『皆様には先ほどのゲームで獲得した、報ほう酬しゆうがあるではありませんか』

「──あっ」

『手に入れた報酬を駆く使しして、知ち恵えと力と勇気を振り絞しぼれば、きっと「狩り」は成せい功こうしますわ』

「……あの報酬は、ここで使うための物だったというわけね」

　じっとりとした視し線せんを受けつつ、レドは黄金のライオンに翼を向ける。

『これから皆様の前には、全部で７体の「獲物」が現れますわ。その全てを狩っていただいた時点で、第３のクエストは終しゆう了りようとなります』

「７体!?」

　今度は僕が叫さけび声を上げる番だった。

「あ、あんなのが、７体も現あらわれるのか？」

『７体全てが、同時に現れるわけではありません。出しゆつ現げんした「獲え物もの」が狩かられるたびに、インターバルをはさみつつ、順番に登場する手て筈はずとなっております』

　その説明に軽い安あん堵どを覚えるが、しかしあの巨きよ大だいな『獲物』を狩らなければならないことに変わりはないんだよな。しかも、７体も。

「肝かん心じんなことを、まだ聞いてねえぞ」

　と、黄金のライオンをじっと見つめていたケイトが、ゆっくりと口を開いた。

「大量にコインを獲かく得とくするチャンスっていうのは、なんなんだ？　もしかしてあの『獲物』を狩れば、コインを稼かせげるってことか？」

『ご理り解かいが早くて助かりますわ。「獲物」はなんらかのダメージを受けると、その部位からコインを発生させます。そしてそのコインは、ダメージを与あたえた人の中に、そのまま取り込こまれることになります。与えるダメージが大きいほど、獲得できるコインも多くなりますので、どうか存ぞん分ぶんに、持てる力を振ふるってくださいませ』

　話は終わりだとばかりに、レドは両りよう翼よくを広げて僕たち全員を見回し、

『それではこれより、「狩り」の時間の始まりです。皆様、がんばってくださいませ』

　宣せん言げんと共に、その姿すがたが消え失せる。

　同時に、黄金のライオンは僕たちに目を向けた。どうやらこちらの存そん在ざいに気付いたみたいだ。

　ライオンは警けい戒かいした様子で、ゆっくりと歩を進めてくる。

　まずい、まずいぞ。確たしかに僕たちは、いくつかの物ぶつ騒そうな凶きよう器きを手に入れた。でも、あんな巨大な相手に、果たしてどこまで通用するのだろうか。

　第２のクエストで遭そう遇ぐうした奴やつらも、凶きよう暴ぼうで獰どう猛もうで、危き険けんな存在だった。しかし目の前に映うつるあのライオンは、あのときのどの生物よりも、はるかに手て強ごわいはずだ。しかもそんな相手が７体も襲おそいかかってくるんだ。危機感を覚えずにはいられないじゃないか。

「……まさか、な」

　そんな状況の中、黄金のライオンをじっと見つめていたケイトは、小さくつぶやいた。

「ケイト？」

　声をかけると、彼女は静かに手をかざす。するとその手のひらから、いくつもの物体がバラバラと落ちてきた。

　サバイバルナイフ、スタンガン、アサルトライフル、ショットガン、等々。

　これは、ケイトが『レインボウ・パーク』で手に入れた報ほう酬しゆうか。

「い、いったい、なんなんですか!?」

　ケイトが落とした物に目を丸くしつつ、リリィさんが驚きの声を上げる。その反はん応のうも当然と言えば当然だ。ガチャガチャに専せん念ねんし、『ハズレ』の報酬ばかりを引き続けてきた彼女にとって、こんなにも物ぶつ騒そうな代しろ物ものを目にするのは初めてのことだろうから。

「それぞれ好きな物を使ってくれ。景けい品ひん用ようの特別な物だからか、銃じゆうには安あん全ぜん装そう置ちが付いてねえ。引き金さえ引けば弾たまは出る。それも無む限げんに、な。リロードの必要もないみてえだ」

　リリィさんの驚おどろきを無む視しして、ケイトは言葉を続けた。

「それでしばらくの間、あいつの注意を引き付けておいて欲ほしい」

　そう言いつつ、彼女はゆっくりと僕たちから離はなれるように歩いていく。

「ケイトはどうするんだ？」

　尋たずねると、ケイトはチラリと僕に目を向け、

「確かく認にんしたいことがある。あたしの考えが確たしかなら、あいつは……」

　つぶやきながら、小走りに街路を駆かけていく。

「とにかく、頼たのんだぜ。あいつを倒たおしたいのなら、な」

　その言葉を最後に、彼女はどこかへと走り去っていった。

　残された僕たちは、ただただ困こん惑わくするばかりだ。

「……やるしかないみたいね」

　そんな中、アリスが落ちている武ぶ器きの中からアサルトライフルを手に取り、全員を眺ながめ回す。

「なるべくバラけた方がいいと思うわ。その上で、あのライオンに対たい抗こうできそうな人は、各自で応おう戦せんする。それでいい？」

　その提てい案あんに、僕たちは顔を見合わせて、首を縦たてに振ふる。

　ただ一人、リリィさんを除のぞいては。

「あ、あの、皆みなさん……？　私はいったい、どうしたら……」

　身体からだを小こ刻きざみに震ふるわせ、動どう揺ようの表情を浮うかべながら、彼女は助けを請こうように僕たちを見る。

「──よし、任まかせてくれたまえ。君はボクが守るよ」

　シノミヤは一歩前に出ると、ショットガンを拾い上げ、こちらへ顔を向けた。

「さあ、みんな行動開始だ。今はケイト君のことを信じるしかない」

　そう言ってシノミヤはリリィさんの手を取り、彼女を立ち上がらせる。

　ライオンの瞳ひとみが赤く光ったのは、まさにそのときだ。

『ゴアアアアアアアアアアアアッ！』

　激はげしい咆ほう哮こうと共に、黄金のライオンは地面を蹴けり上げた。その巨体に反して、動作は俊しゆん敏びんで、僕たちとの距きよ離りは一気に詰つまる。

「くそっ！」

　相そう談だんしている暇ひまなんてない。僕は迫せまり来る脅きよう威いに対たい抗こうしようとして、とっさに身み構がまえた。

　──そんな僕の横から、人ひと影かげが飛び出る。ブシドーちゃんだ！

　彼女は手に持ったハリセンを、ライオンに向かって全力で投げつけた。

　あれはおそらく特別な仕し掛かけなんて何も施ほどこされていない、ただのハリセンなのだろう。しかし、ブシドーちゃんの力が加われば、その速度もすさまじいものとなる。

　ハリセンはライオンの脇わきへと逸それて彼方かなたへと飛んでいくが、突とつ如じよとして接せつ近きんしてきた異い物ぶつに反応して、そいつは一いつ瞬しゆんだけ動きを止めた。

　その隙すきを逃にがさず、ブシドーちゃんは一気に間合いを詰つめる。そして素す早ばやく刀を抜ぬき放つと、ライオンの左前足に一いつ閃せん。鋭するどく振ふり抜ぬかれた刃やいばは、金きん属ぞくで出来た皮ひ膚ふを強引に切り裂さく。

　次の瞬間、その負ふ傷しようした箇か所しよから、何かが飛び散った。

　黄金色をしたそれは、僕たちが『レインボウ・パーク』で使用していた、あのコインだ。

　それも１枚まいや２枚じゃない。数えきれないほどの大量のコインが飛び散り、即そく座ざにブシドーちゃんの身体からだへと吸すい込こまれたんだ。

　ダメージを受けると、その部位からコインを発生させる。まさにレドの説明通りか。

　ともあれ、不意打ち気味なブシドーちゃんの攻こう撃げきは、見事に成功だ。惚ほれ惚れするようなその手て際ぎわの良さに、僕は思わずガッツポーズを作り、彼女に目を向けて、

「……えっ」

　すぐに身体を強こわ張ばらせた。

　僕と同じように、ブシドーちゃんも驚きよう愕がくの眼まな差ざしで自分の右手を見つめている。

　それも当然だ。彼女の持つ刀が、折おれていたのだから。

　あの刀がどれほどの代しろ物ものなのかは分からないけど、おそらくこれまでの激はげしい戦いの中で、刀身が傷ついていたのだろう。そこに加え、ライオンのあの金属の身体を切り裂さいた代だい償しようが、この結果なのかもしれない。

　愛用していた武ぶ器きを失ったことで、ブシドーちゃんの心には少なからず動どう揺ようが走っていたんだと思う。彼女は足を止め、そのわずかな隙すきを、あいつは見み逃のがさなかった。

『ガアアアッ！』

　負傷した足を気にすることもなく、ライオンは素早く右前足を振り上げ、ブシドーちゃんに向かって叩たたきつけた。コンクリートの破は片へんが派は手でに飛び散るが、しかし彼女は寸すん前ぜんで後ろに飛び退のいてその攻撃をかわし、難なんを逃のがれる。

　ブシドーちゃんは、無事だった。ただし彼女が着ていた巫み女こ服ふくは大きく引き裂かれており、その隙すき間まからは艶つややかな太ももがあらわになっている。

「……」

　衣服の乱みだれに動きにくさを覚えたのか、ブシドーちゃんは裾すそに手をかけ、一気に振り払った。

　その下から現あらわれたのは、僕があげた、あの体たい操そう服ふくだ。

　巫女服を手放した彼女は、さらに大きく飛び退いてライオンとの距離を取る。武器を失った以上、うかつな行動は起こせないと考えているのだろう。

　一方、ライオンにはまるで臆おくした様子がなく、再ふたたび前足を振り上げる。

　しかし、その動きは不意に止まった。振り上げられた足の先に、どこからか伸のびてきた鎖くさりが巻まき付いたからだ。

　振り返ると、腕うでの先から鎖を向けるアリスの姿が見えた。その光景に僕は一瞬だけ、気持ちを緩ゆるめる。これまで様々な相手を拘こう束そくしてきた鎖が、あのライオンをも縛しばったのだから。

　でも、僕の思いとは裏うら腹はらに、彼女の表情は苦く悶もんに満ちていた。

「やっぱり、このサイズが相手だと無理みたいね」

　そういえば、さっき彼女は言ってたよな。『わたしのスキルでも、封ふうじ切れるかどうか』って。

　その不安が、的てき中ちゆうしたということか。

　つまりあのライオンは、アリスが制せい御ぎよできる限げん界かいを超こえた存そん在ざいだということになる。実じつ際さい、あいつは身体からだを震ふるわせているが、今にもアリスの鎖くさりを振ふり払はらって暴あばれ出しそうな気配が濃のう厚こうだ。

「くっ……！」

　ライオンと対たい峙じしつつも、観念したのか彼女は腕うでを引いて、鎖の先を切り離はなした。

　途と端たん、ライオンの拘こう束そくは解とけ、その身に自由が戻もどる。切り離された鎖は、まだ足の先に巻まき付いていたが、もはや意味をなしていないだろう。

「仕方ないわね。今はやれるだけのことをやるだけよ！」

　唇くちびるを嚙かみ締しめながらも、アリスは顔を上げると、脇わきに抱かかえていたアサルトライフルを構かまえ、一気に足を踏み込む。そしてそのまま、ライオンに向かって突つっ込んでいった。

「このおおおおおおおおおおおおっ！」

　激はげしく銃じゆう弾だんをまき散らしながら、アリスは叫さけぶ。その突然の言動は、これまでの彼女からは想そう像ぞうもつかないほどに意外で、僕は思わず見入ってしまう。だって、それはまるで、自みずからが囮おとりの役目を買って出たかのようだったから。

　アリスの撃うった弾だん丸がんはそのほとんどが外れたものの、いくつかはライオンの身体をかすめ、そのたびに少量のコインが飛び散る。それでも彼女の特とつ攻こうが無む謀ぼうなものであることには違ちがいない。自分のスキルが通じなかったことで、アリスはいくらかの冷静さを欠かいていたんだと思う。

「アリス！」

　僕が叫んだとき、彼女はすでに、ライオンの攻こう撃げき範はん囲い内ないにまで近付いていた。

『グオオオオオオッ！』

　黄金のライオンは、近づいてきたアリスに狙ねらいを変えると、無む造ぞう作さに右前足を振り払う。

「!?」

　巨きよ体たいから繰くり出されるその凶きよう暴ぼうな足に、アリスは目を丸くして身体を強こわ張ばらせた。

　致ち命めい的てきな一撃が、彼女を襲おそう。しかし振り払われたその足は、何にも触ふれることもなく空を切った。白い疾しつ風ぷうがアリスの真横から迫せまり、彼女をさらったからだ。

　その白い疾風──いや、ブシドーちゃんは、アリスを両手で抱だきかかえたまま大きく跳ちよう躍やくすると、ライオンとの距きよ離りを一気に離はなす。

　厳きびしい眼まな差ざしを前に向けたまま、彼女はゆっくりとアリスを降おろした。

「あ、ありがとう……」

　アリスは呆ぼう然ぜんとしつつも、感かん謝しやの言葉を述のべる。するとブシドーちゃんは、チラリと目をやってから、首を横に振った。気にしなくていい、ということなのだろう。

「……分かったわ。これで貸かし借りは無しね」

「……」

　アリスが笑みを浮うかべると、ブシドーちゃんも口元を緩ゆるめ、今度は首を縦たてに振った。

　そんな二人を見て、僕の気持ちは温かくなる。もしかしたらブシドーちゃんは借りを返そうだなんて考えてなくて、とっさに身体からだが動いただけなのかもしれない。そしておそらく、そんなことはアリスも承しよう知ちの上での、あの言葉なのだろう。

　どうやら二人の間には、確たしかな友情が芽め生ばえているようだ。その微笑ほほえましい関係を、僕は少しだけうらやましく感じ、二人と同じように軽く微笑む。

　──その瞬しゆん間かん、頭の中に閃せん光こうが走った。

「ぐっ……！」

　不意の出で来き事ごとに目がくらみ、僕はその場にヒザを突ついてこめかみを押おさえ、歯を食いしばる。

　これは、フラッシュフォワード……！

　脳のう裏りに浮かぶのは、これから起きるであろう未来の光景だ。

「シンゴ君、大だい丈じよう夫ぶかい!?」

　異い変へんに気付いたのか、シノミヤが声をかけてくる。

「……あ、ああ」

　頭に手を当てたまま、僕は無理やり立ち上がって返事をし、ゆっくりと顔を上げた。

　少し離はなれたところには、あの黄金のライオンがいる。ブシドーちゃんたちの行動に警けい戒かいの念ねんを抱いだいたのか、あいつはいきなり襲おそいかかってこようとはしていない。だがその眼がん光こうは殺気に満ちていて、鋭するどく大きな牙きばをむき出しにしていた。

　そんなライオンを見上げながら、僕は急速に頭を回転させて、『その光景』を思い出す。

　さっき見えたビジョンは、まず間ま違ちがいなく、これから本当に起きることなのだろう。だとしたら、今の僕にはやるべきことがある。

　素す早ばやく周囲を見み渡わたし、取るべき行動を整理する。そして自分の中から木製のバットを出しゆつ現げんさせると、小さく息を吐はき、

「うおおおおおおおおおっ！」

　かけ声と共に振ふり上げて、近くにあった家か屋おくの窓まどガラスに叩たたき付けた。

　ガラスは盛せい大だいに割われ、激はげしい音が鳴り響ひびく。同時に、みんなの視し線せんが一いつ斉せいに集まった。

　それでいい。注目を集めるのが、僕の目的なのだから。

　僕はさらにバットを振って、隣となりにあった窓ガラスも叩き割る。するとブシドーちゃんたちと対たい峙じしていたライオンも、殺意の宿った瞳ひとみをこちらに向けた。

　──よし、食い付いた。

「お前の相手は、この僕だ！」

　叫さけびつつ、助走をつけてライオンとの距離を縮ちぢめ、大きく振りかぶると、

「おりゃあ──────────っ！」

　狙ねらいも定めず、思いっきりバットを投げつけた。

　放物線を描えがき、バットは回転を繰くり返して宙ちゆうを舞まう。全力の投とう擲てきは、しかし、あいつの足元に落ちただけだった。当然、ダメージも与あたえてないため、コインが飛び散ったりもしない。

　それでも、あのライオンを怒おこらせるには充じゆう分ぶんな効こう果かがあったみたいだ。

『ガアアアアアアアアアアアアアッ！』

　黄金のライオンは叫さけび声を上げ、ほとんど同時に僕は踵きびすを返し、あいつから遠ざかるように駆かけ出した。端たん的てきに言えば、逃にげたんだ。

　背はい後ごからは、地面を揺ゆらして近づいてくる轟ごう音おんが聞こえる。しかしそんなものは無む視しして、僕はただひたすら足を動かし続けた。だって、それが僕に課かせられた使命なのだから。

　──僕のスキルには、未来を変え得うる力がある。好ましくない未来が見えたときに、なんらかの行動を起こすことで、別の結末を呼よび込こむことができるんだ。

　じゃあ、変えるべきでない未来を見たときは、どうすればいいのか？

　答えは簡かん単たんだ。その未来を実じつ現げんさせるため、最さい善ぜんを尽つくす。ただ、それだけだ。

　フラッシュフォワードは、ハプニングを回かい避ひするだけの能のう力りよくじゃない。浮うかび上がった未来を、真実にするために、今はただ、信じて走るんだ。

　僕はただがむしゃらに、全力で走り続けた。しかしその後ろからは、あのライオンが猛もう烈れつな勢いきおいで追いかけてきて、両者の距きよ離りは一気に詰つまる。

　僕は特別に足が速いわけじゃないし、お互たがいの身体からだの大きさだって違ちがう。逃げ切れるわけがないことは承しよう知ちの上だ。狙ねらいは、そこじゃない。

　やがてビル群ぐんの一角まで来たところで、僕はとうとう黄金のライオンに追いつかれた。

『グアフッ！』

　ライオンは走ってきた勢いきおいのまま、僕の頭上へ右前足を振ふり下ろす。

「くっ！」

　その瞬しゆん間かん、僕はライオンに向き直り、自分の中から金きん属ぞくのシールドを取り出した。

　シールドを両手で持ち、全身に力を込めて衝しよう撃げきに備そなえる。刹せつ那な、強きよう烈れつな一いち撃げきが襲おそいかかり、僕は盛せい大だいに吹ふき飛ばされた。

　思わずシールドを手放し、地面を転がるが、それでも無理やり身体を起こして、すぐに立ち上がる。衣服に目をやると、攻撃を受けた影えい響きようで所々ほつれているのが分かる。だがシールドで防ふせいだおかげか、大きなダメージはないみたいだ。

　もちろん、それで危き機きが去ったわけじゃない。見上げると、さらなる一撃を加えようとするライオンの姿すがたが飛び込んできた。怒いかりのためか、そのたてがみは逆さか立だっていて、まるで僕以外は眼がん中ちゆうに無いみたいだ。

『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　咆ほう哮こうと共に、そいつは両前足を振り上げ、左右同時に挟はさみ込むようにして叩たたき付けてくる。

　僕にとっては絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危き機き。しかし、視し界かいの隅すみに『その姿』が映うつった瞬間、心の中には安あん堵どの気持ちが生まれた。だって、それこそまさに、さっき僕が見た光景だったのだから。

　視界の隅にいたのは、ケイトだ。彼女は近くにあるビルの屋上から、スナイパーライフルを構かまえ、ライオンに狙いを定めていたんだ。

　彼女の銃じゆうが、強い光を放った次の瞬間、

『────ガッ！』

　短い悲鳴を上げて、ライオンは動きを止める。

　わずかな静せい寂じゆくの後、その首の裏うら側がわから、すさまじい勢いきおいでコインが噴ふき出した。

　きわめてクリティカルなダメージであることが即そく座ざに理り解かいできるほどの、その大量のコインは、次々とケイトのいる方向へと飛び、彼女の中に吸すい込まれていった。やがてコインが止むと、ライオンはその場に力なく倒たおれ込こむ。

「シンゴ！」

　うつ伏ぶせになったライオンをビルの屋上から見下ろしつつ、ケイトが僕の名前を叫さけんだ。

「あたしが撃うった場所を狙ねらえ！」

　ケイトの撃った場所──首の裏側に目を向けると、その部分だけ白く点てん滅めつしているのが分かる。

　ゲーム的な表ひよう現げん、というやつだろうか。おそらくここが、このライオンの弱点なんだ。

「急げ！　早くしないと、そいつはまた起き上がるぞ！」

　ああ、分かってる。そのセリフも、僕はついさっき聞いたばかりだ。

　別の方角に顔を向けると、こちらに向かって駆かけてくるブシドーちゃんの姿すがたが見えた。

　多分、僕の身を案じてくれたのだろう。

「ブシドーちゃん！」

　彼女の名を呼よび、僕は自分の中からハンマーを取り出して両手で抱かかえ、簡かん潔けつに伝える。

「これで、あいつを！」

「！」

　僕の手にある物を見て、ブシドーちゃんは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしたが、すぐにうなずき、走ってきた勢いきおいのまま受け取った。彼女は僕の前を駆け抜ぬけ、一気にライオンとの間合いを詰つめると、力の限かぎり地面を蹴けり上げる。

　宙ちゆうを舞まい、ブシドーちゃんはライオンの首すじに狙いを定めると、

「──っ！」

　両手に持ったハンマーを、全力で振り下ろした。

　その刹せつ那な、鈍にぶく大きな音が周囲に響ひびき渡わたり、

『グギャアアアアアアアアアアアッ！』

　黄金のライオンは背せ中なかをのけ反らせると、すさまじい悲鳴を上げる。首すじには亀き裂れつが走り、それは徐じよ々じよに広がっていく。全身は激はげしい光に包まれ、ライオンの身体はバラバラと崩くずれていった。破は片へんはコインへと変わり、その全てがブシドーちゃんの身体の中へと吸きゆう収しゆうされていく。

　僕たちが見守る中、ライオンの姿は薄うすれていき、やがて跡あと形かたもなく消え去った。

『第１のハントに成せい功こうしました。おめでとうございます』

　そのとき、どこからともなく機械音声が響いてくる。

『インターバルは77秒です。準じゆん備びを整えてお待ちください』

　周囲を見渡してみても声の主は見つからず、少し待ってみたが、レドも現あらわれたりはしない。

　この音声は第１のクエストでも聞いたけど、条じよう件けんを満たせば自動的にアナウンスが流れる仕組みになっているのかもしれない。いずれにせよ、あのライオンは倒せたってことでいいんだよな？

「……」

　頭をひねらせていると、ブシドーちゃんが僕の元に駆かけ寄よってきて、手に持ったハンマーを前に突つき出した。

「な、何？」

「……」

　尋たずねるが、彼女は首も振ふらず、ただ僕を見つめるだけだ。

　いや、それも当然か。今のは質しつ問もんの仕方が悪かったんだ。

「もしかして、そのハンマーを、僕に返したい？」

「……」

　その問いに、ブシドーちゃんはゆっくりと首を縦たてに振る。

　しかし今度は僕が、首を横に振る番だった。

「それはブシドーちゃんが持っていてくれないかな？　僕には扱あつかい切れない代しろ物ものだし、返してもらっても、どうにもならないんだ」

　言ってから、ブシドーちゃんの返事を待たず、さらに続ける。

「貸かし借りだとか、そういうのじゃなくて、適てき材ざい適てき所しよってやつさ。このステージをクリアするためには、ブシドーちゃんがそのハンマーを持っているべきなんだ」

「……」

　僕の言葉を理り解かいしてくれたのか、彼女は神しん妙みような面おも持もちでうなずき、自分の中に仕し舞まい込こんだ。

「二人とも、無事かい？」

　そこへシノミヤが駆け付けてくる。その側にはリリィさんとアリスもいて、みんなはそれぞれに戸と惑まどい混まじりの複ふく雑ざつな表情を浮うかべていた。

「こっちは大だい丈じよう夫ぶ。ブシドーちゃんが、あのライオンを倒たおしてくれたから」

「……ふむ。もしかして、シンゴ君のスキルが発動したんじゃないかい？」

「ああ。何が起きるのかが、分かったんだ。だから──」

　そこまで言ってから、僕はすぐに、ケイトのことを思い出す。見上げるが、ビルの屋上にはもうすでに彼女の姿すがたはない。だが視し線せんを下に落とすと、その入り口からこちらに向かってくる、ロングコートを羽は織おった女の子の姿が目に飛び込んできた。

　──僕たちはあの黄金のライオンを、どうにかして撃げき破はできた。でもそれは、ケイトがいたからこそだ。彼女の狙そ撃げきがなければこの結果はあり得なかった。おそらく、もっと大きな被ひ害がいが出ていただろうし、何人かがリタイアしていた可か能のう性せいだってあったんだ。

　だからこそ、問い質たださなければならない。いったいどういうことなのかを。

「ケイト……」

　名前を呼よんで一歩近づくと、ケイトは手持ちのスナイパーライフルを自分の中に仕舞ってから、口を開いた。

「先に言っておくが、あたしは黒くろ幕まくじゃねえ」

　懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出しつつ、彼女はさらに続ける。

「なんにも証明はできねえが、一いち応おう、そのことだけは主しゆ張ちようしておくぜ」

　確たしかに、気がかりだったのはそのことだ。初めて見たはずの、あのライオンの弱点を知っていたのは、ケイトが黒くろ幕まくで、全てを知り尽つくしているからではないか。そう考えるのが、自然と言えば自然だから。彼女は僕のことを疑うたがっていたけど、今はその立場が逆ぎやく転てんしたことになる。

　……でも、僕はケイトに、非ひ難なんの言葉を浴あびせるつもりはなかった。疑われるという立場の辛つらさを知っているからこそ、むやみに糾きゆう弾だんしたくはないんだ。

　そもそも、僕たちが助かったのはケイトのおかげなんだ。もとより責せめるつもりなんてなく、

「説明してくれないか？」

　ただ短く、それだけを尋たずねた。

　ケイトは僕を見上げつつ、口を開く。

「あのライオンの弱点を知っていたのは、別の理由があるからだよ」

「別の理由？」

「黒幕の正体が分かったんだよ」

　──唐とう突とつに語られたその一言に、全員の身体からだが凍こおりついた。

「そ、それって、どういう──」

「詳くわしく話してる暇ひまはねえが、あたしの想そう像ぞうが確たしかなら、次の『獲え物もの』とやらも問題なく倒たおせるはずだ。みんな、準じゆん備びはいいか？」

　声を詰つまらせながら尋ねるが、ケイトは再ふたたびスナイパーライフルを取り出して、照しよう準じゆんにズレがないかどうかを確かめる。

『インターバル、終しゆう了りようです』

　そのとき、周囲に警けい告こく音おんが鳴り響き、あの機械音声が聞こえてきた。

『第２のハントを開始します。どうかご健けん闘とうを』

　僕たちはまだ戸と惑まどっていたけど、少し離はなれたところでまたもや強い光が生まれ、思わずそちらに向き直る。そこに現あらわれたのは、あのライオンと同じくらいの大きさの、新たな『獲物』だ。

「やれやれ、今度はヤギか」

　シノミヤが肩かたをすくめつつ、ポツリとつぶやく。言葉通り、僕たちの前には巨きよ大だいなヤギが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。その全身は、やはり黄金色の金きん属ぞくで構こう成せいされている。

　特とく徴ちよう的てきなのは、巨大な角だ。普通のヤギとは違ちがい、その角は太く長く、まっすぐに伸のびており、まるで敵てき意いをむき出しにしているかのようである。

　いや、実じつ際さいにそうなのだろう。あいつもまた、僕たちをリタイアへ追い込こむために作られた存そん在ざいなのだから。

「ビンゴだ」

　そんな黄金のヤギを見上げつつ、ケイトが指を鳴らした。

「あいつが三回、足で地面を蹴けったら、突とつ進しんの合図だ。全力で避よけろ。間違っても、止めようだなんて思うなよ」

　その忠ちゆう告こくと共に、彼女はスナイパーライフルを仕し舞まい込むと、ヤギへと視し線せんを戻もどす。

『第２のハント、スタートです』

　ほぼ同時に機械音声のアナウンスが鳴り響ひびき、その途と端たん、ヤギの身体からだは大きく震ふるえ、大きく伸のびをしてから、ゆっくりと僕たちを見下ろした。

　ヤギは身を屈かがめると、まさにケイトが言ったように、後ろ足で地面を三回蹴ける。

「──避よけろ！」

　その瞬しゆん間かんケイトは叫さけび、転がるように横へと飛んだ。彼女のその行動を見て、僕たちも無む意い識しきのうちに、あるいは無理やり身体を動かして、散り散りにその場から飛び退のく。

『メエエエエエエエエエエエエエっ！』

　刹せつ那な、ヤギが叫び声を上げ、すさまじい速度で突とつ進しんしてきた。周囲のビルをなぎ倒たおし、ヤギは僕たちの元へと迫せまり、長く太い角を僕たちがいた場所へと突つき出す。角は地面に突き刺ささり、コンクリートや土の破は片へんが盛せい大だいに飛び散る。街路は深く陥かん没ぼつし、その破は壊かい力りよくに、僕は息を吞のむ。

　……ケイトの忠ちゆう告こくがなければ、この突進は回かい避ひできなかったかもしれない。つまり、今回も彼女には助けられたということになる。

「いきなりかよ、容よう赦しや無なしだな！」

「ケイト！」

　憎にく々にくしげにヤギをにらむ彼女へ、僕は声をかける。

「うるせえ、今は黙だまってろ！　あいつを倒したら、全部説明する！」

　身体を起こしながら、ケイトはきつい言葉を返してくるが、

「ああ、分かってる！　だから、協力させてくれ！」

　僕は素す早ばやくうなずき、彼女の指し示じを仰あおいだ。

　断だん定ていするには早いかもしれないけど、でも、今は信じるしかない。ケイトは、『獲え物もの』に関する情じよう報ほうを持っているんだ。しかもその情報は、僕たちを救ってくれている。だったら、疑ぎ問もんは脇わきに置いて、彼女を支し援えんするべきなのだろう。

「……ちっ。どんな攻こう撃げきでもいい、とにかくダメージを与あたえろ！」

　ケイトは僕たち全員に目をやると、ヤギに向かって指を突き付けた。

「ただし、あまり近づきすぎるな！　あの角の範はん囲い内ないに入ると、あいつは頭を振り回して、無差別に攻撃してくるからな！」

　彼女が叫んでいる間に、ヤギは体たい勢せいを立て直し、再ふたたび僕たちに目を向けてくる。

「突進の後は隙すきが生まれるから、そのときがチャンスだ！　お前ら、準じゆん備びはいいか!?」

　ケイトが叫ぶのとほぼ同時に、ヤギはさっきと同じように、後ろ足で地面を三回蹴った。

　──来る！

　反はん射しや的てきに、あいつの進む軌き道どうから逸それるようにしてその場から離はなれる。

『メエエエエエエエアアアアアアっ！』

　大きな叫びを上げ、ヤギは僕たちがいた場所へと頭から突っ込んできて、そのままビルへと激突。鼻息を荒あらくしたままその場で留とどまる。

「今だ！」

　ケイトの合図と共に、みんなはそれぞれ手持ちの武ぶ器きを、一いつ斉さいにヤギへと向ける。アリスはアサルトライフルを、シノミヤはショットガンを。ブシドーちゃんはハンマーを構かまえたものの、『近づきすぎるな』という忠ちゆう告こくを守って、その場からは動こうとしない。

　そんな中、ケイト自身は両手を掲かかげると、自分の中から巨きよ大だいな武器を取り出した。

　それはいわゆる、ガトリングガンと呼よばれる代しろ物ものだ。

　彼女はその凶きよう悪あくな銃じゆうを構かまえると、ヤギをまっすぐに見つめ、

「撃うてええええええっ！」

　かけ声と共に、躊躇ためらいなく引き金を引く。するとその銃口から、数えきれないほどの弾だん丸がんが飛び出した。弾丸は次々とヤギの身体からだに突つき刺ささり、いくつものコインがこぼれていく。

　──その光景に、僕はただ圧あつ倒とうされるばかりだった。腕うでで顔を覆おおい、目を細めながら見つめることしかできない。武器を取り出さなければ、と思ってみても、身体が動いてくれないんだ。

　でも、考えてみればそれも当然か。これまで僕は無む我が夢む中ちゆうで、色んなことをやってきたつもりだ。スキルに助けられた部分も大きいけど、それなりにみんなの役には立っていたと思う。

　しかしそれは、『守る』という行こう為いにおいてだけだ。自分から他の誰だれかに危き害がいを与あたえる機会なんてなかったし、あったとしても、そんなことをする気持ちなんて起きなかっただろう。そんな僕が、いきなり『撃て』と言われても、そう簡かん単たんにできるわけがないんだ。

　すぐ近くでは、シノミヤもヤギを見つめるだけで、動こうとはしていない。それでも、ショットガンをまっすぐに構かまえて、いつでも撃てるようにと警けい戒かいしているみたいだ。その隣となりでは、アリスがアサルトライフルを操くり、ヤギに対して確かく実じつにダメージを与あたえていた。もう慣なれてきたのか、さっきのようなためらいや緊きん張ちようは感じられない。

　ケイトやアリスは、なぜこんなにも上手うまく銃じゆうを扱あつかえるのだろう？　今いま更さらながら、そんな疑ぎ問もんが頭に浮うかぶ。

「……」

　と、そのとき僕の前にブシドーちゃんが立って、ハンマーを手にしたままヤギを見み据すえた。それはまるで、不意の反はん撃げきから僕を守ろうとしているかのようだ。いや、実じつ際さいにそうなのだろう。もはやそのことを疑うたがう余よ地ちなんてない。

　守られてばかりなことに歯がゆさは感じるが、しかし、ここで無茶をしても意味はない、か。

　拳こぶしを握にぎり締しめ、まっすぐにヤギを見つめる。せめてその挙きよ動どうを見み逃のがさないように、と。

「ひゃああああああっ！」

　そんな僕の後ろに、転がり込むようにしてリリィさんが駆かけ寄よってきた。縁ふちなし眼鏡めがねの奥おくで彼女は目を回し、両手で頭を抱かかえている。もはや何がなんだか分からないといった感じだ。

　そうこうしているうちに、ヤギはビルの中から頭を出し、こちらへと向き直った。どうやら『隙すき』とやらが終わったみたいだ。

「来るぞ！　みんな、気を付けろ！」

　ケイトは叫さけびつつ、ガトリングガンを自分の中に仕し舞まい込む。

「あ、あの！」

　しかし、リリィさんはその場にへたり込んだまま、涙なみだぐんだ表情で叫さけんだ。

「わ、私、立てません！」

　また腰こしを抜ぬかしたのか、その様子を見かねたブシドーちゃんが、手を差し伸のべようとして、

「ボクの出番だね！」

　そのとき、シノミヤがリリィさんの側に駆かけ寄より、両りよう腕うでで抱だきかかえた。

「ひゃっ!?」

　リリィさんは高い声を上げ、その頰ほおを染そめる。

「あ、あの、シノミヤさん……？　は、恥はずかしいんですけど……」

「言っただろう？　君はボクが守ると！」

　彼女の言葉を無む視しして、シノミヤは高らかに叫さけぶと、そのままヤギから離はなれるようにして、全力で駆かけていった。

「へっ、あいつも分かってるじゃねえか。おい、お前も後ろに下がってな！」

　ケイトは僕へ顔を向けると、追い払はらうようにして手を振ふった。

「今は生き残ることを優ゆう先せんして動け！」

　……戦えない奴やつは、近くにいても邪じや魔まなだけ、ということか。悔くやしいけど、でも、足を引っ張ぱるくらいなら逃にげた方がいいのは確たしかだ。そういう意味では、シノミヤの行動は正しい。

　顔を上げると、地面を蹴けるヤギの姿すがたが見えた。

「避よけろ！」

　ケイトの叫びと共に、僕たちはその場を飛び退のく。やがてヤギは僕たちがいた場所に全力で突っ込み、轟ごう音おんと共にその身体からだをビルへと埋うめた。新たに生じた隙すきへ、ケイトとアリスは再ふたたび武ぶ器きを取り出し、銃じゆう弾だんを叩たたき込む。そんな二人から、僕は距離を取るため後ずさろうとして、

「……っ」

　拳こぶしを握にぎり締しめて、その場で踏ふみ止まった。

　僕は今、みんなの役には立てないかもしれない。それでも、逃げたくはない。ケイトたちの戦いぶりを、目に焼き付けておきたかったんだ。それは決して、ムダな経けい験けんにはならないはずだから。

「……ふん」

　ケイトは僕に軽く視し線せんを送ったが、それ以上は何も言うつもりがないらしく、再びヤギへと向き直った。ブシドーちゃんはまた僕を守るようにして、前に立とうとしたが、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　短くそれだけを言って、手で押おし留とどめる。そして報ほう酬しゆうとして手に入れた片手斧を、自分の中から取り出した。

「いざとなったら、君に助けてもらうことになるかもしれない。けれど、やれるだけのことはやってみたいんだ」

「……」

　彼女は不安げな表情を作ったが、気持ちは伝わったのか素す早ばやくうなずき、ヤギへと視線を戻もどす。

　同じように、僕もヤギを見つめ、取り出した斧おのを固かたく握った。

　今の自分にも、できることがあると信じて。




　　　２




　ヤギを『狩かる』のにはそれなりの時間を要したものの、難なん易い度ど自体は高くなかった。不用意に近づかず、突とつ進しんを避さけていれば、少なくとも被ひ害がいを受けることはないのだから。

　僕自身はただ戦せん況きようを見守るだけだったが、ケイトやアリスは大きなミスをすることもなく、着実にダメージを与あたえていく。

　そうして、決着の瞬しゆん間かんは不意に訪おとずれた。

　何度目かの突進後、その隙すきにケイトたちが銃じゆうを撃うち込こんでいると、

『メエエアアアアアアアア……』

　ヤギは高い声を上げつつ、身体からだを大きく揺ゆらし、その場に倒たおれたんだ。

　口を開けたまま、全身を弛し緩かんさせるその様子を見て、ケイトがブシドーちゃんに目を向ける。

「口の中を狙ねらえ！」

　短く叫さけんだそのセリフに、ブシドーちゃんは即そく座ざに反はん応のうして、地面を駆かけた。

　両手に持ったハンマーを振ふり上げると、ライオンのときと同じように高く飛び上がって、全力でヤギの口の中へと振り下ろす。

　その途と端たん、鈍にぶく、大きな打だ撃げき音おんと共に、ヤギの全身が光る。そして次の瞬間、そいつは盛せい大だいな音と共に、バラバラに砕くだけ散った。

　破は片へんはコインへと変わり、ブシドーちゃんの中へと吸すい込まれていく。その光景に、しばし呆ぼう然ぜんとしていると、

『第２のハントに成功しました。おめでとうございます』

　どこからともなく、あの機械音声が響ひびいてきた。

『インターバルは77秒です。準じゆん備びを整えてお待ちください』

　そのアナウンスを残して、周囲には静せい寂じやくが訪おとずれる。

　……ヤギは撃げき破はできた、と考えていいんだよな？　つまりこれから77秒の間は、自由に行動できるということ。

　辺あたりに目を配ると、シノミヤがリリィさんに肩かたを貸かしつつ、こちらに戻ってくる姿すがたが見えた。その様子を確かく認にんしてから、僕はケイトに向き直る。

「さあ、説明してくれないか？」

「……」

　彼女は僕と目を合わせようともせず、手持ちの武ぶ器きを細かくチェックしながら、言った。

「あのライオンとヤギは、あたしが考えたんだ」

　──その瞬間、この場にいる全員の間に緊きん張ちようが走る。

「正せい確かくに言えば、あたしと、あたしの相あい棒ぼうだ」

　武器を自分の中に仕し舞まい込こみ、懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出すと、彼女はさらに続けた。

「１年前くらいに、あるネットゲームにハマってた時期があったんだよ。ファンタジー要よう素その強いアクションロープレで、そこであたしは、一人のプレイヤーと知り合ったのさ」

　キャンディを口の中に突つっ込こんでから、ケイトは記き憶おくを手た繰ぐり寄よせるように空を見上げる。

「そいつとはチャットを通して話し合ってるうちに、意い気き投とう合ごうして仲良くなったんだ。それである日、話し合ったんだよ。『自分たちが考えた、オリジナルの敵てきモンスター』のアイデアをな」

　肩かたをすくめて、彼女は僕たちを見回した。

「そのネットゲームにどういうモンスターが登場したら、より面おも白しろくなるのかっていう、たわいもない話さ。で、そのとき二人で考えたのが、『黄金の巨きよ大だいな生物』なんだよ」

　淡たん々たんと語るその口く調ちように、焦あせりや戸と惑まどいといったものは感じられない。

「つまり、そいつがこのゲームの黒くろ幕まくってわけさ。そうでなければ、こんな記憶通りの『獲え物もの』が現れたりはしねえよ」

　……だからケイトは言ったのか。黒幕の正体が分かった、と。

「なるほど、理り解かいはできたよ」

　棒付きキャンディを頰ほお張ばるケイトの前へ、シノミヤが歩み寄よる。

「ならば、聞かせてくれないか。黒幕の名前を」

　当然と言えば当然のその質しつ問もんに、ケイトは肩をすくめて答えた。

「そのゲームでは、『プリズム』って名乗ってたな」

　プリズム。それが、黒幕の名前なのか。

「本名は知らねえし、年ねん齢れいや性別、国こく籍せきすら分からねえよ。実じつ際さいに会ったことはねえからな。ただ、そのプリズムって奴やつが黒幕であることはまず間ま違ちがいねえだろう。さっきも言ったように、ライオンもヤギも、そいつと二人で考えたもんだし、そのことを知ってる奴は、他に誰だれもいねえはずだからな。……ま、信じる信じないは勝手だが、これから先に現あらわれる『獲物』も、あたしにとっては既き知ちの存そん在ざいのはずだ。だから、指し示じには従したがってくれ。そうすりゃこのステージは、必ずクリアできる」

『インターバル、終しゆう了りようです』

　そのとき、あの機械音声が周囲に響ひびき渡わたった。

「議ぎ論ろんをしている暇ひまはなさそうだね」

「きゃっ！」

　シノミヤは小さくうなずくと、再ふたたびリリィさんを抱だきかかえる。

「ボクはケイト君に全てを委ゆだねてみるよ。みんなはどうする？」

　僕とブシドーちゃんは顔を見合わせて、同時に首を縦たてに振ふった。おそらく、今はそれがベストな選せん択たくだと思う。ライオンもヤギも、ケイトのおかげで倒たおせているのだから。

「……プリズム、か」

　ただ一人、アリスだけは考え込むような素そ振ぶりを見せていたが、すぐに頭を振り、顔を上げた。

「わたしも賛さん成せいよ。それでいきましょう」

「決まりだな」

『第３のハントを開始します。どうかご健けん闘とうを』

　ケイトが口元に笑みを浮うかべたのとほぼ同時に、機械音声が新たな『獲え物もの』の出しゆつ現げんを告げる。

「さあ、いくぞお前ら！」

　かけ声と共にケイトは武ぶ器きを取り出し、その直後、街の一角に強い光が生まれた。僕たちもそれぞれに気持ちを引き締しめ、光の先へと向き直る。

　残る『獲物』は、あと５体。







　その後の『狩かり』は順じゆん調ちように進んでいった。

　僕たちの前に現あらわれた数々の『獲物』は、どれもライオンやヤギと同じく黄金の身体からだで構こう成せいされた巨きよ大だいな機械生物で、その全てに対して、ケイトは的てき確かくな指し示じで対たい処しよし続けたんだ。

　３体目、黄金のゴリラ。見た目通りのすさまじい膂りよ力りよくは脅きよう威いだったけど、攻こう撃げきパターンを事前に教えてもらったおかげで回かい避ひはそれほど難むずかしくはなかった。両ヒザにあるという弱点にもケイトの狙そ撃げきが成せい功こうし、その場にダウン。そこにブシドーちゃんがトドメの一撃を加えて撃げき破は。

　４体目、黄金のコンドル。空から現れるとそのまま地上に降おりてくることなく、針はりのような羽毛を飛ばして僕たちに苛か烈れつな攻撃を展てん開かい。だが攻撃のタイミングや方向さえ分かっていれば、それも恐おそろしいものではない。羽毛が止やんだ瞬間を見計らって、ケイトが手持ちのロケットランチャーで撃ち落とし、動けなくなったところへみんなで一いつ斉せいに攻撃を加え、撃破。

　５体目、黄金のカンガルー。強きよう靭じんな後ろ足と長い尻尾しつぽを駆く使しして暴あばれ回る姿すがたは、まさに縦じゆう横おう無む尽じん。だがカンガルーの動きにもパターンがあり、ケイトは先読みして跳ちよう躍やくの『着地点』に手持ちの地雷を仕し掛かけ、足止めに成せい功こう。倒たおれたところに一斉攻撃でダメージを与あたえる。そんな行動を何度か繰くり返し、時間をかけて撃破に成功。

　６体目、黄金のドラゴン。実じつ在ざいする動物をモチーフにした『獲物』が続いてきた中、いきなりのドラゴン出現である。『最大の難なん関かん』というケイトの言葉通り、かなりの強きよう敵てきだった。

　その身体はこれまでの『獲物』たちよりも一回り大きく、鋭するどい爪つめと牙きば、長いリーチを誇ほこる尻尾しつぽ、そして口から放たれる炎ほのおのブレスと、多た彩さいな攻撃はどれも強力なものばかり。それでも数々の助言が功こうを奏そうして、僕たちの被ひ害がいは最さい小しよう限げんに抑おさえられていた。攻撃においてもわずかな隙すきを逃のがさず、少しずつダメージを与えていき、そして今、ドラゴンの背はい後ごに回り込んだケイトが、その頭上にロケットランチャーを向ける。

「消し飛べ！」

　砲ほう口こうが火を噴ふき、後頭部に砲弾が直撃。すさまじい炸さく裂れつ音おんが鳴り響ひびく。

　その瞬間、ドラゴンの全身が光り、バラバラに砕くだけ散った。

　破は片へんはコインへと変わり、ケイトの中へと吸すい込まれていく。

『第６のハントに成功しました。おめでとうございます』

　直後、もう何度も耳にした機械音声が聞こえてくる。

『インターバルは77秒です。準じゆん備びを整えてお待ちください』

「ふう……」

　大きく息を吐はいて、額ひたいに浮うかぶ汗あせをぬぐい、ケイトは口元に笑みを浮うかべた。彼女から少し離はなれた場所でその様子を見守っていた僕は、ただただ圧あつ倒とうされるばかりだ。

「さあ、残るはあと１体だけだ。このステージも終わりが近づいてきたみたいだな」

「なかなか厄やつ介かいな相手だったわね」

　ドラゴンの注意を引き付けるため、真正面で耐たえしのいでいたアリスが、衣服に付いた泥どろや煤すすを払はらいながらこちらに歩いてくる。サンタ服はところどころが破やぶれていて、三さん角かく帽ぼうもどこかへ落としたのか、もうすでにかぶっていない。その隣となりにはブシドーちゃんが並ならんで歩いており、彼女もまた、体たい操そう服ふくに付いた汚よごれを払い落していた。

「それで、最後の１体はどんな奴やつなの？」

　アリスが尋たずねると、ケイトはロケットランチャーを仕し舞まい込こみながら口を開く。

「いよいよラストだから、気になるのは当然だな。でも安心しな。最後の『獲え物もの』はマスコット的な存そん在ざいとして考えられたモンスターだからな」

「マスコットって、何よ？」

「客引きに使えそうなデザインと性せい能のうってことさ。かわいらしい外見とその見た目に合がつ致ちした、弱々しいステータス。ゲームの序じよ盤ばんには、そういうモンスターって出てくるだろ？」

「まあ、確かに……」

「あたしはそういったあざといモンスターは好きじゃないし、その路線で考えるのには乗り気じゃなかったんだけどさ。相あい棒ぼうがどうしてもって言うもんだから、渋しぶ々しぶながら協力して、最後の最後にデザインが完成したんだよ。……いずれにしても、さっきのドラゴンが、あたしと相棒が考えた中で最強のモンスターなんだ。あいつを倒たおした時点で、このステージはクリアしたも同然さ。あとはボーナスゲームみたいなもんだと思っていいはずだぜ」

　饒じよう舌ぜつに語るケイトの顔は、懐なつかしさに浸ひたっているかのように見える。その表情が上じよう機き嫌げんそうなのは、おそらく事じ態たいがスムーズに進行しているからだろう。ケイトの指し示じは見事に的てき中ちゆうしているし、そのおかげで僕たちは大いに助かっている。また、彼女は『獲物』の弱点を突いたりトドメを刺さしたりする機会も多かったから、獲かく得とくしたコインも相当な数になっているはずだ。

　誰だれもが得をして、全てが順調に進んでいる。そんな前向きなムードの中、

「順じゆん調ちようすぎるね」

　いつの間にか僕の隣に立っていたシノミヤが、そんなつぶやきを漏もらした。

　確たしかこの人は、ドラゴンの猛もう攻こうから逃のがれるため、建物の中に隠かくれていたんだよな。

　振ふり返ると、今度はビルの入り口から恐おそる恐るといった感じでリリィさんが姿すがたを現あらわす。彼女はすでに立って歩けるくらいには回かい復ふくしていて、シノミヤと共に『獲物』から逃にげ回っていたんだ。

「順調すぎる？」

　リリィさんのことが気にかかりつつも、僕はシノミヤに聞き返した。

「考えていたんだよ、この『狩かり』が始まってからずっと。僕たちはケイト君のおかげで、助かってはいる。でもそれは、逆ぎやくに言えば、彼女がいなければ相当な被ひ害がいが出ていた、ということにならないかい？」

「それは、まあ、そうなるよな」

「だからこそ、ふと思ったのさ。ここはケイト君の知ち識しきありきなステージじゃないかって」

「……どういう意味だ？」

「そのまんまの意味だよ。ケイト君がいなければ、誰だれも『獲え物もの』の弱点には気付けなかっただろうし、攻こう撃げきを回かい避ひする方法も分からないまま、手て痛いたいダメージを食らい続けていただろう。そのことに関しては、異い論ろんはないと思う」

「ん……、そう、だな」

「もちろんそういうゲームバランスなのだとしたら、それはそれで構かまわない。高い難なん易い度どを売りにした作品は、いくらでもあるのだから。でも、だとしたら黒くろ幕まくはどうして、ケイト君をプレイヤーに選んだんだい？」

「どうしてって？」

「彼女は言っていたよね。このゲームの黒幕は、自分の相あい棒ぼうだと。ならば、ケイト君がテストプレイヤーに選ばれたのは、偶ぐう然ぜんなんかではない。そこには黒幕の都合や、なんらかの意図が込こめられていると考えるべきだ。それこそ、このステージのクリアに役立つから、ケイト君をあえて選んだのではないか、みたいなことをね」

「……もし、そうだとしたら、何が問題なんだ？」

「分からないかい？　テストプレイの意味がなくなるんだよ」

「あっ……」

　そうか、その通りだ。これは、『ラッキーレインボウ』というゲームのテストプレイなんだ。

　そのゲームの必勝法を、事前に知っている人がいたら、テストも何もあったものじゃない。

「……シノミヤの考えていることが、全て真実だとしたら、黒幕は何を狙ねらっているんだ？」

「残念だけど、そこまでは分からないよ」

　僕の問いに、しかしシノミヤは首を横に振ふった。

「もしかしたらボクたちは、何か根本的なところで、大事なことを見落としているのかもしれない。ただの思い過すごしならいいんだけど、一いち応おう、シンゴ君にもそのことを伝えておこうと思ってね」

　身体からだをほぐすためか、大きく肩かたを回すシノミヤへ、僕はさらに問いを重ねる。

「なぜ、そのことを、僕に話したんだ？」

「そうだね。もし君が黒幕なら、いったいどういう反はん応のうをするのかと思ってね」

「……おい」

「いやいや、すまない。半分は冗じよう談だんだよ、忘わすれてくれ」

　半分は本気ってことだろ、それ。

「ま、あまり深くは考えないで欲ほしい。ボクはただ、誰かに相そう談だんしたかっただけなんだ」

「相談？」

「ボクの思ったことに対して、シンゴ君が何かを感じてくれたのなら、君なりに、自由に行動してくれればいいだけさ」

　シノミヤは僕の肩かたに手を置くと、背せを向けて足を踏ふみ出す。そしてそのままリリィさんの前まで歩いていくと、大げさな身み振ぶりと共に何かを話し始めた。ここから聞こえる限かぎりでは、「あと少しだね」とか、「最後まで君を守るよ」とか、そういったことを口にしているみたいだ。

　……ケイトの知ち識しきありきなステージ、か。

　僕は前へ向き直り、ケイトに視し線せんを送った。彼女は相変わらず上じよう機き嫌げんな様子で、手持ちの武ぶ器きをチェックしている。

「……」

　そのとき不意に、服の袖そでを引っ張ぱられた。顔を向けると、すぐ隣となりまで来ていたブシドーちゃんが、心配そうな目でこちらを見上げているのが分かる。

　彼女の目は、『何かあったのか？』と尋たずねているかのようだ。

「ん、なんでもないよ。ただ……」

『インターバル、終しゆう了りようです』

　その瞬しゆん間かん、あの機械音声が、周囲に響ひびき渡わたる。

『最後のハントを開始します。どうかご武ぶ運うんを』

　アナウンスが終わると共に、またもや街の一角が光り、そこに現あらわれた『獲え物もの』を見て、僕は驚おどろきに目を丸くした。

　天使。そいつの見た目を簡かん潔けつに言い表すなら、その名前が最も相応ふさわしいだろう。

　頭には真円のリングが浮うかび、顔はにこやかな笑みを作っているようにも見える。その身体からだにはゆるやかなローブを身に纏まとい、背せ中なかからは純じゆん白ぱくの翼つばさが生えていた。

　全身が黄金で出来ていることには変わりないものの、全体的に丸みを帯びていて、金きん属ぞくっぽさをあまり感じさせない作りになっている。

「か、かわいい……」

　僕たちの側まで歩いてきたリリィさんが、ポツリとつぶやく。

　彼女の言う通り、その天使はかわいらしさを前面に押おし出したような格かつ好こうをしているんだ。

　これまでの『獲物』とは全く路線が異ことなるデザインだけど、でも、『マスコット的な存そん在ざい』という言葉の意味は、なんとなく分かった気がする。

「よし、散らばれ！　あいつは指先からハート型の弾たまを撃うってくるが、弾速自体は遅おそい！　見てからでも充じゆう分ぶん避よけられるはずだ！」

　黄金の天使から目をそらさず、ケイトは叫さけび、大きく手を掲かかげた。その声に応おうじてアリスは駆かけ出し、シノミヤはリリィさんをかばうように後ろの方へ下がっていく。僕とブシドーちゃんもお互たがいにうなずき合い、アリスとは反対の方角へと駆け出した。

　いずれにせよ、僕はこれまで同様、やれるだけのことをやるしかない。天使に目を向けると、そいつは僕たちを眺ながめつつも、その場から動こうとはしなかった。

　僕たちのことを『敵てき』だと認にん識しきしていないのだろうか。その真意は分からないけれど、こっちが足を止める理由にはならない。

　そうしてバラバラに分かれた僕たちは、三方向から天使を取り囲む。僕とブシドーちゃんは背はい後ごに、アリスは左手側のやや前方に。そして右手側に回り込んだケイトは、天使をまっすぐに見み据すえたまま、ガトリングガンを取り出す。

　彼女はアリスとブシドーちゃんに目を配ると、小さくうなずき、

「今だ！」

　かけ声と共に、引き金を引いた。

　次の瞬しゆん間かん、ガトリングガンから大量の弾たまが一気に発はつ射しやされ、天使の身体からだへと突つき刺ささる。アリスもアサルトライフルを構かまえ、同じようにいくつもの弾だん丸がんを撃うち込んでいく。土つち煙けむりと共に、天使の身体からは何なん枚まいものコインが飛び散っていった。

　ブシドーちゃんはハンマーを構えたまま、油ゆ断だんなく真正面を見つめていたが、

「待て！」

　と、ケイトが叫さけびと共にガトリングガンを仕し舞まい込む。その声が聞こえたのか、アリスも引き金から指を離はなして、まっすぐに天使をにらんだ。

　やがて土つち埃ぼこりが薄うすれてきた頃ころ、見えてきたのは、足をふらつかせる天使の姿すがただった。その頭上にあるリングはさっきまでと違ちがい、チカチカと点てん滅めつを繰くり返している。

　視し線せんを移うつすと、スナイパーライフルを構かまえるケイトの姿が見えた。

「落ちやがれ」

　つぶやきと共に、彼女は引き金を引く。銃じゆう弾だんは寸すん分ぶん違たがわずリングを撃ち抜ぬき、その瞬間、黄金の天使は背せ中なかをのけ反ぞらせた。

　天使は一瞬だけ動きを止めると、力が抜けたかのように、ぐったりとうなだれる。すると、その背中がパックリと割われて、中から虹にじ色いろに光る宝ほう石せきのような物が現あらわれた。

「あれを壊こわせば、ゲームセットだ」

　ケイトはスナイパーライフルを仕舞い込み、代わりに大型のコンバットナイフを取り出すと、天使へ向かって一気に駆かけ出す。突とつ然ぜんのことに、僕たちはただ呆ぼう然ぜんと彼女の行動を見つめるばかりだ。

「ただし、あの宝石に遠えん距きよ離り攻こう撃げきは通用しねえ！　近きん接せつ武ぶ器きで破は壊かいする必要があるんだ！」

　自分がトドメを刺さす、と言わんばかりに、ケイトは口元に笑みを浮うかべた。

「お前らに譲ゆずってやってもいいんだが、あたしも１位を獲とりたいからな！」

　最後の『獲え物もの』は動きを止め、もはや撃げき破は寸すん前ぜんの状じよう態たい。それなのに、いや、だからこそ１位通過を目指す。いかにもケイトらしく、ある意味では頼たのもしい行動だ。

　彼女の言動に対して、アリスもブシドーちゃんもその場で見守るだけで、自みずからは動こうとしない。このステージ最大の功こう労ろう者しやに、最後は花を持たせようとでも思っているのかもしれない。

　……でも、僕の心の中には、ぼんやりとした違い和わ感かんが浮かんでいた。

　何が引っかかっている？　ケイトの行動におかしなところはない。彼女は『獲物』の性能を知り尽つくしていて、だからあの天使は弱点を撃ち抜かれ、無む防ぼう備びな姿を僕たちの前にさらけ出して──。

　弱点!?

「ケイト！」

　そのことに気付いた瞬間、僕は顔を上げ、彼女の名前を叫さけんだ。

　そう、弱点だ。ケイトは天使の弱点らしき場所に、攻こう撃げきを命中させた。

　それなのに、コインが出ていない。つまり、ダメージが通っていない！

　僕が足を踏ふみ出したときにはもう、ケイトは天使の近くへと肉にく薄はくしていた。

　彼女のナイフが、天使の背せ中なかに迫せまる。

　──その瞬しゆん間かん、虹にじ色いろの宝ほう石せきから一いつ条じようの光が生まれ、ケイトの身体からだを貫つらぬいた。

「……っ！」

　声も上げず、ケイトは足を止め、自分のお腹なかに目を向けた。彼女は足をふらつかせ、今度は天使へと視し線せんを移うつす。

　そのとき再ふたたび、宝石が煌きらめいた。

　二度、三度と光を発して、ケイトの身体を容よう赦しやなく攻せめ立てる。その衝しよう撃げきで、彼女は手にしていたコンバットナイフを落とし、仰あお向むけに倒たおれ込こんだ。

　無む防ぼう備びな姿すがたとなったケイトに対して、天使は追撃の手を止めない。むき出しになっていた宝石を身体の中に仕し舞まい込むと、倒れているケイトへ向き直り、その巨きよ大だいな拳こぶしを振ふり下ろした。

　拳は地面にめり込み、コンクリートの破は片へんが周囲に飛び散る。にこやかな笑顔のまま、天使は左右の拳を交こう互ごに振り下ろして、何度も何度もケイトを殴なぐり続けた。

「やめろ────────っ！」

　全力で走りながら、僕は片かた手て斧おのを取り出し、無む我が夢む中ちゆうで天使に向かって投なげ付ける。狙ねらいを付けたわけではなかったけど、放物線を描えがいた斧は、天使の翼つばさをざっくりと切り裂さいた。

　途と端たん、その傷きず口ぐちからコインがあふれ出す。コインは僕の身体の中へと吸すい込まれていき、天使は痛いたみを感じたのか、手を止めて、背せ中なかをのけ反ぞらせた。

　その隙すきに、僕はその天使の足元を通り抜ぬけて、ケイトの元へと駆かけ寄よる。彼女は地面の中に深く埋うまっていて、身動き一つしていなかった。その様子に、思わず息を吞のむ。

　そのとき、彼女の身を包つつんでいた衣服が、盛せい大だいに弾はじけ飛んだ。

　当然だ。あれだけの攻撃を受けたのだから、無ぶ事じで済すむわけがない。ケイトの服はその全てが失われ、あられもない姿が視界に飛び込んできた。唯ゆい一いつ、残っているのはサングラスだけで、それも細かなヒビがたくさん入っている。

　その姿を目の当たりにして、反はん射しや的てきに目をそらしそうになるが、でも、ためらっている暇ひまなんてない！　僕は一気に足を踏み出すと、両手を広げてケイトに飛びかかった。

「ん……」

　意い識しきを取り戻もどしたのか、ケイトは苦く悶もんの声と共に、うっすらと目を開ける。

　そんな彼女に、勢いきおいのまま抱だき付いた。

「ひゃっ!?」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいたケイトは変な声を上げるが、その反はん応のうに構かまわず、僕は彼女を抱きかかえる。

「お、お前、何を──」

　声を漏もらしつつ、ケイトは戸と惑まどいの表情を浮うかべた。そして自分の身体に視線を落として、どういう格かつ好こうをしているのかを認にん識しきした途端、目を見開く。

「って、な、なん、なんだ!?」

　僕はその叫さけびすら無む視しして、黄金の天使に背せを向けたまま走り出した。第１のクエストの最後にケイトを抱かかえたときは、片かた手てでも充じゆう分ぶんだったのに、今では両手でも重く感じる。彼女の制せい約やくが緩かん和わされて、身体からだが少し成長したからだろう。

　手のひらからは、柔やわらかな肌はだの感覚が直じかに伝わってくる。でも、今はそんなことを気にしている場合じゃない。とにかく、この場から逃にげないと！

『ピギャアアアアアアアアアアアッ！』

　背はい後ごから、鈍にぶい咆ほう哮こうが鳴り響ひびく。振ふり返ると、鬼おにのような形ぎよう相そうでこちらをにらむ天使が見えた。

　さっきまではにこやかな笑みを浮うかべていたのに、翼つばさを切り裂さかれたことで、怒いかりに我われを忘わすれているのだろうか。天使は僕を見下ろしたまま、その指先をこちらに向ける。

　ケイトのアドバイス通りなら、あの指先からはハート型の弾たまが撃うち出されるはず。その弾だん速そくがどうであれ、人を一人抱えている今の状じよう況きようだと、避よけられるかどうか分からない！

　焦あせりのため、背中から一気に汗あせが噴ふき出てくる中、天使の指先が光る。

　……でも次の瞬間、その指はあらぬ方向に折おれ曲がっていた。僕を追いかけてきたブシドーちゃんが、高く飛び上がり、天使の指先へハンマーを叩たたき付けたんだ。

　天使は再ふたたび背中をのけ反ぞらせて、動きを止める。ブシドーちゃんは着地すると踵きびすを返し、両手に持ったハンマーを振りかぶり、

「──っ！」

　全力を込めて、ぶん投なげた。

　ハンマーはすさまじい勢いきおいで飛び、まっすぐに天使の胴どう体たいへと突つき刺ささる。天使の身体から大量のコインが飛び散るが、ブシドーちゃんはそのことに構かまわず、こちらへと向き直った。

　彼女は瞬またたく間に僕たちの側へと駆かけ寄より、ケイトをじっと見つめる。しかしすぐに僕へと視し線せんを移うつすと、そのまま腰こしの辺りに手を回してきた。

　その行動を不ふ審しんに感じる間もなく、ブシドーちゃんは僕の身体をがっちりとつかむ。そして腰を落としたかと思うと、ありったけの力を込めて跳ちよう躍やくした。

「んぐっ！」

　全身へ負ふ荷かがかかるが、しかし決して腕うでの力は緩ゆるめない。ケイトも苦しげな表情を作っていたものの、僕の服をつかんで、その重じゆう圧あつを耐たえしのいでいた。

　ブシドーちゃんはそびえ立つビルの壁かべを蹴けりつつ、ただひたすら駆かけ上がっていく。やがて屋上へとたどり着くと、その真ん中に降おり立ち、ゆっくりと僕たちを下ろした。

「……」

　僕たちを一いつ瞥べつすると、彼女はビルの端はしまで駆け寄より真下を覗のぞき込む。どうやら地上の様子を確かく認にんしているみたいだ。

　僕も彼女に続こうとして、すぐに手の中にある柔やわらかな感触に気付く。何なに気げなく視線を落とした瞬間、ケイトの裸ら体たいが視界に飛び込んできた。

「ご、ごめん！」

　僕は慌あわててケイトを下ろし、すぐさま自分が着ているシャツを脱ぬいで、彼女の上にかける。

「本当に、色々と、ごめん。で、でも、決して変な意図はないんだ。ただケイトを助けたかっただけで……。多分、ケイトのその姿すがたは、僕とブシドーちゃん以外には見られていない。まだリタイアせずに済すんでるってことは、そういうことなんだろう。それでも、勝手にケイトの身体からだに触ふれたことは、悪かったと思ってる」

　言い訳わけを口にしつつ、僕は頭を下げた。殴なぐられるくらいのことは覚かく悟ごして、歯を食いしばる。

「……」

　しかし、意い識しきを取り戻もどしたはずのケイトは、僕に対して罵ば倒とうを浴あびせることもなく、その場から動こうとしなかった。

「くっくっくっ……」

　彼女の発した声につられて、思わず顔を上げる。ケイトは僕のかけたシャツを握にぎり締しめながら、口元を歪ゆがめていた。

「あっはっはっはっはっはっ！　そうか、そういうことか！」

　顔を上げると、彼女は高らかに笑う。突とつ然ぜんのことに、僕はただ目を丸くするばかりだ。

「ははっ、すまんな、驚おどろかせちまったか」

　ひとしきり笑った後、ケイトはこちらへと視し線せんを向け、

「実はな、お前らには一つだけ、ウソをついていたんだ」

　いきなり、そんな言葉を口にした。

「ウソ？」

　尋たずね返すとケイトはうなずき、わずかに眉まゆをひそめる。

「このゲームの黒くろ幕まくは、あたしの相あい棒ぼうだって言ったよな。でも、違ちがうんだ。本当は相棒じゃなくて、元・相棒なんだ」

　元・相棒。そう語る彼女の表情は、かすかに曇くもっているように見えた。

「１年前に、そいつとはちょっとしたことでケンカして、それっきり音信不通なんだよ」

「ケンカって？」

「価か値ち観かんの違いってやつだな。どれだけ仲が良くても、合わない部分っていうのはどうしても出てくるものさ」

　そう言って彼女は肩かたをすくめ、空を見上げる。

「あたしはな、ゲームを遊ぶ上では、何よりも効こう率りつを優ゆう先せんさせたいんだ。誰だれかと対戦したり、競きそい合ったりするようなものだと、なおさらだ。だって、勝たなきゃ意味がないだろ？　ゲームってのは、勝つからこそ楽しいし、負けたら悔くやしい。だったら、敗北につながる要よう素そは可か能のうな限かぎり排はい除じよしていくべきだ。そこには、こだわりや好みが入り込む余よ地ちなんてねえ」

　拳こぶしを握り締め、ケイトはチラリと僕に視線を向けた。

「だけど、あいつは違った。ある日、あたしのプレイスタイルに、ケチをつけてきやがったんだ。『ゲームは楽しむことが一番大事』ってな」

　かつての出で来き事ごとを回想する彼女の顔には、寂さびしげな表情が浮かんでいる。

「今なら分かるよ。あれは、あいつなりの助言だったのかもしれないってな。でもな、あいつとは分かり合えてると思っていただけに、余よ計けいにショックだったんだ。だからつい、カッとなって、ひどい言葉を吐はいちまってさ。それ以来、そのゲームにもログインしてねえんだ」

　そう言ってケイトは、懐ふところから棒ぼう付つきキャンディを取り出そうとして、

「……ちっ」

　すでに服そのものがなくなっていることに改めて気付き、大きく舌した打うちした。

「まあ、いいや。とにかく、分かっただろ？　ようするに……」

　彼女はゆっくり立ち上がると、壊こわれかけのサングラスに手をかけ、無む造ぞう作さに地面へ落とし、

「これは、あいつの復ふく讐しゆうなんだ」

　そう言って、青い瞳ひとみでまっすぐに僕を見つめた。

「あたしだけが知っている『獲え物もの』を用意しておき、最後の最後で裏うらをかく。全てはあたしを陥おとしいれるために仕し掛かけられていた、罠わなだったんだよ」

　……つまりこのステージは、ケイトをリタイアさせるために作られた場所、ということか？

　さっきまで交わしていた、シノミヤとの会話を思い出す。テストプレイの意味が無い、か。

「さて、と。それじゃあ、あの天使をどうにかしないとな」

　一人で考えに耽ふけっていると、彼女は不意に、僕の顔に向かってシャツを投げ付けてきた。

「うわっ」

　視し界かいがさえぎられ、反はん射しや的てきに声が漏もれる。

　いきなり何をするんだ、ケイトは。軽くもがきつつ、僕はシャツを引っぺがし、

「──えっ」

　すぐ間近に迫せまったケイトの顔を見て、心しん臓ぞうが跳はね上がった。

　彼女はこれまでに見せたことがないような柔やわらかな笑みを浮うかべていて、その表情に、僕は思わず見み惚とれる。

　そのままケイトは僕の身体からだに手を回すと、何も言わず、そっと抱だきしめた。
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　柔らかな感かん触しよくが、肌はだに伝わってくる。しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、彼女はすぐに僕から離はなれると、ぎこちなく背せを向けた。

　何が起きたのかを理り解かいできないまま、僕はぼんやりと、ケイトを眺ながめる。

「ケイト……」

「うるせえ、黙だまってろ」

　僕の言葉をさえぎるその声は、わずかに上ずっているように聞こえたけど、彼女は振ふり返ることなく、ブシドーちゃんのいる場所へと歩いていく。

「おい、サムライ女！」

　呼よびかけられて、ブシドーちゃんは静かに振り向いた。

「お前ならこいつも、どうにかできるんだろ？」

　そう言ってケイトは両手を掲かかげ、自分の中から巨きよ大だいな何かを取り出すと、地面に突つき立てる。

「お前とは色々あったし、こんな物を渡わたしちまうのも危き険けんだと思っていたんだが、まあいいや」

　彼女が取り出したその『武ぶ器き』を見て、僕は大きく目を見開く。それはケイトの身体よりはるかに大きく、重じゆう厚こうな大たい剣けんだったんだ。

　常じよう人じんには持ち上げることすら困こん難なんかと思われるほどの代しろ物ものだが、しかしブシドーちゃんなら、きっと上手うまく使いこなせるのだろう。

「つべこべ言わず、受け取れ」

「……」

　ケイトが大剣を軽く叩たたくと、ブシドーちゃんはしっかりとうなずき、近づいてきて柄つかに手を触ふれた。その反はん応のうに満足したのか、ケイトは軽く髪かみをかき上げ、視し線せんを僕の方に向ける。

「……復ふく讐しゆうだけがあいつの目的じゃねえのかもしれねえけどさ。少なくともこの局きよく面めんだけは、あたしにケジメをつけさせてくれ」

　それだけを口にすると彼女は再ふたたび両手を掲かかげて、新たな武器を取り出す。ケイトが手にしたそれは、いわゆるサブマシンガンと呼よばれる物だ。

　その火か器きを目にした瞬しゆん間かん、彼女が何をしようとしているのか、僕にはすぐさま理り解かいできた。

「ケイト！」

「黙だまってろって言っただろ！」

　制せい止しの言葉はさえぎられ、彼女はさらに歩ほを進める。それでも僕は、言わずにはいられなかった。

「代かわりの衣い装しようなら、ある！」

「──」

　足を止めようとしないケイトに向かって、僕はさらに続ける。

「水着を一着、持ってるんだ！　防ぼう御ぎよ力りよくなんてほとんど無いだろうし、その、ちょっと露ろ出しゆつが多くて、恥はずかしいかもしれないけど、でも、リタイアは避さけられるんだよ！」

「──ケジメをつけるって言っただろ」

　けれど彼女は、首を横に振ふり、その提てい案あんを拒こばんだ。

「そいつは他の奴やつのために取っておきな。あたしが着るよりは、よっぽど役に立つぜ」

「で、でも」

「あの天使を仕し留とめるためには、誰だれかが無茶をしなきゃいけねえんだ。そしてその役目を担になうのは、あたしが最さい適てきで、一番効こう率りつがいい。それはもう、お前だって分かってるんだろ？　だから、そんなもんを着る意味はねえ」

　……ケイトの真後ろにいる僕からは、彼女の表情は見えない。でもきっとその意い志しは固かたく、これ以上は何を言っても決意は揺ゆるがないのだろう。

「……もしあのとき、ケイトが僕にスキルを使ってなければ」

「済すんだことを考えても仕方ねえだろ。あたしはあたしなりに、ベストな選せん択たくをし続けてきたつもりだし、そのことを後こう悔かいはしてねえよ」

　ビルの端はしへとたどり着いたケイトは、地上を見下ろしつつ、小さく息を吐はいた。

「この世界では、ダメージを受けると衣服が破やぶれ、最後は全ぜん裸らになる。でもそれは、全裸になっちまえば、どれだけダメージを受けても関係ねえってことでもあるんだよな。少なくとも、リタイアするまでは」

　サブマシンガンを構かまえ、彼女は誰だれに聞かせるでもなくつぶやく。

「皮肉なもんだな。こんな状じよう態たいになったからこそ、なんにも気にせず暴あばれられるんだから」

　一度だけ大きく首を横に振ふってから、ケイトは再ふたたび地上へと視し線せんを落とし、

「後は任まかせたぜ！」

　言葉と共に、ビルから飛び降おりた。

「おるああああああああああああああっ！」

　僕は弾はじかれたようにビルの端はしへと駆かけ寄より、真下を覗のぞき込む。そこには、いつの間にか取り出したグレネード弾だんを、天使に向かって投げ付けるケイトの姿すがたがあった。

　直後、階下から大きな爆ばく音おんが鳴り響ひびき、思わず顔を背そむける。

「くそっ！」

　でも、迷まよってる暇ひまなんてない。気持ちを強引に奮ふるい立たせ、ブシドーちゃんへと目を向けた。

「あの天使を倒たおそう！　ケイトが作ってくれたチャンスを、ムダにしちゃいけない！」

「……！」

　ブシドーちゃんは首を縦たてに振ふると、譲ゆずり受けた大たい剣けんを自分の中に仕し舞まい、僕の側へと駆け寄った。

　そしてその両りよう腕うでを腰こしに回して、しっかりとつかむ。僕もまた彼女の肩かたに腕を回して、いつでも構かまわないということを伝えるため、強くうなずいた。

　ブシドーちゃんも再び首を縦に振り、ビルの端へと目を移うつす。彼女は両足に力を溜ためると、僕を軽く持ち上げて、

「……！」

　屋上を駆かけ抜ぬけ、跳とんだ。

「っ！」

　恐きよう怖ふを押おし込め、無理やり地上を見下ろす。視し界かいに飛び込んでくるのは、黄金の天使と、その真正面で銃じゆうを乱らん射しやするケイトの姿すがただ。

　落下のダメージは、当然あったと思う。だって、ビルの屋上から飛び降おりたんだから。もしここが現げん実じつの世界であれば、即そく死ししてもおかしくはないんだ。

　それでもケイトは苦しげに表情を歪ゆがめながらも、引き金を引いている。

　その姿にブシドーちゃんも目を向けつつ、彼女は並ならび立つビルの壁かべを何度か蹴けり、天使の真後ろへと降り立った。ケイトに気を取られているからか、あいつは僕たちのことに気付いていない。

『ピギャアアアアアアアアアアアッ！』

　天使は奇き声せいを発すると、浴あびせられる銃弾にひるむことなく、ゆっくりとケイトに近づき、巨きよ大だいな拳こぶしを振り上げた。しかしケイトは逃にげる素そ振ぶりすら見せず、銃を撃うち続けるばかり。

　と、そのとき、彼女の全身が淡あわい光に包つつまれた。

　あれは、リタイアの前ぜん兆ちようか？

「へっ、ここまでか」

　自身の身体に目をやると、ケイトは左手からいくつもの地じ雷らいを取り出し、自分の足元にばらまく。髪かみをかき上げ、彼女は不ふ敵てきな笑みを浮うかべて、口を開いた。

「楽しかったぜ、相あい棒ぼう」

　直後、天使の拳はケイトを殴なぐり付け、その勢いきおいのまま地面へとめり込こむ。

　次の瞬しゆん間かん、盛せい大だいな爆ばく発はつと共に、天使の右みぎ腕うでが吹ふき飛んだ。

『────ッ！』

　声も漏もらさず、黄金の天使は背せ中なかをのけ反ぞらせ、右腕を押おさえる。失われた腕の先からは、何なん枚まいものコインがあふれ出ていた。

　しかしその全ては地面に落ちるだけで、どこかに吸すい込まれたりはしない。ダメージを与あたえた人が、いなくなったからだ。

　──おそらく、他のみんなもこの近くにいて、成り行きを見守っていたのだろう。爆発と共に人が落ちてきたんだから、注目するのも当然と言えば当然だ。

　アリスも、シノミヤも、リリィさんも、ケイトの姿を見た。だから彼女はリタイアしたんだ。

「っ！」

　荒あれ狂くるう感情を押おし殺して、全力で駆け出す。天使は右腕を押さえたまま片かたヒザを突つき、身体を震ふるわせている。この好機を、逃のがすわけにはいかない！

　僕は大きく息を吸すい、物もの陰かげに隠かくれているであろうみんなに届とどくくらい、大きな声で叫さけんだ。

「今だ!!」

　その声に呼こ応おうするかのように、僕の脇わきをブシドーちゃんがすり抜ぬけていく。

「ブシドーちゃん！」

　まっすぐに前を指差して、僕は彼女の名を呼よんだ。

「翼つばさだ！」

　彼女は力強くうなずくと、さらに速度を上げて天使へと迫せまる。さっき僕が、斧おので翼を切り裂さいたとき、あいつはひどく苦しがっていた。あの翼が弱点なのかどうかは分からないが、大量にコインがこぼれ落ちていた以上、ダメージが通ることは確たしかだ。ならば、狙ねらわない手はない。

　ブシドーちゃんは大たい剣けんを取り出すと、両手に持って振ふりかぶる。地面を蹴けって、天使との距きよ離りを一気に詰つめ、全力を込こめて一いつ閃せんさせた。

　僕が傷きずつけた箇か所しよを上書きするように、大剣が切り裂さく。思わず見み惚とれるほどの、鮮あざやかな斬ざん撃げき。

　だが、ブシドーちゃんの攻撃はそれで終わらなかった。大剣を振り下ろした勢いきおいのまま、彼女は一回転して、さらなる追撃を天使へと見み舞まう。狙うのは、反対側の翼だ。

「────っ！」

　全身をしならせて、ブシドーちゃんは大剣を振り抜く。きらびやかな閃光が走り、直後、天使の両りよう翼よくはどちらも真っ二つに断たち切られ、地面へと落ちた。

　ブシドーちゃんはすぐに大剣を自分の中に仕し舞まい込むと、後ろに飛び退のいて距離を取る。

『ピギャアアアアアアッ！』

　その刹せつ那な、天使は甲かん高だかい悲鳴を上げ、背せ中なかをのけ反らせた。

　しかしそれも束つかの間まのことで、そいつは怒いかりの形ぎよう相そうを浮かべると、こちら側へと振り向く。真正面から敵てき意いを向けられつつも、ブシドーちゃんには怯おびえた様子がなく、まっすぐに天使をにらみ返した。黄金の天使は左手を振り上げ、復ふく讐しゆうを果たすべくその腕うでに力を込める。

　けれど、天使の願いは叶かなわない。そいつが背せを向けたまさにその瞬しゆん間かん、ビルの隙すき間まから見知った人ひと影かげが現あらわれたからだ。

「この！」

　その人物──赤咲アリスは傷きずついた翼を目がけて、アサルトライフルの引き金がねを引いた。

『ピグアアアアアアアアアアッ！』

　銃じゆう弾だんは天使の背中にめり込み、そいつはまたもや動きを止めて、苦く悶もんの悲鳴を漏もらす。

　そのとき、天使の頭上にある真円のリングが、突とつ如じよとして点てん滅めつを始めた。

　──ケイトがあのリングを狙い撃うったときのことが、頭をよぎる。

　もしかして、これは罠わななのではないか？　そんな思いに、僕の足は一瞬止まりそうになる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　しかしその気持ちを察したかのように、聞き覚えのある声が耳に届とどいた。それは、物もの陰かげから現あらわれたシノミヤの声だ。

「あのときとは、手順が違ちがうからね」

　天使の側へと駆かけ寄よったシノミヤは、ショットガンを構かまえて、リングへと狙いを定める。

「だからこれはきっと、正せい解かいなのさ！」

　言葉と共に、シノミヤはためらいなく引き金を引いた。

　その途と端たん、反動でシノミヤは後方へと吹ふっ飛び、地面を転がる。だが同時に、放たれた弾丸の束たばは、天使のリングを撃うち抜ぬいていた。

『ギュエアアアアアアアアアアアアアッ！』

　直後、天使は耳をつんざくような悲鳴を上げてその場にうなだれる。そしてその背せ中なかが割われると、中から一つの宝ほう石せきが現あらわれた。

　目の前に現れたそれは、さっき見た虹にじ色いろの物とは違ちがい、鈍にぶく輝かがやく真っ黒な石だ。

　あのときとは、手順が違う。だから、現れた石も違う。

　つまり、これこそが本当の、天使にとっての弱点ということか？

『ギュガアアッ！』

　そのとき、黄金の天使は咆ほう哮こうを上げると、いきなり左ひだり腕うでを振り払はらった。その手のひらの先にいたのは、アリスだ。

「きゃっ！」

　突とつ然ぜんの事じ態たいに反はん応のうが遅おくれたのか、彼女は天使に鷲わし摑づかみにされる。天使はうなだれたまま、その手を強く握にぎり締しめた。

「ああああああああああっ！」

　アリスの悲ひ痛つうな叫さけびが、周囲に響ひびき渡わたる。

「────っ！」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、僕は反はん射しや的てきに、自分の中から大型のハンドガンを取り出していた。

「シンゴ君、決めたまえ！」

　地面に転がったまま、シノミヤが声を上げる。

　そうだ、罠わなかどうかなんて、考えている暇ひまはない！

　銃じゆうをまっすぐに構かまえ、狙ねらいを定め、

「うおおおおおおおおおおおおおっ！」

　叫びと共に、僕は引ひき金がねを引いた。

　轟ごう音おんが鳴り響き、放たれた弾だん丸がんは黒い石を貫つらぬく。

　わずかな静せい寂じやくの後、その石は粉こな々ごなに砕くだけ散った。

『グ、ゴ、ア……ッ！』

　苦く悶もんの息を漏もらして、黄金の天使は全身を痙けい攣れんさせる。

　次の瞬しゆん間かん、その身体からだが盛せい大だいに弾はじけ、コインへと変わった。

　天使の姿すがたは跡あと形かたもなく消え去り、コインは全て、僕の身体からだへと吸すい込こまれていく。

「──」

　解かい放ほうされたアリスは、言葉もなくその場に降おり立つが、意い識しきが朦もう朧ろうとしているのか、足元がふらついている。

「アリス！」

　僕はハンドガンを投なげ捨すてて駆かけ寄より、倒たおれそうになった彼女の背せ中なかを支ささえた。

「大丈夫か？」

「ん……」

　声をかけると、アリスはうっすらと目を開ける。

　よかった、どうやら無ぶ事じみたいだ。安心した僕は、小さく息を吐はく。

　──その瞬しゆん間かん、彼女の着ているサンタ服の上着が、一気に弾はじけ飛んだ。

　真っ白な肌はだと、真しん紅くのブラがあらわになり、僕は思わず目を見開く。

「……えっ？」

　アリスはキョトンとした顔で胸むな元もとに目を向けたが、

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　瞬時に顔を赤く染そめると、両手で自分の身体からだを隠かくして、その場にへたり込こんだ。そしてすぐ、こちらへ顔を向け、きつい目でにらんでくる。

「あ、ご、ごめん！」

　僕は慌あわてて背せを向け、謝しや罪ざいの言葉を述のべた。

「わざとじゃないんだ。アリスのことが心配で、つい……。でも、こうなる可か能のう性せいは充じゆう分ぶんに考えられたはずだから、言い訳わけにはならないよね。本当に、ごめん」

「……むぅ」

　僕の言い分を背はい後ごで聞いていたアリスは、小さく声を漏もらしたが、

「──ありがと」

「へっ？」

　続く言葉に、僕は変な声を上げた。

「あんたがあの天使を倒たおしてくれたんでしょ？　あのままだと、間ま違ちがいなくわたしはリタイアしていたでしょうし、だから、ありがとうって言ってるの」

「アリス……」

　どうやら怒おこってるわけではないみたいだ。安心した僕は、ほっと息を吐き、

『最後のハントに成せい功こうしました。おめでとうございます』

　そのとき、あの機械音声が、どこからか聞こえてきた。

『以上を持ちまして、第３のクエストは終しゆう了りようとなります。お疲つかれ様でした』

　簡かん素そなその言葉と共に、何の前まえ触ぶれもなく、世界が光に包つつまれる。そして気が付いたときには、僕たちはあの大おお広ひろ間まに戻もどってきていた。

　状じよう況きようを確かく認にんするため、周囲を見み渡わたす。僕の側にはしゃがんだままのアリスがいて、少し離はなれたところではブシドーちゃんが、油ゆ断だんなく視し線せんを動かしている。そこからさらに離れたところに、転がったままのシノミヤがいて、もっと遠くにいるのが、リリィさんだった。彼女は身体を縮ちぢこまらせて、両手で耳を塞ふさいでいる。おそらく、どこかの建物の奥おくに隠かくれていて、そのときの体たい勢せいのまま、この場所へと戻ってきたのだろう。

　──以上が、この場に戻ってきた全員だ。

　いくら探さがしてみても、ケイトの姿すがたはどこにもない。

　本当に、リタイアしてしまったんだな……。

　その事実を改めて突つき付けられて、僕は固かたく拳こぶしを握にぎり締しめる。

　彼女は決して『いい人』なんかではなかった。マイペースで、乱らん暴ぼうで、自分勝手で……。

　それでも、誰だれよりもゲームクリアを目指していた人だったんだ。

　ケイトがいなければ、僕たちはここまで来ることができなかっただろう。

「ケイト……」

　名前を口にし、天てん井じようを見上げる。

　──そのとき、頭の中に激はげしい痛いたみが走った。

「ぐうっ！」

　僕はその場でヒザを突つき、こめかみに手を当てる。

　このタイミングで、あの副作用か……！

　急きゆう激げきに増ます頭ず痛つうを、どうにかして堪こらえようとするが、しかし、それでも思考はぼやけてくる。

「う、く……」

　全身の力が抜ぬけ、頭の中が真っ白になる。薄うすれていく意い識しきの中、地面に倒たおれる僕の身体からだを誰だれかが抱だきとめてくれたような、そんな気がした。




　　　３




　脳のうの奥おくから、記き憶おくが沸わき出てくる。それは、小学生の頃ころの出で来き事ごとだ。

　背はい景けいはぼんやりしていて、そこがどこなのかは分からないけど、その記憶の中で、僕は一人の女の子と遊んでいた。

　僕と同い年くらいのその子は、画用紙と色いろ鉛えん筆ぴつを持っており、床ゆかにうつぶせになったまま、何かの絵を描かいている。彼女の真正面には僕がいて、同じくその画用紙を眺ながめていた。

　そこに描えがかれているのは、天使の絵だ。真円のリングに、白いローブと白い翼つばさ。しかし、身体はなぜか黄金色に塗ぬられており、それがただの天使ではないということは容よう易いに想そう像ぞうできる。

　絵を描き進めながら、二人は言葉を交わす。

「あたまの上にあるリングが、弱点なの？」

「うん。リングをこうげきすると、背せ中なかから宝ほう石せきが出てくる。でも、それはワナでもあるんだ」

「どういうこと？」

「リングをこうげきする前に、背中のつばさにダメージをあたえなきゃいけないんだ。そうしないと、ほんとうの弱点は出てこない。もし先にリングをこうげきしたら、ニセモノの宝石が出てきて、その宝石をこわそうとしたら、こっちがはんげきされちゃうんだよ」

「でも、出てきた宝石がニセモノかどうかなんて、どうやってたしかめればいいの？」

「そうだね、ホンモノと見分けがつくようにしておいたほうがいいかも。それじゃあ、いろをかえてみよう」

「いろ？」

「ホンモノの弱点はまっくろで、ニセモノはにじいろ。ついでに、ワナにはとおくからのこうげきは効きかないってことにしようか。たとえば、石をなげてぶつけたりしても、傷きずはつかないし、ちかづいたらはんげきされる。それなら分かりやすいんじゃないかな？」

「……うん。それなら分かりやすいね！」

　僕の言葉に聞き入っていた彼女は、パチパチと手を叩たたいてにっこりと笑う。

「シンゴくん、すごい！　さすがは────だよ！」

「いやいや、それほどでも、えへへ」

　まっすぐな褒ほめ言葉が照れ臭くさくて、僕の顔にも笑みがこぼれた。

「そ、それじゃあ、ほかの『せってい』もかんがえていこうか！　そうだなー、ゆびのさきから、ハートのかたちをしたビームみたいなのが出るっていうのはどう？」

「おもしろそう！　さいようけっていだよ！」

　少女は色いろ鉛えん筆ぴつを持ち直すと、元気いっぱいに色んな文字や絵を描き足していく。その様子を僕は静かに見守っている。どうやらこういった出で来き事ごとは、二人にとってはなんでもない、いつもの日にち常じよう風景のようだ。

「お嬢じよう様さま、そろそろお時間でございます」

　そのとき、扉とびらの開く音と共に、誰だれかの声が聞こえてきた。声を聞いた瞬しゆん間かん、女の子は一瞬だけ、悲しげな表情を見せる。

「はーい」

　しかしすぐに笑みを浮うかべると、色鉛筆を置いて立ち上がる。ほぼ同時に僕も腰こしを上げ、彼女はこちらを見つめながら、言った。

「それじゃあ、シンゴくん。またあそぼうね」

「うん、また！」

　僕たちは一いつ緒しよにうなずき……。




　──そこで記き憶おくが途と切ぎれた。




「っ！」

　目を見開き、すぐさま身体からだを起こす。視し界かいに入ってくるのは、大おお広ひろ間まの風景だ。

　今、見えたのは、過か去この記き憶おく、か？

　困こん惑わくする頭を押おさえていると、

「ね、ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　背はい後ごから声が聞こえてきて、何なに気げなくそちらを振ふり向く。その瞬しゆん間かん、間近で僕を見つめる、下した着ぎ姿すがたのアリスが飛び込んできた。

「う、うわ、ご、ごめん！」

　慌あわてて顔を背そむけ、固かたく目を閉とじる。そうだった。彼女はあの天使につかまれて、大きなダメージを受けたせいで、上着が弾はじけ飛んじゃったんだよな。

　罵ば倒とうの言葉を覚かく悟ごしつつ、全身を強こわ張ばらせていると、

「……そうやって意い識しきされると、余よ計けいに恥はずかしくなってくるんだけど」

「えっ？」

　呆あきれたような声が聞こえてきて、僕はゆっくりとまぶたを開ける。

「失われた物は、もう、どうしようもないもん。リタイアしなかっただけでも儲もうけものだし、こっちだって覚かく悟ごは決めてるわよ。だから、普ふ通つうに接せつしてくれるとありがたいわね」

　彼女の声こわ色いろは穏おだやかで、決して無理をしているようには感じられない。そのことに少しだけ安あん堵どした僕は、ゆっくりと立ち上がった。

「う、うん。分かったよ」

「でも、ジロジロ見ちゃダメだからね！　そういうのは、普通に接するって言わないんだから！」

　なかなか難むずかしい注文だけど、うなずかないわけにはいかない。とはいえ、すぐに振ふり向く勇気もないし、どうしたものか。

　……そうだ、何か着る物があればいいんだ！

　よし、とりあえず僕のシャツを──。

「って、あれ？」

　自分の身体からだに目を向けて、上半身が裸はだかであることに今いま更さらながら気付く。

　いつの間にこんなことになったのかと、記き憶おくをたどり、

「……ケイト」

　いなくなった彼女のことを思い出し、その名をつぶやいた。

「大きな損そん失しつだね」

　そんな僕の元に、シノミヤが腕うでを組みながら歩いてくる。

「ケイト君は貴き重ちような戦力の一人だった。ここで失うにはあまりにも惜おしい人物だ。それに彼女は、黒くろ幕まくの正体についての情報を持っていたみたいだし、せめてここに戻もどってくるまで持ちこたえてくれていたら、もう少し詳くわしいことが分かったかもしれないね」

「っ！」

　僕は思わず熱くなり、まっすぐにシノミヤをにらむ。しかしシノミヤは、たしなめるように首を横に振った。

「彼女がボクの立場なら、同じようなことを言ったんじゃないかな？」

「……ん」

　その問いかけに、大きく息を吐はいてから、天てん井じようを見上げる。確たしかに、ケイトだったらそういう言い方をしたかもしれない。

「ボクだって、何も感じてないわけじゃないよ。ただ、こういう見方ができる人も、一人くらいはいた方がいいだろう？　そういった意味でも、ケイト君の存そん在ざいは貴重だったんだ」

「……そのケイトがいなくなったから、わざわざ憎にくまれ役を買って出たってことか？」

「ボクはただ、心の赴おもむくままに動いているだけだよ」

　話をはぐらかして、シノミヤは肩かたをすくめる。相変わらずその真意は読めないが、この人はこの人なりに、思うところがあるのだろう。

「分かった、感情的になってすまなかった」

「謝あやまることでもないよ」

「ところで、僕はどれくらいの間、気を失っていたんだ？」

「気を失っていた？　そうか、フラッシュフォワードの副作用だね。でも、ボクたちが大おお広ひろ間まに戻もどってきてから、ほんのわずかな時間しか経たってないよ。まだレドも姿すがたを見せてないし──」

『わたくしを呼よびましたか？』

「うおわっ！」

　会話の最中、突とつ如じよとしてシノミヤの肩かたの上にレドが現あらわれて、僕は思わず変な声を上げた。

「だ、だから、おま、お前なあ！」

『あらあら、今回はシンゴ様の真正面から現れましたわよ？　どうして驚おどろかれるのです？』

「いや、そういう問題じゃなくてだな……」

　絶ぜつ対たいわざとやってるだろ、こいつ。

『さてさて、それじゃあ始めましょうか』

　僕の視し線せんを無視して、レドは床ゆかへ降おり立つと、この場にいる全員を見回した。

『お待たせしました、順位発表の時間でございます』

　──その一言で、周囲の空気が一気に張はり詰つめる。

『先ほどもお話ししましたが、今回は獲かく得とくしたコインの枚まい数すうで順位が決まります。異い論ろんはありますか？　ありませんよね？　それでは、発表です！』

　それぞれに複ふく雑ざつな表情を浮うかべつつも、黙だまって成り行きを見守る僕たちを前にして、レドは大きく翼つばさを広げ、宣せん言げんした。

『１位はブシドーちゃん様の、４千７００枚まいです！』

　同時に、高らかなファンファーレが鳴り響ひびいた。

「……！」

　その発表に、ブシドーちゃんは緊きん張ちようしたような表情を作ったが、しかし彼女以外の誰だれも、大きな反はん応のうは見せない。当然と言えば当然の結果だったからだ。この中で『獲え物もの』に最もダメージを与あたえていたのは、まず間ま違ちがいなくブシドーちゃんだったわけだし。

「一つ、聞かせてくれ」

　と、シノミヤが口を開き、レドを見下ろす。

「ケイト君は、何枚のコインを集めていたんだい？」

『ケイト様は５千２３９枚で、本来なら１位通つう過かでした。ですが、残念ながらリタイアされたため、除じよ外がいさせていただいております』

「つまり、順位の繰くり上がりや、繰り下がりがあるということだね？」

『そういうことでございます。発表を行う時点での順位ですので』

「なるほど。理り解かいしたよ、ありがとう」

『はい、それでは説明を続けさせていただきます。１位通過のブシドーちゃん様には、以下の３つの中から一つだけ、お好きな特とく典てんを選んでいただけます。選べる特典は以下の通りです。

「スキルの強化」「リミットの緩かん和わ」「追つい加か装そう備びの獲かく得とく」

　この中から一つだけ、あなたが望んだものをお選びください』

　レドは淡たん々たんと説明の言葉を述のべる。しかしブシドーちゃんは、無言でレドを見つめるだけで、何も答えようとしなかった。

『どうなさいました？　分かりにくかったのでしたら、もう一度最初から説明いたしますが？』

「……」

　その問いに、ブシドーちゃんは首を横に振ふる。彼女の反はん応のうを見て、レドは大きくうなずくと、

『了りよう解かいしました。特とく典てんはいらないという意味で受け取ります』

　あっさりと、そんなことを言った。

　その瞬しゆん間かん、他のみんなはざわめき、ブシドーちゃんへと視し線せんを送る。それでも彼女は何も言わず、ただ黙だまってレドを見つめるばかりだ。

　ブシドーちゃんが何を考えているのかが分からない。みんなはそう感じていることだろう。

『それでは、今回は特典の贈ぞう呈ていは無しということで──』

「いいわけないだろ！」

　しかし僕はブシドーちゃんとレドの間に割わって入り、無理やり会話を中ちゆう断だんさせた。

『シンゴ様、何か問題でもありますか？』

「何か問題でも、だって？　お前も運うん営えい側がわなら、分かってるんだろ？　ブシドーちゃんにどういうリミットが課かせられているのかを」

　僕の発言に、みんなはさらに大きなざわめきを見せた。

「シ、シンゴさん、いったいどういうことですか？」

　リリィさんの戸と惑まどいを受け、僕はブシドーちゃんへと向き直る。

「もう、いいよね。みんなに話しても」

「……」

　ブシドーちゃんは僕を見つめると、ためらいなく首を縦たてに振った。僕もうなずき、全員を見回してから口を開く。

「ブシドーちゃんのリミットは、『しゃべることができない』というものなんだ」

　その一言に、みんなは緊きん張ちようの色を濃こくして、お互たがいの顔を見合わせた。

「正せい確かくには、『自分の思っていることを、自分からは伝えられない』と言った方がいいかもしれない。つまり、こちらから質しつ問もんしたりしない限かぎりは、彼女は何も答えられないんだ。もちろんこれは本人から直ちよく接せつ聞いたわけじゃなくて、僕なりに解かい釈しやくしたことに過すぎない。でも、その解釈は正しいはずだよ。そうだよね？」

「……」

　ブシドーちゃんに尋たずねると、彼女はやはりためらいなく、首を縦に振る。

「……なるほど。ブシドーちゃんは、レドの説明が分かりにくかったわけじゃない。だから首を横に振った。しかし決して、特典はいらないと言っているわけではない。そういうことだね？」

「ああ。質問じゃないと返事ができないから、自じ己こ完かん結けつした発言には反はん応のうのしようがないんだ。『特典はいらないのか？』と尋ねられた場合は、ちゃんと返事をしていたはずだよね？」

「……」

　その問いかけにも、ブシドーちゃんは首を縦たてに振ふる。

「つまりシンゴ君は、レドがブシドーちゃんのリミットを見み越こした上で、いじわるな発言をしたのだと、そう言いたいわけだね？」

「そういうことだ」

　僕の言葉を受けて、みんなはじっとりとした目でレドを見下ろすが、

『わたくしはただ、マニュアル通りに進行しているだけですわ』

　案内役と称しようするその鳥は、澄すました顔で答えるだけだ。

『いずれにしましても、ブシドーちゃん様には特とく典てんの内ない容ようを決めてもらわなければなりません。答えていただけないのでしたら、「特典は必要ない」と判はん断だんするしかありませんわ』

「だったら僕が代わりに、特典を決める。それならいいだろ？」

　言ってから、僕はブシドーちゃんにもう一度顔を向ける。

「何にするかはもう決まってる。『リミットの緩かん和わ』だ。それでいいよね？」

　真正面から見つめると、彼女は困こん惑わくした表情を浮うかべた。

　もしかしたら本人も、どの特典を選ぶべきか、決めかねていたのかもしれない。

　でも、それ以外はあり得ないんだ。だって、

「僕は、君の声が聞きたいんだ」

「！」

　その一言に、ブシドーちゃんの顔は一いつ瞬しゆんで真っ赤に染そまり、瞳ひとみを潤うるませた。

「……」

　彼女は肩かたを震ふるわせながら、ゆっくりとうなずく。

『ご本人様に異い論ろんがないのでしたら、問題はありませんわ』

　レドは感情のこもってない口く調ちようで言いつつ、翼つばさを広げる。

『それでは、お受け取りになってくださいませ』

　そして羽の先をブシドーちゃんに向けると、彼女は光に包つつまれた。

「……！」

　その途と端たん、ブシドーちゃんは身体からだを震わせて、大きく目を見開く。光は一瞬で収おさまったものの、彼女はその場で棒ぼう立だちになり、やがて目を閉とじると、足をふらつかせた。

「ブシドーちゃん！」

　僕は慌あわてて駆かけ寄より、倒たおれそうになったその背せ中なかを支える。どうやら意い識しきを失ったようだ。

「お前、何をした!?」

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、僕はレドをにらむが、あいつはまるで動じていない。

『ご安心を。おそらくリミットが緩和された影えい響きようで、心に強いショックが生じたのでしょう。しばらくすれば、目を覚まされるかと思います。ダメージを受けたわけではありませんので、ゲームの進行には問題ありません』

「……危き害がいを加えたんじゃないんだな？」

『１位通つう過かをされた方に、そのようなことはしませんわ。もっとも、これから「危き害がいを加える役目」を果たさなければなりませんけども』

　答えつつ、レドはまた全員を見回した。

　危害を加える役目。その一言に、僕たちの間に緊きん張ちようが走る。

『それでは続いて、最下位の方の発表です！』

　軽くウインクをしてから、レドは翼つばさをはためかせた。

『最下位は緑みどり山やまリリィ様の、０枚まいです！』

「はうっ！」

　名を呼ばれて、リリィさんは短い悲鳴を上げる。

『あら、もしかして予想外な結果でしたでしょうか？』

「い、いえ、覚かく悟ごはしていました……。もらったコインは全部使っちゃいましたし、『狩かり』のときも、何もできませんでしたから」

　レドの問いに、リリィさんはゆっくりとした口く調ちようで答えた。

『なるほど、それでは特に異い論ろんはありませんね？　他の方も、質しつ問もんなどはございませんね？』

　みんなは顔を見合わせるが、誰だれも言葉を発しない。僕たちにとってもその結果は充じゆう分ぶんに予想できたことだったし、何より、決まってしまったものはもう、覆くつがえせないのだから。

　前回の罰ばつゲームを回かい避ひしたシノミヤなら、あるいは何か提てい案あんするんじゃないかと思ったけど、見ている限かぎりではそういった気配は感じられない。おそらく、あのときとは異ことなる罰ゲームが用意されているだろうし、同じ手は通用しないと考えているのかもしれない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、皆みなさん。今のところ、私はあまり大きなダメージを受けてませんし、罰ゲームだけで、リタイアしたりはしないはずです」

　作り笑いを浮うかべつつ、リリィさんは少しずつ後ずさる。僕たちが罰ゲームに巻まき込こまれないようにという配はい慮りよなのだろう。

『ではでは、参りましょうか』

　そんな彼女を目で追いつつ、レドは軽けい快かいな声と共に、羽を振ふり上げた。

　──その瞬しゆん間かん、リリィさんの足元から何かが飛び出してくる。それは、先せん端たんに手て錠じようのような物が付けられた、４本のワイヤーだ。

　ワイヤーは瞬時に伸のびると、それぞれ彼女の両手足に迫せまり、強引に手て錠じようをかけた。かと思うと、また素す早ばやく床ゆかの中へと吸すい込こまれていく。

「ひゃんっ！」

　リリィさんは悲鳴を上げて、うつ伏ぶせでその場に倒たおれた。彼女の四し肢しには手錠がかけられているため、身動きが取れない。そこに今度は天井から金きん属ぞく製せいのアームが降おりてきた。その先に取り付けられているのは、革かわ製せいのムチだ。アームはゆっくりとリリィさんの元へと降りてきて、彼女に触ふれる寸すん前ぜんで動きを止める。

　一瞬の静せい寂じやくの後、アームはムチをしならせ、リリィさんのお尻しりを強く叩たたいた。

「──あふん！」

　その衝しよう撃げきに彼女は目を見開き、悲ひ痛つうな叫さけびを上げる。だがアームは容よう赦しやなどせず、規き則そく正ただしい動きで、何度もリリィさんのお尻しりを攻せめ続けた。

「きゃっ！　痛いたっ！　や、やめ！　あふ！　あうん！　ふあ、ふああっ！　あああうんっ！」

　そのたびに彼女は苦く悶もんの声を漏もらして、瞳ひとみからは涙なみだをこぼす。見ているだけでも痛々しいその苦く行ぎようは、いつまでも続くかと思われたが、やがてアームが動きを止めると、ゆっくりと天てん井じようへ上がっていった。同時に、リリィさんを捕とらえていた手て錠じようも離れ、床ゆかの中へと収まる。どうやら罰ばつゲームはそれで終しゆう了りようのようだった。

「はあ、はあ……」

　自由の身となったリリィさんは、顔を真っ赤にしたまま荒あらい息を吐はく。

　次の瞬しゆん間かん、彼女のスカートが光り、ちょうどお尻の部分が弾はじけ飛んだ。白い肌はだと、緑色の下着があらわになり、僕は反はん射しや的てきに顔を背そむける。

「リリィ君、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　シノミヤはその側へ駆かけ寄よろうとしたけど、しかしリリィさんは手を上げてそれを制せい止しし、ゆっくりと立ち上がった。

「し、心配いりません。ルーシーさんや、ケイトさんが受けた痛みに比くらべたら、これくらいはどうってことないですから」

　額ひたいに汗あせを浮うかべながら、彼女はぎこちなく笑う。

「お二人の犠ぎ牲せいをムダにしないためにも、私たちは前に進まなきゃいけないんです。だから、平気です。平気じゃなきゃダメなんです」

　気き丈じように振ふる舞まうその姿すがたを見て、僕は強く胸むねを打たれた。

「リリィ君……」

　その想いに共感したのか、シノミヤは大きくうなずき、

「……そうね」

　僕の背はい後ごでは、アリスも決意のこもった声を漏らす。

『それでは引き続き、第４のクエストを開始させていただきます』

　そんな中、レドは淡たん々たんとした口く調ちようで話し、両りよう翼よくを広げた。

　刹せつ那な、大おお広ひろ間まの一角に光が生まれ、ファンファーレが鳴り響ひびく。光が収おさまると、そこには緑の扉とびらが出しゆつ現げんしていた。それはちょうど、黄色の扉の隣となりに位置する場所だ。

『ではでは、また後でお会いしましょう』

　別れの言葉と共に、レドの姿は消え失せる。残された僕たちは再ふたたび顔を見合わせるが、誰だれも動どう揺ようの色は浮かべていなかった。

　リリィさんが言ったように、何があろうとも、僕たちは前に進んでいくしかないんだ。

「まあ、あの扉を開けるのは、ブシドーちゃんが目を覚ましてからだけどね」

　シノミヤはそう言って、こちらへ顔を向ける。僕はうなずき、腕うでの中で眠ねむるブシドーちゃんへと視し線せんを落とした。

　第４のクエストが始まる。無理やり参加させられたこのゲームも、いよいよ折おり返しだ。

　──けれど、僕の心の中には、無む視ししようとしていたある思いが、少しずつ広がっていた。

　大広間に戻もどってきたとき、僕はフラッシュフォワードの副作用で、過か去この記き憶おくを垣かい間ま見みた。

　あの記憶の中で、僕は一人の女の子と一いつ緒しよに、黄金の天使について語り合っていたんだ。

　あれが本当に僕自身の記憶なのか、それともただ夢ゆめを見ていただけなのかは分からない。

　でも、もしあれが真実なのだとしたら、最後の『獲え物もの』である黄金の天使は、僕の発案を元に作られたということになるんだよな。

　つまり、少なくともあの１体だけは、ケイトのアイデアではない。だから彼女は弱点に気付けなかったんだ。

　さらに、あの天使の設せつ定ていを考えたのが僕なのだとしたら、一つの答えが導みちびき出される。


　すなわち、トウサカシンゴこそが、黒くろ幕まくであるという可か能のう性せいだ。



　ついさっき見た記憶のことを、みんなにも話すべきだろうか？

　でも、あれが真実であるという証しよう拠こなんて、どこにもないんだ。リリィさんの言葉で、みんなが団結しようとしている今、そのことを話せば余よ計けいな混こん乱らんを招まねくかもしれない。ゲームの攻こう略りやくに支し障しようが出るという危き険けん性せいもある以上、それは避さけるべきだろう。

　僕はどうすればいいんだ？　何を信じて判はん断だんすればいい？

　頭の中が混こん乱らんし、思わず腕うでに込める力を強める。

「……」

　そのとき、ブシドーちゃんがわずかに身体からだを動かし、うっすらと目を開けた。

「あっ、ご、ごめん！」

　僕は慌あわてて力を緩ゆるめて、彼女を見つめる。ブシドーちゃんの目が覚めたことにみんなも気付いたのか、小走りに僕の近くへと駆かけ寄よってきた。

「……」

　全員に見守られる中、彼女は僕に身体を預あずけたまま、ぼんやりとした瞳ひとみでこちらを見上げる。

　そして、その口を開くと、

「セン、パイ……」

　透すき通るような声を漏もらして、僕の首に腕うでを回した。

「えっ」

　驚おどろきのあまり、身体を強こわ張ばらせる僕の目の前で、ブシドーちゃんはにっこりと笑う。

「ダイ、スキ……」

　言葉と共に彼女は目を閉とじ、僕の唇くちびると、自分の唇を重ねた。

　その瞬しゆん間かん、思考は凍こおり付き、頭の中は真っ白になる。

　しかし同時に、僕は感じていた。

　ゲームが大きく動きそうな、そんな予感を。










　　　あとがき




　はじめましての方も、そうでない方も、こんにちは、こんばんは。麻あさ宮みや楓かえでです。

　このたびは『クローズドセブン（上）』をお買い上げいただき、誠まことにありがとうございます。

　タイトルにもありますように、今作は上下巻かんの構こう成せいとなっています。

　本当はもっと短くまとめるつもりだったのですが、執しつ筆ぴつしているうちに書きたいことがどんどんあふれてきて、気が付けば一冊さつに収まりきらない分量になっていました。

　完成までに時間もかかりましたし、様々な方にもご迷めい惑わくをおかけしました。しかしその分、読み応ごたえのある作品に仕上がったと思っていますので、じっくり楽しんでいただけると嬉しいです。




　前作『シノシノ』から二年が経たちました。この二年の間にも色々ありましたが、『ゲームが好き』という気持ちは変わりません。

　最近はビデオゲームだけでなく、いわゆるアナログゲームを遊ぶ機会も多くて、刺し激げき的てきな日々を過すごしています。おかげさまで遊んでばかりの毎日ですが、自分にとっての『楽しい』を、もっともっと増ふやして、物語へ昇しよう華かしていけたらいいなと思っています。まだまだこれから先も色んなことを書いていくつもりですので、どうか応おう援えんよろしくお願いします。




　執筆にあたり、多くの方のお世話になりました。

　担たん当とうの和わ田だ様。

　イラストのすらだまみ様。

　その他、この本の製せい作さくに携たずさわってくださった全ての方々。

　そして、お買い上げいただいた読者の皆みな様さま方がたにも、大きな感かん謝しやを。

　本当に、本当にありがとうございました。




　それでは、『クローズドセブン（下）』でまたお会いしましょう。

　解かい決けつ編へんとなる下巻では、さらにテンポアップした展てん開かいが待っています。

　乞こうご期待。





麻宮　楓
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。近所で大型ショッピングモールがオープンしたので、暇を見つけては足を運んでます。美味しそうな食べ物屋さんがたくさんあるから、しばらくは食べ歩く日々が続きそう。目指せ、全店制覇！

[image: ]




イラスト／すらだまみ

眼鏡とファンシーキャラクターを愛でる漫画家兼イラストレーター。コミカライズ『花×華』全２巻発売中。ライトノベルの挿絵は初です！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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